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地域の明日を医療で支える
基本理念
県民の皆様により安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供していきます。

目標
１　基幹病院として地域の医療を支えるとともに、
　　人口減少や少子・高齢化を見据えた医療を提供します。

２　医療・保健・福祉との連携を深め、
　　地域全体の医療機能を向上します。

３　医療従事者の確保・育成機能の充実と看護人材の
　　安定的かつ継続的な育成を図ります。

４　安全・安心な医療を提供し、
　　患者サービスを一層向上します。

５　地方独立行政法人の強みを活かした
　　確実な病院経営を継続します。

シンボルマーク
５枚のハートは５つの県立病院を表し、
５つの県立病院が一体となって、地域の
医療を支えていくことを表しています。
マークのグリーンの色は、生まれ変わった
県立病院の清新なイメージと自然豊かな
長野県の地域を表しています。
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　令和４年（2022）年度長野県立病院機構（本機
構）の年報を報告します。令和４年度は第３期中期
計画の３年目になります。この年報を報告する時に
は、第４期中期計画の検討に入っています。
　令和３年度に続き令和４年度も、日本の医療は新
型コロナウイルス感染症（コロナ）に翻弄されまし
た。しかし、昨年度同様に県立５病院に与えられた
役割を十分に果たしたと思います。県内唯一の第１
種・第２種感染症指定医療機関を併せ持つ信州医療
センターは、引き続きコロナ診療で県内の医療機関
をリードしました。また、こころの医療センター駒
ヶ根、こども病院は、専門領域においてコロナの最
後の砦としての役割を発揮しました。一方、医療過
疎地域の阿南病院および木曽病院は、コロナの入院・
外来診療に加えて、ワクチン接種など行政の感染管
理、予防施策にも寄与しました。
　新型コロナウイルスは、出現してから３年が経過し、
令和５年５月に５類感染症に移行されました。コロ
ナで経験したことは、医療資源に限りがあることで
す。命の重さに変わりはないのですが、優先順位を
つけざるを得ない時があります。災害医療のトリア
ージと同じような選択の考え方が、日常診療におい
ても必要であることが示されました。しかし、この
考え方は医療従事者以外の人たちを加えた広い論議
を必要とし、しかも公平かつ早急に行わなければな
りません。平時からの準備が不可欠になります。
　本機構の県立５病院を含めた公立病院は、各自治
体から運営費負担金等をいただき、民間で行えない
医療を提供します。ただ、日本ではすべての診療は
医療保険で行われますので、基本的に民間で行えな
い医療は存在しません。したがって、十分な患者数
が確保できれば採算の合う医療を、少ない患者数で
も診療に必要な規模の医療人員と医療設備で行って
いると考えると理解しやすくなります。精神疾患（こ
ころの医療センター駒ヶ根）および小児疾患（こど

も病院）の医療では、採算に合う患者を確保できな
いが、診療に十分な規模の医療体制で診療している
のが現状です。一方、過疎地でも、その地域におけ
る患者数では採算が取りにくい医療を、大きな規模
の医療体制（病院）で診療しています。患者数に比
して大きな医療体制を維持するために、運営費負担
金が必要になります。したがって患者数減少は大き
な問題になります。
　機構の５病院では、当然ですが民間病院で行って
いる医療も提供しています。この点に関しては、民
間病院とはライバル関係にあります。ある意味、民
間病院と同等、あるいは、それ以下のコスト意識で
医療を提供しなければなりませんが、公立病院です
ので一般的にはコスト高と考えられます。常に黒字
は難しいとしても、可能な限り健全な経営を目指し
ていきます。余裕のある病院経営を行うことができ
れば、県民の皆様によりよい医療を提供できるから
です。
　本機構は木曽にある信州木曽看護専門学校も運営
しています。県からの運営費負担金で年間20万円
の授業料に実習費などを加えても、年間50万円程
度の学費にしかならず、しかも３年間で看護師資格
が得られます。４年制の看護大学に唯一劣るのは大
学卒業資格のないことですが、看護師として働きな
がら放送大学に２年間通い審査に合格すれば、大学
卒業資格が得られます。さらに学びたければ、本機
構には信州大学と連携の大学院制度があります。看
護師が学びステップアップする環境は十分に整って
います。信州木曽看護専門学校の優位性をもっと世
の中に知ってもらうために努力しております。
　本機構は、このように長野県民の皆様によりよい
医療を提供し、長野県の医療の質を向上させるため
に頑張っております。今まで以上に御理解と御支援
をお願いいたします。

地方独立行政法人　長野県立病院機構

理事長　本 田  孝 行

ご　挨　拶
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信州医療センター

こころの医療センター駒ヶ根

阿南病院

木曽病院

●メッセージ

病院長
竹内　敬昌

病院長
埴原　秋児

病院長
田中　雅人

病院長
濱野　英明

　令和４年度もCOVID-19により全ての医療機関が多大な
影響を受け、非常に大きな負担を強いられてきました。当
院では12月から長野県の要請を受けて、第８波に対応する
ために地域包括ケア病棟をコロナ専用病棟に転用し、県内
最多の43床を確保して診療に当たり、それまでコロナ専用
病棟に転用していた結核病棟を結核専用に復帰させました。
年末年始にかけては救急外来患者数100人を超えるような
日もありましたが、職員一丸となって乗り切る事ができま
した。このように当院は感染症指定医療機関として長野県
のCOVID-19診療の中核を担う働きをしつつ、院内におい
ても感染拡大の防止に注力した結果、大きなクラスター発
生もなく医療体制を維持する事ができました。
　近隣地域から強い要望のある産科医療に関しましては、

　阿南病院は、下伊那南部唯一の中核病院として、
患者さん中心の優しさと思いやりのある医療を
提供しており、また、へき地医療拠点病院として、
無医地区への巡回診療、診療所への医師派遣な
どを行っております。
　令和３年度からは常勤医師が不在となった売
木村診療所への医師派遣を新たに開始し、令和
４年５月からオンライン診療運用を開始し無医
地区住民の医療確保にも努めています。 
　当院の診療圏である下伊那南部地域は、高齢

　令和４年本院は県から認知症疾患医療センター（連
携型）の指定を受けました。認知症患者とそのご家族
が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、専用電
話番号やアドレスでさまざまなご相談などに対応でき
る体制を整えております。
　５月、電子カルテシステム更新にあわせて、外来患
者さんの番号呼出システムも導入し、プライバシー確
保の更なる徹底を図っています。また、以前より電子
マネーやQR決済の支払いにも対応しておりましたが、
新たに自動精算機も２台導入し、患者さんの利便性を
一層高める取り組みを続けております。
　６月、３階南病棟産科フロアをレディースゾーンと
してリニューアルしました。ご利用された方からはス

　当院は長野県精神科医療の中核病院として常
時対応型の精神科救急、児童精神科医療、依存
症医療、認知症医療、司法精神医療などの精神
科専門医療を提供しています。
　令和4年度は、薬物治療で効果が不十分なう
つ病に対する反復経頭蓋磁気刺激療法（rTMS）
を開始し、精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステム推進のため、精神科訪問看護ステーション「こ
まほす」を開設しました。令和５年度には救急・
急性期病棟の療養環境改善に向けた整備を予定

７月に産科医が1名退職し産科医不足に拍車がかかりました
が、これに対応するために院内の体制を整えて院内助産を
開始致しました。また産科の患者さんの要望に応えるために、
感染症対策を徹底することにより立ち会い分娩を継続して、
令和３年度とほぼ同数の253件の分娩を取り扱いました。
　人材育成としまして、令和２年度にスタートした看護師
特定行為研修は、令和４年10月からは第３期として対象を
機構外看護師にも拡大して受け入れ、現在機構内７名、機
構外３名が研修を行っております。
　今後も、地域の病院・クリニックのみならず、行政、福
祉施設、介護施設とも連携を密にして、地域の医療ニーズ
に対応し皆様が安心して医療を受けられるようより一層努
めてまいります。

者の人口割合が46％を超え、高齢化が顕著な地
域となっています。このような状況下で当院は、
高齢者医療を中心に在宅医療や老人保健施設運営、
訪問看護の拠点としての役割も担っています。 
　今後の医療における課題である認知症への対
応にも引き続き力を入れ、下伊那南部唯一の中
核病院として、今後も引き続き、地域の医療・
保健・福祉機関との連携のもと、地域に根ざし
た医療を推進してまいります。

ペースも広く、とても使いやすいと好評です。また、
コロナ禍で中止していた立ち会い出産も再開しており
ます。今後出産予定の皆さんのご期待にお応えできれ
ばと考えております。
　お子様の発達や行動問題、精神症状に不安を抱えて
いらっしゃる保護者からのご要望を受け、信州大学医
学部子どものこころの発達医学教室のご理解のもと、

「児童思春期発達外来」（月1回完全予約制）を6月か
ら開設することができました。児童思春期における発
達上の問題や、こころの問題の診療をおこなっており
ます。
　木曽地域唯一の有床医療機関として、今後も、より
一層質の高い医療と介護を提供してまいります。

しています。ニーズの高まりもあり、児童・思
春期、青年期精神科医療のさらなる充実のため、
令和８年度に「子どものこころ総合医療センタ
ー」の開設を目指しています。県民の皆様のこ
ころの健康に貢献できるよう提供できる精神科
専門医療のさらなる充実を図ります。



地域の明日を   医療で支える

7

こども病院

本部研修センター

信州木曽看護専門学校

病院長
中村　友彦

センター長
坂口　幸治

学校長（理事長兼務）
本田　孝行

　令和４年７月に県内で初めての15歳未満小児の
脳死下臓器提供を行いました。海外との交流も再
開して、韓国のソウル大学・ソウル小児病院なら
びにフィンランドのTurku大学との人的交流を開
始しました。それぞれの施設との交流を通じて得
られた知識と情報を、通院・入院している子ども
さんとその家族に還元していきたいと思います。
　開院して30年を迎えるに当たり、こども病院の
将来構想を話し合いました。そこから ｢地域連携
と人材育成｣ を土台に「小児高度専門医療」「家
族と一緒に築く医療（Family centered care）」

　2014年（平成26年）４月に開校した信州木曽看護専門学校は10年
目を迎え、第７期生を卒業生として送り出しました。
　外部講師・実習施設との連携及び地域との交流を図りながら、より
良い学校創りを進めるとともに、教職員が一丸となって３年生全員の
看護師国家試験合格を目指しサポートする体制を充実させており、第
７期生は全員が合格することができました。卒業後の進路では、卒業
生の83％が県内の病院（うち22％が木曽病院）に就職しており、木
曽地域や上伊那地域を中心とした看護師不足に対応するという本校の
設立目的が果たされていると思います。
　課題は、少子化の進行、四年制大学が新設されるなかでの入試の志
願者数の確保ですが、本校の認知度が未だ低く、広報活動を積極的に
進めます。もう一点は教員の確保・育成と指導教員の養成です。県立
５病院からの派遣や研修などに積極的に参加させることで解決を図っ
ていきます。
　ご支援を頂いている医療機関、行政や地域の皆様には心より感謝申
し上げますとともに、引き続き地域医療を支える看護人材の育成に努
めてまいります。

「移行期医療支援」を三本の柱としました。
　令和５年２月25日に開催した「患者さんと家族
が将来のこども病院を語り合う会では」７組の患
者さん自身または家族の方から様々な「感謝のお
言葉」を頂く一方で、「病棟内でWi-Fiが使えない」

「家族ラウンジが狭い」などの設備面の課題に加
え「親のケアにも気を配ってほしい」「保護者同
士で情報交換できる場が欲しい」など多数の要望
を頂きました。「命を救う医療」から「命を育む
医療」を行うためにこども病院の建て替えについ
て検討を開始します。

　本部研修センターのミッションは
「よき医療人の育成」であり、理念
とする「県民が求める安心で質の高
い医療を提供できる医療人育成」の
実現をめざし、「職員の知識・技術・
資質の向上」「県内外の医療機関と
連携し、シミュレーション教育を活
かす」「医師確保、育成支援」「県内
医療水準向上への貢献」の4本柱で
事業を展開しています。
　具体的には、機構全職員を対象と
した課程別研修や選択研修、職種ご
との専門研修を企画・運営している
ほか、初期研修医や医学生を対象と

した定期シミュレーション教育の実施など、長野県の医療職の確保・
育成に関与することが重要な業務です。
　シミュレーション教育は従来型教育とは異なり、体験を中心とした
学習です。体験を通じて「感じたこと」を「振り返って考えること」
により学習効果が高くなります。当センターでは、「感じたことを明
確化する」ファシリテーションや、その結果を「振り返って考える」
デブリーフィングの手法を取り入れてシミュレーション教育を実践し
ています。
　また、「On the Job」としての隣接している信州医療センターと、

「Off the Job」にある当センターとの関わりは強く、より最適な教育
環境を提供できるものと考えています。
　さらに、当センターは「長野県医師確保総合支援センター長野県立
病院機構分室」でもあり、「よき医療人の育成」に向けて、器だけで
はなく質も高めていけるよう職員一丸となって取り組んでまいります。



地方独立行政法人 長野県立病院機構

●機構の概要

●地方独立行政法人長野県立病院機構組織図

名　　　　　　称　　　地方独立行政法人長野県立病院機構

所　　在　　地　　　長野市大字南長野字幅下 692 番地２

法人の設立年月日　　　平成 22 年４月１日

設　立　団　体　　　長野県

資　　本　　金　　　305,621,763 円（令和5年3月 31日現在）

目　　　　　　的　　　長野県の医療政策として必要な地域医療、高度医療及び専門医療を提供すること等により、

　　　　　　　　　　　県民の健康の維持及び増進並びに県内医療水準の向上に寄与する。

令和５年3月31日現在

信州木曽看護専門学校

こども病院

木曽病院

阿南病院

地域医療総合支援センター
訪問看護ステーションさくら

訪問看護ステーション「こまほす」

阿南介護老人保健施設

こころの医療センター駒ヶ根

信州医療センター

木曽病院介護医療院
木曽介護老人保健施設

●役員の状況
理　　事　　長　　　本　田　孝　行

副　理　事　長　　　島　田　伸　之

理　　　　　　事　　　寺　田　　　克（信州医療センター院長）

　　　　　　　　　　　埴　原　秋　児（こころの医療センター駒ヶ根院長）

　　　　　　　　　　　田　中　雅　人（阿南病院長）

　　　　　　　　　　　濱　野　英　明（木曽病院長）

　　　　　　　　　　　中　村　友　彦（こども病院長）

　　　　　　　　　　　原　田　順　和（改革統括医療監）

　　　　　　　　　　　島　崎　謙　治（国際医療福祉大学大学院教授）

　　　　　　　　　　　三 輪 百 合 子（長野県看護連盟会長））

監　　　　　　事　　　五　明　　　勲（長野県銀行協会常務理事）

　　　　　　　　　　　野　本　博　之（公認会計士）
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理事会
●理事長
●副理事長
●理　事

監　事

病院機構本部
●総務課
●人事課
●経営管理課
●企画室
●研修センター
●画像診断センター

Nagano Prefectural Hospital Organization

法人が運営する病院及び介護老人保健施設等の概要
信州医療センター（一般）

●開設許可年月日　昭和23年６月１日
●診療開始年月日　昭和23年６月１日
●診療科目等
　内科・脳神経内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・
　感染症内科・血液内科・小児科・外科・整形外科・形成外科・
　脳神経外科・呼吸器外科・血管外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
　眼科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・リハビリテーション科・
　精神科・病理診断科・救急科
●病棟別許可病床数　一般 292 床　結核 24 床　感染症 4 床
　計 320 床
●運用病床数　292 床
●職員数　医師 40 人　研修医 9 人　看護師 251人
　その他 106 人　計 406 人

須坂市

信州木曽看護専門学校

●設置許可年月日　平成25年12月25日
●開設年月日　平成26年４月１日
●課程
　医療専門課程　看護学科３年課程
●入学定員　30人（総定員90人）

木曽町

本部研修
センター

●開設年月日　平成22年４月１日

須坂市

こども病院（小児専門）

●開設許可年月日　平成４年３月31日
●診療開始年月日　平成５年５月28日
●診療科目等
　小児科・麻酔科・産科・循環器小児科・心臓血管外科・神経小児科・
　小児外科・整形外科・形成外科・脳神経外科・放射線科・
　リハビリテーション科・精神科・眼科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・
　皮膚科・アレルギー科
●病棟別許可病床数　一般 200 床　計 200 床
●運用病床数　163床
●職員数　医師 70人　研修医33人　看護師 302人
　その他 103人　計 508人

安曇野市

阿南病院（一般）

●開設許可年月日　昭和23年６月１日
●診療開始年月日　昭和23年６月１日
●診療科目等
　内科・精神科・小児科・外科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・
　眼科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般85床　計85床
●運用病床数　70床
●職員数　医師8人　看護師55人　その他37人　
　計100人

阿南町

阿南介護老人保健施設

●診療開始年月日　平成６年５月30日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師3人　その他13人　計16人

阿南町

訪問看護ステーションさくら
●開設年月日　令和２年４月1日
●職員数　看護師4人　計4人

訪問看護ステーション「こまほす」
●開設年月日　令和4年8月1日
●職員数　看護師5人　計5人

木曽病院（一般）

●開設許可年月日　昭和38年９月12日
●診療開始年月日　昭和39年４月20日
●診療科目等
　内科・精神科・脳神経内科・消化器内科・
　循環器内科・小児科・外科・整形外科・
　形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
　眼科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般 174 床　感染症 4 床　療養 19 床
　計 197 床
●運用病床数　149床
●職員数　医師 25 人　看護師 130 人　その他 89 人
　計 244 人

木曽町

木曽介護老人保健施設

木曽病院介護医療院

●診療開始年月日　平成７年５月15日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師6人　その他16人　計22人

●診療開始年月日　令和2年3月1日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護）
●定員　入所20人
●職員数　看護師11人　その他14人　計25人

木曽町

木曽町

●開設許可年月日　昭和31年７月16日
●診療開始年月日　昭和31年９月15日
●診療科目等
　精神科
●病棟別許可病床数　精神129 床
　計129 床
●運用病床数　129床
●職員数　医師14人　看護師100人
　その他48人　計162人

駒ヶ根市

こころの医療センター
駒ヶ根（精神）

8　地域の明日を医療で支える



地方独立行政法人 長野県立病院機構

●機構の概要

●地方独立行政法人長野県立病院機構組織図

名　　　　　　称　　　地方独立行政法人長野県立病院機構

所　　在　　地　　　長野市大字南長野字幅下 692 番地２

法人の設立年月日　　　平成 22 年４月１日

設　立　団　体　　　長野県

資　　本　　金　　　305,621,763 円（令和5年3月 31日現在）

目　　　　　　的　　　長野県の医療政策として必要な地域医療、高度医療及び専門医療を提供すること等により、

　　　　　　　　　　　県民の健康の維持及び増進並びに県内医療水準の向上に寄与する。

令和５年3月31日現在

信州木曽看護専門学校

こども病院

木曽病院

阿南病院

地域医療総合支援センター
訪問看護ステーションさくら

訪問看護ステーション「こまほす」

阿南介護老人保健施設

こころの医療センター駒ヶ根

信州医療センター

木曽病院介護医療院
木曽介護老人保健施設

●役員の状況
理　　事　　長　　　本　田　孝　行

副　理　事　長　　　島　田　伸　之

理　　　　　　事　　　寺　田　　　克（信州医療センター院長）

　　　　　　　　　　　埴　原　秋　児（こころの医療センター駒ヶ根院長）

　　　　　　　　　　　田　中　雅　人（阿南病院長）

　　　　　　　　　　　濱　野　英　明（木曽病院長）

　　　　　　　　　　　中　村　友　彦（こども病院長）

　　　　　　　　　　　原　田　順　和（改革統括医療監）

　　　　　　　　　　　島　崎　謙　治（国際医療福祉大学大学院教授）

　　　　　　　　　　　三 輪 百 合 子（長野県看護連盟会長））

監　　　　　　事　　　五　明　　　勲（長野県銀行協会常務理事）

　　　　　　　　　　　野　本　博　之（公認会計士）
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理事会
●理事長
●副理事長
●理　事

監　事

病院機構本部
●総務課
●人事課
●経営管理課
●企画室
●研修センター
●画像診断センター

Nagano Prefectural Hospital Organization

法人が運営する病院及び介護老人保健施設等の概要
信州医療センター（一般）

●開設許可年月日　昭和23年６月１日
●診療開始年月日　昭和23年６月１日
●診療科目等
　内科・脳神経内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・
　感染症内科・血液内科・小児科・外科・整形外科・形成外科・
　脳神経外科・呼吸器外科・血管外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
　眼科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・リハビリテーション科・
　精神科・病理診断科・救急科
●病棟別許可病床数　一般 292 床　結核 24 床　感染症 4 床
　計 320 床
●運用病床数　292 床
●職員数　医師 40 人　研修医 9 人　看護師 251人
　その他 106 人　計 406 人

須坂市

信州木曽看護専門学校

●設置許可年月日　平成25年12月25日
●開設年月日　平成26年４月１日
●課程
　医療専門課程　看護学科３年課程
●入学定員　30人（総定員90人）

木曽町

本部研修
センター

●開設年月日　平成22年４月１日

須坂市

こども病院（小児専門）

●開設許可年月日　平成４年３月31日
●診療開始年月日　平成５年５月28日
●診療科目等
　小児科・麻酔科・産科・循環器小児科・心臓血管外科・神経小児科・
　小児外科・整形外科・形成外科・脳神経外科・放射線科・
　リハビリテーション科・精神科・眼科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・
　皮膚科・アレルギー科
●病棟別許可病床数　一般 200 床　計 200 床
●運用病床数　163床
●職員数　医師 70人　研修医33人　看護師 302人
　その他 103人　計 508人

安曇野市

阿南病院（一般）

●開設許可年月日　昭和23年６月１日
●診療開始年月日　昭和23年６月１日
●診療科目等
　内科・精神科・小児科・外科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・
　眼科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般85床　計85床
●運用病床数　70床
●職員数　医師8人　看護師55人　その他37人　
　計100人

阿南町

阿南介護老人保健施設

●診療開始年月日　平成６年５月30日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師3人　その他13人　計16人

阿南町

訪問看護ステーションさくら
●開設年月日　令和２年４月1日
●職員数　看護師4人　計4人

訪問看護ステーション「こまほす」
●開設年月日　令和4年8月1日
●職員数　看護師5人　計5人

木曽病院（一般）

●開設許可年月日　昭和38年９月12日
●診療開始年月日　昭和39年４月20日
●診療科目等
　内科・精神科・脳神経内科・消化器内科・
　循環器内科・小児科・外科・整形外科・
　形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
　眼科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般 174 床　感染症 4 床　療養 19 床
　計 197 床
●運用病床数　149床
●職員数　医師 25 人　看護師 130 人　その他 89 人
　計 244 人

木曽町

木曽介護老人保健施設

木曽病院介護医療院

●診療開始年月日　平成７年５月15日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師6人　その他16人　計22人

●診療開始年月日　令和2年3月1日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護）
●定員　入所20人
●職員数　看護師11人　その他14人　計25人

木曽町

木曽町

●開設許可年月日　昭和31年７月16日
●診療開始年月日　昭和31年９月15日
●診療科目等
　精神科
●病棟別許可病床数　精神129 床
　計129 床
●運用病床数　129床
●職員数　医師14人　看護師100人
　その他48人　計162人

駒ヶ根市

こころの医療センター
駒ヶ根（精神）
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●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

機構機構

信州医療
センター
信州医療
センター

阿南病院阿南病院

木曽病院木曽病院

こども
病院
こども
病院

本部
研修
センター

本部
研修
センター

信州木曽
看護専門
学校

信州木曽
看護専門
学校

こころの
医療
センター
駒ヶ根

こころの
医療
センター
駒ヶ根

●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定

●
●

●●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定
●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シュミレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設

　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月　県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月　第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月　県立病院課に改称

●平成20年4月　病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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駒ヶ根
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●令和4年7月院内助産の開始
●令和4年10月看護師特定行為研修受講生の募集範囲を
　　　　　　　　機構外の看護師にも拡大

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定

●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シミュレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●令和４年４月 長野県医療従事者シミュレーション
　　　　　　 教育指導者研究会設立

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施
●令和4年4月  認知症疾患医療センター（連携型）指定
●令和4年5月  電子カルテシステム更新
●令和4年6月  児童思春期発達外来開設

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）

●令和4年5月売木村診療所オンライン診療開始
●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設
　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●令和4年7月rTMS（反復経頭蓋磁気
　　　　　　刺激療法）開始
●令和4年8月訪問看護ステーション
　　　　　 「こまほす」開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月県立病院課に改称

●平成20年4月病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

令和４年7月ソウル大学病院　小児病
院との交流推進に向けた覚書を締結

令和４年4月小児がんセンター開設
令和４年6月北棟を増改築し、診療室の
改修と感染隔離室を新設

●令和5年3月第112回
　看護師国家試験
　７期生　全員合格

10　地域の明日を医療で支える
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定

●
●

●●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定
●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シュミレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設

　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月　県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月　第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月　県立病院課に改称

●平成20年4月　病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●令和4年7月院内助産の開始
●令和4年10月看護師特定行為研修受講生の募集範囲を
　　　　　　　　機構外の看護師にも拡大

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定

●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シミュレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●令和４年４月 長野県医療従事者シミュレーション
　　　　　　 教育指導者研究会設立

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施
●令和4年4月  認知症疾患医療センター（連携型）指定
●令和4年5月  電子カルテシステム更新
●令和4年6月  児童思春期発達外来開設

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）

●令和4年5月売木村診療所オンライン診療開始
●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設
　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●令和4年7月rTMS（反復経頭蓋磁気
　　　　　　刺激療法）開始
●令和4年8月訪問看護ステーション
　　　　　 「こまほす」開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月県立病院課に改称

●平成20年4月病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

令和４年7月ソウル大学病院　小児病
院との交流推進に向けた覚書を締結

令和４年4月小児がんセンター開設
令和４年6月北棟を増改築し、診療室の
改修と感染隔離室を新設

●令和5年3月第112回
　看護師国家試験
　７期生　全員合格
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●指定医療機関

・保険医療機関
・更生医療指定病院
・結核指定医療機関
・育成医療指定病院
・原爆被爆者指定病院
・養育医療指定病院
・母体保護法指定医

・労災保険指定病院
・生活保護法指定病院
・療育取扱機関
・公害医療指定病院
・エイズ治療中核拠点病院
・救急指定病院
・戦傷病者更生医療指定病院

・第一種感染症指定医療機関
・第二種感染症指定医療機関
・臨床研修病院指定病院
・肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関
・難病指定医療機関
・指定小児慢性特定疾病医療機関
・特定行為研修指定研修機関

理念

基本方針

倫理要綱

私たちは患者中心のチーム医療を実践し、信頼される病院を目指します。

１　人と人とのつながりを大切にし、心が満たされる医療を提供します。
２　医療の質の向上を図り安全な医療を行います。
３　医療・保健・福祉との結びつきを強化し、地域住民の健康増進に寄与します。
４　地域医療を担う優れた人材を育成します。
５　感染症医療の拠点病院として、先端医療を提供します。
６　病院機能の維持発展のため、健全な経営を行います。

私たちは、人に対する深い愛と生命の尊厳に対する畏敬の念を持ち人類の幸福に寄与するため、下記
に掲げる倫理要綱を遵守します。　
１　全ての人の生命、自律、尊厳、権利を尊重し、公正公平に接します。
２　人に有益な行為だけを行い、人に危害を及ぼすあるいは不要な負担を強いる行為は一切行いません。
３　医療の専門家として常に必要な知識と、技術の習得に努め最善の医療を行います。
４　社会の一員として法規範を遵守し、地域の発展に寄与します。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連病院
・日本呼吸器学会認定施設
・日本消化器病学会専門医制度認定施設
・日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本感染症学会認定研修施設
・日本環境感染学会認定教育施設

・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本消化器外科学会専門医修練施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本整形外科学会専門医制度研修施設
・呼吸器外科専門医制度基幹施設

の）院病込駒立都　ータンセ症染感・んが（  
  関連施設

・看護師特定行為研修指定研修機関
・日本産婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設
・日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院
・日本プライマリ・ケア連合学会認定後期家庭医
  プログラム
・人間ドック健診専門医研修施設　

●多項目自動血球分析装置システム
●生化学自動分析装置
●心臓超音波診断装置
●全自動免疫染色装置
●筋電図・誘発電位検査装置
●臨床用ポリグラフ
●マルチスライスＣＴ（256 列）
●ＭＲＩ（1.5 テスラ）
●核医学検査装置（ＲＩ）
●連続血管撮影装置（ＤＳＡ）

●全自動錠剤分包機
●自動注射薬払出システム
●人工膝関節手術用ナビゲーションシステム
●３Ｄ腹腔鏡下手術装置
●人工関節手術装置（股関節、膝関節）
●関節鏡下装置
●網膜硝子体手術装置
●超音波白内障手術装置
●眼科用内視鏡システム
●C アーム X 線テレビ装置

●消化器内視鏡システム及び上部、下部、
　十二指腸ビデオスコープ
●気管支超音波内視鏡システム
●超音波内視鏡
●カプセル内視鏡
●人工透析装置
●高気圧酸素治療装置

主な医療機器設置状況

信州医療センターは、患者中心のチーム医療を理念に掲げ、須坂市、小布施町、高山村からなる須
高地域の地域基幹病院として、地域医療ならびに専門医療の提供を行っています。
　また、県立病院機構の中核的病院としての役割とともに、政策医療としての、県内唯一の第一種感
染症指定医療機関、結核指定医療機関、エイズ治療中核拠点病院としての責務を担っています。
　日々の診療では、25 の診療科のほか、専門外来、在宅診療部、内視鏡センターや健康管理センター
等を設け、地域の保健・医療・福祉関係機関との連携のもと、多面的な診療機能を発揮しています。
　特に、感染症指定医療機関として感染症センターの機能を活かし、行政や他の医療機関との連携の
もと、新型コロナウイルス感染症の早期終息に向けての取り組みに可能な限り対応していきます。
　また、当院は、自治医科大学卒業生を含めた初期臨床研修指定病院として、他の県立病院のほか、
信州大学医学部附属病院や近隣病院とも連携し、豊富な選択肢による研修プログラムを組み、研修医
の育成を行うとともに、呼吸器、感染症、消化器、総合診療などを中心に、各分野の専門医の養成に
積極的に参画しています。

施設基準

特色

●感染症指定医療機関 ●地域包括ケア病棟

●内視鏡検査の積極的な実施 ●人材育成

感染症センターでは、感染症医療の県内拠点病院とし
て常勤の感染症専門医が適切な診療を行うとともに、
県内の病院からのコンサルテーションに応じています。
長野県内唯一の第一種感染症指定医療機関として患者
受入訓練を定期的に実施し、感染症発生時に適切な対
応ができる体制を維持しているほか、エイズ治療中核
拠点病院として各種研修等を実施し人材の育成を図っ
ています。

地域の病院、診療所、訪問看護ステーション及び行政
でつくる「須高在宅ネットワーク」に参加し、「地域み
んなで支える在宅医療」の実現に寄与しています。加
えて、地域包括ケア病棟は、急性期病院との連携のほか、
慢性期対応病院や介護施設及び訪問看護ステーション
との連携を図り地域包括ケアシステムの中核的役割を
果たしています。

平成29年７月に竣工した東棟への移設に伴い、より充
実した診療環境において、疾病の早期発見・早期治療
のため内視鏡検査を積極的に実施しています。

本部研修センターのスキルスラボを活用したシミュレ
ーション研修の機能のほか、総合診療専門医などを育
成する医師臨床研修病院としての機能と自治医科大学
卒業医師の臨床研修病院としての機能も果たしていま
す。

●疾病統計大分類　令和４年度 （単位：人）

【初・再診料】
●オンライン診察料
【入院基本料】
●急性期一般入院料２
●結核病棟入院基本料（10対１入院基本料）
【入院基本料等加算】
●臨床研修病院入院診療加算
●救急医療管理加算
●妊産婦緊急搬送入院加算
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１
　（30対１補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算
　（25対１急性期看護補助体制加算 看護補助者５割未満）
●急性期看護補助体制加算
　（夜間100対1急性期看護補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算（夜間看護体制加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算１
●感染対策指導強化加算
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●入退院支援加算１
●入院時支援加算２

●呼吸ケアチーム加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●データ提出加算
●認知症ケア加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●抗菌薬適正使用支援加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●排尿自立支援加算
●看護職員処遇改善評価料63
【特定入院料】
●一類感染症患者入院医療管理料
●地域包括ケア病棟入院料２
【医学管理等・在宅医療】
●高度難聴指導管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病透析予防指導管理料
●小児科外来診療料
●地域連携夜間・休日診療料
●院内トリアージ実施料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●夜間休日救急搬送医学管理料
●ニコチン依存症管理料、
●開放型病院共同指導料（Ⅱ）
●ハイリスク妊産婦共同管理料 (Ⅰ)
●がん治療連携指導料
●在宅療養後方支援病院
●薬剤管理指導料
●医療機器安全管理料1
●持続血糖測定器加算
●がん患者指導管理料（ハ）

●婦人科特定疾患治療管理料
●心臓ペースメーカー指導管理料の遠隔モニタリング加算
●外来排尿自立指導料
●糖尿病合併症管理料
【検査・画像診断】
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算 (Ⅰ)　(Ⅳ)
●時間内歩行試験
●ヘッドアップティルト試験
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI 撮影
●先天性代謝異常症検査
●造血器腫瘍遺伝子検査
【投薬・注射】
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
【リハビリテーション】
●心大血管疾患リハビリテーション料 (Ⅰ）
●脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅰ)
●廃用症候群リハビリテーション料 (Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●がん患者リハビリテーション料
【処置・手術・麻酔・病理】
●人工腎臓1
●人工腎臓の導入期加算1
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

●透析液水質確保加算２
●経皮的冠動脈ステント留置術
●経皮的冠動脈形成術
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●大動脈バルーンパンピング法
●医科点数表第２章第10部手術の
　通則５及び６に掲げる手術
●胃瘻造設術
●腹腔鏡下仙骨膣固定術
●早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●麻酔管理料 (Ⅰ)
●病理診断管理加算１
●膀胱水圧拡張術
●仙骨神経刺激装置植込術及び交換術
●食道縫合術
【入院時食事療養費】　　
入院時食事療養 (Ⅰ)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用
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信州医療センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　TEL 026-245-1650（代表）　FAX 026-248-3240

●指定医療機関

・保険医療機関
・更生医療指定病院
・結核指定医療機関
・育成医療指定病院
・原爆被爆者指定病院
・養育医療指定病院
・母体保護法指定医

・労災保険指定病院
・生活保護法指定病院
・療育取扱機関
・公害医療指定病院
・エイズ治療中核拠点病院
・救急指定病院
・戦傷病者更生医療指定病院

・第一種感染症指定医療機関
・第二種感染症指定医療機関
・臨床研修病院指定病院
・肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関
・難病指定医療機関
・指定小児慢性特定疾病医療機関
・特定行為研修指定研修機関

理念

基本方針

倫理要綱

私たちは患者中心のチーム医療を実践し、信頼される病院を目指します。

１　人と人とのつながりを大切にし、心が満たされる医療を提供します。
２　医療の質の向上を図り安全な医療を行います。
３　医療・保健・福祉との結びつきを強化し、地域住民の健康増進に寄与します。
４　地域医療を担う優れた人材を育成します。
５　感染症医療の拠点病院として、先端医療を提供します。
６　病院機能の維持発展のため、健全な経営を行います。

私たちは、人に対する深い愛と生命の尊厳に対する畏敬の念を持ち人類の幸福に寄与するため、下記
に掲げる倫理要綱を遵守します。　
１　全ての人の生命、自律、尊厳、権利を尊重し、公正公平に接します。
２　人に有益な行為だけを行い、人に危害を及ぼすあるいは不要な負担を強いる行為は一切行いません。
３　医療の専門家として常に必要な知識と、技術の習得に努め最善の医療を行います。
４　社会の一員として法規範を遵守し、地域の発展に寄与します。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連病院
・日本呼吸器学会認定施設
・日本消化器病学会専門医制度認定施設
・日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本感染症学会認定研修施設
・日本環境感染学会認定教育施設

・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本消化器外科学会専門医修練施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本整形外科学会専門医制度研修施設
・呼吸器外科専門医制度基幹施設

の）院病込駒立都　ータンセ症染感・んが（  
  関連施設

・看護師特定行為研修指定研修機関
・日本産婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設
・日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院
・日本プライマリ・ケア連合学会認定後期家庭医
  プログラム
・人間ドック健診専門医研修施設　

●多項目自動血球分析装置システム
●生化学自動分析装置
●心臓超音波診断装置
●全自動免疫染色装置
●筋電図・誘発電位検査装置
●臨床用ポリグラフ
●マルチスライスＣＴ（256 列）
●ＭＲＩ（1.5 テスラ）
●核医学検査装置（ＲＩ）
●連続血管撮影装置（ＤＳＡ）

●全自動錠剤分包機
●自動注射薬払出システム
●人工膝関節手術用ナビゲーションシステム
●３Ｄ腹腔鏡下手術装置
●人工関節手術装置（股関節、膝関節）
●関節鏡下装置
●網膜硝子体手術装置
●超音波白内障手術装置
●眼科用内視鏡システム
●C アーム X 線テレビ装置

●消化器内視鏡システム及び上部、下部、
　十二指腸ビデオスコープ
●気管支超音波内視鏡システム
●超音波内視鏡
●カプセル内視鏡
●人工透析装置
●高気圧酸素治療装置

主な医療機器設置状況

信州医療センターは、患者中心のチーム医療を理念に掲げ、須坂市、小布施町、高山村からなる須
高地域の地域基幹病院として、地域医療ならびに専門医療の提供を行っています。
　また、県立病院機構の中核的病院としての役割とともに、政策医療としての、県内唯一の第一種感
染症指定医療機関、結核指定医療機関、エイズ治療中核拠点病院としての責務を担っています。
　日々の診療では、25 の診療科のほか、専門外来、在宅診療部、内視鏡センターや健康管理センター
等を設け、地域の保健・医療・福祉関係機関との連携のもと、多面的な診療機能を発揮しています。
　特に、感染症指定医療機関として感染症センターの機能を活かし、行政や他の医療機関との連携の
もと、新型コロナウイルス感染症の早期終息に向けての取り組みに可能な限り対応していきます。
　また、当院は、自治医科大学卒業生を含めた初期臨床研修指定病院として、他の県立病院のほか、
信州大学医学部附属病院や近隣病院とも連携し、豊富な選択肢による研修プログラムを組み、研修医
の育成を行うとともに、呼吸器、感染症、消化器、総合診療などを中心に、各分野の専門医の養成に
積極的に参画しています。

施設基準

特色

●感染症指定医療機関 ●地域包括ケア病棟

●内視鏡検査の積極的な実施 ●人材育成

感染症センターでは、感染症医療の県内拠点病院とし
て常勤の感染症専門医が適切な診療を行うとともに、
県内の病院からのコンサルテーションに応じています。
長野県内唯一の第一種感染症指定医療機関として患者
受入訓練を定期的に実施し、感染症発生時に適切な対
応ができる体制を維持しているほか、エイズ治療中核
拠点病院として各種研修等を実施し人材の育成を図っ
ています。

地域の病院、診療所、訪問看護ステーション及び行政
でつくる「須高在宅ネットワーク」に参加し、「地域み
んなで支える在宅医療」の実現に寄与しています。加
えて、地域包括ケア病棟は、急性期病院との連携のほか、
慢性期対応病院や介護施設及び訪問看護ステーション
との連携を図り地域包括ケアシステムの中核的役割を
果たしています。

平成29年７月に竣工した東棟への移設に伴い、より充
実した診療環境において、疾病の早期発見・早期治療
のため内視鏡検査を積極的に実施しています。

本部研修センターのスキルスラボを活用したシミュレ
ーション研修の機能のほか、総合診療専門医などを育
成する医師臨床研修病院としての機能と自治医科大学
卒業医師の臨床研修病院としての機能も果たしていま
す。

●疾病統計大分類　令和４年度 （単位：人）

【初・再診料】
●オンライン診察料
【入院基本料】
●急性期一般入院料２
●結核病棟入院基本料（10対１入院基本料）
【入院基本料等加算】
●臨床研修病院入院診療加算
●救急医療管理加算
●妊産婦緊急搬送入院加算
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１
　（30対１補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算
　（25対１急性期看護補助体制加算 看護補助者５割未満）
●急性期看護補助体制加算
　（夜間100対1急性期看護補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算（夜間看護体制加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算１
●感染対策指導強化加算
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●入退院支援加算１
●入院時支援加算２

●呼吸ケアチーム加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●データ提出加算
●認知症ケア加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●抗菌薬適正使用支援加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●排尿自立支援加算
●看護職員処遇改善評価料63
【特定入院料】
●一類感染症患者入院医療管理料
●地域包括ケア病棟入院料２
【医学管理等・在宅医療】
●高度難聴指導管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病透析予防指導管理料
●小児科外来診療料
●地域連携夜間・休日診療料
●院内トリアージ実施料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●夜間休日救急搬送医学管理料
●ニコチン依存症管理料、
●開放型病院共同指導料（Ⅱ）
●ハイリスク妊産婦共同管理料 (Ⅰ)
●がん治療連携指導料
●在宅療養後方支援病院
●薬剤管理指導料
●医療機器安全管理料1
●持続血糖測定器加算
●がん患者指導管理料（ハ）

●婦人科特定疾患治療管理料
●心臓ペースメーカー指導管理料の遠隔モニタリング加算
●外来排尿自立指導料
●糖尿病合併症管理料
【検査・画像診断】
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算 (Ⅰ)　(Ⅳ)
●時間内歩行試験
●ヘッドアップティルト試験
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI 撮影
●先天性代謝異常症検査
●造血器腫瘍遺伝子検査
【投薬・注射】
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
【リハビリテーション】
●心大血管疾患リハビリテーション料 (Ⅰ）
●脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅰ)
●廃用症候群リハビリテーション料 (Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●がん患者リハビリテーション料
【処置・手術・麻酔・病理】
●人工腎臓1
●人工腎臓の導入期加算1
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

●透析液水質確保加算２
●経皮的冠動脈ステント留置術
●経皮的冠動脈形成術
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●大動脈バルーンパンピング法
●医科点数表第２章第10部手術の
　通則５及び６に掲げる手術
●胃瘻造設術
●腹腔鏡下仙骨膣固定術
●早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●麻酔管理料 (Ⅰ)
●病理診断管理加算１
●膀胱水圧拡張術
●仙骨神経刺激装置植込術及び交換術
●食道縫合術
【入院時食事療養費】　　
入院時食事療養 (Ⅰ)
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SHINSHU MEDICAL CENTER NEWS

令和４年度の信州医療センター
医療

特定行為に係る看護師の育成

地域

SHINSHU MEDICAL CENTER NEWS

心温まるご支援に感謝

TOPICS

感染患者等への対応
長野県の要請を受け、12月19日よりコロナ病床43床
を確保し新型コロナウイルス感染症患者を受け入れま
した。また、発熱外来を設置し、ドライブスルー方式
で平日・休日問わず検査対応しました。

情報発信
マスメディアを利用して新型コロナウイルスに関する情報等を地域の皆様へ積極的に発信し、
安心安全な医療を提供していることをPRしました。

産後の母親を支援する産後ケア「須坂モデル」の実施
須高地域、近隣地域の行政と医療機関が連携し、妊産婦を多職種でサポートして産後うつを
予防する取り組み「須坂モデル」を継続して実施しました。新型コロナウイルス感染症によ
る面会制限を理由に利用者数は減少しましたが、地域で安心して子育てができる環境づくり
に努めています。

新型コロナウイルス感染症への対応
県の感染症医療の拠点病院として、新型コロナウイ
ルス感染者の積極的な受け入れや適切な診療を提供
するほか、感染症発生時に迅速な対応ができるよう
定期的に受入訓練を実施するとともに、医療機関、
地域住民への最新情報の発信を行いました。

コロナワクチン接種対応
１～３回目接種、12歳以上の追加接種（４回目・５回
目）、須坂市から依頼を受け実施した小児接種（５～
11歳を対象）を行い、令和４年度は延べ3,396人のワ
クチン接種を実施しました。

看護師特定行為研修第３期を開講しました。
令和４年度より機構外の看護師も受講対象と
し、機構内７人、機構外３人の参加者ととも
に研修を行っています。

院内助産の開始
７月に産科医師が１名退職し産科医不足
となりましたが、須高地域の分娩を担う
施設としての役割を果たすため、体制を
整え院内助産を開始しました。日中のみ
の実施であり、令和４年度実施件数は２
件に留まりましたが、分娩の取り扱いを
継続できるように努めています。

新型コロナウイルス感染症対策に対し、多くのみなさまから医療支援物資等のご寄付や応援メッ
セージを多数いただきました。
みなさまからの温かいご支援を励みに、これからも安心・安全な医療の提供に努めてまいります。

14　地域の明日を医療で支える
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看護師特定行為研修第３期を開講しました。
令和４年度より機構外の看護師も受講対象と
し、機構内７人、機構外３人の参加者ととも
に研修を行っています。

院内助産の開始
７月に産科医師が１名退職し産科医不足
となりましたが、須高地域の分娩を担う
施設としての役割を果たすため、体制を
整え院内助産を開始しました。日中のみ
の実施であり、令和４年度実施件数は２
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こころの医療センター駒ヶ根
〒399-4101
長野県駒ヶ根市下平 2901　TEL 0265-83-3181（代表）　FAX 0265-83-4158

●指定医療機関
・精神科救急病院（常時対応型施設）の指定
・精神保健福祉法に基づく応急入院指定病院
・医療観察法に基づく指定入院医療機関及び指定通院医療機関

基本理念

基本方針

１　私たちは、患者さんの人権を尊重し、信頼される医療サービスを提供します。
２　私たちは、長野県の精神科医療の中核病院として、質の高い専門医療を提供します。
３　私たちは、医療安全を推進し、人にやさしい病院を目指します。

１　患者さん一人ひとりと向き合い、権利の尊重と個別性への配慮に努めます。
２　救急・急性期を始めとする地域のニーズに応えるとともに、長野県の精神科医療の中核を担います。
３　良質で安全な精神科医療を提供すべく、専門的知識の習得と医療技術の向上に努めます。
４　多職種チーム医療を実践します。
５　保健・医療・福祉・教育機関と連携して、患者さんの地域生活を支援します。
６　精神科医療を担う人材育成と医療の質の向上のための研究・研修に取り組みます。

患者さんの
権利と責任
について

職員倫理
綱領

　私たちは、次に掲げる患者さんの権利を大切に考えています。また、安全かつ効果的な医療サービ
スを享受するために、患者さんとご家族、医療者は、互いにそれぞれの立場を尊重しながら、協働し
て治療にあたる責任があります。
１　必要な医療情報の提供とその説明を受ける権利
２　プライバシーを保護される権利
３　良質かつ適切な医療・福祉サービスを受ける権利
４　個人の尊厳が守られる権利
５　セカンドオピニオンを求める権利

１　私たちは、公平・公正に最善の専門医療を提供します。
２　私たちは、日ごろから信頼関係の構築に努め、患者さん中心の医療を推進します。
３　私たちは、職務上知り得た秘密を守ります。
４　私たちは、精神障害に対する差別と偏見を解消するための啓発活動に取り組みます。

教育施設等の指定

施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成 26 年）など

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15 対 1）
●救急医療管理加算
●看護配置加算
●看護補助加算１
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●重度アルコール依存症入院医療管理加算
●医療安全対策加算２
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算
●精神科救急入院料１
●精神科急性期治療病棟入院料１
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【特掲診療料】
●認知症専門診断管理料
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料
●CT 撮影及び MRI 撮影
●通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算）
●通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算）
●認知療法・認知行動療法１（医師による場合）
●依存症集団療法（薬物依存症の場合）
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
　（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【医療観察法に係るもの】
入院対象者入院医学管理料
通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療サー
ビスを提供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

　こころの医療センター駒ヶ根は、質の高い専門医療、患者さんに信頼される医療の提供、人にやさし
い病院づくりを基本理念に掲げ、長野県の精神科医療の中核として「ひらかれた病院」を目指し、病院の
キャッチフレーズである「あなたの手の届くところに」のもと、治す医療に加え、癒す医療、そして寄り
添って患者さんの人生を支える医療を推し進めています。
　また、24時間365日体制による精神科救急への対応をはじめとして、児童精神科やアルコール・薬
物依存症等に対しては質の高い専門医療を提供し、難治性患者さんにはm-ECT（修正型電気けいれん
療法）やクロザピン治療等の治療効果の高い医療を提供しています。退院後も、患者さんの状態に合わ
せた多機能デイケアや在宅患者さんを支える訪問看護を行うとともに、利用しやすい医療福祉相談等
により、早期治療と社会復帰に力をいれています。
　多職種チームによる専門性を活かした取組として、児童精神科において専門チームによる初診診療
と、行政や地域の医療機関等と連携した「もの忘れ外来」を行っています。

●疾病統計大分類　令和３年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成26年）など
●NeuroStar  rTMS治療装置

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15対1）
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●看護配置加算
●看護補助加算１・看護補助体制充実加算
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●依存症入院医療管理加算
●摂食障害入院医療管理加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算２・医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算３
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算１及び２のロ
●精神科救急急性期医療入院料1・精神科救急医療体制加算２・
　看護職員夜間配置加算 
●精神科急性期治療病棟入院料1
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【特掲診療料】
●こころの連携指導料(Ⅱ) 
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料１及び２
●CT撮影及びMRI撮影
●経頭蓋磁気刺激療法
●児童思春期精神科専門管理加算
●療養生活環境整備指導加算
●療養生活継続支援加算
●認知療法・認知行動療法１
●依存症集団療法１・２・３
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
 （治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【医療観察法に係るもの】
●入院対象者入院医学管理料
●通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療を提
供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

●疾病統計大分類　令和４年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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5051・病院群による臨床研修指定病院

・新医師研修制度による臨床研修病院（協力型）
・日本精神神経学会精神科専門医制度による研修施設
・日本老年精神医学会専門医制度認定施設
・子どものこころ専門医研修施設群 基幹施設

（訪問看護ステーシ
　ョン「こまほす」）

16　地域の明日を医療で支える



こころの医療センター駒ヶ根
〒399-4101
長野県駒ヶ根市下平 2901　TEL 0265-83-3181（代表）　FAX 0265-83-4158

●指定医療機関
・精神科救急病院（常時対応型施設）の指定
・精神保健福祉法に基づく応急入院指定病院
・医療観察法に基づく指定入院医療機関及び指定通院医療機関

基本理念

基本方針

１　私たちは、患者さんの人権を尊重し、信頼される医療サービスを提供します。
２　私たちは、長野県の精神科医療の中核病院として、質の高い専門医療を提供します。
３　私たちは、医療安全を推進し、人にやさしい病院を目指します。

１　患者さん一人ひとりと向き合い、権利の尊重と個別性への配慮に努めます。
２　救急・急性期を始めとする地域のニーズに応えるとともに、長野県の精神科医療の中核を担います。
３　良質で安全な精神科医療を提供すべく、専門的知識の習得と医療技術の向上に努めます。
４　多職種チーム医療を実践します。
５　保健・医療・福祉・教育機関と連携して、患者さんの地域生活を支援します。
６　精神科医療を担う人材育成と医療の質の向上のための研究・研修に取り組みます。

患者さんの
権利と責任
について

職員倫理
綱領

　私たちは、次に掲げる患者さんの権利を大切に考えています。また、安全かつ効果的な医療サービ
スを享受するために、患者さんとご家族、医療者は、互いにそれぞれの立場を尊重しながら、協働し
て治療にあたる責任があります。
１　必要な医療情報の提供とその説明を受ける権利
２　プライバシーを保護される権利
３　良質かつ適切な医療・福祉サービスを受ける権利
４　個人の尊厳が守られる権利
５　セカンドオピニオンを求める権利

１　私たちは、公平・公正に最善の専門医療を提供します。
２　私たちは、日ごろから信頼関係の構築に努め、患者さん中心の医療を推進します。
３　私たちは、職務上知り得た秘密を守ります。
４　私たちは、精神障害に対する差別と偏見を解消するための啓発活動に取り組みます。

教育施設等の指定

施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成 26 年）など

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15 対 1）
●救急医療管理加算
●看護配置加算
●看護補助加算１
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●重度アルコール依存症入院医療管理加算
●医療安全対策加算２
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算
●精神科救急入院料１
●精神科急性期治療病棟入院料１
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【特掲診療料】
●認知症専門診断管理料
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料
●CT 撮影及び MRI 撮影
●通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算）
●通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算）
●認知療法・認知行動療法１（医師による場合）
●依存症集団療法（薬物依存症の場合）
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
　（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【医療観察法に係るもの】
入院対象者入院医学管理料
通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療サー
ビスを提供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

　こころの医療センター駒ヶ根は、質の高い専門医療、患者さんに信頼される医療の提供、人にやさし
い病院づくりを基本理念に掲げ、長野県の精神科医療の中核として「ひらかれた病院」を目指し、病院の
キャッチフレーズである「あなたの手の届くところに」のもと、治す医療に加え、癒す医療、そして寄り
添って患者さんの人生を支える医療を推し進めています。
　また、24時間365日体制による精神科救急への対応をはじめとして、児童精神科やアルコール・薬
物依存症等に対しては質の高い専門医療を提供し、難治性患者さんにはm-ECT（修正型電気けいれん
療法）やクロザピン治療等の治療効果の高い医療を提供しています。退院後も、患者さんの状態に合わ
せた多機能デイケアや在宅患者さんを支える訪問看護を行うとともに、利用しやすい医療福祉相談等
により、早期治療と社会復帰に力をいれています。
　多職種チームによる専門性を活かした取組として、児童精神科において専門チームによる初診診療
と、行政や地域の医療機関等と連携した「もの忘れ外来」を行っています。

●疾病統計大分類　令和３年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成26年）など
●NeuroStar  rTMS治療装置

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15対1）
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●看護配置加算
●看護補助加算１・看護補助体制充実加算
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●依存症入院医療管理加算
●摂食障害入院医療管理加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算２・医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算３
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算１及び２のロ
●精神科救急急性期医療入院料1・精神科救急医療体制加算２・
　看護職員夜間配置加算 
●精神科急性期治療病棟入院料1
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【特掲診療料】
●こころの連携指導料(Ⅱ) 
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料１及び２
●CT撮影及びMRI撮影
●経頭蓋磁気刺激療法
●児童思春期精神科専門管理加算
●療養生活環境整備指導加算
●療養生活継続支援加算
●認知療法・認知行動療法１
●依存症集団療法１・２・３
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
 （治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【医療観察法に係るもの】
●入院対象者入院医学管理料
●通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療を提
供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

●疾病統計大分類　令和４年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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5051・病院群による臨床研修指定病院

・新医師研修制度による臨床研修病院（協力型）
・日本精神神経学会精神科専門医制度による研修施設
・日本老年精神医学会専門医制度認定施設
・子どものこころ専門医研修施設群 基幹施設

（訪問看護ステーシ
　ョン「こまほす」）
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KOMAGANE NEWS

医療
地域

令和４年度の

こころの医療センター駒ヶ根

インターネット・ゲーム依存症治療への対応

「子どものこころ総合医療センター」基本計画の策定

TOPICS

KOMAGANE NEWS

医療

地域

令和３年度の

こころの医療センター駒ヶ根

m-ECT センターの開設（令和４年１月）

県から指定されたアルコール健康障害、薬物・ギャンブル等に関する「依存症

専門医療機関」及び「依存症治療拠点機関」の役割、各種依存症プログラムの

提供を内外に示し、関係機関との連携強化を図りました。

令和３年 12 月に竣工し、翌１月から週２回・１日５人まで治療可能とする体

制での運営を開始しました。センター開設後は治療件数が月平均 18.6 件から

25.6 件に増加しました。

依存症医療センターの開設（令和４年３月）

看護師の二交代制勤務の本格導入

治療体制、家族支援、情報発信について検討し、試験的

入院３例に対して先進病院の治療プログラムを参考に治

療を実施後、病院独自の治療プログラムを確立しまし

た。令和４年３月から外来受入れを開始し、５月から入

院治療の開始を予定しています。

インターネット・ゲーム依存症治療の開始（令和４年３月）

児童精神科医療に対するニーズに応えるため、必要とされる医療体制の整備に

向けて「児童・思春期、青年期精神科医療懇談会」を開催しました。センター

開設の意義や目指すべき姿など基本計画の骨格となる「基本構想」を策定しま

した。

子どものこころ総合医療センター基本構想策定（令和３年 10 月）
TOPICS

先進病院の取組みを参考に、令和２年度から試験的に患者の受入れを行い、治療評

価後、病院独自の治療の枠組みを確立させ、県内で初めて令和４年４月から家族向

けの学習プログラムを開始しました。その後、５月から入院・外来治療プログラム

を開始しました。

看護職員のワークライフバランス充実のため、令和３年11月より試行的に実施し

ていた病棟部門における二交代制勤務を令和４年８月より本格導入しました。

出前講座

うつ・ストレスケアなど従来の５つのメニューに加え、需要が高まっているイン

ターネット・ゲーム依存の出前講座を試験的に実施しました。（総計11回）

公開講座

「ネット・ゲーム依存症について～一般のみなさんに分かりやすくお話します～」

と題し、地域住民向けとしては初めてのインターネット・ゲーム依存症の公開講座

を開催しました。

児童・思春期、青年期精神科医療の充実のための「子どものこころ総合医療セン

ター」の開設に向け、構想の意義や目的、センターに必要な機能や設備等を盛り込

んだ基本計画を令和５年３月に策定しました。

訪問看護ステーション「こまほす」の開設
精神障がい者が地域の一員として、安心して生

活ができるよう専門性の高い精神科訪問看護を

提供するため、令和４年８月に訪問看護ステー

ション「こまほす」を開設しました。

子どものこころ専門医研修施設群認定
児童・思春期、青年期精神科医療の医師育成を行うための「子どものこころ専門医

研修施設群」の基幹施設として認定されました。小児科専門医と精神科専門医の双

方を基盤領域とする「子どものこころ専門医」を養成するため、令和４年４月から

県立こども病院、信州大学子どものこころ診療部と連携した運営を開始しました。

rTMS（反復経頭蓋磁気刺激療法）の開始

「治療抵抗性うつ病」の患者に対し、薬物療法では

ない新たな治療の選択肢として、侵襲性の低い治療

法となる rTMS（反復経頭蓋磁気刺激療法）を令和

４年７月から開始しました。県内でこの治療法が実

施できるのは２施設のみです。

18　地域の明日を医療で支える
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インターネット・ゲーム依存症治療への対応

「子どものこころ総合医療センター」基本計画の策定
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KOMAGANE NEWS

医療

地域

令和３年度の

こころの医療センター駒ヶ根

m-ECT センターの開設（令和４年１月）

県から指定されたアルコール健康障害、薬物・ギャンブル等に関する「依存症

専門医療機関」及び「依存症治療拠点機関」の役割、各種依存症プログラムの

提供を内外に示し、関係機関との連携強化を図りました。

令和３年 12 月に竣工し、翌１月から週２回・１日５人まで治療可能とする体

制での運営を開始しました。センター開設後は治療件数が月平均 18.6 件から

25.6 件に増加しました。

依存症医療センターの開設（令和４年３月）

看護師の二交代制勤務の本格導入

治療体制、家族支援、情報発信について検討し、試験的

入院３例に対して先進病院の治療プログラムを参考に治

療を実施後、病院独自の治療プログラムを確立しまし

た。令和４年３月から外来受入れを開始し、５月から入

院治療の開始を予定しています。

インターネット・ゲーム依存症治療の開始（令和４年３月）

児童精神科医療に対するニーズに応えるため、必要とされる医療体制の整備に

向けて「児童・思春期、青年期精神科医療懇談会」を開催しました。センター

開設の意義や目指すべき姿など基本計画の骨格となる「基本構想」を策定しま

した。

子どものこころ総合医療センター基本構想策定（令和３年 10 月）
TOPICS

先進病院の取組みを参考に、令和２年度から試験的に患者の受入れを行い、治療評

価後、病院独自の治療の枠組みを確立させ、県内で初めて令和４年４月から家族向

けの学習プログラムを開始しました。その後、５月から入院・外来治療プログラム

を開始しました。

看護職員のワークライフバランス充実のため、令和３年11月より試行的に実施し

ていた病棟部門における二交代制勤務を令和４年８月より本格導入しました。

出前講座

うつ・ストレスケアなど従来の５つのメニューに加え、需要が高まっているイン

ターネット・ゲーム依存の出前講座を試験的に実施しました。（総計11回）

公開講座

「ネット・ゲーム依存症について～一般のみなさんに分かりやすくお話します～」

と題し、地域住民向けとしては初めてのインターネット・ゲーム依存症の公開講座

を開催しました。

児童・思春期、青年期精神科医療の充実のための「子どものこころ総合医療セン

ター」の開設に向け、構想の意義や目的、センターに必要な機能や設備等を盛り込

んだ基本計画を令和５年３月に策定しました。

訪問看護ステーション「こまほす」の開設
精神障がい者が地域の一員として、安心して生

活ができるよう専門性の高い精神科訪問看護を

提供するため、令和４年８月に訪問看護ステー

ション「こまほす」を開設しました。

子どものこころ専門医研修施設群認定
児童・思春期、青年期精神科医療の医師育成を行うための「子どものこころ専門医

研修施設群」の基幹施設として認定されました。小児科専門医と精神科専門医の双

方を基盤領域とする「子どものこころ専門医」を養成するため、令和４年４月から

県立こども病院、信州大学子どものこころ診療部と連携した運営を開始しました。

rTMS（反復経頭蓋磁気刺激療法）の開始

「治療抵抗性うつ病」の患者に対し、薬物療法では

ない新たな治療の選択肢として、侵襲性の低い治療

法となる rTMS（反復経頭蓋磁気刺激療法）を令和

４年７月から開始しました。県内でこの治療法が実

施できるのは２施設のみです。
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阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利と義務に
関する宣言

倫理綱領

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉機関との連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料７　
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算２
●急性期看護補助加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算
●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３

●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　　
●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料

●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び電子的
診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●がん患者リハビリテーション科

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入大
平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病院
の発足により木曽地区への巡回診療は終了、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年 11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診療を
行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カ
フェ」などを行うとともに、平成29年 9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するな
ど、高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を伺い、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和３年度
0 20 40 60 80 100 120 140

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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使命

行動
指針

患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的にみても高齢化（率45.9％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。

●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

・保険医療機関
・救急告示病院
・へき地医療拠点病院

・労災保険指定医療機関
・生活保護指定医療機関
・指定自立支援医療機関
（精神通院医療） 

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関

阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利に関する

宣言

倫理要綱

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉の連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料６
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●看護職員処遇改善評価料
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算１
●急性期看護補助体制加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算２
●医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算

●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３
●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　

●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料
●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び
　電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）

●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入、
大平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病
院の発足により木曽地区への巡回診療は終了し、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診
療を行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カフ
ェ」などを行うとともに、平成29年9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するなど、
高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を訪問し、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和４年度
0 20 40 60 80 100 120 140

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用
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使命

行動
指針

患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的に見ても高齢化（率 45.9％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。

・保険医療機関
・救急告示病院
・へき地医療拠点病院

・労災保険指定医療機関
・生活保護指定医療機関
・指定自立支援医療機関

）療医院通神精（  

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関

20　地域の明日を医療で支える



阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利と義務に
関する宣言

倫理綱領

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉機関との連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料７　
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算２
●急性期看護補助加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算
●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３

●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　　
●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料

●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び電子的
診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●がん患者リハビリテーション科

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入大
平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病院
の発足により木曽地区への巡回診療は終了、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年 11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診療を
行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カ
フェ」などを行うとともに、平成29年 9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するな
ど、高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を伺い、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和３年度
0 20 40 60 80 100 120 140

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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使命

行動
指針

患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的にみても高齢化（率45.9％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。

●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

・保険医療機関
・救急告示病院
・へき地医療拠点病院

・労災保険指定医療機関
・生活保護指定医療機関
・指定自立支援医療機関
（精神通院医療） 

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関

阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利に関する
宣言

倫理要綱

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉の連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料６
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●看護職員処遇改善評価料
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算１
●急性期看護補助体制加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算２
●医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算

●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３
●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　

●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料
●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び
　電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）

●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入、
大平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病
院の発足により木曽地区への巡回診療は終了し、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診
療を行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カフ
ェ」などを行うとともに、平成29年9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するなど、
高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を訪問し、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和４年度
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筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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使命

行動
指針

患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的に見ても高齢化（率 45.9％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。

・保険医療機関
・救急告示病院
・へき地医療拠点病院

・労災保険指定医療機関
・生活保護指定医療機関
・指定自立支援医療機関

）療医院通神精（  

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
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ANAN NEWS

医療

地域

令和４年度の阿南病院

売木村診療所とのオンライン診療

新型コロナウイルス感染症への対応

地域医療福祉連携会議の設置

出前講座の実施

放射線機器の共同利用開始

ANAN NEWS

伊東副院長が「へき地医療貢献者表彰」を受賞

阿南町大下条小学校児童会寄付をいただきました

TOPICS令和３年４月から常勤医師が不在となった売木村診
療所へ医師を派遣し、週１回の診療を行っています。
さらに、地域の要望に応えるため病院と診療所をイ
ンターネット回線で結ぶオンライン診療の導入を令
和４年５月から開始しました。

地域の診療所との連携推進及び地域全体の医療機能向上を目指し、放射線機器
（CT・MRI の単純検査のみ）の共同利用を開始しました。

・保健所と連携し、感染者の受入れ及び多くの検査
　を実施しました。
・下伊那南部５町村と連携し、新型コロナワクチン
　の住民接種（一般住民・医療従事者・訪問・高齢
　者施設等）を実施しました。　

下伊那南部地区の高齢者施設等と当院とで構成する地域医療福祉連絡会議を設置、
顔の見える関係づくりをめざして連携の強化に努めました。

地域住民の健康意識の向上や病院の情報発信となるよう出前講座（メニュー29講
座）を企画し、医師や認定看護師を中心に地域の集まりに派遣しました。

地域との連携
阿南消防署及び本部研修センターと連携した中学校に対す
るBLS（１次救命処置）講習会を継続し診療圏内の中学校で
実施しています。過疎、高齢地域において１次救命の重要
な担い手になるような中学生に救命処置の大切さを伝える
とともに、地域と関係機関との連携を深めました。

全国自治体病院開設者協議会・全国自治体病
院協議会による「令和４年度へき地医療貢献
者表彰」を当院副院長兼地域医療総合支援セ
ンター長の伊東一博先生が受賞しました。
この表彰は、医師として15年以上にわたって
自治体立の病院・診療所に勤務しへき地等の
地域の医療確保に献身的に尽力している功労
者を讃えるものです。
伊東副院長は、平成19年から当院に勤務し内
科、訪問診療、感染対策等地域医療に尽力し
ています。

「地域医療を守ろうと頑張っている医療ス

タッフに感謝を伝えたい」と大下条小学校の

児童と職員の家庭からアルミ缶や廃品回収な

どの活動で得た収益金を寄付していただきま

した。毎年継続して寄付をいただいており、

小児科のバスタオル購入費用などに充ててい

ます。地域に根ざした医療を大切にしている

当院としては、このような支援をいただける

ことを、大変嬉しく思います。

大下条小学校児童会のみなさんのお気持ちに

感謝しつつ大切に使わせていただきます。
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地域

令和４年度の阿南病院

売木村診療所とのオンライン診療

新型コロナウイルス感染症への対応

地域医療福祉連携会議の設置

出前講座の実施

放射線機器の共同利用開始

ANAN NEWS

伊東副院長が「へき地医療貢献者表彰」を受賞

阿南町大下条小学校児童会寄付をいただきました

TOPICS令和３年４月から常勤医師が不在となった売木村診
療所へ医師を派遣し、週１回の診療を行っています。
さらに、地域の要望に応えるため病院と診療所をイ
ンターネット回線で結ぶオンライン診療の導入を令
和４年５月から開始しました。

地域の診療所との連携推進及び地域全体の医療機能向上を目指し、放射線機器
（CT・MRI の単純検査のみ）の共同利用を開始しました。

・保健所と連携し、感染者の受入れ及び多くの検査
　を実施しました。
・下伊那南部５町村と連携し、新型コロナワクチン
　の住民接種（一般住民・医療従事者・訪問・高齢
　者施設等）を実施しました。　

下伊那南部地区の高齢者施設等と当院とで構成する地域医療福祉連絡会議を設置、
顔の見える関係づくりをめざして連携の強化に努めました。

地域住民の健康意識の向上や病院の情報発信となるよう出前講座（メニュー29講
座）を企画し、医師や認定看護師を中心に地域の集まりに派遣しました。

地域との連携
阿南消防署及び本部研修センターと連携した中学校に対す
るBLS（１次救命処置）講習会を継続し診療圏内の中学校で
実施しています。過疎、高齢地域において１次救命の重要
な担い手になるような中学生に救命処置の大切さを伝える
とともに、地域と関係機関との連携を深めました。

全国自治体病院開設者協議会・全国自治体病
院協議会による「令和４年度へき地医療貢献
者表彰」を当院副院長兼地域医療総合支援セ
ンター長の伊東一博先生が受賞しました。
この表彰は、医師として15年以上にわたって
自治体立の病院・診療所に勤務しへき地等の
地域の医療確保に献身的に尽力している功労
者を讃えるものです。
伊東副院長は、平成19年から当院に勤務し内
科、訪問診療、感染対策等地域医療に尽力し
ています。

「地域医療を守ろうと頑張っている医療ス

タッフに感謝を伝えたい」と大下条小学校の

児童と職員の家庭からアルミ缶や廃品回収な

どの活動で得た収益金を寄付していただきま

した。毎年継続して寄付をいただいており、

小児科のバスタオル購入費用などに充ててい

ます。地域に根ざした医療を大切にしている

当院としては、このような支援をいただける

ことを、大変嬉しく思います。

大下条小学校児童会のみなさんのお気持ちに

感謝しつつ大切に使わせていただきます。
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〒397-8555
長野県木曽郡木曽町福島 6613-4　TEL 0264-22-2703（代表）　FAX 0264-22-2538

●指定医療機関

基本理念

基本方針

職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　木曽で唯一の病院として、いつでも安心してかかることができる地域に信頼される病院をめざし
ます。

２　人権を尊重し、十分な説明と同意（インフォームドコンセント）に基づいた医療サービスを提供
します。とりわけチーム医療に取り組みます。

３　つねに新しい知識技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い医療を提供します。とりわけ救急
医療の充実に努めます。

４　町村や他の医療・福祉・保健・介護施設と連携を強化して、地域の要望に応えられるよう努めま
す。とりわけ在宅医療を充実します。

５　清潔、快適で安らぎのある療養環境の整備改善に努めます。
６　人間性にあふれた、働きがいのある病院運営に努めます。
７　健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること。
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本透析医学会教育関連施設
・日本消化器病学会関連施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
・日本脳卒中学会専門医研修教育病院
・日本がん治療認定医機構認定研修施設

施設基準

特色

●災害拠点病院 ●救急告示医療機関

●森林セラピー事業 ●へき地医療の提供

●Ｘ線テレビ装置
●骨密度測定装置
●血管撮影装置
●歯科パノラマ・デンタル装置
●ＣＴスキャナー
　（320列・80列Ｘ線ＣＴ）
●ＭＲＩ（１．５テスラ）

●ガンマカメラ　
●乳房撮影装置　
●多項目自動血球分析装置
●生化学自動分析装置
●超音波診断装置
●化学発光免疫測定装置
●全自動同定・薬剤感受性検査装置

●クリーンゾーンシステム
●過酸化水素ガス滅菌機
●高圧蒸気滅菌装置　
●超音波白内障手術装置
●内視鏡手術TVシステム
●排煙システム

主な医療機器設置状況

●初診料の機能強化加算　　　　
●オンライン診療料　　　　　　
●急性期一般入院料４　　　　　
●療養病棟入院料１　　　　　　
●地域包括ケア病棟入院料１　　
●看護職員配置加算　　　　　　
●入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ）
●診療録管理体制加算１　　　
●医師事務作業補助体制加算 1　
●急性期看護補助体制加算　　　
●重症者等療養環境特別加算　　
●療養病棟療養環境加算１　　　
●医療安全対策加算１　　　　　
●医療安全地域連携加算１　　　
●感染防止対策加算１　　　　　
●感染防止対策地域連携加算　　
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算　　
●ハイリスク妊娠管理加算　　　
●データ提出加算２、４　　　　
●後発医薬品使用体制加算１　　　
●入退院支援加算１・入院時支援加算 
●病棟薬剤業務実施加算１　　　
●救急医療管理加算
●超急性期脳卒中加算　　　　　

●認知症ケア加算２　　　　　　
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）　
●救急搬送看護体制加算１　　　
●糖尿病合併症管理料　　　　
●がん性疼痛緩和指導管理料　　
●がん患者指導管理料イ　　　　
●がん患者指導管理料ロ　　　　
●がん患者指導管理料ハ　　　　
●婦人科特定疾患治療管理料　　
●ニコチン依存症管理料　　　　
●相談支援加算　　　　　　　　
●在宅療養支援病院（従来型）　
●在宅時医学総合管理料　　　　
●施設入居時等医学総合管理料　
●在宅がん医療総合診療料　　　
●麻酔管理料（Ⅰ）　　　　　　 
●薬剤管理指導料　　　　　　    
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１　　　　
●HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出　
　（簡易ジェノタイプ判定）　　　
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）　

●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●神経学的検査
●コンタクトレンズ検査料１　
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT 撮影及び MRI 撮影
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）
●がん患者リハビリテーション料
●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
●導入期加算 1
●下肢抹消動脈疾患指導管理加算
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に掲げ
る手術（胃瘻増設術・胃瘻増設時嚥下機能評価加算）
●歯科口腔リハビリテーション料 2
●クラウン・ブリッジ維持管理料
●CAD ／ CAM 冠

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時の医療の提供
を行うため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓練を
毎年行っています。また、DMATも保有しており、平成
26 年の御嶽山噴火災害の際には DMAT が中心となって
災害対応にあたりました。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては 24 時間
365日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほ
か、急性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広
く診療活動を行っています。

木曽病院では、木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢
献するために平成18年度より森林セラピー事業を行って
います。事業内容としては、毎週木曜日に上松町の赤沢自
然休養林にて観光客のストレスチェックを行う「森のお医
者さん」、５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と
歩く森林セラピーロード」、上松町とタイアップした「森
林セラピードック」の３種類を実施しています。

上松町の無医地区である「台（だな）」、「才児（さいちご）」地
区に毎月第２、第４木曜日に、医師・看護師・薬剤師・事務
職員が赴き、巡回診療を行うことにより、無医地区の医療確
保に貢献しています。
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木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」

（単位：人）

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を保有しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピーや無医地区への巡回診療などの独自の取り組
みも展開しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

木曽病院（木曽病院介護医療院）

●個人用多用途透析装置
●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置
●生体情報モニター
　（成人・新生児）
●人工呼吸器

〒397-8555
長野県木曽郡木曽町福島 6613-4　TEL 0264-22-2703（代表）　FAX 0264-22-2538

●指定医療機関 ・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第２種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院

基本理念

基本方針

職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　木曽で唯一の病院として、いつでも安心してかかることができる地域に信頼される病院をめざし
ます。

２　人権を尊重し、十分な説明と同意（インフォームドコンセント）に基づいた医療サービスを提供
します。とりわけチーム医療に取り組みます。

３　つねに新しい技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い医療を提供します。とりわけ救急医療
の充実に努めます。

４　町村や他の医療・福祉・保健・介護施設と連携を強化して、地域の要望に応えられるよう努めま
す。とりわけ在宅医療を充実します。

５　清潔、快適で安らぎのある療養環境の整備改善に努めます。
６　人間性にあふれた、働きがいのある病院運営に努めます。
７　健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること。
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに、法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本透析医学会教育関連施設
・日本消化器病学会関連施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
・日本脳卒中学会専門医研修教育病院
・日本がん治療認定医機構認定研修施設

施設基準

特色

●災害拠点病院 ●救急告示医療機関

●森林セラピー事業 ●へき地医療拠点病院

●Ｘ線テレビ装置
●骨密度測定装置
●血管撮影装置
●歯科パノラマ・デンタル装置
●ＣＴスキャナー
　（320 列・80 列Ｘ線ＣＴ）
●ＭＲＩ（１．５テスラ）

●ガンマカメラ　
●乳房撮影装置　
●多項目自動血球分析装置
●生化学自動分析装置
●超音波診断装置
●化学発光免疫測定装置
●リアルタイム濁度測定装置

●クリーンゾーンシステム
●低温プラズマ滅菌システム
●高圧蒸気滅菌機　
●超音波白内障手術装置
●内視鏡手術 TV システム
●排煙システム

主な医療機器設置状況

●初診料の機能強化加算
●急性期一般入院料４
●療養病棟入院料１
●地域包括ケア病棟入院料１
　（看護職員配置加算含む）
●入院時食事療養（Ⅰ）・
　入院時生活療養（Ⅰ）
●診療録管理体制加算
●医師事務作業補助体制加算1
●急性期看護補助体制加算
●重症者等療養環境特別加算
●療養病棟療養環境加算１
●医療安全対策加算１
　（医療安全地域連携加算１含む）
●感染防止対策加算１
　（指導強化加算を含む）
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●データ提出加算２、４
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・入院時支援加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●救急医療管理加算
●超急性期脳卒中加算
●認知症ケア加算２
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●歯科点数表の初診料の注１に規定する施設
　基準　

●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI撮影
●外来化学療法加算１
●外来化学療法加算
●外来腫瘍化学療法診療料１
●二次性骨折予防継続管理料１・３
●無菌製剤処理料
●脳欠肝疾患等リハビリテーション科（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●がん患者リハビリテーション科
●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓
　（慢性維持透析を行った場合１）
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過
　加算
●導入期加算
●下肢抹消動脈疾患指導管理加算
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置
●医科点数表第２章第10部手術の通則
　の16に掲げる手術（胃瘻増設術）
●胃瘻増設時嚥下機能評価加算
●歯科口腔リハビリテーション2
●クラウン・ブリッジ維持管理料
●CAD／CAM冠及びCAD/CAMインレー

●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●救急搬送看護体制加算１
●糖尿病合併症管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ
●がん患者指導管理料ロ
●がん患者指導管理料ハ
●婦人科特定疾患治療管理料
●ニコチン依存症管理料
●相談支援加算
　別添１の「第14の２」の１の（３）に規定
　する在宅療養支援病院　
●在宅時医学総合管理料及び
　施設入居時等医学総合管理料
●在宅がん医療総合診療科
●麻酔管理料
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情
　報評価料 
●医療機器安全管理料１
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式
　グルコース測定
●神経学的検査
●BRCA1/2遺伝子検査
　（血液を検体とするもの）　
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木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」

（単位：人）

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を組織しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピードックや無医地区への巡回診療などの独自の
取り組みも展開しています。

●疾病統計大分類　令和４年度

木曽病院（ 木曽病院介護医療院）

●個人用多用途透析装置
●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置

●生体情報モニター
　（成人・新生児）
●人工呼吸器

・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第２種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院

・認知症疾患医療センター（連携型）

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時における医療
を提供するため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓
練を毎年行っています。また、DMATの保有や３日間の
電気や水を確保するための井水施設や非常用電源設備を設
置など、災害時に備え体制を整えています。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては24時間365
日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほか、急
性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広く診療
活動を行っています。

木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢献するため、上
松町赤沢自然休養林の森林セラピー基地の指定に合わせ、
森林セラピー事業を行ってきました。事業内容としては、
５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と歩く森林セ
ラピーロード」、日本医科大学・千葉大学などと共同で実
施している「森林浴の効果を検証する実験」などです。

上松町の無医地区である「才児（さいちご）」地区に毎月
第３木曜日に、医師・看護師・薬剤師・事務職員が赴き、
巡回診療を行うことにより、無医地区の医療確保に貢献し
ています。また、令和４年11月から、毎週月曜日に常勤
医師が不在となった木曽町みたけ診療所への医師の派遣も
行っています。

24　地域の明日を医療で支える
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●指定医療機関

基本理念

基本方針

職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　木曽で唯一の病院として、いつでも安心してかかることができる地域に信頼される病院をめざし
ます。

２　人権を尊重し、十分な説明と同意（インフォームドコンセント）に基づいた医療サービスを提供
します。とりわけチーム医療に取り組みます。

３　つねに新しい知識技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い医療を提供します。とりわけ救急
医療の充実に努めます。

４　町村や他の医療・福祉・保健・介護施設と連携を強化して、地域の要望に応えられるよう努めま
す。とりわけ在宅医療を充実します。

５　清潔、快適で安らぎのある療養環境の整備改善に努めます。
６　人間性にあふれた、働きがいのある病院運営に努めます。
７　健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること。
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本透析医学会教育関連施設
・日本消化器病学会関連施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
・日本脳卒中学会専門医研修教育病院
・日本がん治療認定医機構認定研修施設

施設基準

特色

●災害拠点病院 ●救急告示医療機関

●森林セラピー事業 ●へき地医療の提供

●Ｘ線テレビ装置
●骨密度測定装置
●血管撮影装置
●歯科パノラマ・デンタル装置
●ＣＴスキャナー
　（320列・80列Ｘ線ＣＴ）
●ＭＲＩ（１．５テスラ）

●ガンマカメラ　
●乳房撮影装置　
●多項目自動血球分析装置
●生化学自動分析装置
●超音波診断装置
●化学発光免疫測定装置
●全自動同定・薬剤感受性検査装置

●クリーンゾーンシステム
●過酸化水素ガス滅菌機
●高圧蒸気滅菌装置　
●超音波白内障手術装置
●内視鏡手術TVシステム
●排煙システム

主な医療機器設置状況

●初診料の機能強化加算　　　　
●オンライン診療料　　　　　　
●急性期一般入院料４　　　　　
●療養病棟入院料１　　　　　　
●地域包括ケア病棟入院料１　　
●看護職員配置加算　　　　　　
●入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ）
●診療録管理体制加算１　　　
●医師事務作業補助体制加算 1　
●急性期看護補助体制加算　　　
●重症者等療養環境特別加算　　
●療養病棟療養環境加算１　　　
●医療安全対策加算１　　　　　
●医療安全地域連携加算１　　　
●感染防止対策加算１　　　　　
●感染防止対策地域連携加算　　
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算　　
●ハイリスク妊娠管理加算　　　
●データ提出加算２、４　　　　
●後発医薬品使用体制加算１　　　
●入退院支援加算１・入院時支援加算 
●病棟薬剤業務実施加算１　　　
●救急医療管理加算
●超急性期脳卒中加算　　　　　

●認知症ケア加算２　　　　　　
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）　
●救急搬送看護体制加算１　　　
●糖尿病合併症管理料　　　　
●がん性疼痛緩和指導管理料　　
●がん患者指導管理料イ　　　　
●がん患者指導管理料ロ　　　　
●がん患者指導管理料ハ　　　　
●婦人科特定疾患治療管理料　　
●ニコチン依存症管理料　　　　
●相談支援加算　　　　　　　　
●在宅療養支援病院（従来型）　
●在宅時医学総合管理料　　　　
●施設入居時等医学総合管理料　
●在宅がん医療総合診療料　　　
●麻酔管理料（Ⅰ）　　　　　　 
●薬剤管理指導料　　　　　　    
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１　　　　
●HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出　
　（簡易ジェノタイプ判定）　　　
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）　

●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●神経学的検査
●コンタクトレンズ検査料１　
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT 撮影及び MRI 撮影
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）
●がん患者リハビリテーション料
●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
●導入期加算 1
●下肢抹消動脈疾患指導管理加算
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に掲げ
る手術（胃瘻増設術・胃瘻増設時嚥下機能評価加算）
●歯科口腔リハビリテーション料 2
●クラウン・ブリッジ維持管理料
●CAD ／ CAM 冠

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時の医療の提供
を行うため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓練を
毎年行っています。また、DMATも保有しており、平成
26 年の御嶽山噴火災害の際には DMAT が中心となって
災害対応にあたりました。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては 24 時間
365日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほ
か、急性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広
く診療活動を行っています。

木曽病院では、木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢
献するために平成18年度より森林セラピー事業を行って
います。事業内容としては、毎週木曜日に上松町の赤沢自
然休養林にて観光客のストレスチェックを行う「森のお医
者さん」、５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と
歩く森林セラピーロード」、上松町とタイアップした「森
林セラピードック」の３種類を実施しています。

上松町の無医地区である「台（だな）」、「才児（さいちご）」地
区に毎月第２、第４木曜日に、医師・看護師・薬剤師・事務
職員が赴き、巡回診療を行うことにより、無医地区の医療確
保に貢献しています。
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皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用
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木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」

（単位：人）

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を保有しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピーや無医地区への巡回診療などの独自の取り組
みも展開しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

木曽病院（木曽病院介護医療院）

●個人用多用途透析装置
●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置
●生体情報モニター
　（成人・新生児）
●人工呼吸器

〒397-8555
長野県木曽郡木曽町福島 6613-4　TEL 0264-22-2703（代表）　FAX 0264-22-2538

●指定医療機関 ・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第２種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院

基本理念

基本方針

職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　木曽で唯一の病院として、いつでも安心してかかることができる地域に信頼される病院をめざし
ます。

２　人権を尊重し、十分な説明と同意（インフォームドコンセント）に基づいた医療サービスを提供
します。とりわけチーム医療に取り組みます。

３　つねに新しい技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い医療を提供します。とりわけ救急医療
の充実に努めます。

４　町村や他の医療・福祉・保健・介護施設と連携を強化して、地域の要望に応えられるよう努めま
す。とりわけ在宅医療を充実します。

５　清潔、快適で安らぎのある療養環境の整備改善に努めます。
６　人間性にあふれた、働きがいのある病院運営に努めます。
７　健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること。
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに、法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本透析医学会教育関連施設
・日本消化器病学会関連施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
・日本脳卒中学会専門医研修教育病院
・日本がん治療認定医機構認定研修施設

施設基準

特色

●災害拠点病院 ●救急告示医療機関

●森林セラピー事業 ●へき地医療拠点病院

●Ｘ線テレビ装置
●骨密度測定装置
●血管撮影装置
●歯科パノラマ・デンタル装置
●ＣＴスキャナー
　（320 列・80 列Ｘ線ＣＴ）
●ＭＲＩ（１．５テスラ）

●ガンマカメラ　
●乳房撮影装置　
●多項目自動血球分析装置
●生化学自動分析装置
●超音波診断装置
●化学発光免疫測定装置
●リアルタイム濁度測定装置

●クリーンゾーンシステム
●低温プラズマ滅菌システム
●高圧蒸気滅菌機　
●超音波白内障手術装置
●内視鏡手術 TV システム
●排煙システム

主な医療機器設置状況

●初診料の機能強化加算
●急性期一般入院料４
●療養病棟入院料１
●地域包括ケア病棟入院料１
　（看護職員配置加算含む）
●入院時食事療養（Ⅰ）・
　入院時生活療養（Ⅰ）
●診療録管理体制加算
●医師事務作業補助体制加算1
●急性期看護補助体制加算
●重症者等療養環境特別加算
●療養病棟療養環境加算１
●医療安全対策加算１
　（医療安全地域連携加算１含む）
●感染防止対策加算１
　（指導強化加算を含む）
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●データ提出加算２、４
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・入院時支援加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●救急医療管理加算
●超急性期脳卒中加算
●認知症ケア加算２
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●歯科点数表の初診料の注１に規定する施設
　基準　

●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI撮影
●外来化学療法加算１
●外来化学療法加算
●外来腫瘍化学療法診療料１
●二次性骨折予防継続管理料１・３
●無菌製剤処理料
●脳欠肝疾患等リハビリテーション科（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●がん患者リハビリテーション科
●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓
　（慢性維持透析を行った場合１）
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過
　加算
●導入期加算
●下肢抹消動脈疾患指導管理加算
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置
●医科点数表第２章第10部手術の通則
　の16に掲げる手術（胃瘻増設術）
●胃瘻増設時嚥下機能評価加算
●歯科口腔リハビリテーション2
●クラウン・ブリッジ維持管理料
●CAD／CAM冠及びCAD/CAMインレー

●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●救急搬送看護体制加算１
●糖尿病合併症管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ
●がん患者指導管理料ロ
●がん患者指導管理料ハ
●婦人科特定疾患治療管理料
●ニコチン依存症管理料
●相談支援加算
　別添１の「第14の２」の１の（３）に規定
　する在宅療養支援病院　
●在宅時医学総合管理料及び
　施設入居時等医学総合管理料
●在宅がん医療総合診療科
●麻酔管理料
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情
　報評価料 
●医療機器安全管理料１
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式
　グルコース測定
●神経学的検査
●BRCA1/2遺伝子検査
　（血液を検体とするもの）　
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木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」

（単位：人）

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を組織しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピードックや無医地区への巡回診療などの独自の
取り組みも展開しています。

●疾病統計大分類　令和４年度

木曽病院（ 木曽病院介護医療院）

●個人用多用途透析装置
●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置

●生体情報モニター
　（成人・新生児）
●人工呼吸器

・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第２種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院

・認知症疾患医療センター（連携型）

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時における医療
を提供するため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓
練を毎年行っています。また、DMATの保有や３日間の
電気や水を確保するための井水施設や非常用電源設備を設
置など、災害時に備え体制を整えています。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては24時間365
日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほか、急
性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広く診療
活動を行っています。

木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢献するため、上
松町赤沢自然休養林の森林セラピー基地の指定に合わせ、
森林セラピー事業を行ってきました。事業内容としては、
５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と歩く森林セ
ラピーロード」、日本医科大学・千葉大学などと共同で実
施している「森林浴の効果を検証する実験」などです。

上松町の無医地区である「才児（さいちご）」地区に毎月
第３木曜日に、医師・看護師・薬剤師・事務職員が赴き、
巡回診療を行うことにより、無医地区の医療確保に貢献し
ています。また、令和４年11月から、毎週月曜日に常勤
医師が不在となった木曽町みたけ診療所への医師の派遣も
行っています。
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令和４年度の木曽病院

認知症疾患医療センター（連携型）指定
令和４年４月１日から認知症疾患医療センター（連携型）に指定されました。
認知症の方とそのご家族が安心して暮らせるよう、地域の認知症疾患患者の
支援体制の充実を図る役割を担っています。

ボランティア募集開始

産科病棟リニューアル

令和４年５月からボランティアの募集を開始しました。患者サービスのより
一層の向上のため、外来や老健など様々な場所で御活躍いただいています。

令和４年６月に産科病棟をリニューアルし、
産婦人科の入院患者さんが、心地よく落ち着
いた気持ちで過ごしていただけますよう、レ
ディースゾーンとしてより快適な療養環境を
整えました。今後も木曽郡唯一の分娩施設と
して、地域のニーズに合ったサービスを提供
できるように努めてまいります。

児童思春期発達外来　開設

令和４年６月１日から児童思春期発達外来を開設しました。児童思春期にお
ける発達上の問題やこころの問題の診療を行います。

地域

電子カルテ更新
令和４年５月１日に電子カルテ更新となりました。長年使い続けてきたシステ
ムからベンダー変更することにより、カルテの保存方法や会計システム等、質
の高い診療を目指し、見直しを行う良い機会となりました。

患者番号呼び出しシステム開始
令和４年５月２日から個人情報保護のために、
患者番号呼び出しシステムが稼働しました。
呼び出しシステム変更に伴い、外来フロアの
レイアウト、受診方法など大きな変更となり
ました。

外壁工事開始
令和５年１月から、建物外壁の老朽化のため、
外壁補修及び修繕工事を行っています。令和
５年11月末の終了を予定しています。

出前講座・地域巡回リハビリテーションの実施

地域の皆さんの健康保持推進のため、「性教育」「新型コロナクラスターについて」
「管理者に知っていてほしい災害に対する心構え」等、多種多様なテーマでの出前
講座の開催や、木曽郡内6町村へ地域巡回リハビリテーションを実施しました。

TOPICS
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令和４年度の木曽病院

認知症疾患医療センター（連携型）指定
令和４年４月１日から認知症疾患医療センター（連携型）に指定されました。
認知症の方とそのご家族が安心して暮らせるよう、地域の認知症疾患患者の
支援体制の充実を図る役割を担っています。

ボランティア募集開始

産科病棟リニューアル

令和４年５月からボランティアの募集を開始しました。患者サービスのより
一層の向上のため、外来や老健など様々な場所で御活躍いただいています。

令和４年６月に産科病棟をリニューアルし、
産婦人科の入院患者さんが、心地よく落ち着
いた気持ちで過ごしていただけますよう、レ
ディースゾーンとしてより快適な療養環境を
整えました。今後も木曽郡唯一の分娩施設と
して、地域のニーズに合ったサービスを提供
できるように努めてまいります。

児童思春期発達外来　開設

令和４年６月１日から児童思春期発達外来を開設しました。児童思春期にお
ける発達上の問題やこころの問題の診療を行います。

地域

電子カルテ更新
令和４年５月１日に電子カルテ更新となりました。長年使い続けてきたシステ
ムからベンダー変更することにより、カルテの保存方法や会計システム等、質
の高い診療を目指し、見直しを行う良い機会となりました。

患者番号呼び出しシステム開始
令和４年５月２日から個人情報保護のために、
患者番号呼び出しシステムが稼働しました。
呼び出しシステム変更に伴い、外来フロアの
レイアウト、受診方法など大きな変更となり
ました。

外壁工事開始
令和５年１月から、建物外壁の老朽化のため、
外壁補修及び修繕工事を行っています。令和
５年11月末の終了を予定しています。

出前講座・地域巡回リハビリテーションの実施

地域の皆さんの健康保持推進のため、「性教育」「新型コロナクラスターについて」
「管理者に知っていてほしい災害に対する心構え」等、多種多様なテーマでの出前
講座の開催や、木曽郡内6町村へ地域巡回リハビリテーションを実施しました。

TOPICS
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こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院
・小児がん連携病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医(新生児)暫定認定施設
・日本周産期専門医(母体・胎児)暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設
・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設

・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師制度　研修施設認定証
・新生児蘇生法(NCPR)トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設
・子どものこころ専門医研修施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●回診用 X 線撮影装置
●バイプレーン血管撮影装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタル X 線テレビシステム
●３Ｄ超音波診断装置

●経腹超音波診断装置
●色素性疾患治療用レーザー
●血管腫治療用レーザー
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム
●手術室・ICU 等モニタリングシステム

●内視鏡手術ＴＶシステム
●電子カルテシステム
●画像管理システムサーバ
●地域医療連携システム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●Ｘ線ＣＴ装置
●手術用ナビゲーションシステム

主な医療機器設置状況

●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15 対１
●急性期看護補助体制加算１（25 対１看護補助者５割以上）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染防止対策加算１
（感染防止対策地域連携加算１・抗菌薬適正使用支援加算１）
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●病棟薬剤業務実施加算２
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３
●排尿自立支援加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●小児運動器疾患指導管理料

●婦人科特定疾患治療管理料
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算
●皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●骨髄微小残存病変量測定
●先天性代謝異常症検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うもの）
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
●及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術
●及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養費（Ⅰ）

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などの IT を活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とのその家族に優しい病院を目指し
ています。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

感染症および寄生虫症
新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
内分泌、栄養および代謝疾患

精神および行動の障害
神経系の疾患

眼および付属器の疾患
耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患
筋骨格系および結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患
妊娠、分娩および産じょく＜褥＞

周産期に発生した病態
先天奇形、変形および染色体異常

症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
損傷、中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

特殊目的用コード

2727
387387

1515
6464

1414
432432

106106
66

8787

2323
8484

4545
383383

257257

8181
492492

22
00

11

933933

162162
227227

（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24 時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100

こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（ 精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医（新生児）暫定認定施設
・日本周産期専門医（母体・胎児）暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設

・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設
・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師制度　研修施設認定証
・新生児蘇生法（NCPR）トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●次世代シーケンサー
●自動ＤＮＡ抽出装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタルX線テレビシステム
●デジタルガンマカメラ
●Ｘ線ＣＴ装置

●情報機器を用いた診療に係る基準
●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15対１
●急性期看護補助体制加算１
　（25対１看護補助者５割以上）（看護補助体制充実加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●緩和ケア診療加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染対策向上加算１（指導強化加算）
●患者サポート体制充実加算
●報告書管理体制加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１・２ 
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３（入院時支援加算）
●排尿自立支援加算
●地域医療体制確保加算
●小児特定集中治療室管理料
●看護職員処遇改善評価料１０８
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●外来緩和ケア管理料

●小児運動器疾患指導管理料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●婦人科特定疾患治療管理料
●外来腫瘍化学療法診療料１
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●染色体検査の注２に規定する基準
●抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
●骨髄微小残存病変測定
●先天性代謝異常検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ撮影加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
●内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
　及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
　及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）
　及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎
　手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）（周産期薬剤管理加算）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養（Ⅰ）

●血管撮影装置
●放射線治療システム
●３Ｄ超音波診断装置
●経腹超音波診断装置
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム

●手術室・ICU等モニタリングシステム
●内視鏡手術ＴＶシステム
●人工心肺装置
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●手術用ナビゲーションシステム
●電子カルテシステム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」

主な医療機器設置状況

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などのITを活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とその家族に優しい病院を目指して
います。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います。

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和４年度

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード

2735
387337

1516
73

1417
383

97
67

91

24
87

87

4551
409

283

434

23
00

23

933938

138
227216

（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24 時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」

28　地域の明日を医療で支える
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こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院
・小児がん連携病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医(新生児)暫定認定施設
・日本周産期専門医(母体・胎児)暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設
・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設

・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師制度　研修施設認定証
・新生児蘇生法(NCPR)トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設
・子どものこころ専門医研修施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●回診用 X 線撮影装置
●バイプレーン血管撮影装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタル X 線テレビシステム
●３Ｄ超音波診断装置

●経腹超音波診断装置
●色素性疾患治療用レーザー
●血管腫治療用レーザー
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム
●手術室・ICU 等モニタリングシステム

●内視鏡手術ＴＶシステム
●電子カルテシステム
●画像管理システムサーバ
●地域医療連携システム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●Ｘ線ＣＴ装置
●手術用ナビゲーションシステム

主な医療機器設置状況

●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15 対１
●急性期看護補助体制加算１（25 対１看護補助者５割以上）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染防止対策加算１
（感染防止対策地域連携加算１・抗菌薬適正使用支援加算１）
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●病棟薬剤業務実施加算２
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３
●排尿自立支援加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●小児運動器疾患指導管理料

●婦人科特定疾患治療管理料
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算
●皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●骨髄微小残存病変量測定
●先天性代謝異常症検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うもの）
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
●及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術
●及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養費（Ⅰ）

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などの IT を活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とのその家族に優しい病院を目指し
ています。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

感染症および寄生虫症
新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
内分泌、栄養および代謝疾患

精神および行動の障害
神経系の疾患

眼および付属器の疾患
耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患
筋骨格系および結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患
妊娠、分娩および産じょく＜褥＞

周産期に発生した病態
先天奇形、変形および染色体異常

症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
損傷、中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

特殊目的用コード

2727
387387

1515
6464

1414
432432

106106
66

8787

2323
8484

4545
383383

257257

8181
492492

22
00

11

933933

162162
227227

（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24 時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100

こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（ 精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医（新生児）暫定認定施設
・日本周産期専門医（母体・胎児）暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設

・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設
・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師制度　研修施設認定証
・新生児蘇生法（NCPR）トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●次世代シーケンサー
●自動ＤＮＡ抽出装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタルX線テレビシステム
●デジタルガンマカメラ
●Ｘ線ＣＴ装置

●情報機器を用いた診療に係る基準
●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15対１
●急性期看護補助体制加算１
　（25対１看護補助者５割以上）（看護補助体制充実加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●緩和ケア診療加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染対策向上加算１（指導強化加算）
●患者サポート体制充実加算
●報告書管理体制加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１・２ 
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３（入院時支援加算）
●排尿自立支援加算
●地域医療体制確保加算
●小児特定集中治療室管理料
●看護職員処遇改善評価料１０８
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●外来緩和ケア管理料

●小児運動器疾患指導管理料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●婦人科特定疾患治療管理料
●外来腫瘍化学療法診療料１
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●染色体検査の注２に規定する基準
●抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
●骨髄微小残存病変測定
●先天性代謝異常検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ撮影加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
●内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
　及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
　及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）
　及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎
　手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）（周産期薬剤管理加算）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養（Ⅰ）

●血管撮影装置
●放射線治療システム
●３Ｄ超音波診断装置
●経腹超音波診断装置
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム

●手術室・ICU等モニタリングシステム
●内視鏡手術ＴＶシステム
●人工心肺装置
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●手術用ナビゲーションシステム
●電子カルテシステム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」

主な医療機器設置状況

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などのITを活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とその家族に優しい病院を目指して
います。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います。

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和４年度

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード

2735
387337

1516
73

1417
383

97
67

91

24
87

87

4551
409

283

434

23
00

23

933938

138
227216

（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24 時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」
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医療

令和４年度のこども病院

令和４年７月にソウル国立大学病院小児病院と交流協定を締結し令和５年１月に
ソウル国立大学病院小児病院を訪問しました。病院見学および職種ごとに分科会
を設け、相互理解を深めるとともに今後
の交流の方向性についてディスカッショ
ンを行いました。

令和４年８月にフィンランド・トゥルク大学において二国間セミナーを実施しま
した。新生児科では訪問によって体験した先進の  ‶Family Centered Care”の
利点を本院で生かすべく取り組みをスタートしています。　

令和４年10月より新規検査事業として、長野県から委託されている先天性代謝
異常等検査の追加検査という形で原発性免疫不全症及び脊髄性筋萎縮症に対す
るオプショナル新生児スクリーニング検査を開始し、早期診断・早期治療の体
制を整備しました。　

小児がんセンターの開設
国の小児がん拠点病院・連携病院事業により長野県の小児がん連携病院として指
定され、高度化している小児がん治療を患者さんへ安全かつ効率的に提供できる
よう、令和４年４月に小児がんセンターを開設しました。

韓国ソウル国立大学病院との国際交流

令和４年度二国間セミナー支援事業（トゥルク大学：フィンランド）

オプショナル新生児スクリーニング検査事業の開始

KODOMO NEWS

地域

NHK病院ラジオ「長野子ども病院編」

広報誌の発行

「しろくまニュースレター」を６回発行し、関係各所への送付を行いました。

令和５年１月に NHKのドキュメンタリ
ー番組 病院ラジオ第10弾「長野子ども
病院編」が放送されました。
お笑いコンビ・サンドウィッチマンの
お二人が一日限りの出張ラジオ局を開
設し、患者さんやご家族の本音をリク
エスト曲とともに放送されました

病院祭
第１２回こども病院祭　令和４年１０月９日（日）10：00～12：00

講演会：テレビ信州アナウンサー　伊東陽司さん
内　容：Web配信と対面式のハイブリット方式で開催しました。ちるくま音楽
　　　　隊と豊科南中学校吹奏楽部による演奏やドクターカー・ドクターヘリ
　　　　の展示等のイベントを実施しました。

将来構想座談会「患者さんと家族が将来のこども病院を語り合う会」の開催

病院将来構想検討を進めるため、患者及び家族との座談会を令和５年２月25日
に開催しました。

TOPICS
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令和４年度のこども病院

令和４年７月にソウル国立大学病院小児病院と交流協定を締結し令和５年１月に
ソウル国立大学病院小児病院を訪問しました。病院見学および職種ごとに分科会
を設け、相互理解を深めるとともに今後
の交流の方向性についてディスカッショ
ンを行いました。

令和４年８月にフィンランド・トゥルク大学において二国間セミナーを実施しま
した。新生児科では訪問によって体験した先進の  ‶Family Centered Care”の
利点を本院で生かすべく取り組みをスタートしています。　

令和４年10月より新規検査事業として、長野県から委託されている先天性代謝
異常等検査の追加検査という形で原発性免疫不全症及び脊髄性筋萎縮症に対す
るオプショナル新生児スクリーニング検査を開始し、早期診断・早期治療の体
制を整備しました。　

小児がんセンターの開設
国の小児がん拠点病院・連携病院事業により長野県の小児がん連携病院として指
定され、高度化している小児がん治療を患者さんへ安全かつ効率的に提供できる
よう、令和４年４月に小児がんセンターを開設しました。

韓国ソウル国立大学病院との国際交流

令和４年度二国間セミナー支援事業（トゥルク大学：フィンランド）

オプショナル新生児スクリーニング検査事業の開始

KODOMO NEWS

地域

NHK病院ラジオ「長野子ども病院編」

広報誌の発行

「しろくまニュースレター」を６回発行し、関係各所への送付を行いました。

令和５年１月に NHKのドキュメンタリ
ー番組 病院ラジオ第10弾「長野子ども
病院編」が放送されました。
お笑いコンビ・サンドウィッチマンの
お二人が一日限りの出張ラジオ局を開
設し、患者さんやご家族の本音をリク
エスト曲とともに放送されました

病院祭
第１２回こども病院祭　令和４年１０月９日（日）10：00～12：00

講演会：テレビ信州アナウンサー　伊東陽司さん
内　容：Web配信と対面式のハイブリット方式で開催しました。ちるくま音楽
　　　　隊と豊科南中学校吹奏楽部による演奏やドクターカー・ドクターヘリ
　　　　の展示等のイベントを実施しました。

将来構想座談会「患者さんと家族が将来のこども病院を語り合う会」の開催

病院将来構想検討を進めるため、患者及び家族との座談会を令和５年２月25日
に開催しました。

TOPICS
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カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

信州木曽看護専門学校
〒397-8567
長野県木曽郡木曽町新開4236　TEL 0264-24-0020（代表）　FAX 0264-22-4070

　長野県では、平成23年度に健康福祉部が設置した「長野県の看護人材養成に係る検討
会」において検討、木曽看護専門学校2年課程を閉科し、新たに3年課程の看護専門学校を
木曽地域に設置し、その運営主体を地方独立行政法人長野県立病院機構（以下「県立病院機
構」）とすることにより、県のへき地医療を担う県立病院機構の機能強化並びに地域内での
看護師の養成・定着の推進を図る方針が示されました。平成25年12月25日に厚生労働省
から看護師養成所設置指令書の交付を受けると共に、県知事から専修学校設置認可書が交
付され、平成26年4月開校に至りました。
　県立病院機構が運営する5つの県立病院がそれぞれの特徴を生かしつつ、そのカリキュ
ラムを充実させるため全面的に支援する中、特に地域との結びつきを重視した教育、へき地
医療の現実を見据えた教育を行い、地域医療の明日を担う看護師を養成することを目指し
ています。

基本理念

教育目的

　本校は、地域医療、高度・専門医療、県民の視点に立った医療を提供するという公的使命を持つ長
野県立病院機構立の学校として、看護の社会的役割を担うことのできる専門職の育成を目指す。
　恵まれた自然と歴史ある環境のもとで、人間の生命や生活の質を多角的に理解し尊重できる豊かな
人間性を育み、科学的思考に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養成する。さらに生涯にわたっ
て学び続ける態度を身につけ、地域における保健・医療・福祉の発展充実に貢献する人材を育成する。

1年生から学年ごとに学習目標をたて、必要な学習支援を行
う。適宜、業者模擬試験を行い、苦手分野の把握やその克服
に努め、また、実習での学びと国家試験対策をリンクさせ、
幅広い学習を支援する。

　人々の生命と暮らしのありのままを理解することのできる幅広い視野を育み、看護に必要な知識・
技術・態度を身に付け、保健・医療・福祉の領域において貢献し得る看護実践者を育成する。

特色

令和３年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生38単位1,050時間、2年生36単位1,020時間、3年生30単位945

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院のご協力で概ね計画どおり実習

することができました。

●看護師国家試験100%合格への支援

専門性の高い実習施設において、専門看護師、認定看護師、
医師、実習担当指導者、担当教員からの細やかな実習指導を
行う。実習前後には十分時間をとり、準備や実習の振り返り
を充実させている。また、遠方での実習に備え、スクールバ
スを備えている。

●長野県立病院機構病院はじめ各所での実習

小規模校の特性を活かし、学生ひとりひとりに合わせた指導
を展開。

●学生ひとりひとりに寄り添った指導

ほお葉まきつくり、そばうちを近隣の主婦から教わっている。
郷土食つくりを通して木曽の文化の理解と、食育に役立ってい
る。

●木曽の郷土食の食育活動

年間を通して自治会活動が行われており、活動を通じて地域
の方々との交流が図れている。また、学年間の絆を強くして
いる。

●自治会活動

●入学生の概要

早期からのインターンシップ参加を勧め、各病院からのパンフ
レットの展示や専門看護師、認定看護師からの講義などでキャ
リア形成のイメージができるように支援をする。

●キャリア形成の支援

年1回「ホームカミングデイ」を主催し、互いの情報交換をして
リフレッシュとなるような場をつくっている。

●卒業後の支援

令和４年度　卒業生の進路
（進学・就職先状況）

令和４年度
在校生の出身地

TOPICS
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そば打ち体験そば打ち体験第 7 回白凛祭第7回白凛祭 吸引演習吸引演習

第 111 回　看護師国家試験
2月13日に行われた看護師国家試験に３年生全員が合格しました。

学校祭　第 7 回白凛祭
コロナ禍で２年度非公開となった白凛祭ですが、参集者を郡内に限定したものの、２年振りに

学外の皆さんをお招きして開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。

SHINSHU KISO KANGO NEWS

カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

令和４年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生45単位1,155時間、2年生38単位1,050時間、3年生28単位915

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流を図りました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院等のご協力で概ね計画どおり実

習することができました。

TOPICS

そば打ち体験森林セラピー第 7 回白凛祭第8回白凛祭 吸引演習採血演習

第112回　看護師国家試験
令和５年２月12日に行われた看護師国家試験に２年連続、全員が合格しました。

学校祭　第8回白凛祭
飲食の制限はありましたが、感染対策を行い一般公開での開催となりました。たくさんの方

をお招きし盛大に開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。
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カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

信州木曽看護専門学校
〒397-8567
長野県木曽郡木曽町新開4236　TEL 0264-24-0020（代表）　FAX 0264-22-4070

　長野県では、平成23年度に健康福祉部が設置した「長野県の看護人材養成に係る検討
会」において検討、木曽看護専門学校2年課程を閉科し、新たに3年課程の看護専門学校を
木曽地域に設置し、その運営主体を地方独立行政法人長野県立病院機構（以下「県立病院機
構」）とすることにより、県のへき地医療を担う県立病院機構の機能強化並びに地域内での
看護師の養成・定着の推進を図る方針が示されました。平成25年12月25日に厚生労働省
から看護師養成所設置指令書の交付を受けると共に、県知事から専修学校設置認可書が交
付され、平成26年4月開校に至りました。
　県立病院機構が運営する5つの県立病院がそれぞれの特徴を生かしつつ、そのカリキュ
ラムを充実させるため全面的に支援する中、特に地域との結びつきを重視した教育、へき地
医療の現実を見据えた教育を行い、地域医療の明日を担う看護師を養成することを目指し
ています。

基本理念

教育目的

　本校は、地域医療、高度・専門医療、県民の視点に立った医療を提供するという公的使命を持つ長
野県立病院機構立の学校として、看護の社会的役割を担うことのできる専門職の育成を目指す。
　恵まれた自然と歴史ある環境のもとで、人間の生命や生活の質を多角的に理解し尊重できる豊かな
人間性を育み、科学的思考に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養成する。さらに生涯にわたっ
て学び続ける態度を身につけ、地域における保健・医療・福祉の発展充実に貢献する人材を育成する。

1年生から学年ごとに学習目標をたて、必要な学習支援を行
う。適宜、業者模擬試験を行い、苦手分野の把握やその克服
に努め、また、実習での学びと国家試験対策をリンクさせ、
幅広い学習を支援する。

　人々の生命と暮らしのありのままを理解することのできる幅広い視野を育み、看護に必要な知識・
技術・態度を身に付け、保健・医療・福祉の領域において貢献し得る看護実践者を育成する。

特色

令和３年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生38単位1,050時間、2年生36単位1,020時間、3年生30単位945

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院のご協力で概ね計画どおり実習

することができました。

●看護師国家試験100%合格への支援

専門性の高い実習施設において、専門看護師、認定看護師、
医師、実習担当指導者、担当教員からの細やかな実習指導を
行う。実習前後には十分時間をとり、準備や実習の振り返り
を充実させている。また、遠方での実習に備え、スクールバ
スを備えている。

●長野県立病院機構病院はじめ各所での実習

小規模校の特性を活かし、学生ひとりひとりに合わせた指導
を展開。

●学生ひとりひとりに寄り添った指導

ほお葉まきつくり、そばうちを近隣の主婦から教わっている。
郷土食つくりを通して木曽の文化の理解と、食育に役立ってい
る。

●木曽の郷土食の食育活動

年間を通して自治会活動が行われており、活動を通じて地域
の方々との交流が図れている。また、学年間の絆を強くして
いる。

●自治会活動

●入学生の概要

早期からのインターンシップ参加を勧め、各病院からのパンフ
レットの展示や専門看護師、認定看護師からの講義などでキャ
リア形成のイメージができるように支援をする。

●キャリア形成の支援

年1回「ホームカミングデイ」を主催し、互いの情報交換をして
リフレッシュとなるような場をつくっている。

●卒業後の支援

令和４年度　卒業生の進路
（進学・就職先状況）

令和４年度
在校生の出身地

TOPICS

木曽
18%

南信州
25%

上伊那
3%北アルプス

4%

諏訪
7%

松本
25%

県外
14%

進学
4% 木曽

13%
上小
3%

上伊那
24%

南信州
13%

諏訪
7%

松本
32%

長野
6%北アルプス

1%

県外
1%

そば打ち体験そば打ち体験第 7 回白凛祭第7回白凛祭 吸引演習吸引演習

第 111 回　看護師国家試験
2月13日に行われた看護師国家試験に３年生全員が合格しました。

学校祭　第 7 回白凛祭
コロナ禍で２年度非公開となった白凛祭ですが、参集者を郡内に限定したものの、２年振りに

学外の皆さんをお招きして開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。

SHINSHU KISO KANGO NEWS

カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

令和４年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生45単位1,155時間、2年生38単位1,050時間、3年生28単位915

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流を図りました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院等のご協力で概ね計画どおり実

習することができました。

TOPICS

そば打ち体験森林セラピー第 7 回白凛祭第8回白凛祭 吸引演習採血演習

第112回　看護師国家試験
令和５年２月12日に行われた看護師国家試験に２年連続、全員が合格しました。

学校祭　第8回白凛祭
飲食の制限はありましたが、感染対策を行い一般公開での開催となりました。たくさんの方

をお招きし盛大に開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。
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KENSHU NEWS本部研修センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　長野県立信州医療センター内　TEL 026-246-5540（代表）　FAX 026-246-5559

　本部研修センターは、県立病院が安全で安心な医療を提供するため、機構全職員の知識
・技術・資質の向上を図るとともに、優れた指導者の育成を目指します。また、県内医療
技術水準の向上に貢献するため、県内外の医療機関等と連携し、シミュレーション教育を
活かした研修の充実を図ります。その目標実現のため、以下のように取り組んでいます。
①機構のみならず、県内の医療技術水準向上のため、シミュレーション教育のレベルアッ
　プを外部指導者とも協力し推進します。
②地域医療ならびに専門医療を提供できる医療人の育成を支援します。
③多職種連携に関する教育の推進と研修を実践します。
④県内中核病院との連携強化による人材育成ネットワークを構築します。
⑤各種の職員研修を通じてキャリア形成支援をします。
⑥職種別専門研修の開催・支援をします。

　また、当センターは県の信州医師確保総合支援センター県立病院機構分室として位置づ
けられており、医療人材の確保と育成にも力を入れています。

基本理念

基本方針

県民が求める「安心で質の高い医療」を提供できる医療人の育成に努めます。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズやシナリオ
ブラッシュアップ講座のほか、長野県医療従事者シミュレー
ション教育指導者研究会を開催し、指導者育成やシミュレー
ション教育の普及に取り組んでいます。

１　地域医療及び専門医療を提供できる医療人を育成します。
２　県立５病院の特色を活かした研修体制を構築します。
３　社会が求める医療人を育成できる指導者を養成します。
４　多職種の連携教育によりチーム医療を推進します。
５　キャリアアップを図る研修システムを構築し、広く地域の医療人育成に貢献します。

特色

令和３年度の本部研修センター

●シミュレーション研修の指導者育成と実践

医療者教育における「シミュレーション教育」とは、臨床現場・臨床場面を模擬的に再現した環境で課題を体験し、シミュレーション
教育の核である振り返り（デブリーフィング）を行うことで知識や技能を向上させる学習方法です。次のように分類されます。
　①疑似体験（高齢者体験、視覚障がい者体験など）
　②模擬医療面接（ロールプレイによる医療面接など）
　③簡易なシミュレータによるトレーニング（採血、縫合手技、聴診、触診、中心静脈穿刺など）
　④高度なシミュレータによるトレーニング（総合的な問題解決能力が必要なコンピュータ制御の高機能シミュレータなど）
　⑤チーム医療のトレーニング（上記の組み合わせにより、患者急変、事故などの模擬的状況）

平成 29 年 9 月に移転リニューアルした本部研修センターの３つのスキルスラボは、いずれもシミュレーション研修、講義形式の
研修が可能です。また、スキルスラボ１と２はコントロールルームを設置し、シミュレーション研修の受講生がより集中できる環
境を提供しています。

●シミュレーション教育とは

社会人としての基礎知識や、キャリア形成をしていく上で
必要な知識、スキルを身につけるための研修を開催してい
ます。

●課程別・選択研修の開催

各職種で必要とする知識、スキルを身につけるための研修を
開催しています。

●専門研修の開催
県立5病院と連携し、医学生を対象とした「長野県立５病院
Joint セミナー」を開催しています。また、医師・研修医・
医学生向けのシミュレーション研修を実施しています。

●医師確保・育成

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那地
域３校の中学生 61 名を対象に BLS（一次
救命処置）講習会を実施しました。

中学生 BLS 講習開催の協力
県教育委員会の依頼を受け、養護学校３校
等における医療的ケア生の緊急時対応訓練
研修会に、こども病院職員とともに講師と
して参加しました。

特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和４年３月５日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスなどを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生20名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

シミュレーション教育指導者の一層のレベルアップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、オンライン研修により開催しました。（機構内延べ52名、機構外延べ23名受講）

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ及びシナリオブラッシュアップ講座

信州医療センターの初期研修医に、気管挿
管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年 24
回）

初期研修医定期シミュレーション研修

ターへの参加者等に、採血、気道管理、問
診などのシミュレーション研修を行いまし
た。（年28回）

医学生シミュレーション研修

医療

地域

KENSHU NEWS

令和４年度の本部研修センター

中学生BLS講習開催の協力 特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和５年３月４日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生13名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

医学生シミュレーション研修

令和４年４月に研究会を設立し、12月10日
に第１回となる発表会を開催して、演題７題
の発表と特別講演を行いました。
（機構内32名、
機構外10名参
加）

信州大学が実施する“150通りの選択肢からな
る参加型臨床実習”の信州医療センターへの参
加者等に、採血、気道管理、問診などのシミュ
レーション研修を行いました。（年28回）

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那
地域５校の中学生100名を対象にＢＬＳ
（一次救命処置）講習会を実施しました。

県教育委員会の依頼を受け、養護学校４校に
おける医療的ケア生の緊急時対応訓練研修会
に、こども病院職員とともに講師として参加
しました。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ
及びシナリオブラッシュアップ講座
シミュレーション教育指導者の一層のレベルア
ップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、研修を開催しました。（機構内延べ47名、
機構外延べ
41名受講）

長野県医療従事者シミュレーション
教育指導者研究会の開催 信州医療センターの初期研修医に、気管挿

管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年21回）

初期研修医定期シミュレーション研修

医療

地域

34　地域の明日を医療で支える



KENSHU NEWS本部研修センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　長野県立信州医療センター内　TEL 026-246-5540（代表）　FAX 026-246-5559

　本部研修センターは、県立病院が安全で安心な医療を提供するため、機構全職員の知識
・技術・資質の向上を図るとともに、優れた指導者の育成を目指します。また、県内医療
技術水準の向上に貢献するため、県内外の医療機関等と連携し、シミュレーション教育を
活かした研修の充実を図ります。その目標実現のため、以下のように取り組んでいます。
①機構のみならず、県内の医療技術水準向上のため、シミュレーション教育のレベルアッ
　プを外部指導者とも協力し推進します。
②地域医療ならびに専門医療を提供できる医療人の育成を支援します。
③多職種連携に関する教育の推進と研修を実践します。
④県内中核病院との連携強化による人材育成ネットワークを構築します。
⑤各種の職員研修を通じてキャリア形成支援をします。
⑥職種別専門研修の開催・支援をします。

　また、当センターは県の信州医師確保総合支援センター県立病院機構分室として位置づ
けられており、医療人材の確保と育成にも力を入れています。

基本理念

基本方針

県民が求める「安心で質の高い医療」を提供できる医療人の育成に努めます。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズやシナリオ
ブラッシュアップ講座のほか、長野県医療従事者シミュレー
ション教育指導者研究会を開催し、指導者育成やシミュレー
ション教育の普及に取り組んでいます。

１　地域医療及び専門医療を提供できる医療人を育成します。
２　県立５病院の特色を活かした研修体制を構築します。
３　社会が求める医療人を育成できる指導者を養成します。
４　多職種の連携教育によりチーム医療を推進します。
５　キャリアアップを図る研修システムを構築し、広く地域の医療人育成に貢献します。

特色

令和３年度の本部研修センター

●シミュレーション研修の指導者育成と実践

医療者教育における「シミュレーション教育」とは、臨床現場・臨床場面を模擬的に再現した環境で課題を体験し、シミュレーション
教育の核である振り返り（デブリーフィング）を行うことで知識や技能を向上させる学習方法です。次のように分類されます。
　①疑似体験（高齢者体験、視覚障がい者体験など）
　②模擬医療面接（ロールプレイによる医療面接など）
　③簡易なシミュレータによるトレーニング（採血、縫合手技、聴診、触診、中心静脈穿刺など）
　④高度なシミュレータによるトレーニング（総合的な問題解決能力が必要なコンピュータ制御の高機能シミュレータなど）
　⑤チーム医療のトレーニング（上記の組み合わせにより、患者急変、事故などの模擬的状況）

平成 29 年 9 月に移転リニューアルした本部研修センターの３つのスキルスラボは、いずれもシミュレーション研修、講義形式の
研修が可能です。また、スキルスラボ１と２はコントロールルームを設置し、シミュレーション研修の受講生がより集中できる環
境を提供しています。

●シミュレーション教育とは

社会人としての基礎知識や、キャリア形成をしていく上で
必要な知識、スキルを身につけるための研修を開催してい
ます。

●課程別・選択研修の開催

各職種で必要とする知識、スキルを身につけるための研修を
開催しています。

●専門研修の開催
県立5病院と連携し、医学生を対象とした「長野県立５病院
Joint セミナー」を開催しています。また、医師・研修医・
医学生向けのシミュレーション研修を実施しています。

●医師確保・育成

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那地
域３校の中学生 61 名を対象に BLS（一次
救命処置）講習会を実施しました。

中学生 BLS 講習開催の協力
県教育委員会の依頼を受け、養護学校３校
等における医療的ケア生の緊急時対応訓練
研修会に、こども病院職員とともに講師と
して参加しました。

特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和４年３月５日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスなどを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生20名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

シミュレーション教育指導者の一層のレベルアップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、オンライン研修により開催しました。（機構内延べ52名、機構外延べ23名受講）

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ及びシナリオブラッシュアップ講座

信州医療センターの初期研修医に、気管挿
管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年 24
回）

初期研修医定期シミュレーション研修

ターへの参加者等に、採血、気道管理、問
診などのシミュレーション研修を行いまし
た。（年28回）

医学生シミュレーション研修

医療

地域

KENSHU NEWS

令和４年度の本部研修センター

中学生BLS講習開催の協力 特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和５年３月４日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生13名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

医学生シミュレーション研修

令和４年４月に研究会を設立し、12月10日
に第１回となる発表会を開催して、演題７題
の発表と特別講演を行いました。
（機構内32名、
機構外10名参
加）

信州大学が実施する“150通りの選択肢からな
る参加型臨床実習”の信州医療センターへの参
加者等に、採血、気道管理、問診などのシミュ
レーション研修を行いました。（年28回）

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那
地域５校の中学生100名を対象にＢＬＳ
（一次救命処置）講習会を実施しました。

県教育委員会の依頼を受け、養護学校４校に
おける医療的ケア生の緊急時対応訓練研修会
に、こども病院職員とともに講師として参加
しました。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ
及びシナリオブラッシュアップ講座
シミュレーション教育指導者の一層のレベルア
ップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、研修を開催しました。（機構内延べ47名、
機構外延べ
41名受講）

長野県医療従事者シミュレーション
教育指導者研究会の開催 信州医療センターの初期研修医に、気管挿

管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年21回）

初期研修医定期シミュレーション研修

医療

地域
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アイライフあなん
〒399-1501 長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1
TEL 0260-22-3800（代表）　FAX 0260-31-1085

阿南介護老人保健施設

アイライフきそ
〒397-8555 長野県木曽郡木曽町福島 6613-4
TEL 0264-22-2677（代表）　FAX 0264-22-2781

木曽介護老人保健施設

目的

●施設の特色

行事の充実

運営方針

　長野県立阿南病院に併設の介護老人保健施設は、看護・介護・機能訓練などを必要とする介護保険証をお持ちの
方々に適切な医療サービスと日常生活上のサービスを行っています。
　また、自立を支援し、家庭生活への早期復帰を目指すとともに、在宅生活を支えることを目的とした施設です。
　「アイライフあなん」は、「愛（あい）」といたわりの精神をモットーに看護・介護にあたり、「私（アイ）の生活
（ライフ）」を尊重したいと考えています。

●県立阿南病院に併設しているので緊急な治療に直ちに対応できるため安心して生活を送ることができます。
●機能訓練は理学療法士が個人毎のプログラムに沿って行い機能回復を図ります。また、生活全般のリハビリを通じ自立を支援します。
●療養室・浴室からは天竜川や南宮大橋を眼下に見下ろすことができ、快適な生活を送ることができます。 
●おいしく、楽しく、ゆとりの食事で健康回復を図ります。 
●専門の支援相談員が入所、施設療養上、退所後の生活相談などを行います。

●施設の特色
　木曽の素晴らしい環境に囲まれた中で、利用者様が生きがいを感じながら安心した生活が送れるようにスタッフ全員が人と人とのふ
れ合いを大切にし、利用者様とゆったりとした時間を過ごせるように努めてまいります。

　要介護者に対し、介護保険法の趣旨に基づき、適切な施設療養その他サービスを提供し、利用者の自立と家庭復
帰を図るため、機能訓練を中心に明るい家庭的な雰囲気のもとでの生活の場を提供するとともに、地域や家庭と
の結びつきを重視した運営を行います。

基本理念

基本方針

　私達は、利用者様と真摯に向き合い、信頼と満足のある家族の様な心のふれ合いのなか、常に利用者様のニーズ
を満たす介護サービスを実践します。

１　私達のできる最良の医療・介護サービスを行って、家庭生活への早期復帰を目指し、また在宅生活が円滑に送
れるよう、日常生活に役立つ機能訓練を行います。

２　私達は、利用者様お一人お一人の人権を尊重し、ご家族を含めての十分な説明と、ご理解ご同意に基づいた介
護サービスを提供します。

３　私達は、常に最先端の知識、技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い介護サービスを提供します。
４　私達は、町村や他介護・福祉施設との連携を強化することにより、地域になくてはならない施設になることを
目指します。

TOPICS

レクリエーションの充実
令和４年度も昨年度に続き、新型コロナウイルス感染症の影響により外部の方々との交流が難しい状況が続きまし
た。少しでも利用者の皆様の気持ちが和らぐよう、毎月１回実施されるレクリエーションに力を入れて取り組みま
した。音楽会や運動会、縁日等、様々な催しを利用者と楽しく開催できました。

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大してから、家族の面会や、外部のボランティア活動等制限された状態が続い
ています。利用者の皆様の気持ちが和らぐよう、スタッフが月ごとに行事を計画して利用者のペースにあわせて、施
設内での運動会やぼたもち作り、クリスマス会など季節感を考えながら取り組みました。少しずつですが、以前のよ
うに利用者の皆様もスタッフも笑顔あふれる時間が過ごせています。

TOPICS
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医療の質の評価指数
　医療の質の評価指標（クオリティインディケーター）と

は、医療の質を具体的な数値で示すことで、客観的に評価が

行えるよう可視化したものです。評価指標について分析・改

善策の検討及び情報の公表を行うことで、医療の質の向上を

推進します。

　当年報では、医療の質の改善につながる可能性が高いと考

えられる重要な評価指標（①紹介率、②逆紹介率、③褥瘡

（じょくそう）発生率、④転倒・転落レベル2以上発生率）を

掲載しています。
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1　医療の質の評価指標

　初診患者のうち、他の医療機関から当機構病院への紹介状を持参して受診した患者数の割合を示します。
　他の医療機関から紹介状をお持ちにならずに受診された場合は「特別初診料」を初診料に加えて患者さんに負担し
ていただきます。これは、地域医療連携を推進するために、国（厚生労働省）から出された指針です。
　阿南病院、木曽病院など、地域に他の医療機関が少なく、当機構病院が地域住民の健康管理を直接担っている場合
には、紹介率が低くなります。

算出法　　分子：紹介初診患者数+初診救急患者数
　　　　　分母：初診患者数

❶紹介率

木曽病院信州医療センター

阿南病院

こども病院こころの医療センター駒ヶ根
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　診療が継続している患者さんを他の医療機関（かかりつけ医）に紹介することを逆紹介といいます。かかりつけ医か
らの紹介により、当機構病院で専門的な検査や高度な医療設備で治療などを行った後、病状が安定した場合は、紹介元
のかかりつけ医へ逆紹介します。
　紹介率と同様、もともと地域医療機関が少ない阿南病院、木曽病院などは、当機構病院がかかりつけ医としての役割を
担っているため逆紹介率が低くなります。

算出法　　分子：逆紹介患者数
　　　　　分母：初診患者数

❷逆紹介率
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木曽病院信州医療センター

阿南病院

こども病院こころの医療センター駒ヶ根
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　褥瘡とは、寝たきりなどによって、体重で圧迫されている場所の血流が悪くなったり滞ることで、皮膚の一部が赤い
色味をおびたり、ただれたり、傷ができてしまうことです。一般的に「床ずれ」ともいわれています。自分で体位変換
ができず長時間寝たきりで、栄養状態が悪い、皮膚が弱くなっている人が、圧迫だけでなく摩擦やずれなどの刺激が繰
り返されている場合は褥瘡になりやすいといえます。
　患者さんのQOL（生活の質）の低下をきたし、結果的に在院日数の長期化や医療費の増大にもつながるため、褥瘡
予防対策は患者さんに提供されるべき医療の重要な項目のひとつとなります。褥瘡の発生は患者さんの全身状態の良し
悪しと密接な関係があり、患者さんの状態を把握し、予防対策を講じていく必要があり、その発生率は全身管理や局所
ケアなど看護ケアの質を表す重要な指標です。

算出法　分子：入院時に褥瘡なく調査日に褥瘡を保有する患者数+入院時に褥瘡あり他部位に新規褥瘡発生の患者数
　　　　分母：調査日の施在院数（人）

❸褥瘡（じょくそう）推定発生率
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　転倒転落により、骨折などが発生した場合、患者さんのQOL（生活の質）の低下をきたし、結果的に在院日数の長
期化や医療費の増大にもつながります。歩行困難な方や認知症の方、高齢者の多い病院など、病院機能によって発生比
率も違います。また、職員が予防に全力をつくしても、危険因子（転倒転落を引き起こす原因）を多く持つ患者さんに
おいては、予防が困難な場合があります。
　しかし、転倒・転落の既往・ADL（日常生活動作）のチェック、定期的な物品・設備の点検と整備、転倒に関する
危険因子のチェックなど、転倒防止策を講じることにより、危険を回避する対応が求められます。
　レベル2以上とは、検査や処置などが必要になった場合を意味します。（表1）

算出法　　分子：インシデント・アクシデントレポートの入院患者転倒転落数【レベル2以上】
　　　　　分母：入院延べ数� ※単位：‰（パーミル）

レベル 障害の内容 障害の継続性 障害の程度

5 死亡（原疾患の自然経過によるものを除く） 死亡

4 永続的な障害や後遺症が残った 永続的 軽度～高度

3b 濃厚な処置や治療を要した（バイタルサインの高度変化、人工呼吸器の装着、手術、
入院数の延長、外来患者の入院、骨折など） 一過性 高度

3a 簡単な処置や治療を要した（消毒、湿布、皮膚の縫合、鎮痛剤の投与など） 一過性 中等度

2 処置や治療は行わなかった（患者観察の強化、バイタルサインの経度変化、安全
確認のための検査などの必要性は生じた） 一過性 軽度

1 患者への実害はなかった（なんらかの影響を与えた可能性は否定できない） なし

0 エラーや医薬品・医療用具の不具合が見られたが、患者には実施されなかった ー

❹転倒・転落レベル2以上発生率
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患者満足度調査
　長野県立病院機構では、「県民の皆様により安全で質の高

い医療サービスを安定的に提供していく」という基本理念を

実現するために、医療サービスの改善及び質の向上を図るこ

とを目的として、患者満足度調査を実施しています。

　信州医療センター、阿南病院、こども病院は、日本医療経

営機構、木曽病院は公益財団法人日本医療機能評価機構が行

っている患者満足度調査結果を一部抜粋したものです。ここ

ろの医療センター駒ヶ根は独自に調査を行っているため、独

自調査の結果を一部抜粋したものです。
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患者満足度調査 信州医療センター

入院

外来

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

平成30年度

入院患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月15日～12月末まで 115 30.3
令和元 年度 令和 元 年11月 1日～12月末まで 108 28.4
令和 2年度 令和 2 年10月 1日～12月末まで 126 34.1
令和 3年度 令和 3年10月18日～12月末まで 130 59.1
令和 4年度 令和 4年10月17日～12月末まで 124 41.3

調査対象者：調査期間中に退院した入院患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月22日～平成30年10月26日 237 79.0
令和元 年度 令和 元 年12月 9 日～令和 元 年12月13日 226 75.3
令和 2年度 令和 2 年10月19日～令和 2 年10月23日 252 84.0
令和 3年度 令和 3 年10月18日～令和 3 年10月22日 295 98.3
令和 4年度 令和 4年10月17日～令和 4 年10月21日 293 97.7

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

平成30年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構
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患者満足度調査 こころの医療センター駒ヶ根

入院
調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年11月1日～平成31年1月31日 85 算出不可
令和元 年度 令和 元 年11月1日～令和 2年1月31日 81 算出不可
令和 2年度 令和 ２年11月１日～令和 3 年１月31日 69 算出不可
令和 3年度 令和 3 年11月１日～令和 4 年１月31日 50 算出不可
令和 4年度 令和 4 年11月１日～令和 5 年１月31日 62 算出不可

調査対象者：調査期間中に退院した入院患者

外来
調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年12月17日～平成30年12月21日 352 算出不可
令和 元年度 令和 元年12月16日～令和 元年12月20日 352 算出不可
令和 2年度 令和 2年11月16日～令和 2年11月20日 287 算出不可
令和 3年度 令和 ３年11月15日～令和 3年11月19日 281 算出不可
令和 4年度 令和 4 年11月14日～令和 4年11月18日 248 算出不可

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者

95 ％90858070 75

30年度 4年度元年度 2年度 3年度

入院費用について
十分な説明を受けた

医師の説明は十分で
分かりやすい

ア

医師は話しかけやすい
雰囲気だ

看護師の対応は満足だ
※H28新設項目

医療スタッフの
対応は満足だ

安静度について
十分な説明を受けた

イ
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エ

オ

カ

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合 ※無回答者を除く

病院職員から受けた説明などについて

95

90

85

80

70

75

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

支援や助言に対し
「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

退院後の生活について、職員から具体的な支援や
助言があり満足できましたか。

※無回答者を除く
％

252015100 5

診療

薬の相談

心理面談

医療、福祉制度の説明

デイケアプログラム

看護

栄養食事相談

他の医療機関との連携

検査内容

その他

当院で充実してほしいこと

この病院で充実してほしいこと

95 10090858075

4年度元年度 2年度 3年度

当院を受診して
よかったと思う

院内の整理・整頓・清掃が
行き届いていた

今後、もし病気になったら
また当院を利用したい

当院を知り合いに
紹介したい

全体として当院に
満足している

「強くそう思う」「少しそう思う」と回答した割合

総合的な当院の評価

4年度

2年度

3年度

30年度30年度

元年度

30年度
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入院

外来

©日本医療経営機構

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

平成30年度

入院患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

平成30年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

患者満足度調査 阿南病院

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月15日～配布終了まで1週間程度 34 28.3
令和元 年度 令和 元 年10月23日～配布終了まで1週間程度 30 25.0
令和 2年度 令和 2年 9 月3 日～配布終了まで1週間程度 26 21.7
令和 3年度 令和 3年 9月21日～配布終了まで1週間程度 37 30.8
令和 4年度 令和 4年 9月13日～配布終了まで1週間程度 31 25.8

調査対象者：調査期間中に退院した入院患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月15日～配布終了まで1週間程度 244 81.3
令和元 年度 令和 元年10月23日～配布終了まで1週間程度 191 63.7
令和 2年度 令和 2年 9月 3 日～配布終了まで1週間程度 158 52.7
令和 3年度 令和 3 年 9 月21日～配布終了まで1週間程度 129 43.0
令和 4年度 令和 4年 9月13日～配布終了まで1週間程度 103 34.3

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者
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入院

外来

公益財団法人日本医療機能評価機構　Copyright © Care Review,Inc. All rights reserved.

1009080706050403020100

総合評価

医師による診療・治療内容

医師との対話

看護師の対応

その他スタッフの対応

プライバシー保護の対応

病室・浴槽・トイレなど

※令和４年度より患者満足度調査委託先を変更したため、グラフは令和４年度のみ表示

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

令和4年度

公益財団法人日本医療機能評価機構　Copyright © Care Review,Inc. All rights reserved.

1009080706050403020100

総合評価

診察までの待ち時間

医師による診察・治療内容

医師との対話

看護師の対応

その他のスタッフの対応

職員の待遇

※令和４年度より患者満足度調査委託先を変更したため、グラフは令和４年度のみ表示

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

令和4年度

患者満足度調査 木曽病院

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月22日～概ね一週間程度 96 45.7
令和元 年度 令和 元年10月23日～概ね一週間程度 84 40.0
令和 2年度 令和 2年 9月23日～概ね一週間程度 72 32.7
令和 3年度 令和 3年12月15日～概ね一週間程度 58 26.4
令和 4年度 令和 4 年12月 5 日～令和 4年12月27日 53 算出不可

調査対象者：調査期間中に入院している患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年10月22日～平成30年10月26日 156 52.0
令和元 年度 令和 元 年10月23日～令和 元 年10月29日 159 53.0
令和 2年度 令和 2年 9月23日～令和 2年 9月29日 142 47.3
令和 3年度 令和 3年12月15日～令和 3年12月23日 128 42.7
令和 4年度 令和 4年12月 5日～令和 4年12月9 日 139 算出不可

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者
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患者満足度調査 こども病院

入院

外来
©日本医療経営機構

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

平成30年度

入院患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

平成30年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年11月12日～平成30年11月25日 129 37.2
令和元 年度 令和 元 年11月11日～令和 元年11月24日   89 24.7
令和 2年度 令和 ２年11月24日～配布終了まで 165 45.8
令和 3年度 令和 ３年10月25日～令和 ３ 年11月14日 129 34.0
令和 4年度 令和 4年 10月3 日～令和 4年10月25日 111 30.8

調査対象者：調査開始日に在院されている患者又は保護者　実施期間中に入院された患者又は保護者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

平成30年度 平成30年11月20日～平成30年11月21日 194 64.7
令和元 年度 令和 元年11月27日～令和 元年11月28日 223 74.3
令和 2年度 令和 2年12月15日～令和 2年12月16日 183 61.0
令和 3年度 令和 3年12月16日～令和 3年12月17日 286 95.3
令和 4年度 令和 4年12月22日～令和 4年12月23日 241 80.3

調査対象者：調査期間中に受診された患者又は保護者



患者の状況
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（単位：人）

病院名 年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

入院 90,876 84,075 76,307 75,716 72,158

外来 120,801 120,749 111,308 ※119,439 ※128,931

合計 211,677 204,824 187,615 195,155 201,089

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

駒
ヶ
根 

入院 37,515 37,400 34,779 33,708 34,725

外来 40,051 41,189 39,037 38,937 39,117

合計 77,566 78,589 73,816 72,645 73,842

阿
南
病
院

入院 19,272 17,053 14,680 15,149 14,826

外来 47,667 46,882 47,565 ※53,198 ※48,529

合計 66,939 63,935 62,245 68,347 63,355

木
曽
病
院

入院 48,709 43,681 40,782 46,839 40,126

外来 127,418 125,512 109,849 ※119,477 ※117,978

合計 176,127 169,193 150,631 166,316 158,104

こ
ど
も
病
院

入院 55,723 52,647 49,519 49,891 46,556

外来 64,946 66,776 64,261 67,384 67,842

合計 120,669 119,423 113,780 117,275 114,398

合　

計

入院 252,095 234,856 216,067 221,303 208,391

外来 400,883 401,108 412,802 398,435 402,397

合計 652,978 635,964 628,869 619,738 610,788

※コロナワクチン接種者含む

患者の状況1

❶　入院・外来患者数（病院別患者延べ数）
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❷　月別１日平均入院患者数

（単位：人）
病
院
名

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

平成
30年度 258 238 239 243 247 248 238 254 240 244 274 267 249 

令和
元年度 241 238 225 226 231 219 231 244 229 227 232 213 230 

令和
２年度 204 182 179 184 201 187 191 203 191 201 213 219 196 

令和
３年度 191 166 183 188 208 190 205 191 177 212 230 202 195 

令和
４年度 199 199 183 191 184 165 182 209 178 174 183 176 185 

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

平成
30年度 99 100 99 101 101 107 107 102 99 107 106 105 103 

令和
元年度 104 99 97 102 108 109 76 104 96 102 107 104 101 

令和
２年度 95 78 85 93 93 98 106 103 95 91 96 110 95 

令和
３年度 102 86 87 85 94 91 92 100 95 93 97 88 92 

令和
４年度 95 106 110 106 93 87 99 98 88 84 87 90 95 

阿
南
病
院

平成
30年度 53 54 46 57 60 52 52 46 52 58 61 44 53 

令和
元年度 51 50 43 47 51 47 36 41 49 48 53 43 47 

令和
２年度 35 30 40 43 43 42 44 43 40 43 34 45 40 

令和
３年度 37 42 43 41 46 43 40 37 43 43 41 42 42 

令和
４年度 37 40 47 45 40 36 38 43 41 38 43 41 41 

木
曽
病
院

平成
30年度 126 125 121 124 137 139 131 143 140 143 143 129 133 

令和
元年度 116 120 118 107 124 119 119 137 128 127 117 102 120 

令和
２年度 98 91 106 107 107 104 108 108 128 129 127 129 112 

令和
３年度 131 135 135 134 126 114 121 128 133 135 129 120 128 

令和
４年度 124 112 111 111 115 107 115 92 106 106 113 107 110 

こ
ど
も
病
院

平成
30年度 139 141 145 155 154 156 165 159 152 150 157 161 153 

令和
元年度 147 140 151 158 151 149 142 132 145 137 144 131 144 

令和
２年度 118 120 133 141 140 146 137 143 149 132 135 137 136 

令和
３年度 131 144 139 151 150 143 137 138 132 123 122 129 137 

令和
４年度 134 131 126 130 132 115 120 135 120 111 136 142 128 

○「平均」欄は、各月1日平均患者数の合計を12カ月で除し、小数第一位を四捨五入。
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　　月別１日平均外来患者数

（単位：人）
病
院
名

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

平成
30年度 476 487 451 499 470 518 492 481 539 554 491 495 496

令和
元年度 466 493 490 480 520 522 507 503 552 551 500 461 504

令和
２年度 406 431 429 465 456 483 467 486 490 469 470 451 459

令和
３年度 462 491 443 488 490 515 492 500 516 523 504 507 494

令和
４年度 520 532 494 538 551 536 532 572 593 537 486 483 531

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

平成
30年度 163 166 160 167 165 169 159 160 168 169 163 170 165

令和
元年度 169 172 162 172 160 180 175 171 177 178 177 169 172

令和
２年度 129 118 126 161 168 176 164 173 178 178 181 173 160

令和
３年度 170 158 148 171 160 160 158 166 165 164 158 155 161

令和
４年度 153 164 149 159 158 166 164 166 169 165 160 159 161

阿
南
病
院

平成
30年度 179 173 184 189 166 185 196 245 250 198 186 199 196

令和
元年度 175 176 175 182 192 193 187 259 235 214 186 166 195

令和
２年度 172 199 173 186 179 190 201 275 224 186 190 184 197

令和
３年度 173 185 159 183 186 196 184 217 226 166 167 170 184

令和
４年度 187 172 170 205 219 195 191 273 270 177 169 168 200

木
曽
病
院

平成
30年度 503 513 497 507 494 512 518 554 587 553 518 520 523

令和
元年度 498 535 508 514 553 529 533 564 562 531 518 439 524

令和
２年度 404 420 426 458 459 479 467 504 480 448 457 429 453

令和
３年度 454 489 445 484 473 503 475 518 532 518 482 461 486

令和
４年度 453 599 464 489 501 498 498 544 524 475 473 465 499

こ
ど
も
病
院

平成
30年度 247 255 246 257 265 285 252 266 285 273 271 298 267

令和
元年度 270 268 267 278 290 287 266 275 282 278 277 287 277

令和
２年度 228 208 239 255 289 288 270 284 298 276 271 281 266

令和
３年度 254 271 257 287 298 281 274 275 294 276 272 303 279

令和
４年度 270 282 266 277 283 281 277 266 277 286 279 305 279

○「平均」欄は、各月1日平均患者数の合計を12カ月で除し、小数第一位を四捨五入。
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（単位：円）

病院名 年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

信州医療センター
入院 41,785 43,549 49,596 51,132 53,398

外来 13,042 14,887 16,096 16,020 16,180

こころの
医療センター

駒ヶ根

入院 27,093 27,432 28,258 28,075 29,137

外来 6,747 6,986 7,030 6,848 7,298

阿南病院
入院 28,373 28,291 29,671 32,888 34,507

外来 6,910 8,081 8,972 9,193 10,263

木曽病院
入院 35,594 37,189 36,326 36,164 36,852

外来 10,601 10,040 11,664 11,756 11,935

こども病院
入院 96,687 102,667 105,847 105,792 113,296

外来 12,735 12,681 13,081 13,755 13,156

❸　１人当たり診療単価
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❹　診療科別入院延患者数

（単位：人）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

病
院
名

診療科
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 32,785 90 30,855 84 27,481 75 26,443 72 24,349 67

呼吸器・感染症内科 9,718 27 6,539 18 7,024 19 7,525 21 6,452 18

脳神経内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器内科 5,930 16 4,974 14 4,327 12 3,273 9 4,197 11

脳神経外科 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小児科 1,093 3 702 2 737 2 1,070 3 654 2

外　科 6,172 17 5,253 14 4,401 12 4,939 14 4,460 12

整形外科 23,949 66 23,395 64 24,564 67 22,475 62 20,986 57

形成外科 6 0 0 0 3 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 113 0 222 1 468 1 275 1 445 1

産婦人科 4,483 12 4,535 12 4,520 12 5,128 14 4,571 13

眼　科 810 2 496 1 623 2 347 1 541 1

耳鼻咽喉科 724 2 780 2 795 2 709 2 651 2

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 128 0 57 0 34 0 2 0 0 0

呼吸器外科 568 2 1,220 3 1,330 4 1,111 3 614 2

小　計 86,481 237 79,028 216 76,307 209 73,297 201 67,920 186

結　核 4,395 12 5,047 14 0 0 2,419 7 4,238 12

計 90,876 249 84,075 230 76,307 209 75,716 207 72,158 198

こころの医療センター駒ヶ根 37,515 103 37,400 102 34,779 95 33,708 92 34,725 95

阿
南
病
院

内　科 16,216 44 10,972 30 11,823 32 12,508 34 11,656 32

小児科 30 0 11 0 5 0 9 0 0 0

外　科 14 0 2,789 8 2,611 7 2,386 7 2,990 8

整形外科 2,609 7 2,937 8 53 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 403 1 344 1 188 1 246 1 180 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 19,272 53 17,053 47 14,680 40 15,149 41 14,826 41
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　　診療科別入院延患者数

（単位：人）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

病
院
名

診療科
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均

木
曽
病
院

内　科 20,624 57 18,246 50 22,343 61 26,136 72 22,722 62

神経内科 8,456 23 6,817 19 4,816 13 4,754 13 4,642 13

小児科 339 1 226 1 200 1 129 0 169 0

外　科 7,160 20 6,832 19 5,006 14 6,212 17 5,011 14

整形外科 7,808 21 7,399 20 5,804 16 6,530 18 5,349 15

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 801 2 798 2 530 1 815 2 655 2

消化器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 2,862 8 2,772 8 1,722 5 1,800 5 1,527 4

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 659 2 591 2 361 1 463 1 51 0

循環器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 48,709 133 43,681 119 40,782 112 46,839 128 40,126 110

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 4,466 12 3,064 8 2,034 6 2,429 7 2,284 6

血液腫瘍科 5,083 14 4,079 11 4,872 13 4,517 12 5,165 14

新生児科 14,510 40 14,381 39 14,770 40 14,842 41 13,605 37

小児集中治療科 1,621 4 1,257 3 1,238 3 2,527 7 2,621 7

小児外科 3,473 10 3,107 8 3,677 10 3,188 9 2,642 7

整形外科 1,610 4 1,605 4 1,424 4 1,722 5 1,853 5

形成外科 2,399 7 2,153 6 2,147 6 1,983 5 1,894 5

脳神経外科 890 2 1,227 3 911 2 982 3 1100 3

循環器小児科 8,831 24 8,410 23 7,674 21 5,402 15 4,724 13

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 302 1 368 1 367 1 371 1 334 1

神経小児科 5,155 14 5,684 16 3,852 11 4,718 13 3,899 11

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産　科※ 6,622 18 6,108 17 5,362 15 6,011 16 5,361 15

リハビリテーション科 301 1 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 460 1 514 1 523 1 516 1 459 1

アレルギー科 0 0 690 2 668 2 683 2 615 2

救急科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 55,723 153 52,647 144 49,519 136 49,891 137 46,556 127

合　　計 252,095 691 234,856 642 216,067 592 221,303 606 208,391 571

診療日数 365 366 365 365 365

○「１日平均」欄は、患者数を診療日数で除し、小数第一位を四捨五入。１人以下の時、無記載の場合あり。� ※母体附属児を含んだ患者数
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　　診療科別外来延患者数

（単位：人）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 37,164 152 32,869 137 32,225 132 34,463 142 35,912 148

呼吸器・感染症内科 6,491 27 5,853 24 5,265 22 7,855 32 13,210 54

脳神経内科 135 1 289 1 421 2 408 2 399 2

循環器内科 5,521 23 5,170 22 5,081 21 4,994 21 4,814 20

脳神経外科 982 4 840 4 729 3 627 3 568 2

小児科 7,820 32 6,574 27 5,248 22 6,105 25 7,159 29

外　科 6,803 28 6,850 29 6,109 25 6,059 25 5,567 23

整形外科 16,424 67 16,248 68 15,599 64 16,329 67 16,493 68

形成外科 889 4 603 3 613 3 628 3 354 1

皮膚科 2,618 11 2,153 9 2,093 9 2,086 9 2,453 10

泌尿器科 2,527 10 2,871 12 3,090 13 3,198 13 3,511 14

産婦人科 8,763 36 10,831 45 11,109 46 12,569 52 12,730 52

眼　科 9,476 39 8,122 34 7,460 31 7,130 29 7,686 32

耳鼻咽喉科 6,859 28 6,247 26 5,628 23 5,465 23 5,590 23

精神科 472 2 497 2 505 2 475 2 438 2

放射線科 894 4 659 3 675 3 660 3 866 4

麻酔科 2,702 11 2,598 11 2,186 9 2,169 9 2,193 9

呼吸器外科 919 4 1,124 5 1,241 5 1,284 5 984 4

救急科 3,342 14 10,351 43 6,031 28 6,935 29 8,004 33

計 120,801 495 120,749 503 111,308 456 119,439 494 128,931 531

こころの医療センター駒ヶ根 40,051 165 41,189 172 39,037 161 38,937 161 39,117 161

阿
南
病
院

内　科 27,181 111 25,973 108 27,131 111 33,212 137 28,436 117

小児科 5,319 22 4,570 19 3,229 13 3,270 14 3,643 15

外　科 1,664 7 3,187 13 2,845 12 2,577 11 2,626 11

整形外科 5,266 22 5,085 21 3,473 14 3,348 14 3,205 13

泌尿器科 775 3 716 3 583 2 615 3 745 3

婦人科 570 2 543 2 590 2 595 2 527 2

眼　科 5,327 22 5,424 23 5,586 23 5,708 24 5,815 24

精神科 1,565 6 1,384 6 1,165 5 1,106 5 999 4

訪問患者ステーションさくら ー ー ー ー 2,963 12 2,767 11 2,533 10

計 47,667 195 46,882 195 47,565 195 53,198 220 48,529 200
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　　診療科別外来延患者数

（単位：人）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均

木
曽
病
院

内　科 50,847 208 51,108 213 47,908 196 52,372 216 50,744 209

循環器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

神経内科 4,402 18 4,228 18 3,787 16 3,911 16 3,849 16

小児科 10,103 41 9,004 38 5,357 22 6,111 25 6,984 29

外　科 9,538 39 9,467 39 8,986 37 9,634 40 10,294 42

整形外科 15,057 62 14,201 59 11,823 48 12,338 51 11,635 48

皮膚科 4,113 17 3,870 16 3,585 15 4,230 17 4,154 17

形成外科 464 2 427 2 369 2 604 2 624 3

消化器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 5,488 22 5,945 25 5,651 23 5,959 25 6,254 26

耳鼻咽喉科 2,556 10 2,476 10 1,960 8 2,186 9 2,021 8

精神科 4,979 20 4,966 21 4,517 19 4,591 19 4,540 19

産婦人科 4,501 18 4,705 20 4,043 17 4,364 18 5,811 24

放射線科 304 1 496 2 94 0 3 0 13 0

眼　科 13,123 54 13,102 55 10,369 42 11,216 46 8,450 35

脳神経外科 729 3 469 2 466 2 504 2 514 2

麻酔科 647 3 618 3 590 2 635 3 675 3

リハビリテーション科 567 2 430 2 344 1 334 1 438 2

歯科口腔外科 — — — — — — 485 2 978 4

計 127,418 522 125,512 523 109,849 450 119,477 494 117,978 486

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 6,070 25 4,707 20 5,082 21 5,650 23 5,892 24

血液腫瘍科 1,776 7 1,717 7 1,653 7 1,432 6 1,327 5

新生児科 1,821 7 1,931 8 1,897 8 1,995 8 2,087 9

遺伝科 977 4 1,135 5 1,098 5 1,131 5 1,114 5

小児外科 3,420 14 3,508 15 3,282 13 3,387 14 3,664 15

麻酔科 308 1 221 1 220 1 242 1 220 1

整形外科 4,025 16 4,020 17 3,751 15 4,303 18 3,981 16

形成外科 4,622 19 4,604 19 4,793 20 5,126 21 5,641 23

脳神経外科 1,900 8 1,905 8 1,777 7 1,833 8 1,766 7

循環器小児科 7,440 30 7,745 32 7,359 30 7,279 30 6,814 28

皮膚科 11 0 74 0 104 0 134 1 118 0

眼科 4,259 17 4,402 18 4,119 17 4,161 17 4,386 18

神経小児科 7,347 30 7,436 31 7,982 33 8,725 36 9,099 37

耳鼻咽喉科 1,941 8 2,269 9 2,173 9 2,467 10 2,423 10

精神科 750 3 853 4 1,021 4 1,123 5 1,563 6

産科 3,528 14 4,148 17 3,899 16 3,706 15 3,834 16

放射線科 1,523 6 1,789 7 1,718 7 1,672 7 715 3

リハビリテーション科 8,853 36 8,493 35 7,445 31 7,735 32 7,494 31

泌尿器科 2,621 11 2,636 11 2,372 10 2,404 10 2,455 10

アレルギー科 0 0 1,673 7 1,581 6 1,680 7 1,943 8

救急科 1,754 7 1,510 6 935 4 1,068 4 1,143 5

成育女性科 — — — — — — 131 1 163 1

計 64,946 266 66,776 278 64,261 263 67,384 278 67,842 279

合　　計 400,883 1,643 401,108 1,671 372,020 1,525 398,435 1,646 531,328 2,187

診療日数 244 240 244 242 243

○「１日平均」欄は、患者数を診療日数で除し、小数第一位を四捨五入。１人以下の時、無記載の場合あり。
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❺　高齢者医療の状況

●診療科別入院延患者数（65歳以上）� （単位：人、％）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科 延患
者数

65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 32,785 27,026 82.4% 30,855 27,052 87.7% 27,481 22,634 82.4% 26,443 21,554 81.5% 24,349 20,479 84.1%

呼吸器・感染症内科 9,718 8,051 82.8% 6,539 5,745 87.9% 8,877 4,720 53.2% 7,525 6,565 87.2% 6,452 6,025 93.4%

脳神経内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

循環器内科 5,930 5,031 84.8% 4,974 4,528 91.0% 4,327 3,614 83.5% 3,273 2,962 90.5% 4,197 3,788 90.3%

脳神経外科 2 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

小児科 1,093 0 0.0% 702 0 0.0% 737 0 0.0% 1,070 0 0.0% 654 0 0.0%

外　科 6,172 3,941 63.9% 5,253 3,947 75.1% 4,401 2,756 62.6% 4,939 3,824 77.4% 4,460 3,295 73.9%

整形外科 23,949 17,777 74.2% 23,395 18,127 77.5% 24,564 18,141 73.9% 22,475 19,293 85.8% 20,986 16,104 76.7%

形成外科 6 1 16.7% 0 0 0.0% 3 2 66.7% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

皮膚科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 113 50 44.2% 222 164 73.9% 468 255 54.5% 275 173 62.9% 445 392 88.1%

産婦人科 4,483 182 4.1% 4,535 244 5.4% 4,520 106 2.3% 5,128 152 3.0% 4,571 93 2.0%

眼　科 810 375 46.3% 496 339 68.3% 623 274 44.0% 347 160 46.1% 541 426 78.7%

耳鼻咽喉科 724 225 31.1% 780 387 49.6% 795 309 38.9% 709 243 34.3% 651 220 33.8%

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

放射線科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

麻酔科 128 125 97.7% 57 57 100.0% 34 33 97.1% 2 0 0.0% 0 0 0.0％

呼吸器外科 568 355 62.5% 1,220 1,043 85.5% 1,330 1,123 84.4% 1,111 962 86.6% 614 505 82.2%

小　計 86,481 63,139 73.0% 79,028 61,633 78.0% 78,160 53,967 69.0% 73,297 55,888 76.2% 67,920 51,327 75.6%

結　核 4,395 3,607 82.1% 5,047 3,918 77.6% 0 0 0.0% 2,419 1,444 59.7% 4,238 3,386 79.9%

計 90,876 66,746 73.4% 84,075 65,551 78.0% 78,160 53,967 70.7% 75,716 57,332 75.7% 72,158 54,713 75.8%

こころの医療センター駒ヶ根 37,515 6,871 18.3% 37,400 8,112 21.7% 34,779 6,969 20.0% 33,708 6,329 18.8% 34,725 8,723 25.1%

阿
南
病
院

内　科 16,216 15,227 93.9% 10,972 10,630 96.9% 11,823 11,099 93.9% 12,508 12,080 96.6% 11,669 11,481 98.4%

小児科 30 0 0.0% 11 0 0.0% 5 0 0.0% 9 0 0.0% 0 0 0.0％

外　科 14 12 85.7% 2,789 2,627 94.2% 2,611 2,434 93.2% 2,386 2,224 93.2% 2,977 2,858 96.0%

整形外科 2,609 2,379 91.2% 2,937 2,868 97.7% 53 53 100.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

婦人科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

眼　科 403 364 90.3% 344 339 98.5% 188 184 97.9% 246 246 100.0% 180 176 97.8%

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

計 19,272 17,982 93.3% 17,053 16,464 96.5% 14,680 13,770 93.8% 15,149 14,550 96.0% 14,826 14,515 97.9%

木
曽
病
院

内　科 20,624 19,464 94.4% 18,246 17,042 93.4% 22,343 15,175 67.9% 26,136 24,333 93.1% 22,722 15,670 69.0%

循環器内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

神経内科 8,456 7,744 91.6% 6,817 6,406 94.0% 4,816 4,205 87.3% 4,754 4,393 92.4% 4,642 4,203 90.5%

小児科 339 0 0.0% 226 0 0.0% 200 0 0.0% 129 0 0.0% 169 0 0.0%

外　科 7,160 6,226 87.0% 6,832 5,698 83.4% 5,006 4,361 87.1% 6,212 5,243 84.4% 5,011 4,488 89.6%

整形外科 7,808 6,827 87.4% 7,399 6,718 90.8% 5,804 4,986 85.9% 6,530 5,518 84.5% 5,349 4,657 87.1%

皮膚科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

形成外科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 801 724 90.4% 798 734 92.0% 530 470 88.7% 815 736 90.3% 655 606 92.5%

耳鼻咽喉科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

産婦人科 2,862 275 9.6% 2,772 453 16.3% 1,722 85 4.9% 1,800 238 13.2% 1,527 83 5.4%

放射線科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

眼　科 659 599 90.9% 591 504 85.3% 361 352 97.5% 463 432 93.3% 51 48 94.1%

脳神経外科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

麻酔科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

リハビリテーション科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

計 48,709 41,859 85.9% 43,681 37,555 86.0% 40,782 29,634 72.7% 46,839 40,893 87.3% 40,126 29,755 74.2%

合　　計 196,372 133,458 68.0% 182,209 127,682 70.1% 168,401 104,340 62.0% 171,412 119,104 69.5% 161,835 107,706 66.6%

※信州医療センターは70歳以上。
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　　高齢者医療の状況

●診療科別外来延患者数（65歳以上）� （単位：人、％）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科 延患
者数

65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 37,164 16,024 43.1% 32,869 15,395 46.8% 32,225 15,224 47.2% 34,463 11,921 34.6% 35,912 16,729 46.6%
呼吸器・感染症内科 6,491 3,494 53.8% 5,853 3,267 55.8% 5,265 2,686 51.0% 7,855 3,966 50.5% 13,210 3,415 25.9%
脳神経内科 135 104 77.0% 289 228 78.9% 421 323 76.7% 408 352 86.3% 399 287 71.9%
循環器内科 5,521 3,889 70.4% 5,170 3,818 73.8% 5,081 3,685 72.5% 4,994 4,081 81.7% 4,814 3,338 69.3%
脳神経外科 982 538 54.8% 840 482 57.4% 729 463 63.5% 627 479 76.4% 568 361 63.6%
小児科 7,820 0 0.0% 6,574 0 0.0% 5,248 0 0.0% 6,105 0 0.0% 7,159 0 0.0%
外　科 6,803 3,491 51.3% 6,850 3,588 52.4% 6,109 3,366 55.1% 6,059 4,109 67.8% 5,567 2,869 51.5%
整形外科 16,424 8,230 50.1% 16,248 8,541 52.6% 15,599 8,441 54.1% 16,329 10,627 65.1% 16,493 9,099 55.2%
形成外科 889 349 39.3% 603 276 45.8% 613 229 37.4% 628 345 54.9% 354 206 58.2%
皮膚科 2,618 1,248 47.7% 2,153 1,111 51.6% 2,093 1,067 51.0% 2,086 1,277 61.2% 2,453 1,384 56.4%
泌尿器科 2,527 1,711 67.7% 2,871 1,950 67.9% 3,090 2,156 69.8% 3,198 2,459 76.9% 3,511 2,449 69.8%
産婦人科 8,763 1,267 14.5% 10,831 1,564 14.4% 11,109 1,520 13.7% 12,569 1,980 15.8% 12,730 1,612 12.7%
眼　科 9,476 6,165 65.1% 8,122 5,616 69.1% 7,460 5,263 70.5% 7,130 5,676 79.6% 7,686 5,427 70.6%
耳鼻咽喉科 6,859 3,067 44.7% 6,247 3,021 48.4% 5,628 2,864 50.9% 5,465 3,418 62.5% 5,590 3,024 54.1%
精神科 472 292 61.9% 497 319 64.2% 505 314 62.2% 475 288 60.6% 438 241 55.0%
放射線科 894 473 52.9% 659 348 52.8% 675 357 52.9% 660 423 64.1% 866 539 62.2%
麻酔科 2,702 1,590 58.8% 2,598 1,578 60.7% 2,186 1,303 59.6% 2,169 1,054 48.6% 2,193 1,215 55.4%
呼吸器外科 919 608 66.2% 1,124 829 73.8% 1,241 968 78.0% 1,284 1,141 88.9% 984 683 69.4%
救急科 3,342 679 20.3% 10,351 2,552 24.7% 6,031 1,950 32.3% 6,935 2,573 37.1% 8,004 2,019 25.2%

計 120,801 53,219 44.1% 120,749 54,483 45.1% 111,308 52,179 46.9% 119,439 56,169 47.0% 128,931 54,897 42.6%
こころの医療センター駒ヶ根 40,051 7,227 18.0% 41,189 4,749 11.5% 39,037 7,177 18.4% 38,937 6,555 16.8% 39,117 6,257 16.0%

阿
南
病
院

内　科 27,181 22,198 81.7% 25,973 19,043 73.3% 30,094 21,293 70.8% 33,212 17,346 52.2% 28,436 16,473 57.9%
小児科 5,319 0 0.0% 4,570 0 0.0% 3,229 0 0.0% 3,270 0 0.0% 3,643 0 0.0%
外　科 1,664 938 56.4% 3,187 2,212 69.4% 2,845 1,988 69.9% 2,577 1,670 64.8% 2,626 1,869 71.2%
整形外科 5,266 3,927 74.6% 5,085 4,024 79.1% 3,473 2,749 79.2% 3,348 2,662 79.5% 3,205 2,633 82.2%
泌尿器科 775 690 89.0% 716 644 89.9% 583 513 88.0% 615 568 92.4% 745 717 96.2%
婦人科 570 164 28.8% 543 203 37.4% 590 201 34.1% 595 53 8.9% 527 49 9.3%
眼　科 5,327 4,566 85.7% 5,424 4,789 88.3% 5,586 4,462 79.9% 5,708 5,009 87.8% 5,815 5,263 90.5%
精神科 1,565 919 58.7% 1,384 820 59.2% 1,165 733 62.9% 1,106 674 60.9% 999 589 59.0%
訪問患者ステーションさくら — — — — — — — — — 2,767 2,595 93.8% 2,533 2,306 91.0%

計 47,667 33,402 70.1% 46,882 31,735 67.7% 47,565 31,939 67.1% 53,198 30,577 57.5% 48,529 29,899 61.6%

木
曽
病
院

内科 50,847 36,525 71.8% 51,108 36,929 72.3% 47,908 32,990 68.9% 52,372 37,760 72.1% 50,744 30,781 60.7%
消化器内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％
神経内科 4,402 3,503 79.6% 4,228 3,351 79.3% 3,787 3,014 79.6% 3,911 3,000 76.7% 3,849 2,897 75.3%
小児科 10,103 0 0.0% 9,004 0 0.0% 5,357 0 0.0% 6,111 0 0.0% 6,984 0 0.0%
外科 9,538 6,632 69.5% 9,467 6,722 71.0% 8,986 6,343 70.6% 9,634 6,686 69.4% 10,294 7,461 72.5%
整形外科 15,057 10,015 66.5% 14,201 9,465 66.7% 11,823 7,877 66.6% 12,338 8,155 66.1% 11,635 7,771 66.8%
皮 膚 科 4,113 2,113 51.4% 3,870 2,061 53.3% 3,585 1,795 50.1% 4,230 2,157 51.0% 4,154 2,205 53.1%
形成外科 464 295 63.6% 427 217 50.8% 369 198 53.7% 604 328 54.3% 624 340 54.5%
泌尿器科 5,488 4,722 86.0% 5,945 5,169 86.9% 5,651 4,972 88.0% 5,959 5,220 87.6% 6,254 5,564 89.0%
耳鼻咽喉科 2,556 1,384 54.1% 2,476 1,335 53.9% 1,960 1,059 54.0% 2,186 1,196 54.7% 2,021 1,079 53.4%
精 神 科 4,979 2,089 42.0% 4,966 2,125 42.8% 4,517 1,917 42.4% 4,591 1,855 40.4% 4,540 1,758 38.7%
産婦人科 4,501 1,188 26.4% 4,705 1,397 29.7% 4,043 703 17.4% 4,364 1,047 24.0% 5,811 761 13.1%
放射線科 304 188 61.8% 496 382 77.0% 94 66 70.2% 3 3 100.0% 13 12 92.3%
眼科 13,123 9,850 75.1% 13,102 9,902 75.6% 10,369 7,824 75.5% 11,216 8,648 77.1% 8,450 6,500 76.9%
脳神経外科 729 531 72.8% 469 356 75.9% 466 325 69.7% 504 331 65.7% 514 321 62.5%
麻酔科 647 446 68.9% 618 410 66.3% 590 408 69.2% 635 470 74.0% 675 552 81.8%
リハビリテーション科 567 294 51.9% 430 219 50.9% 344 163 47.4% 334 166 49.7% 438 259 59.1%
歯科口腔外科 — — — — — — — — — 485 386 79.6% 978 776 79.3%

計 127,418 79,775 62.6% 125,512 80,040 63.8% 109,849 69,654 63.4% 119,477 77,408 64.8% 117,978 69,037 58.5%
合　　計 335,937 173,623 51.7% 334,332 171,007 51.1% 307,759 160,949 52.3% 331,051 170,709 51.6% 334,555 160,090 47.9%

※信州医療センターは70歳以上。
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❻　診療圏の状況

●信州医療センター
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和４年度

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 県外 1.7%

上高井郡
16.9%

須坂市
58.9%

長野市
9.8%

その他
県内
12.6%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

県　

内

須
高
地
区

須坂市 3,212 65.5 2,961 64.0 2,684 60.2 2,650 62.1 2,564 58.9

上高井郡 730 14.9 731 15.8 736 16.5 689 16.1 736 16.9

小　計 3,942 80.4 3,692 79.8 3,420 76.7 3,339 78.2 3,300 75.9

長野市 392 8.0 385 8.3 415 9.3 409 9.6 426 9.8

その他 449 9.2 453 9.8 551 12.4 449 10.5 549 12.6

計 4,783 97.5 4,530 98.0 4,386 98.4 4,197 98.3 4,275 98.3

県　外 123 2.7 94 2.0 71 1.6 72 1.7 75 1.7

合　計 4,906 100.0 4,624 100.0 4,457 100.0 4,269 100.0 4,350 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
県外 1.1%

上高井郡
15.4%

須坂市
61.5%

長野市
11.9%

その他
県内
10.2%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

県　

内

須
高
地
区

須坂市 79,798 66.1 78,804 65.3 71,262 64.0 75,304 63.0 79,304 61.5

上高井郡 18,083 15.0 18,253 15.1 17,867 16.1 18,860 15.8 19,813 15.4

小　計 97,881 81.0 97,057 80.4 89,129 80.1 94,164 78.8 99,117 76.9

長野市 11,688 9.7 12,031 10.0 11,252 10.1 12,880 10.8 15,286 11.9

その他 9,577 7.9 9,970 8.3 10,047 9.0 11,258 9.4 13,093 10.2

計 119,146 98.6 119,058 98.6 110,428 99.2 118,302 99.0 127,496 98.9

県　外 1,655 1.4 1,691 1.4 880 0.8 1,137 1.0 1,435 1.1

合　計 120,801 100.0 120,749 100.0 111,308 100.0 119,439 100.0 128,931 100.0

●こころの医療センター駒ヶ根
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和４年度

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

県外 3.5%

東信 2.0%

北信 4.4%

伊那市
19.0%

上伊那郡
22.0%

下伊那郡
7.9%
飯田市
9.1%

駒ヶ根市
14.1%

諏訪地域
10.1%

中信
7.9%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

南　

信

駒ヶ根市 109 20.3 81 15.8 73 17.6 79 18.7 57 14.1

伊那市 123 22.9 122 23.8 85 20.5 88 20.8 77 19.0

上伊那郡 110 20.5 119 23.2 88 21.2 79 18.7 89 22.0

飯田市 39 7.3 35 6.8 26 6.3 39 9.2 37 9.1

下伊那郡 33 6.1 38 7.4 31 7.5 25 5.9 32 7.9

諏訪地域 49 9.1 41 8.0 37 8.9 39 9.2 41 10.1

東　信 3 0.6 3 0.6 3 0.7 6 1.4 8 2.0

中　信 40 7.4 27 5.3 41 9.9 36 8.5 32 7.9

北　信 21 3.9 32 6.2 22 5.3 24 5.7 18 4.4

県　外 10 1.9 15 2.9 9 2.2 8 1.9 14 3.5

合　計 537 100.0 513 100.0 415 100.0 423 100.0 405 100.0

地域別外来延患者数※� （単位：人、％）

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

県外 0.6%東信 0.3%
北信 0.5%

伊那市
22.1%

上伊那郡
24.5%

下伊那郡
5.2%

飯田市
5.0%

駒ヶ根市
31.4%

諏訪地域
6.3%

中信 4.2%
患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

南　

信

駒ヶ根市 13,809 34.4 14,122 34.3 12,743 32.6 12,233 31.4 12,280 31.4

伊那市 9,060 22.6 8,783 21.3 8,438 21.6 8,813 22.6 8,639 22.1

上伊那郡 10,126 25.2 10,414 25.3 10,021 25.7 9,530 24.5 9,592 24.5

飯田市 1,918 4.8 1,876 4.6 1,787 4.6 1,970 5.1 1,943 5.0

下伊那郡 1,713 4.3 1,841 4.5 1,885 4.8 1,697 4.4 2,047 5.2

諏訪地域 1,744 4.3 2,162 5.2 2,175 5.6 2,452 6.3 2,451 6.3

東　信 80 0.2 80 0.2 72 0.2 112 0.3 107 0.3

中　信 1,228 3.1 1,439 3.5 1,494 3.8 1,604 4.1 1,625 4.2

北　信 218 0.5 222 0.5 218 0.6 257 0.7 200 0.5

県　外 251 0.6 250 0.6 204 0.5 269 0.7 233 0.6

合　計 40,147 100.0 41,189 100.0 39,037 100.0 38,937 100.0 39,117 100.0

※公衆衛生を含まない
○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。
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　　診療圏の状況

●阿南病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和４年度

年度
地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
県外 1.2%

飯田市・上
・南信濃
10.6%

他飯田市 2.9%

下條村 3.9%

天龍村
19.3%

売木村 3.7%

阿南町
44.7%

泰阜村
13.1%

他下伊那郡
0.7%患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

下
伊
那
南
部

阿南町 490 50.0 439 50.3 351 43.8 429 50.5 359 44.7
下條村 22 2.2 21 2.4 19 2.4 17 2.0 31 3.9
売木村 22 2.2 19 2.2 26 3.2 31 3.7 30 3.7
天龍村 174 17.8 174 20.0 160 20.0 149 17.6 155 19.3
泰阜村 99 10.1 91 10.4 86 10.7 93 11.0 105 13.1

飯田市・上・南信濃 135 13.8 87 10.0 75 9.4 76 9.0 85 10.6
他下伊那郡 6 0.6 5 0.6 1 0.1 10 1.2 6 0.7
他飯田市 11 1.1 13 1.5 37 4.6 30 3.5 23 2.9
他県内 4 0.4 1 0.1 27 3.4 3 0.4 0 0.0
県　外 17 1.7 22 2.5 19 2.4 11 1.3 10 1.2
合　計 980 100.0 872 100.0 801 100.0 849 100.0 804 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度
地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

県外 2.2%

飯田市・上
・南信濃
5.4%

他県内 0.1%他飯田市 1.3%

下條村 4.3%

天龍村
12.1%

売木村 3.5%

阿南町
57.7%

泰阜村
12.9%

他下伊那郡 0.5%
患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

下
伊
那
南
部

阿南町 27,728 58.2 26,896 57.4 24,785 52.1 31,052 58.4 27,985 57.7
下條村 1,312 2.8 1,361 2.9 1,435 3.0 1,667 3.1 2,105 4.3
売木村 999 2.1 1,090 2.3 1,060 2.2 2,108 4.0 1,718 3.5
天龍村 6,835 14.3 6,891 14.7 10,877 22.9 7,730 14.5 5,850 12.1
泰阜村 6,586 13.8 6,407 13.7 5,284 11.1 6,037 11.3 6,237 12.9

飯田市・上・南信濃 2,892 6.1 2,795 6.0 2,686 5.6 3,084 5.8 2,637 5.4
他下伊那郡 122 0.3 542 1.2 93 0.2 197 0.4 239 0.5
他飯田市 516 1.1 120 0.3 439 0.9 687 1.3 649 1.3
他県内 50 0.1 64 0.1 76 0.2 107 0.2 65 0.1
県　外 627 1.3 716 1.5 830 1.7 529 1.0 1,044 2.2
合　計 47,667 100.0 46,882 100.0 47,565 100.0 53,198 100.0 48,529 100.0

●木曽病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和４年度

年度
地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 郡外・県外
6.3%

上松町
17.0%

王滝村
4.0%

木祖村
8.4%

旧日義村
7.4%

旧三岳村 6.4％
旧開田村 6.0%

旧木曽福島町
25.2%

大桑村
14.9%

南木曽町
4.4%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

木
曽
町

旧木曽福島町 653 25.5 650 26.6 527 24.8 604 24.2 595 25.2
旧日義村 204 8.0 228 9.3 184 8.7 206 8.2 176 7.4
旧開田村 199 7.8 180 7.4 177 8.3 180 7.2 142 6.0
旧三岳村 155 6.1 144 5.9 116 5.5 125 5.0 152 6.4
上松町 512 20.0 430 17.6 369 17.4 487 19.5 401 17.0

南木曽町 54 2.1 51 2.1 55 2.6 101 4.0 103 4.4
木祖村 247 9.7 238 9.7 204 9.6 225 9.0 199 8.4
王滝村 89 3.5 75 3.1 70 3.3 74 3.0 95 4.0
大桑村 292 11.4 303 12.4 276 13.0 334 13.4 352 14.9

郡外・県外 151 5.9 146 6.0 144 6.8 162 6.5 150 6.3
合　計 2,556 100.0 2,445 100.0 2,122 100.0 2,498 100.0 2,365 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度
地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 郡外・県外
4.1%

旧三岳村 6.0%

木祖村
7.0%

南木曽町
2.5%

旧日義村
7.4%

旧開田村 5.8%

旧日義村
8.6%

旧木曽福島町
32.6%

王滝村
3.2% 大桑村

10.4%

上松町
19.9%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

木
曽
町

旧木曽福島町 37,888 29.7 37,743 30.1 33,615 30.6 36,234 30.3 38,423 32.6
旧日義村 10,583 8.3 10,914 8.7 9,633 8.8 10,735 9.0 10,098 8.6
旧開田村 8,915 7.0 8,667 6.9 7,002 6.4 7,323 6.1 6,789 5.8
旧三岳村 8,838 6.9 8,466 6.7 7,620 6.9 7,687 6.4 7,098 6.0
上松町 28,528 22.4 27,158 21.6 23,528 21.4 25,721 21.5 23,471 19.9

南木曽町 1,938 1.5 2,321 1.8 2,185 2.0 2,630 2.2 2,893 2.5
木祖村 9,716 7.6 9,402 7.5 8,648 7.9 8,958 7.5 8,267 7.0
王滝村 4,468 3.5 4,526 3.6 4,020 3.7 4,266 3.6 3,757 3.2
大桑村 12,226 9.6 12,428 9.9 11,231 10.2 12,622 10.6 12,324 10.4

郡外・県外 4,318 3.4 3,887 3.1 2,367 2.2 3,301 2.8 4,858 4.1
合　計 127,418 100.0 125,512 100.0 109,849 100.0 119,477 100.0 117,978 100.0

○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。
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●こども病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和４年度

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

南信
19.1%

東信
14.6%

松本市
21.4%

他中信
11.3%

安曇野市
11.5%

県外
7.3%

北信
14.8%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

安曇野市 330 13.3 343 12.9 299 12.3 331 13.0 296 11.5

松本市 447 18.0 483 18.1 444 18.2 506 19.9 549 21.4

他中信 301 12.1 309 11.6 317 13.0 308 12.1 290 11.3

北　信 345 13.9 356 13.3 375 15.4 396 15.5 381 14.8

東　信 319 12.8 360 13.5 331 13.6 355 13.9 375 14.6

南　信 512 20.6 585 21.9 523 21.5 484 19.0 492 19.1

県　外 232 9.3 232 8.7 144 5.9 167 6.6 188 7.3

合　計 2,486 100.0 2,668 100.0 2,433 100.0 2,547 100.0 2,571 100.0

地域別外来延患者数※� （単位：人、％）

年度

地域

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

南信
15.4%

東信
11.9%

松本市
22.8%

他中信
14.9%

安曇野市
20.4%

県外
3.1%

北信
11.5%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

安曇野市 13,572 20.9 13,973 20.9 13,320 20.7 14,148 21.0 13,829 20.4

松本市 13,605 20.9 14,086 21.1 13,372 20.8 14,500 21.5 15,498 22.8

他中信 10,793 16.6 10,557 15.8 10,531 16.4 10,442 15.5 10,140 14.9

北　信 7,499 11.5 7,787 11.7 7,739 12.0 8,145 12.1 7,775 11.5

東　信 7,078 10.9 7,426 11.1 7,313 11.4 7,961 11.8 8,090 11.9

南　信 9,846 15.2 10,446 15.6 10,231 15.9 10,340 15.3 10,439 15.4

県　外 2,553 3.9 2,501 3.7 1,755 2.7 1,848 2.7 2,071 3.1

合　計 64,946 100.0 66,776 100.0 64,261 100.0 67,384 100.0 67,842 100.0

※公衆衛生を含まない
○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。

　　診療圏の状況
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❼　救急及び緊急診療の状況

●時間外診療科別延べ件数� （単位：人）
年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

病院名 診療科 患者数 患者数 患者数 患者数 患者数

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内科 5,156 5,463 3,007
呼吸器・感染症内科 429 106 87
脳神経内科 5 17 8
循環器内科 69 94 93
脳神経外科 161 89 53
小児科 1,558 1,282 319
外科 632 1,257 1,219
整形外科 1,576 1,329 872
形成外科 318 123 75
皮膚科 389 218 82
泌尿器科 126 101 78
産婦人科 214 40 7
眼科 107 58 32
耳鼻咽喉科 169 205 89
精神科 6 20 13
放射線科 1 0
麻酔科 2 31 21
呼吸器外科 8 56 80
救急科 1,035 1,701 1,335 7,098 13,560

計 11,961 12,190 7,470 7,098 13,560
こころの医療センター駒ヶ根 250 292 272 226 169

阿
南
病
院

内科 958 926 568 616 709
小児科 390 354 139 205 328
外科 144 198 142 140 175
整形外科 98 124 54 27 18
泌尿器科 2 2 0 2 4
婦人科 0 0 0 0 0
眼科 4 9 4 3 4
精神科 11 32 25 26 15

計 1,607 1,645 932 1,019 1,253

木
曽
病
院

内科 1,932 1,782 1,146 1,349 1,427
循環器内科 0 0 0 0 0
神経内科 186 184 174 133 158
小児科 831 745 141 361 402
外科 603 593 497 547 460
整形外科 615 569 430 442 436
皮膚科 188 163 117 125 212
形成外科 2 4 1 5 3
泌尿器科 111 109 77 91 113
精神科 5 1 1 0 4
産婦人科 101 120 80 71 59
放射線科 0 0 0 0 0
眼科 55 57 33 44 20
耳鼻咽喉科 64 80 43 62 49
脳神経外科 56 40 44 54 55
麻酔科 0 0 0 0 0
リハビリテーション科 0 0 0 0 0

計 4,749 4,447 2,784 3,284 3,398

※�令和３年度よ
り電子カルテ
の救急科専用
患者一覧の運
用を開始し、
最終受診科の
登録を廃止し
ました。
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●時間外診療科別延べ件数� （単位：人）
年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

病院名 診療科 患者数 患者数 患者数 患者数 患者数

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 134 113 111 98 135
血液腫瘍科 156 114 111 97 82
新生児科 292 277 259 314 356
小児集中治療科 160 151 83 98 111

小児外科 110 103 109 136 111
整形外科 116 113 98 134 111
形成外科 108 108 105 105 89
脳神経外科 54 40 36 49 53
循環器小児科 187 181 179 177 166
皮膚科 3 4 11 6 6
眼科 62 68 41 40 38
神経小児科 118 103 101 130 126
耳鼻咽喉科 113 141 98 122 125
産科 523 690 598 512 496
泌尿器科 21 29 43 38 34
救急科 1,695 1,662 1,134 1,271 1,317
リハビリテーション科 29 22 23 20 21
麻酔科 3 7 3 6 4
遺伝科 4 7 12 14 17
精神科 13 10 11 16 26
放射線科 0 3 1 0 0
アレルギー科 0 34 28 39 26
感染症科 ー ー ー 6 1
成育女性科 ー ー ー 15 11
その他 0 0 2 ー ー
予防接種外来 0 0 2 4 0

計 3,901 3,980 3,199 3,447 3,462
合　計 22,468 22,554 14,657 15,074 21,842

●救急車等受入台数

年度

病院名

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

信州医療センター 1,902 — — 1,796 — — 1,482 — — 1,716 — — 1,960 — —

こころの医療
センター駒ヶ根 12 — — 12 — — 13 — — 11 — — 9 — —

阿南病院 337 0 — 308 2 — 250 2 — 223 1 — 292 11 —

木曽病院 1,040 5 — 1,010 2 — 972 0 — 1,012 0 — 1,222 0 —

こども病院 370 28 379 366 38 253 271 16 182 314 19 183 387 29 208

　　救急及び緊急診療の状況
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病床利用等の状況2

年度

病院名

平成30年度 令和元年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 16.5 85.9 215 14.9 79.9

こころの医療センター
駒ヶ根 129 69.3 78.5 129 72.7 78.1

阿南病院 77 20.4 66.6 77 19.9 57.4

木曽病院 175 14.9 78.1 151 14.8 69.4

こども病院 180 14.1 78.0 180 12.3 73.1

年度

病院名

令和2年度 令和3年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 13.8 68.7 215 14.8 70.0

こころの医療センター
駒ヶ根 129 67.5 72.8 129 64.6 70.5

阿南病院 70 18 54.3 70 16.0 56.0

木曽病院 151 15 61.2 151 15.1 70.3

こども病院 180 12.8 69.2 180 12.6 69.7

年度

病院名

令和4年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 15.6 64.4

こころの医療センター
駒ヶ根 129 68.3 72.7

阿南病院 70 16.3 54.9

木曽病院 149 15.8 60.3

こども病院 180（〜R4.12）
163（R5.1〜）

12.7 66.3
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訪問医療の状況3

（単位：人）

病院名 訪問医療
患　者　数

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

（
旧
：
須
坂
病
院
）

訪 問 診 療 283 259 238 214 51

訪 問 看 護 4,359 4,240 4,430 4,226 4,099

訪問リハビリ 2,946 4,326 4,479 3,836 3,714

訪問薬剤指導 2 2 2 0 0

訪問栄養指導 0 0 2 0 0

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

駒
ヶ
根

訪 問 診 療 ー ー ー ー ー

訪 問 看 護 1,681 1,981 1,931 1,796 2,282

訪問リハビリ ー ー ー ー ー

訪問薬剤指導 ー ー ー ー 44

訪問栄養指導 ー ー ー ー ー

阿
南
病
院

訪 問 診 療 197 192 313 302 205

訪 問 看 護 1,037 1,006 2,963 2,767 2,533

訪問リハビリ 969 879 843 1,025 861

訪問薬剤指導 91 27 28 25 32

訪問栄養指導 0 0 0 0 0

木
曽
病
院

訪 問 診 療 548 712 533 565 229

訪 問 看 護 3,706 3,957 4,097 4,254 3,453

訪問リハビリ 664 769 840 1,025 944

訪問薬剤指導 0 0 0 0 0

訪問栄養指導 0 0 0 0 0

こ
ど
も
病
院

訪 問 診 療 ー 24 58 37 44

訪 問 看 護 ー 0 0 0 0

訪問リハビリ ー 0 0 6 7

訪問薬剤指導 ー 0 0 0 0

訪問栄養指導 ー 0 0 0 0



診療の状況
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診療の状況1

❶　診療科別の手術件数

（単位：件）
病院名 診療科 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 1 1 8 11 8
呼吸器・感染症内科 1 0 0 0 0
脳神経内科 0 0 0 0 0
循環器内科 0 0 0 0 0
脳神経外科 0 0 0 0 0
小児科 0 0 1 0 0
外　科 296 279 258 251 219
整形外科 681 765 859 899 907
形成外科 5 2 7 3 0
皮膚科 0 0 0 0 0
泌尿器科 26 37 40 31 55
産婦人科 135 140 119 131 120
眼　科 419 460 347 224 354
耳鼻咽喉科 18 22 16 11 12
精神科 0 0 0 0 0
放射線科 0 0 0 0 0
麻酔科 0 0 0 1 0
呼吸器外科 31 29 28 37 22
血管外科 0 4 0 0 0

計 1,613 1,739 1,683 1,599 1,697
こころの医療センター駒ヶ根 0 0 0 0 0

阿
南
病
院

内　科 1 0 0 0 0
小児科 0 0 0 0 0
外　科 1 3 4 0 1
整形外科 35 25 2 4 0
泌尿器科 0 0 0 0 0
婦人科 0 0 0 0 0
眼　科 98 87 65 82 87
精神科 0 0 0 0 0

計 135 115 71 86 88

木
曽
病
院

内　科 0 0 1 0 0
神経内科 0 0 0 0 0
小児科 0 0 0 0 0
外　科 192 179 145 188 172
整形外科 261 234 193 190 202
皮膚科 0 0 0 0 0
形成外科 0 0 1 0 0
泌尿器科 44 60 39 59 51
耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0
精神科 0 0 0 0 0
産婦人科 50 30 19 41 32
放射線科 0 0 0 0 0
眼　科 274 260 139 208 0
脳神経外科 0 0 0 0 0
麻酔科 0 0 0 0 0
リハビリテーション科 0 0 0 0 0
透析科 0 1 0 0 0

計 821 764 537 686 457
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　　診療科別の手術件数

（単位：件）
病院名 診療科 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 4 8 3 5 10
血液腫瘍科 42 7 11 59 13
新生児科 0 0 0 0 0
小児集中治療科 3 0 2 5 5

小児外科 387 345 356 310 337
整形外科 86 118 100 117 93
形成外科 382 302 318 289 296
心臓血管外科 138 193 202 161 156
脳神経外科 61 72 62 109 93
循環器小児科 310 297 286 265 252
皮膚科 0 0 0 0 0
眼　科 70 90 94 92 86
神経小児科 2 1 5 10 0
耳鼻咽喉科 10 7 8 7 8
産　科 122 139 125 127 128
泌尿器科 102 107 111 111 106

計 1,719 1,686 1,683 1,667 1,583
合　計 4,288 4,304 3,974 4,038 3,825

❷　分娩件数

（単位：件）

病　院　名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

信州医療センター 186 230 223 256 253

木曽病院 105 103 72 67 78

こども病院※ 295 331 292 293 312

※妊娠22週以降
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❸　調剤の状況

（単位：件、%）

病院名 信州医療センター

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 25,086 61,897 86,983 22,567 56,761 79,328 22,768 55,031 77,799 21,654 57,445 79,099 19,992 59,257 79,249

院内製剤件数 1,524 1,487 365 296 289

注射薬個人払出数 40,598 33,804 92,776 93,726 90,645

無菌調剤
件数

TPN 624 353 350 456 403

抗がん剤 1,602 2,025 2,942 1,828 1,753

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

10,631 0 10,808 0 9,687 2 10,354 0 10,702 0

ジェネリック使用率 91.0% 91.7% 90.5% 89.8% 91.1%

院外処方箋率 93.5% 93.3% 94.2% 93.6% 90.5%

（単位：件、%）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 11,409 24,148 35,557 11,413 24,176 35,589 11,244 817 12,061 10,432 859 11,291 10,268 910 11,178

院内製剤件数 0 0 0 0 0

注射薬個人払出数 2,375 2,722 2,878 2,725 3,235

無菌調剤
件数

TPN — — — — —

抗がん剤 — — — — —

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

1,190 26 1,401 29 1,186 26 1,375 57 950 44

ジェネリック使用率 85.1% 88.3% 90.1% 95.7％ 97.3%

院外処方箋率 96.1% 95.9% 96.6% 96.5％ 96.0%

（単位：件、%）

病院名 阿　南　病　院

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 5,359 32,148 37,507 4,680 6,439 11,119 4,092 5,579 9,671 4,673 4,015 8,688 4,772 4,298 9,070

院内製剤件数 244 652 628 598 866

注射薬個人払出数 38,468 34,295 29,516 31,725 28,560

無菌調剤
件数

TPN — 0 0 0 0

抗がん剤 3 14 13 71 84

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

796 98 713 18 780 29 513 28 583 31

ジェネリック使用率 86.2% 86.7% 85.9% 86.0% 87.3%

院外処方箋率 81.4% 79.4% 81.3% 86.0% 84.6%
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　　調剤の状況

（単位：件、%）

病院名 木　曽　病　院

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 11,878 80,583 92,461 10,088 78,770 88,858 9,611 69,917 75,298 8,837 64,995 73,832 7,973 69,174 77,147

院内製剤件数 347 477 481 469 244

注射薬個人払出数 48,893 39,764 31,921 46,524 53,024

無菌調剤
件数

TPN 109 120 125 120 74

抗がん剤 877 935 946 1,028 791

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

2,059 0 2,566 0 2,201 0 2,136 0 2,712 0

ジェネリック使用率 82.4% 81.9% 84.9% 91.4% 89.6%

院外処方箋率 83.6% 88.2% 87.6% 88.0% 87.7%

（単位：件、%）

病院名 こ　ど　も　病　院

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 19,776 19,419 39,195 18,953 20,180 39,133 18,092 19,871 37,963 18,352 21,026 39,378 18,184 21,858 40,042

院内製剤件数 3,425 1,626 916 1,915 1,825

注射薬個人払出数 57,703 53,135 47,230 49,636 48,542

無菌調剤
件数

TPN 3,624 3,258 2,535 2,718 2,043

抗がん剤 1,444 1,270 1,120 1,097 1,595

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

1,846 0 1,655 0 3,030 0 3,910 0 4,888 0

ジェネリック使用率 86.1% 88.5% 89.7% 92.6% 92.5%

院外処方箋率 93.5% 95.1% 96.7% 97.6% 97.5%



72　地域の明日を医療で支える

❹　放射線の利用状況

●画像診断� （単位：人、件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院 こども病院
年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

撮
影
部
門

一
般
撮
影

撮影人数 28,907 26,352 24,260 24,751 24,309 501 492 541 458 497 5,033 4,899 4,054 3,911 3,817 15,614 14,496 12,331 15,247 13,431 20,804 20,038 18,657 19,202 18,838
頭　部 1,237 1,029 916 789 806 3 0 0 0 3 22 9 1 4 2 73 73 42 71 37 429 383 388 424 489
胸　部 15,593 14,537 12,833 13,366 13,378 457 467 471 408 436 3,081 3,126 2,801 2,697 2,627 8,006 7,501 6,434 8,452 7,483 15,672 14,988 13,853 13,881 13,684
腹　部 2,691 2,430 2,194 2,005 2,190 56 42 118 81 71 321 155 240 234 130 1,887 1,726 1,244 2,479 1,508 2,239 1,901 1,969 1,844 1,864
脊椎・四肢・骨盤・その他 14,778 16,544 15,797 16,047 15,627 29 33 38 34 56 3,370 3,110 2,059 1,941 1,755 10,588 9,089 7,856 9,431 9,418 3,852 3,893 3,617 4,110 4,093

ポータブル撮影
(再掲）

病　室 1,659 1,473 952 1,089 1,073 0 10 22 23 22 287 354 321 248 90 765 676 541 1,033 753 9,770 8,643 8,404 8,530 8,300
手術室 947 1,019 1,088 1,126 1,090 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 495 432 361 442 448 543 502 569 465 499

乳房撮影
（マンモグラフィー）

撮影人数 857 711 940 892 949 — — — — — 279 234 297 245 288 379 405 387 440 369 0 0 0 0 0
件　数 1,709 1,418 1,617 1,778 1,892 — — — — — 564 476 602 492 573 1,395 1,612 1,523 1,752 1,462 0 0 0 0 0

骨塩定量
撮影人数 646 577 639 667 774 — — — — — 111 120 109 139 148 562 505 516 583 643 0 0 0 0 0
件　数　 1,037 923 1,072 1,090 1,353 — — — — — 333 360 327 417 442 1,057 955 969 1,096 1,200 0 0 0 0 0

透
視
・
造
影
撮
影
部
門

撮影人数 1,388 1,440 1,480 1,382 1,381 — — — — — 81 69 69 56 67 1,505 1,536 1,384 1,459 1,259 479 417 442 463 446
消化管系 311 244 225 205 194 — — — — — 18 12 20 20 17 1,104 1,137 984 1,067 837 158 134 130 148 134
胆のう・膵臓系 116 160 118 130 110 — — — — — 0 0 0 0 1 64 47 85 106 114 5 4 1 6 6
尿路系 1 4 13 11 7 — — — — — 0 2 0 0 0 42 61 73 62 93 218 202 173 188 186
脊髄腔系 50 70 113 111 105 — — — — — 0 0 8 3 3 58 61 27 20 14 0 0 1 2 2
関節腔系 0 3 6 0 1 — — — — — 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 11 49 20 75 48
その他 61 18 18 17 21 — — — — — 1 2 4 7 10 11 18 17 17 8 121 62 64 69 57
造影を伴わない透視及び撮影 301 204 178 145 143 — — — — — 39 42 37 26 36 77 73 97 62 71 57 102 140 92 130
外科用イメージ 552 601 629 653 651 — — — — — 23 11 0 0 0 167 160 138 147 128 215 153 208 130 157

血
管
撮
影

頭頚部血管 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 7 15
心臓血管 132 108 140 76 102 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 356 308 331 262 311
腹部血管 0 2 0 3 2 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 6
その他血管 32 35 48 33 52 — — — — — 0 0 0 0 0 101 79 87 99 0 520 467 549 456 547
治療行為 69 80 88 65 110 — — — — 0 0 0 0 0 64 58 67 63 0 101 102 108 82 79

Ｃ
Ｔ

撮影人数 8,719 8,200 8,609 8,953 8,962 338 369 409 398 499 2,119 2,120 1,865 2,116 2,284 6,897 6,503 6,775 7,125 6,760 887 980 960 1,023 969
頭頚部 2,121 2,067 2,088 1,941 1,808 297 324 357 354 438 435 465 410 489 664 2,594 2,203 2,205 2,087 2,134 340 397 316 346 309
胸　部 4,617 4,143 4,641 4,868 5,044 19 28 53 28 39 779 728 672 849 1,078 3,222 3,219 3,331 3,349 2,715 294 315 358 328 351
腹　部 4,998 4,631 4,886 5,120 5,082 39 47 31 32 54 738 750 778 934 1,102 3,432 3,353 3,360 3,524 2,937 152 162 177 180 174
脊椎・四肢 855 1,235 1,480 1,507 1,540 3 0 4 3 21 218 228 70 75 87 666 693 572 719 1,558 87 72 83 137 144
心　臓 360 228 204 158 194 — — — — — 0 0 0 0 0 68 68 96 104 68 161 195 217 267 213
画像処理 2,033 1,248 1,437 1,428 1,496 — — — — — 1,256 1,793 1,295 2,143 1,695 797 744 656 814 856 421 483 482 546 526

Ｍ
Ｒ
Ｉ

撮影人数 2,131 2,298 2,229 2,416 2,303 — — — — — 484 390 395 406 434 915 1,610 1,436 1,704 1,519 1,609 1,769 1,700 1,779 1,739
頭頚部 926 882 830 934 838 — — — — — 357 268 266 294 252 57 687 661 797 691 1,372 1,468 1,377 1,360 1,279
胸　部 8 14 5 7 11 — — — — — 0 3 2 1 1 387 9 23 15 8 21 19 24 45 45
腹　部 422 525 539 641 802 — — — — — 19 14 31 27 39 387 356 420 498 425 166 124 149 186 166
脊椎・四肢 923 1,090 1,090 1,120 1,007 — — — — — 115 115 107 128 154 643 637 449 481 518 363 485 515 526 557
心　臓 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 226 292 292 194
画像処理 1,556 1,279 1,232 1,291 1,284 — — — — — 312 216 227 233 251 1,520 1,225 1,233 1,555 1,194 232 315 276 304 267

Ｒ
Ｉ

撮影人数 87 55 81 69 92 — — — — — — — — — — 49 34 24 42 27 126 149 140 163 162
ガンマカメラ 60 8 5 15 1 — — — — — — — — — — 9 5 1 6 2 157 173 183 162 161
全身スキャン 29 23 46 39 68 — — — — — — — — — — 22 29 17 33 23 24 38 29 44 36
SPECT 67 76 102 74 110 — — — — — — — — — — 48 33 22 38 26 88 116 108 131 131
負荷検査(再掲） 55 26 26 14 19 — — — — — — — — — — 1 0 0 0 0 33 29 37 21 16

治
療

治療人数 — — — — — — — — — — — — — — — 374 548 133 0 0 142 154 164 149 63
一般照射 — — — — — — — — — — — — — — — 1,163 2,226 567 0 0 1,906 2,066 2,310 1,772 756
全身照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
術中照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
治療計画 — — — — — — — — — — — — — — — 24 35 0 0 0 99 99 118 102 32

血液照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
画像取込み及びコピー 3,607 2,587 2,664 2,786 3,163 0 133 0 142 176 429 466 467 522 502 1,179 1,289 1,192 1,308 1,384 2,418 2,354 2,250 2,344 2,469
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●画像診断� （単位：人、件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院 こども病院
年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

撮
影
部
門

一
般
撮
影

撮影人数 28,907 26,352 24,260 24,751 24,309 501 492 541 458 497 5,033 4,899 4,054 3,911 3,817 15,614 14,496 12,331 15,247 13,431 20,804 20,038 18,657 19,202 18,838
頭　部 1,237 1,029 916 789 806 3 0 0 0 3 22 9 1 4 2 73 73 42 71 37 429 383 388 424 489
胸　部 15,593 14,537 12,833 13,366 13,378 457 467 471 408 436 3,081 3,126 2,801 2,697 2,627 8,006 7,501 6,434 8,452 7,483 15,672 14,988 13,853 13,881 13,684
腹　部 2,691 2,430 2,194 2,005 2,190 56 42 118 81 71 321 155 240 234 130 1,887 1,726 1,244 2,479 1,508 2,239 1,901 1,969 1,844 1,864
脊椎・四肢・骨盤・その他 14,778 16,544 15,797 16,047 15,627 29 33 38 34 56 3,370 3,110 2,059 1,941 1,755 10,588 9,089 7,856 9,431 9,418 3,852 3,893 3,617 4,110 4,093

ポータブル撮影
(再掲）

病　室 1,659 1,473 952 1,089 1,073 0 10 22 23 22 287 354 321 248 90 765 676 541 1,033 753 9,770 8,643 8,404 8,530 8,300
手術室 947 1,019 1,088 1,126 1,090 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 495 432 361 442 448 543 502 569 465 499

乳房撮影
（マンモグラフィー）

撮影人数 857 711 940 892 949 — — — — — 279 234 297 245 288 379 405 387 440 369 0 0 0 0 0
件　数 1,709 1,418 1,617 1,778 1,892 — — — — — 564 476 602 492 573 1,395 1,612 1,523 1,752 1,462 0 0 0 0 0

骨塩定量
撮影人数 646 577 639 667 774 — — — — — 111 120 109 139 148 562 505 516 583 643 0 0 0 0 0
件　数　 1,037 923 1,072 1,090 1,353 — — — — — 333 360 327 417 442 1,057 955 969 1,096 1,200 0 0 0 0 0

透
視
・
造
影
撮
影
部
門

撮影人数 1,388 1,440 1,480 1,382 1,381 — — — — — 81 69 69 56 67 1,505 1,536 1,384 1,459 1,259 479 417 442 463 446
消化管系 311 244 225 205 194 — — — — — 18 12 20 20 17 1,104 1,137 984 1,067 837 158 134 130 148 134
胆のう・膵臓系 116 160 118 130 110 — — — — — 0 0 0 0 1 64 47 85 106 114 5 4 1 6 6
尿路系 1 4 13 11 7 — — — — — 0 2 0 0 0 42 61 73 62 93 218 202 173 188 186
脊髄腔系 50 70 113 111 105 — — — — — 0 0 8 3 3 58 61 27 20 14 0 0 1 2 2
関節腔系 0 3 6 0 1 — — — — — 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 11 49 20 75 48
その他 61 18 18 17 21 — — — — — 1 2 4 7 10 11 18 17 17 8 121 62 64 69 57
造影を伴わない透視及び撮影 301 204 178 145 143 — — — — — 39 42 37 26 36 77 73 97 62 71 57 102 140 92 130
外科用イメージ 552 601 629 653 651 — — — — — 23 11 0 0 0 167 160 138 147 128 215 153 208 130 157

血
管
撮
影

頭頚部血管 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 7 15
心臓血管 132 108 140 76 102 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 356 308 331 262 311
腹部血管 0 2 0 3 2 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 6
その他血管 32 35 48 33 52 — — — — — 0 0 0 0 0 101 79 87 99 0 520 467 549 456 547
治療行為 69 80 88 65 110 — — — — 0 0 0 0 0 64 58 67 63 0 101 102 108 82 79

Ｃ
Ｔ

撮影人数 8,719 8,200 8,609 8,953 8,962 338 369 409 398 499 2,119 2,120 1,865 2,116 2,284 6,897 6,503 6,775 7,125 6,760 887 980 960 1,023 969
頭頚部 2,121 2,067 2,088 1,941 1,808 297 324 357 354 438 435 465 410 489 664 2,594 2,203 2,205 2,087 2,134 340 397 316 346 309
胸　部 4,617 4,143 4,641 4,868 5,044 19 28 53 28 39 779 728 672 849 1,078 3,222 3,219 3,331 3,349 2,715 294 315 358 328 351
腹　部 4,998 4,631 4,886 5,120 5,082 39 47 31 32 54 738 750 778 934 1,102 3,432 3,353 3,360 3,524 2,937 152 162 177 180 174
脊椎・四肢 855 1,235 1,480 1,507 1,540 3 0 4 3 21 218 228 70 75 87 666 693 572 719 1,558 87 72 83 137 144
心　臓 360 228 204 158 194 — — — — — 0 0 0 0 0 68 68 96 104 68 161 195 217 267 213
画像処理 2,033 1,248 1,437 1,428 1,496 — — — — — 1,256 1,793 1,295 2,143 1,695 797 744 656 814 856 421 483 482 546 526

Ｍ
Ｒ
Ｉ

撮影人数 2,131 2,298 2,229 2,416 2,303 — — — — — 484 390 395 406 434 915 1,610 1,436 1,704 1,519 1,609 1,769 1,700 1,779 1,739
頭頚部 926 882 830 934 838 — — — — — 357 268 266 294 252 57 687 661 797 691 1,372 1,468 1,377 1,360 1,279
胸　部 8 14 5 7 11 — — — — — 0 3 2 1 1 387 9 23 15 8 21 19 24 45 45
腹　部 422 525 539 641 802 — — — — — 19 14 31 27 39 387 356 420 498 425 166 124 149 186 166
脊椎・四肢 923 1,090 1,090 1,120 1,007 — — — — — 115 115 107 128 154 643 637 449 481 518 363 485 515 526 557
心　臓 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 226 292 292 194
画像処理 1,556 1,279 1,232 1,291 1,284 — — — — — 312 216 227 233 251 1,520 1,225 1,233 1,555 1,194 232 315 276 304 267

Ｒ
Ｉ

撮影人数 87 55 81 69 92 — — — — — — — — — — 49 34 24 42 27 126 149 140 163 162
ガンマカメラ 60 8 5 15 1 — — — — — — — — — — 9 5 1 6 2 157 173 183 162 161
全身スキャン 29 23 46 39 68 — — — — — — — — — — 22 29 17 33 23 24 38 29 44 36
SPECT 67 76 102 74 110 — — — — — — — — — — 48 33 22 38 26 88 116 108 131 131
負荷検査(再掲） 55 26 26 14 19 — — — — — — — — — — 1 0 0 0 0 33 29 37 21 16

治
療

治療人数 — — — — — — — — — — — — — — — 374 548 133 0 0 142 154 164 149 63
一般照射 — — — — — — — — — — — — — — — 1,163 2,226 567 0 0 1,906 2,066 2,310 1,772 756
全身照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
術中照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
治療計画 — — — — — — — — — — — — — — — 24 35 0 0 0 99 99 118 102 32

血液照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
画像取込み及びコピー 3,607 2,587 2,664 2,786 3,163 0 133 0 142 176 429 466 467 522 502 1,179 1,289 1,192 1,308 1,384 2,418 2,354 2,250 2,344 2,469



74　地域の明日を医療で支える

（単位：件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 493,436 78,668 485,575 72,398 471,963 76,237 491,290 82,842 467,079 87,640 33,789 0 33,776 0 38,450 0 34,614 0 42,562 0 121,225 22,368 118,202 23,338 120,716 19,506 122,110 23,698 120,789 23,657 484,675 18,253 476,476 21,295

生化学検査Ⅱ 18,449 843 18,072 714 18,026 747 16,942 1,190 15,220 1,572 1,405 0 1,290 0 1,606 0 1,621 0 1,996 0 4,412 1,230 3,905 796 4,154 695 4,279 840 4,688 847 16,936 939 15,510 1,092

薬物検査 129 0 117 0 132 0 108 0 53 0 870 0 750 0 745 0 611 0 909 0 354 56 268 51 233 30 177 26 115 33 185 0 150 0

微生物学的検査(一般） 13,594 65 13,290 48 10,237 56 10,532 60 10,499 61 — — — — — — — — — — 3,060 24 2,433 24 2,297 25 3,522 24 3,764 24 4,322 51 4,459 48

微生物学的検査(特殊） 2,243 144 2,110 142 1,291 236 1,482 184 1,388 0 0 0 0 0 0 0 0 0 694 0 246 0 95 0 34 — 18 0 0 0 282 0 274 1

免疫学的検査 43,733 15,477 42,038 14,547 37,710 15,095 48,368 14,837 65,451 15,863 1,602 56 1,638 18 1,738 50 1,991 0 2,298 0 7,324 1,221 6,061 1,292 4,300 1,210 4,091 1,380 6,129 1,907 26,895 4,430 23,718 4,739

輸血検査 3,513 0 4,572 0 5,162 0 4,870 0 5,005 0 — — — — — — — — — — 174 0 93 0 56 — 69 0 49 0 789 0 697 0

血液学的検査 89,790 8,254 85,915 7,364 83,166 7,753 85,622 8,452 80,675 9,096 4,306 0 4,626 0 5,192 0 5,104 0 5,854 0 15,241 3,131 14,939 3,185 15,344 2,881 14,612 2,951 16,836 3,211 67,961 3,190 65,103 3,667

一般検査 19,133 13,435 19,973 11,375 20,069 12,217 20,817 13,333 21,051 14,151 301 0 380 0 546 0 338 0 422 0 6,125 2,219 5,677 2,325 5,553 2,041 5,403 2,366 5,649 2,349 18,297 3,247 16,871 3,635

遺伝子検査 43 58 42 24 412 31 1,875 23 1,596 21 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 221 5 1,351 0 2,887 0 0 0 0 0

血液ガス 923 0 800 0 853 0 1,040 0 1,073 0 — — — — — — — — — — 279 0 268 0 279 — 545 0 652 0 497 0 601 0

採血業務 20,801 0 21,651 0 20,740 0 22,404 0 22,299 0 — — — — — — — — — — 13,270 1,020 12,384 558 12,334 — 14,530 0 8,784 0 23,902 1,363 23,864 1,591

その他 0 46 0 52 0 41 0 53 0 43 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0

病
理
細
胞
診

病理組織検査 5,264 0 4,848 0 5,074 0 4,988 0 4,892 0 — — — — — — — — — — 353 3 269 5 251 6 279 9 293 17 2,497 62 2,596 94

細胞診検査 4,249 1,804 4,726 1,577 5,178 1,701 5,481 1,974 5,552 1,996 — 0 — 0 — 2,191 — 1,003 — 376 226 426 271 395 237 387 258 443 304 406 2,068 667 2,085 281

剖　検 18 0 36 0 18 0 0 0 18 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 0 1 0 0

生
理
検
査

心電図 6,277 3,792 6,056 3,256 5,678 3,499 5,682 3,825 5,832 4,032 530 0 571 0 649 0 585 0 641 0 1,414 907 1,393 909 1,348 790 1,403 936 1,386 916 3,676 1,363 3,119 1,591

負荷心電図 13 0 3 0 7 0 9 0 6 0 — — — — — — — — — — 10 0 13 0 10 — 11 0 10 0 54 12 51 8

ホルター心電図 135 0 75 0 77 0 79 0 71 0 — — — — — — — — — — 94 0 64 0 46 — 66 0 40 0 278 0 324 0

トレッドミル検査 8 0 13 0 9 0 7 0 10 0 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 1 0 0 0

脳　波 50 0 53 0 48 0 47 0 63 0 0 0 21 0 13 0 5 0 9 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 12 0 13 0

賦活脳波 45 0 35 0 34 0 39 0 41 0 23 0 54 0 47 0 47 0 43 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 19 0 29 0

心臓超音波 1,464 0 1,254 0 1,459 0 1,432 0 1,393 0 44 0 22 0 24 0 20 0 20 0 409 0 332 0 355 — 339 0 301 0 1,104 0 948 3

その他の超音波 3,943 3,006 5,393 2,827 5,818 2,820 6,090 3,186 5,828 3,407 19 0 14 0 13 0 6 0 24 0 794 1,135 546 1,213 680 1,155 752 1,317 781 1,391 1,046 711 883 733

呼吸機能検査 1,538 4,470 1,581 4,092 1,966 1,542 2,087 66 1,882 0 28 0 — 0 — 0 — 0 — 0 169 225 63 235 96 219 61 193 41 265 821 942 676 1,031

誘発電位 910 0 552 0 426 0 427 0 479 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 20 0 8 0 30 — 12 9 4 0 168 0 156 0

眼底カメラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 249 0 253 — 232 0 273 0 275 0 0 0 0

脈　波 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 0 82 52 109 76 113 77 121 85 0 0 0 0

聴　力 3,207 3,792 3,033 3,248 3,033 3,485 3,171 3,808 3,360 4,011 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 25 852 27 747 22 732 54 758 70 664 831 1,484 905 1,653

その他 641 513 356 428 324 387 317 435 490 504 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 41 47 3 0 2 — 0 0 0 0 192 81 140 86

院内実施計 733,549 722,169 122,092 698,910 125,847 735,206 134,268 721,306 142,397 42,917 43,142 18 49,023 44,942 1,003 55,472 376 175,265 202,774 168,707 29,990 174,055 35,300 173,693 36,047 657,508 681,196

委託・外注計 134,367 11,416 11,049 11,299 10,579 56 906 2,241 1,433 1,341 35,113 1,278 1,750 2,187 2,382 36,796 5,176

総　　合　　計 867,916 855,677 835,806 880,773 874,282 42,973 44,066 51,264 47,378 57,189 210,378 204,052 200,447 211,542 212,122 694,304 686,372

新生児マススクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

❺　検査の状況
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（単位：件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院

年　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 493,436 78,668 485,575 72,398 471,963 76,237 491,290 82,842 467,079 87,640 33,789 0 33,776 0 38,450 0 34,614 0 42,562 0 121,225 22,368 118,202 23,338 120,716 19,506 122,110 23,698 120,789 23,657 484,675 18,253 476,476 21,295

生化学検査Ⅱ 18,449 843 18,072 714 18,026 747 16,942 1,190 15,220 1,572 1,405 0 1,290 0 1,606 0 1,621 0 1,996 0 4,412 1,230 3,905 796 4,154 695 4,279 840 4,688 847 16,936 939 15,510 1,092

薬物検査 129 0 117 0 132 0 108 0 53 0 870 0 750 0 745 0 611 0 909 0 354 56 268 51 233 30 177 26 115 33 185 0 150 0

微生物学的検査(一般） 13,594 65 13,290 48 10,237 56 10,532 60 10,499 61 — — — — — — — — — — 3,060 24 2,433 24 2,297 25 3,522 24 3,764 24 4,322 51 4,459 48

微生物学的検査(特殊） 2,243 144 2,110 142 1,291 236 1,482 184 1,388 0 0 0 0 0 0 0 0 0 694 0 246 0 95 0 34 — 18 0 0 0 282 0 274 1

免疫学的検査 43,733 15,477 42,038 14,547 37,710 15,095 48,368 14,837 65,451 15,863 1,602 56 1,638 18 1,738 50 1,991 0 2,298 0 7,324 1,221 6,061 1,292 4,300 1,210 4,091 1,380 6,129 1,907 26,895 4,430 23,718 4,739

輸血検査 3,513 0 4,572 0 5,162 0 4,870 0 5,005 0 — — — — — — — — — — 174 0 93 0 56 — 69 0 49 0 789 0 697 0

血液学的検査 89,790 8,254 85,915 7,364 83,166 7,753 85,622 8,452 80,675 9,096 4,306 0 4,626 0 5,192 0 5,104 0 5,854 0 15,241 3,131 14,939 3,185 15,344 2,881 14,612 2,951 16,836 3,211 67,961 3,190 65,103 3,667

一般検査 19,133 13,435 19,973 11,375 20,069 12,217 20,817 13,333 21,051 14,151 301 0 380 0 546 0 338 0 422 0 6,125 2,219 5,677 2,325 5,553 2,041 5,403 2,366 5,649 2,349 18,297 3,247 16,871 3,635

遺伝子検査 43 58 42 24 412 31 1,875 23 1,596 21 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 221 5 1,351 0 2,887 0 0 0 0 0

血液ガス 923 0 800 0 853 0 1,040 0 1,073 0 — — — — — — — — — — 279 0 268 0 279 — 545 0 652 0 497 0 601 0

採血業務 20,801 0 21,651 0 20,740 0 22,404 0 22,299 0 — — — — — — — — — — 13,270 1,020 12,384 558 12,334 — 14,530 0 8,784 0 23,902 1,363 23,864 1,591

その他 0 46 0 52 0 41 0 53 0 43 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0

病
理
細
胞
診

病理組織検査 5,264 0 4,848 0 5,074 0 4,988 0 4,892 0 — — — — — — — — — — 353 3 269 5 251 6 279 9 293 17 2,497 62 2,596 94

細胞診検査 4,249 1,804 4,726 1,577 5,178 1,701 5,481 1,974 5,552 1,996 — 0 — 0 — 2,191 — 1,003 — 376 226 426 271 395 237 387 258 443 304 406 2,068 667 2,085 281

剖　検 18 0 36 0 18 0 0 0 18 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 0 1 0 0

生
理
検
査

心電図 6,277 3,792 6,056 3,256 5,678 3,499 5,682 3,825 5,832 4,032 530 0 571 0 649 0 585 0 641 0 1,414 907 1,393 909 1,348 790 1,403 936 1,386 916 3,676 1,363 3,119 1,591

負荷心電図 13 0 3 0 7 0 9 0 6 0 — — — — — — — — — — 10 0 13 0 10 — 11 0 10 0 54 12 51 8

ホルター心電図 135 0 75 0 77 0 79 0 71 0 — — — — — — — — — — 94 0 64 0 46 — 66 0 40 0 278 0 324 0

トレッドミル検査 8 0 13 0 9 0 7 0 10 0 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 1 0 0 0

脳　波 50 0 53 0 48 0 47 0 63 0 0 0 21 0 13 0 5 0 9 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 12 0 13 0

賦活脳波 45 0 35 0 34 0 39 0 41 0 23 0 54 0 47 0 47 0 43 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 19 0 29 0

心臓超音波 1,464 0 1,254 0 1,459 0 1,432 0 1,393 0 44 0 22 0 24 0 20 0 20 0 409 0 332 0 355 — 339 0 301 0 1,104 0 948 3

その他の超音波 3,943 3,006 5,393 2,827 5,818 2,820 6,090 3,186 5,828 3,407 19 0 14 0 13 0 6 0 24 0 794 1,135 546 1,213 680 1,155 752 1,317 781 1,391 1,046 711 883 733

呼吸機能検査 1,538 4,470 1,581 4,092 1,966 1,542 2,087 66 1,882 0 28 0 — 0 — 0 — 0 — 0 169 225 63 235 96 219 61 193 41 265 821 942 676 1,031

誘発電位 910 0 552 0 426 0 427 0 479 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 20 0 8 0 30 — 12 9 4 0 168 0 156 0

眼底カメラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 249 0 253 — 232 0 273 0 275 0 0 0 0

脈　波 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 0 0 82 52 109 76 113 77 121 85 0 0 0 0

聴　力 3,207 3,792 3,033 3,248 3,033 3,485 3,171 3,808 3,360 4,011 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 25 852 27 747 22 732 54 758 70 664 831 1,484 905 1,653

その他 641 513 356 428 324 387 317 435 490 504 — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 41 47 3 0 2 — 0 0 0 0 192 81 140 86

院内実施計 733,549 722,169 122,092 698,910 125,847 735,206 134,268 721,306 142,397 42,917 43,142 18 49,023 44,942 1,003 55,472 376 175,265 202,774 168,707 29,990 174,055 35,300 173,693 36,047 657,508 681,196

委託・外注計 134,367 11,416 11,049 11,299 10,579 56 906 2,241 1,433 1,341 35,113 1,278 1,750 2,187 2,382 36,796 5,176

総　　合　　計 867,916 855,677 835,806 880,773 874,282 42,973 44,066 51,264 47,378 57,189 210,378 204,052 200,447 211,542 212,122 694,304 686,372

新生児マススクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —



76　地域の明日を医療で支える

（単位：件）

病院名 木曽病院 こども病院

年　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 475,293 19,251 540,431 21,302 509,948 17,395 332,452 — 306,187 — 297,211 — 293,314 — 303,122 —

生化学検査Ⅱ 17,620 900 18,433 989 16,623 949 10,169 — 10,198 — 9,958 — 9,938 — 9,562 —

薬物検査 236 0 220 0 234 0 2,430 — 1,913 — 1,933 — 1,527 — 1,526 —

微生物学的検査(一般） 4,177 0 5,905 48 5,280 0 9,706 — 8,743 — 8,702 — 8,281 — 7,830 —

微生物学的検査(特殊） 1,018 0 288 1 184 0 4 — 69 — 51 — 69 — 54 —

免疫学的検査 25,217 4,235 27,078 4,674 26,228 3,738 35,313 — 33,009 — 29,846 — 29,336 — 28,640 —

輸血検査 732 0 617 0 582 0 4,756 — 5,472 — 5,857 — 4,871 — 4,981 —

血液学的検査 65,788 3,317 78,626 3,694 72,561 3,122 86,193 — 79,770 — 73,100 — 72,095 — 75,319 —

一般検査 14,540 3,631 19,088 3,805 18,948 4,743 16,176 — 16,432 — 15,024 — 13,556 — 13,583 —

遺伝子検査 508 0 1,787 0 3,600 0 416 — 385 — 238 — 1,184 — 3,221 —

血液ガス 572 0 769 0 592 0 29,180 — 25,499 — 23,705 — 23,618 — 25,934 —

採血業務 22,587 1,435 24,577 1,624 22,355 1,494 7,094 — 7,034 — 6,823 — 6,906 — 6,647 —

その他 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

病
理
細
胞
診

病理組織検査 2,459 78 3,062 144 2,610 89 900 — 990 — 1,145 — 1,335 — 1,213 —

細胞診検査 2,639 252 2,263 802 2,295 243 84 — 88 — 72 — 126 — 122 —

剖　検 1 0 0 0 0 0 270 — 437 — 6 — 256 — 234 —

生
理
検
査

心電図 2,951 1,435 3,941 1,624 3,730 1,494 5,641 — 5,925 — 5,260 — 5,526 — 5,263 —

負荷心電図 61 7 41 8 52 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

ホルター心電図 250 0 230 0 216 0 926 — 908 — 888 — 836 — 765 —

トレッドミル検査 0 0 0 0 — — 113 — 120 — 122 — 143 — 57 —

脳　波 23 0 12 0 20 0 43 — 83 — 74 — 61 — 75 —

賦活脳波 24 0 30 0 24 0 566 — 527 — 441 — 531 — 410 —

心臓超音波 928 4 1,065 1 973 3 8,180 — 8,088 — 6,682 — 7,239 — 7,372 —

その他の超音波 981 638 1,071 745 1,160 852 14,578 — 15,132 — 15,094 — 15,726 — 15,929 —

呼吸機能検査 290 475 333 405 261 3 339 — 445 — 256 — 290 — 108 —

誘発電位 117 0 112 0 104 0 341 — 420 — 301 — 336 — 423 —

眼底カメラ 0 0 0 0 — — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

脈　波 0 0 0 0 — — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

聴　力 620 1,485 828 1,681 923 1,640 1,788 — 1,848 — 1,969 — 2,262 — 2,345 —

その他 172 71 163 72 177 2 149 — 199 — 158 — 150 — 180 —

院内実施計 671,312 730,970 41,619 689,680 35,767 567,807 — 529,921 — 504,916 — 499,512 — 514,915 —

委託・外注計 5,706 8,217 6,204 0 11,016 11,575 11,420 11,213

総　　合　　計 677,018 780,806 731,651 567,807 540,937 516,491 510,932 526,128

新生児マススクリーニング検査 — — — — — — 14,562 13,485

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — — 5,595
(10月～3月)



77

❻　人工透析患者の状況

（単位：件）

年 度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

病院名 区分 延件数 1日平均件数 延件数 １日平均件数 延件数 １日平均件数

信州医療センター
入院 257 0.8 452 1.4 271 0.7

外来 5,996 19.2 5,791 18.4 6,109 19.5

阿南病院
入院 121 0.3 148 0.4 81 0.2

外来 2,188 7.0 2,460 7.8 2,633 8.4

木曽病院
入院 398 1.3 450 1.4 417 1.3

外来 10,604 34.0 9,927 31.6 10,011 32.0

（単位：件）

年 度 令和3年度 令和4年度

病院名 区分 延件数 1日平均件数 延件数 １日平均件数

信州医療センター
入院 369 1.0 384 1.1

外来 6,604 21.0 6,588 21.0

阿南病院
入院 99 0.3 125 0.3

外来 2,670 8.5 2,577 8.2

木曽病院
入院 717 2.3 557 1.8

外来 9,851 31.5 8,828 28.2



78　地域の明日を医療で支える

❼　診療科別内視鏡の状況（検査のみ）

（単位：件）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科
検査件数 検査件数 検査件数 検査件数 検査件数

入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 620 2,477 471 1,764 212 1,928 200 1,378 480 2,183

呼吸器・感染症内科 45 27 26 45 17 39 13 21 30 42

脳神経内科 0 0 0 1 0 3 0 0 0 1

循環器内科 19 13 11 7 9 8 7 15 20 12

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小児科 3 0 0 2 0 4 0 0 0 1

外　科 74 189 52 162 38 113 25 106 44 117

整形外科 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 1 5 1 1 0 0 0 0 0 3

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耳鼻咽喉科 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0

呼吸器外科 3 12 13 2 6 2 4 2 4 2

血管外科 0 0 0 0 0 0 3 2 0 2

総合診療科 0 0 99 440 0 0 48 340 130 479

救急科 0 23 129 61 38 42 65 36 135 56

人間ドック 0 3,495 0 3,046 0 0 0 3,577 0 4,735

小　計※ 769 6,244 802 5,532 320 2,140 752 5,905 846 7,633

結　核 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 769 6,244 802 5,532 320 2,140 752 5,905 846 7,633

阿
南
病
院

内　科 76 300 35 300 67 710 41 291 41 328

小児科 0 2 0 1 0 2 0 1 0 0

外　科 0 9 13 17 14 18 1 13 7 22

整形外科 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人間ドック 0 441 0 441 0 425 0 453 0 448

計 80 752 51 759 81 730 42 758 48 798

※治療・処置含む



79

　　診療科別内視鏡の状況（検査のみ）

（単位：件）

年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
病
院
名

診療科
検査件数 検査件数 検査件数 検査件数 検査件数

入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来

木
曽
病
院

内　科 83 1,929 76 1,815 100 1,587 155 1,808 182 1,428

神経内科 1 0 3 0 5 0 1 2 0 0

小児科 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

外　科 31 253 23 254 30 213 32 285 14 240

整形外科 3 0 2 0 4 0 9 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 5 221 1 216 4 219 2 197 11 159

耳鼻咽喉科 0 446 0 489 0 267 0 356 15 381

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 5 29 0 24 0 23 1 26 0 20

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人間ドック 0 1,036 0 1,151 0 1,035 0 1,180 0 1,197

計 129 3,914 105 3,949 143 3,344 200 3,855 222 3,425

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 8 1 12 1 21 0 34 2 47 0

血液腫瘍科 2 0 6 0 13 0 9 0 19 0

新生児科 5 0 2 1 72 0 49 0 74 0

小児集中治療科 98 0 99 0 62 0 61 0 53 0

小児外科 80 68 49 99 43 109 50 166 43 178

整形外科 0 0 0 0 2 0 0 0 3 0

形成外科 0 6 2 1 28 2 6 2 18 4

脳神経外科 0 0 0 0 2 1 1 0 3 1

循環器小児科 23 0 19 0 76 0 21 0 23 1

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

神経小児科 3 0 1 1 51 0 86 0 88 2

耳鼻咽喉科 168 515 163 784 0 956 0 1,289 0 1,455

産　科 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

リハビリテーション科 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 1 0 2 1 2 0 2 0

救急科 0 1 0 1 0 0 0 2 0 0

成育女性科 — — — — — — — — 0 1

計 387 593 354 889 372 1,070 319 1,461 377 1,642

合　　計 1,365 11,503 1,312 11,129 916 7,284 1,313 11,979 1,493 13,498



80　地域の明日を医療で支える

❽　公衆衛生活動の状況

（単位：件）

病院名 信州医療センター

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人間ドック 

2日ドック
（通院） 164 149 128 130 135

日帰り 1,920 1,831 1,913 2,091 2,294

妊婦検診 2,915 4,437 4,508 5,171 5,026

健康診断 1,880 1,639 1,823 1,948 1,999

ガン検診 2,012 1,765 1,892 2,083 2,243

予防接種 3,127 4,968 4,823 4,405 4,507

その他健診 0 0 0 0 0

計 12,701 15,108 15,087 15,828 16,204

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り — — — — —

妊婦検診 — — — — —

健康診断 — — — — —

ガン検診 — — — — —

予防接種 60 67 225 1,636 1,048

その他健診 — — — — —

計 60 67 225 1,636 1,048

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り 477 502 468 511 506

妊婦検診 — — — — —

健康診断 1,291 1,134 1,022 956 1,014

ガン検診 985 945 1,042 1,024 831

予防接種 3,150 3,291 3,680 11,118 7,315

その他健診 83 0 28 17 17

計 5,986 5,872 6,240 13,626 9,683



81

　　公衆衛生活動の状況

（単位：件）

病院名 木曽病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人間ドック 
1泊2日 4 — — — —

日帰り 455 516 452 515 503

妊婦検診 1,669 1,594 1,271 1,231 1,379

健康診断 642 766 690 722 675

ガン検診 290 414 412 396 393

予防接種 4,069 3,919 3,652 6,026 4,253

その他健診 895 1,145 972 1,034 1,061

計 8,024 8,354 7,449 9,924 8,264

（単位：件）

病院名 こども病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り — — — — —

妊婦検診 3,290 4,243 3,697 3,523 2,142

健康診断 — — — — —

ガン検診 — — — — —

予防接種 433 367 367 478 519

その他健診 — — — — —

計 3,723 4,610 4,064 4,001 2,661



82　地域の明日を医療で支える

❾　医療・社会事業相談の状況

（単位：件）

病院名 信州医療センター

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経済問題 2 9 4 18 9

家庭問題 0 0 0 36 0

心理的問題 0 3 0 102 134

療養問題 1,789 1,532 1,692 14,145 16,794

社会問題 0 0 0 1 2

社会福祉制度 245 192 123 623 567

交通事故 0 0 0 0 0

その他 218 448 1,309 629 359

計 2,254 2,184 3,128 15,554 17,865

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経済問題 406 384 345 420 383

家庭問題 106 45 79 85 69

心理的問題 134 94 65 39 66

療養問題 8,527 5,724 6,206 6,954 6,295

社会問題 397 523 492 657 557

社会福祉制度 840 903 1,085 1,249 1,079

その他（連携・連絡等） 143 520 628 3 384

書類チェック 808 1,033 1,134 2,075 1,786

計 11,361 9,226 10,034 11,482 10,619

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経済問題 12 22 13 12 5

家庭問題 3 2 7 8 0

心理的問題 2 1 1 5 0

療養問題 1,364 1,113 1,264 1,079 1,213

社会問題 0 0 12 29 3

社会福祉制度 171 218 691 851 1,052

交通事故 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

計 1,552 1,356 2,036 1,984 2,273



83

　　医療・社会事業相談の状況

（単位：件）

病院名 木曽病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経済問題 382 323 302 701 354

家庭問題 123 115 55 268 136

心理的問題 363 243 206 616 165

療養問題 1,461 1,578 1,294 5,257 5,199

社会問題 11 8 7 9 9

社会福祉制度 1,319 1,423 1,408 2,372 3,352

交通事故 3 4 2 4 0

その他 541 536 302 452 452

計 4,203 4,230 3,576 9,679 9,667

（単位：件）

病院名 こども病院

年度
区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経済問題 885 716 622 864 892

家庭問題 23 26 86 397 540

心理的問題 17 65 74 212 322

療養問題 296 237 567 172 373

社会問題 183 342 594 447 465

社会福祉制度 592 911 948 1,295 1,065

交通事故 0 0 0 0 0

その他 719 854 675 172 98

計 2,715 3,151 3,566 3,559 3,755



84　地域の明日を医療で支える

❿　理学・作業・言語療法の状況

（単位：件）
病院名 信州医療センター

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 2,642 1,945 1,180 1,468 1,045
Ⅱ 0 0 0 0 0

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 9,921 11,753 10,043 9,625 9,796
Ⅱ 0 0 0 0 0

運動器リハビリテーション Ⅰ 24,635 23,156 25,383 21,910 20,779
Ⅱ 0 0 0 0 0

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 8,167 8,460 10,391 9,378 8,087
Ⅱ 0 0 0 0 0

心臓リハビリテーション Ⅰ 2,884 2,175 2,245 2,455 2,410
Ⅱ 0 0 0 0 0

障害児リハビリテーション Ⅰ 0 0 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

がん患者リハビリテーション 2,703 3,279 3,453 3,432 3,772
訪問リハビリテーション 2,946 4,330 4,479 3,836 1,801
摂食機能療法 3,595 3,575 1,256 1,295 1,189
消炎鎮痛等処置 0 0 0 0 0
直達牽引・介達牽引 0 0 0 0 0

計 57,493 58,673 58,430 53,399 48,879

（単位：件）
病院名 阿南病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 0 — — — —
Ⅱ 2,601 1,174 2,010 1,782 1,647

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 0 — — — —
Ⅱ 11,762 8,499 7,313 4,778 5,619

運動器リハビリテーション Ⅰ 3,742 1,845 1,574 2,079 1,790
Ⅱ 0 — — — —

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 333 50 1,967 2,752 2,859
Ⅱ 0 — — — —

心臓リハビリテーション Ⅰ 0 — — — —
Ⅱ 0 — — — —

障害児リハビリテーション Ⅰ 0 — — — —
Ⅱ 0 — — — —

がん患者リハビリテーション 0 43 356 — —
訪問リハビリテーション 968 879 843 1,025 862
摂食機能療法 5,034 — — — —
消炎鎮痛等処置 236 196 0 0 0
直達牽引・介達牽引 7 54 0 0 0

計 24,683 12,740 14,063 12,416 12,777

（単位：件）
病院名 木曽病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 11,202 8,516 7,708 6,008 5,230
Ⅱ — — — — —

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 10,840 9,500 12,333 14,020 11,178
Ⅱ — — — — —

運動器リハビリテーション Ⅰ 10,569 9,932 9,005 8,458 8,242
Ⅱ — — — — —

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 1,899 994 801 1,296 1,918
Ⅱ — — — — —

心臓リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

障害児リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

がん患者リハビリテーション 38 22 3 0 3
訪問リハビリテーション 544 774 844 1,027 855
摂食機能療法 4,330 2,646 4,242 4,611 4,056
消炎鎮痛等処置 0 0 0 1 1
直達牽引・介達牽引 63 52 32 29 37

計 39,485 32,436 34,968 35,450 31,520



85

　　理学・作業・言語療法の状況

（単位：件）
病院名 こども病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 24,976 27,226 26,157 14,589 13,150
Ⅱ 0 0 0 0 0

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 0 92 57 1 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

運動器リハビリテーション Ⅰ 1,035 1,176 1,436 613 939
Ⅱ 0 0 0 0 0

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 1,415 1,904 1,251 668 489
Ⅱ 0 0 0 0 0

心臓リハビリテーション Ⅰ 0 0 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

障害児リハビリテーション Ⅰ 22 12 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

がん患者リハビリテーション 18 405 0 103 767
訪問リハビリテーション 0 22 30 6 7
摂食機能療法 492 801 204 130 122
消炎鎮痛等処置 0 0 0 0 0
直達牽引・介達牽引 0 0 0 0 0

計 27,958 31,638 29,135 16,110 15,474

●精神科専門療法件数� （単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

精神療法 29,600 33,202 35,152 31,082 30,939

精神科作業療法 10,772 11,159 9,631 10,074 9,725

その他の精神科専門療法 597 864 679 686 927

精神科デイケア 9,762 10,683 9,074 7,805 7,819

精神科訪問看護 1,681 1,981 1,931 1,796 2,282

計 52,412 57,889 56,467 51,443 51,692

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

精神療法 976 835 760 777 704

精神科作業療法 — — — — —

その他の精神科専門療法 — — — — —

精神科デイケア — — — — —

精神科訪問看護 128 123 420 420 428

計 1,104 958 1,180 1,197 1,132

⓫　精神科専門療法の状況
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⓬　心理及び言語検査の状況

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

発達及び知能検査 235 239 293 361 318

人格検査 648 608 676 603 574

その他検査 645 695 842 937 851

標準純音聴力検査 — — — — —

遊戯聴力検査 — — — — —

その他の聴力検査 — — — — —

計 1,528 1,542 1,811 1,901 1,743

（単位：件）

病院名 こども病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

発達及び知能検査 635 654 681 626 671

人格検査 60 51 52 3 31

その他検査 22 23 22 11 23

標準純音聴力検査 238 253 212 254 258

遊戯聴力検査 789 756 851 906 995

その他の聴力検査 761 728 807 979 998

計 2,505 2,465 2,625 2,779 2,976
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⓭　栄養管理の状況

●食数� （単位：食）

病院名 信州医療センター

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一般食 137,168 163,581 146,624 146,669 139,907

特別食 84,980 55,593 40,065 37,028 31,786

その他 — — — — —

計 222,148 219,174 186,689 183,697 171,693

（単位：食）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一般食 91,158 85,842 81,100 76,341 78,654

特別食 13,871 15,339 15,802 17,439 17,349

その他 7,046 7,793 6,228 3,332 1,132

計 112,075 108,974 103,130 97,112 97,135

（単位：食）

病院名 阿南病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一般食 33,883 29,313 24,162 26,901 25,228

特別食 17,508 14,864 14,951 12,927 13,480

その他 209 188 120 198 179

計 51,600 44,365 39,233 40,026 38,887

（単位：食）

病院名 木曽病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一般食 85,317 76,015 66,473 76,407 66,743

特別食 30,393 27,237 35,379 44,182 33,719

その他 2,590 2,659 2,550 2,325 2,552

計 118,300 105,911 104,402 122,914 103,014

（単位：食）

病院名 こども病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一般食 132,217 126,256 119,942 116,920 113,396

特別食 14,340 12,224 11,269 15,360 10,656

その他 — — — — —

計 146,557 138,480 131,211 132,280 124,052
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　　栄養管理の状況

●栄養食事指導件数� （単位：件、人）
病院名 信州医療センター

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 551 454 483 602 710

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

その他
個別指導件数 146 111 90 74 40

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 648 767 1,083 1,565 1,488
糖尿病透析予防指導 0 28 0 16 12

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

その他

個別指導件数 166 136 165 51 30
人間ドック 0 126 0 105 108

集団指導
件　数 4 4 0 0 0
延人数 42 24 0 0 0

（単位：件、人）
病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 67 8 23 26 3

集団指導
件　数 12 8 7 9 5
延人数 59 8 7 14 5

その他
個別指導件数 0 65 68 64 55

集団指導
件　数 16 33 6 21 25
延人数 143 226 155 189 178

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 3 5 31 37 33
糖尿病透析予防指導 0 — — — —

集団指導
件　数 0 0 0 — 0
延人数 0 0 0 — 0

その他

個別指導件数 5 4 7 5 7
人間ドック 0 — — — —

集団指導
件　数 50 30 6 10 10
延人数 210 210 67 79 57

（単位：件、人）
病院名 阿南病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 21 24 33 24 20

集団指導
件　数 0 — — — —
延人数 0 — — — —

その他
個別指導件数 12 — 6 13 6

集団指導
件　数 0 — — — —
延人数 0 — — — —

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 47 41 136 149 161
糖尿病透析予防指導 0 — — — —

集団指導
件　数 0 — — — —
延人数 0 — — — —

その他

個別指導件数 40 0 13 2 1
人間ドック 161 135 112 87 70

集団指導
件　数 11 10 12 12 12
延人数 46 36 29 31 32
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　　栄養管理の状況

●栄養食事指導件数� （単位：件、人）
病院名 木曽病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 123 58 82 193 340

集団指導
件　数 0 — 0 0 0
延人数 0 — 0 0 0

その他
個別指導件数 25 22 19 38 145

集団指導
件　数 54 63 48 47 0
延人数 99 101 74 68 0

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 235 537 574 428 341
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 6 5 0 0 1
延人数 35 30 0 0 6

その他

個別指導件数 61 4 3 3 6
人間ドック — — — — —

集団指導
件　数 88 14 5 5 5
延人数 417 34 10 5 8

（単位：件、人）
病院名 こども病院

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 292 200 600 700 607

集団指導
件　数 0 0 0 0 —
延人数 0 0 0 0 —

その他
個別指導件数 769 1,043 752 1,021 890

集団指導
件　数 72 66 18 28 27
延人数 486 368 42 95 121

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 251 253 221 237 280
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 0 0 0 0 —
延人数 0 0 0 0 —

その他

個別指導件数 83 108 122 143 307
人間ドック — — — — —

集団指導
件　数 13 12 2 1 1
延人数 58 39 18 16 12





職員の状況
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職種別職員構成1

（単位：人）

区　分

平成22年４月１日
（機構発足時） 令和５年３月31日 （参考）令和５年４月１日

職員数a 職員数b
対発足時増減

b-a 職員数c
対発足時増減

c-a

うち
県派遣

うち
県派遣 職員数 うち

県派遣
うち

県派遣 職員数 うち
県派遣

医師 160 14 202 14 42 0 209 14 49 0

看護師 710 0 863 0 153 0 883 0 173 0

薬剤師 33 22 50 2 17 △20 51 2 18 △20

診療放射線技師 29 0 29 0 0 0 29 0 0 0

臨床検査技師 36 9 42 0 6 △9 41 0 5 △9

管理栄養士 14 11 16 0 2 △11 16 0 2 △11

作業療法士 9 1 24 0 15 △1 24 0 15 △1

理学療法士 20 6 47 0 27 △6 47 0 27 △6

臨床工学技士 11 0 18 0 7 0 19 0 8 0

言語聴覚士 5 1 8 0 3 △1 6 0 1 △1

視能訓練士 4 0 3 0 △1 0 5 0 1 0

保健師 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0

臨床心理技師 4 4 10 0 6 △4 9 0 5 △4

歯科衛生士 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0

介護支援専門員 1 0 0 0 △1 0 0 0 △1 0

介護福祉員 25 9 29 0 4 △9 27 0 2 △9

精神保健福祉士 4 2 10 0 6 △2 8 0 4 △2

福祉相談員 8 7 13 1 5 △6 12 1 4 △6

事務(技術)職員 77 63 135 14 58 △49 138 14 61 △49

計 1,151 149 1,501 31 350 △118 1,526 31 375 △118

※有期雇用職員（病院等で採用の有期雇用職員を除く。）を含む。



経理の状況
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主な経営指標（平成30年度～令和４年度）0

（単位：％、日）

項　　　　目 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　　考

医
業
収
益
指
標

病
床
利
用
率

信州医療センター 81.2 79.9 68.7 70.0 64.4
H26.8～運用病床数226床、H30.12～
同215床（一般稼働病床数264－地域包
括49）に基づき算出

こころの医療センター
駒ヶ根 78.5 78.1 72.8 70.5 72.7 H23.1～新病棟129床に基づき算出

阿南病院 60.4 57.4 54.3 56.0 54.9
H25.6～新病棟85床、H31.1～運用病
床数77床、R2.4～運用病床数70床に基
づき算出

木曽病院 78.1 69.4 61.2 70.3 60.3 H25.4～運用病床数186床、H30.4～同
159床、R2.3～151床に基づき算出

こども病院 78.0 73.1 69.2 70.1 66.3 H25.10～運用病床数180床に基づき算
出、R5.1〜163床に基づき算出

平
均
在
院
日
数

信州医療センター 14.8 15.4 13.8 14.8 15.6

こころの医療センター
駒ヶ根 69.3 72.7 67.5 64.6 68.3

阿南病院 20.4 19.9 18.3 16.0 16.3

木曽病院 16.5 14.8 15.9 16.0 15.8

こども病院 14.1 12.3 12.8 12.6 12.7

収
支
指
標

経常収支比率 101.8 99.4 103.8 102.8 101.8

医
業
収
支
比
率

信州医療センター 88.4 87.0 83.6 83.6 82.6

こころの医療センター
駒ヶ根 66.6 67.8 63.8 59.0 62.9

阿南病院 58.7 55.2 53.2 57.1 57.3

木曽病院 79.8 77.7 75.5 79.7 73.8

こども病院 82.7 80.1 76.1 76.4 75.2

医
療
材
料
費
比
率

信州医療センター 24.3 27.4 28.9 28.8 30.0

こころの医療センター
駒ヶ根 5.7 5.9 6.4 5.8 5.3

阿南病院 15.5 16.1 16.4 13.7 15.3

木曽病院 22.4 21.4 22.9 21.7 21.4

こども病院 21.3 21.9 23.4 21.7 21.0

【主要指標の算定方式】
○病 床 利 用 率　年間延入院患者数÷年間延病床数×100
○平 均 在 院 日 数　在院患者延日数÷｛（新入院患者＋新退院患者数）÷２｝
○経 常 収 支 比 率　経常収益÷経常費用×100
○医 業 収 支 比 率　医業収益÷医業費用×100
○医療材料費比率　医療材料費（薬品費＋診療材料費）÷医業収益×100
＊経常収支は機構全体、他は病院別に記載
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収益・費用の構成1

●信州医療センター� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 3,488,238 3,295,144 3,733,327 3,609,602 3,693,806 3,797,262 3,873,354 3,784,557 3,871,548 3,853,099

外来診療収益 1,355,235 1,316,063 1,391,209 1,392,586 1,514,501 1,575,435 1,797,622 1,791,563 1,913,281 2,086,089

室料差額収益 12,953 12,538 13,634 11,105 13,759 13,663 28,767 25,042 25,638 22,795

公衆衛生活動収益 170,152 175,420 182,464 180,705 185,054 210,690 199,872 204,051 231,830 240,591

その他医業収益 48,743 45,270 44,570 41,389 42,796 42,754 42,076 38,351 41,168 40,009

保険等査定減 -2,621 -5,580 -5,965 -5,366 -5,721 -6,397 -12,850 -5,361 -11,508 -18,215

医業収益合計　Ａ 5,072,699 4,838,855 5,359,239 5,230,021 5,444,197 5,633,408 5,928,841 5,838,203 6,071,959 6,224,370

医業その他営業収益 999,165 1,008,551 1,035,085 1,045,635 947,062 979,980 1,045,321 1,727,783 1,667,350 1,885,534

（うち)運営費負担金 980,115 986,493 1,012,895 1,026,444 928,691 956,440 995,436 951,697 966,793 1,047,122

営業収益合計　Ｂ 6,071,864 5,847,406 6,394,324 6,275,656 6,391,259 6,613,387 6,974,162 7,565,986 7,739,309 8,109,904

営業外収益　Ｃ 207,112 206,715 199,442 189,900 177,367 197,319 204,531 166,701 153,450 140,403

(うち)運営費負担金(利息分） 156,365 147,873 139,976 131,751 124,270 116,870 109,016 100,607 92,027 83,473

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 6,278,977 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,626 6,810,706 7,178,692 7,732,687 7,892,758 8,250,307

費　用

給与費 3,110,234 3,167,412 3,412,757 3,475,630 3,546,220 3,579,601 3,553,407 3,692,270 3,739,133 3,819,388

(うち)給料 1,221,719 1,256,049 1,314,296 1,330,007 1,379,803 1,357,639 1,316,840 1,387,135 1,427,253 1,429,741

(うち)手当 707,553 648,307 717,011 713,473 693,083 714,574 678,511 674,229 682,664 692,131

(うち)賞与 304,245 330,239 350,937 366,392 389,017 394,836 401,601 451,803 456,059 471,637

(うち)賞与引当金繰入額 153,356 167,657 176,382 194,105 198,257 196,174 194,704 192,106 196,290 216,280

(うち)報酬 221,091 239,638 257,885 224,697 243,025 231,714 302,267 373,594 335,666 371,302

(うち)賃金 64,458 51,362 50,647 62,952 65,113 67,341 48,337 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 76,058 98,470 126,992 131,580 123,003 162,507 150,126 127,163 136,626 123,904

（うち)法定福利費 361,754 375,689 418,606 452,423 454,921 454,816 461,021 486,241 504,575 514,392

材料費 1,278,438 1,148,765 1,274,843 1,282,407 1,367,263 1,431,847 1,690,477 1,749,439 1,811,672 1,932,446

(うち)薬品費 702,750 621,756 676,560 646,955 695,804 781,325 994,102 981,610 987,963 1,069,194

(うち)診療材料費 511,859 474,030 534,067 574,934 607,475 588,076 631,409 704,093 760,295 800,267

(うち)給食材料費 51,033 50,190 60,206 56,814 60,827 59,413 61,519 59,512 59,628 57,968

減価償却費 673,937 670,289 668,541 589,327 579,761 440,203 537,302 545,058 599,599 629,570

資産減耗費 10 0 323 167 163 0 0 0 0 0

経　費 833,586 864,824 821,146 799,083 859,952 904,172 1,019,080 983,348 1,098,666 1,142,204

(うち)光熱水費　 74,137 81,751 75,592 67,782 82,390 87,817 81,262 75,081 82,951 113,821

(うち)修繕費 38,801 51,596 32,168 32,199 50,204 66,569 94,113 61,776 78,177 87,354

(うち)賃借料 92,340 93,374 98,343 93,533 93,524 95,094 107,466 114,943 115,709 114,683

(うち)委託料 424,435 450,484 462,433 466,634 470,872 493,182 534,156 551,860 569,611 551,046

（うち)貸倒引当金 622 2,786 4,933 354 0 0 4,119 5,053 0 3,048

研究研修費 23,614 15,217 13,473 13,298 15,737 18,539 13,829 10,069 11,476 11,897

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 5,919,819 5,866,507 6,191,083 6,159,912 6,369,096 6,374,362 6,814,094 6,980,184 7,260,544 7,535,504

医業事業損益　Ａ－Ｅ -847,120 -1,027,652 -831,844 -929,891 -924,899 -740,954 -885,254 -1,141,981 -1,188,585 -1,311,134

医業営業外費用 272,583 319,173 311,312 298,496 301,891 304,004 353,800 371,519 374,016 377,642

（うち)企業債支払利息 158,240 149,489 140,693 132,029 124,981 118,191 110,214 102,567 93,510 85,192

（うち)雑支出 101,775 157,000 159,162 158,105 168,804 178,498 238,609 266,810 280,854 292,450

経常費用合計　Ｆ 6,192,402 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,670,987 6,678,365 7,167,894 7,351,703 7,634,559 7,913,146

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 86,574 -131,559 91,371 7,148 -102,361 132,341 10,799 380,985 258,199 337,161

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 -6,958 1,793 -2,088 -1,499 -312 -23,081

純損益　Ｇ＋Ｈ 86,574 -131,559 91,371 7,148 -109,319 134,134 8,710 379,486 257,886 314,079



96　地域の明日を医療で支える

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 849,738 944,613 1,004,767 977,127 1,026,447 1,016,383 1,025,973 982,771 946,337 1,011,779

外来診療収益 449,164 466,503 270,680 256,171 269,792 270,213 287,733 274,398 266,617 285,455

室料差額収益 1,455 1,466 2,107 2,023 3,816 4,304 1,797 2,559 2,467 2,416

公衆衛生活動収益 169 142 230 243 232 234 404 310 3,371 1,798

その他医業収益 8,503 8,380 9,682 9,633 9,820 10,079 9,969 9,275 12,462 11,720

保険等査定減 -273 -348 -294 -374 -195 -280 -181 -145 -108 -179

医業収益合計　Ａ 1,308,755 1,420,757 1,287,171 1,244,823 1,309,912 1,300,933 1,325,695 1,269,168 1,231,145 1,312,989

医業その他営業収益 528,551 566,947 634,291 636,387 638,795 638,739 645,913 932,978 873,315 968,865

（うち)運営費負担金 467,602 503,418 576,968 581,609 584,708 584,816 592,602 719,726 714,560 744,480

営業収益合計　Ｂ 1,837,307 1,987,704 1,921,461 1,881,209 1,948,707 1,939,672 1,971,607 2,202,145 2,104,460 2,281,854

営業外収益　Ｃ 56,960 56,664 58,411 52,825 52,005 47,664 45,173 42,155 40,653 38,856

(うち)運営費負担金(利息分） 46,864 46,431 45,151 43,555 41,438 39,227 37,139 34,854 32,513 30,249

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 1,894,266 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,113 2,320,710

費　用

給与費 1,213,490 1,284,123 1,334,148 1,374,815 1,365,825 1,388,547 1,367,771 1,379,444 1,465,012 1,452,340

(うち)給料 550,705 575,955 581,250 593,023 591,545 593,802 560,780 573,937 591,706 610,452

(うち)手当 208,304 210,184 226,203 226,720 210,626 206,050 239,271 240,526 276,174 236,643

(うち)賞与 139,386 153,503 160,432 169,965 176,238 178,861 173,081 174,139 175,262 185,098

(うち)賞与引当金繰入額 65,864 68,079 71,590 73,401 75,998 79,390 78,115 78,388 83,089 91,033

(うち)報酬 48,620 54,658 38,968 29,726 25,679 26,100 31,689 56,943 65,432 61,396

(うち)賃金 10,801 9,920 11,337 26,542 30,667 24,756 19,510 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 33,298 43,404 64,240 64,761 67,141 90,700 77,480 62,773 71,193 54,735

（うち)法定福利費 156,512 168,421 180,128 190,676 187,930 188,888 187,846 192,738 202,155 212,983

材料費 273,835 275,644 102,688 98,416 110,305 111,082 117,452 115,545 103,414 103,437

(うち)薬品費 231,675 233,337 58,745 57,228 64,358 62,716 65,947 60,914 54,516 54,747

(うち)診療材料費 16,055 16,244 14,284 11,395 13,477 11,660 12,512 20,117 16,630 14,804

(うち)給食材料費 25,724 25,954 29,333 29,247 31,969 36,240 38,686 34,164 32,045 33,364

減価償却費 181,877 179,835 178,668 177,963 149,468 173,499 187,074 187,363 190,315 190,041

資産減耗費 10 22 14 23 16 0 0 0 0 0

経　費 214,934 226,904 244,852 243,172 271,868 273,408 275,615 301,914 325,037 335,016

(うち)光熱水費　 23,978 25,299 24,396 23,345 25,859 28,352 27,670 26,470 28,971 41,516

(うち)修繕費 4,310 4,613 6,638 4,433 5,067 5,998 9,141 13,476 14,440 20,317

(うち)賃借料 16,364 18,841 19,455 19,039 19,310 20,031 19,672 20,479 20,375 19,649

(うち)委託料 129,658 134,406 145,015 147,250 165,900 163,503 159,981 174,019 187,139 179,944

（うち)貸倒引当金 75 0 152 935 0 682 91 0 1,678 1,198

研究研修費 7,666 7,675 8,584 7,683 6,696 5,363 6,223 3,640 4,635 5,008

雑支出 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 1,891,813 1,974,204 1,868,954 1,902,072 1,904,179 1,951,899 1,954,136 1,987,905 2,088,413 2,085,843

医業事業損益　Ａ－Ｅ -583,058 -553,447 -581,783 -657,249 -594,268 -650,966 -628,441 -718,738 -857,268 -772,854

医業営業外費用 73,891 88,915 74,559 73,069 71,348 69,145 72,837 77,440 76,640 75,402

（うち)企業債支払利息 47,263 46,718 45,334 43,623 41,452 39,235 37,041 35,168 32,564 30,436

（うち)雑支出 24,712 40,758 28,315 27,986 30,216 29,909 35,796 42,272 44,076 44,966

経常費用合計　Ｆ 1,965,704 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,044 2,026,972 2,065,345 2,165,053 2,161,245

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ -71,437 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,708 -10,192 178,955 -19,941 159,465

臨時損益　Ｈ -19,241 0 0 0 0 -130 -461 -20 544 0

純損益　Ｇ＋Ｈ -90,679 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,837 -10,653 178,935 -19,397 159,465



97

●阿南病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 484,959 487,246 470,119 534,294 573,920 546,811 482,443 435,568 498,200 508,774

外来診療収益 427,825 362,105 354,303 349,296 345,066 329,359 331,254 370,330 364,239 400,366

室料差額収益 66 12 10 67 65 127 164 72 58 33

公衆衛生活動収益 41,140 41,400 41,360 40,933 40,180 42,378 43,038 45,627 70,019 56,989

その他医業収益 4,985 5,422 6,121 6,249 6,573 5,922 6,390 5,769 5,796 5,590

保険等査定減 -1,090 -1,189 -465 -1,101 -2,427 -5,079 -831 -857 -913 -1,410

医業収益合計　Ａ 957,886 894,996 871,449 929,738 963,377 919,519 862,457 856,509 937,399 970,342

医業その他営業収益 576,354 550,591 816,959 824,969 864,649 848,786 818,960 1,181,308 1,141,369 1,071,691

（うち)運営費負担金 551,741 527,926 792,904 801,868 838,683 826,976 798,689 736,491 738,772 771,619

営業収益合計　Ｂ 1,534,240 1,445,586 1,688,408 1,754,706 1,828,026 1,768,305 1,681,418 2,037,817 2,078,768 2,042,033

営業外収益　Ｃ 28,948 32,172 28,335 28,606 23,657 27,250 29,014 24,297 28,770 28,438

(うち)運営費負担金(利息分） 9,484 13,628 11,697 12,720 10,738 11,576 10,934 10,271 9,596 8,999

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 1,563,188 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471

費　用

給与費 839,101 868,517 870,933 882,020 879,194 894,254 926,002 955,452 964,769 986,663

(うち)給料 341,992 361,370 348,619 356,395 356,427 359,322 365,689 370,224 374,734 378,523

(うち)手当 157,203 158,123 146,426 147,479 152,298 149,706 162,089 159,831 160,451 157,497

(うち)賞与 88,914 98,391 96,181 101,313 104,418 110,156 113,048 107,052 106,826 105,745

(うち)賞与引当金繰入額 41,780 43,692 45,133 47,847 47,912 50,050 52,465 47,475 50,746 57,430

(うち)報酬 61,082 59,107 64,351 63,069 62,279 63,479 68,868 125,185 123,312 120,890

(うち)賃金 21,116 19,965 26,601 24,461 27,493 28,323 19,164 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 23,014 23,526 31,781 23,558 12,159 16,372 21,311 22,582 24,813 40,382

（うち)法定福利費 104,001 104,343 111,841 117,898 116,208 116,846 123,368 123,104 123,889 126,196

材料費 251,539 162,521 163,307 156,507 163,365 158,501 152,712 152,927 140,477 162,172

(うち)薬品費 166,097 87,742 85,297 76,585 83,414 76,655 79,903 78,635 65,497 74,736

(うち)診療材料費 71,424 61,676 64,197 65,180 63,811 65,832 58,723 61,467 62,825 74,097

(うち)給食材料費 12,457 12,111 12,861 14,148 15,489 14,971 12,895 11,734 11,370 12,032

減価償却費 220,914 274,344 263,019 252,195 260,049 219,282 191,878 197,166 209,272 224,865

資産減耗費 10 0 93 93 0 0 0 0 0 0

経　費 325,071 285,245 271,826 270,369 279,591 290,420 285,736 300,559 323,506 315,687

(うち)光熱水費　 37,535 36,271 29,674 27,009 29,268 31,226 30,326 28,755 31,503 44,261

(うち)修繕費 27,639 17,713 15,653 20,693 14,670 20,128 16,937 20,907 19,671 16,098

(うち)賃借料 16,251 12,978 12,806 13,612 13,944 15,872 14,528 15,953 15,868 16,190

(うち)委託料 129,194 137,270 141,653 143,715 149,003 145,623 149,576 164,607 174,197 159,723

（うち)貸倒引当金 0 0 0 12 0 0 127 0 385 0

研究研修費 6,474 5,476 4,456 4,979 4,630 3,764 6,834 3,818 4,046 4,391

雑支出 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 1,643,157 1,596,103 1,573,634 1,566,162 1,586,829 1,566,221 1,563,163 1,609,922 1,642,071 1,693,778

医業事業損益　Ａ－Ｅ -685,271 -701,108 -702,185 -636,424 -623,453 -646,702 -700,705 -753,413 -704,672 -723,435

医業営業外費用 40,977 58,207 58,592 57,065 57,128 57,051 60,057 64,971 63,842 64,388

（うち)企業債支払利息 15,099 23,624 23,038 22,249 21,305 20,091 18,757 17,763 16,393 15,349

（うち)雑支出 23,957 33,695 32,967 32,707 34,223 34,617 39,148 44,745 45,753 47,402

経常費用合計　Ｆ 1,684,133 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,623,273 1,623,220 1,674,893 1,705,913 1,758,165

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ -120,945 -176,552 84,517 160,086 207,725 172,282 87,212 387,221 401,626 312,305

臨時損益　Ｈ -33,906 0 0 0 0 -1,455 -82 -4,254 -434 -12,728

純損益　Ｇ＋Ｈ -154,851 -176,552 84,517 160,086 207,725 170,827 87,130 382,968 401,191 299,578



98　地域の明日を医療で支える

●木曽病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 2,065,627 1,981,952 1,830,399 1,763,322 1,647,929 1,733,739 1,615,866 1,481,435 1,693,872 1,534,573

外来診療収益 1,386,760 1,386,174 1,730,671 1,527,755 1,394,831 1,350,739 1,260,113 1,281,239 1,404,598 1,325,466

室料差額収益 5,165 4,287 4,422 4,124 4,444 3,688 2,975 1,567 3,258 5,370

公衆衛生活動収益 83,182 84,062 86,904 86,809 82,110 79,084 84,654 82,408 92,782 103,268

その他医業収益 23,070 22,727 21,063 21,724 20,404 18,628 18,769 17,078 19,516 18,445

保険等査定減 0 -6,284 -5,582 -6,700 -5,709 -5,179 -7,079 -4,673 -4,120 -5,270

医業収益合計　Ａ 3,563,805 3,472,918 3,667,876 3,397,034 3,144,010 3,180,699 2,975,300 2,859,054 3,209,906 2,981,851

医業その他営業収益 727,628 739,623 896,491 936,319 958,308 974,223 968,781 1,379,138 1,321,876 1,187,474

（うち)運営費負担金 682,873 692,012 840,954 874,849 894,962 915,473 899,734 880,280 880,740 782,048

営業収益合計　Ｂ 4,291,433 4,212,541 4,564,366 4,333,352 4,102,318 4,154,922 3,944,081 4,238,191 4,531,782 4,169,326

営業外収益　Ｃ 147,739 145,726 115,327 104,468 90,787 87,173 69,502 50,238 40,257 32,186

(うち)運営費負担金(利息分） 114,109 105,993 91,701 79,395 66,971 54,323 41,430 29,263 16,724 7,066

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 4,439,172 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,288,429 4,572,039 4,201,512

費　用

給与費 2,078,127 2,140,301 2,214,961 2,325,714 2,245,119 2,249,211 2,236,117 2,256,678 2,382,850 2,369,790

(うち)給料 807,028 834,566 846,296 872,857 842,808 855,940 848,054 877,794 904,986 882,887

(うち)手当 469,272 467,852 456,032 457,168 417,345 398,077 369,302 344,070 370,984 372,325

(うち)賞与 200,988 217,937 228,956 237,147 236,963 258,439 276,143 292,903 301,242 315,843

(うち)賞与引当金繰入額 102,729 108,215 113,611 117,442 117,302 120,811 125,333 123,103 123,239 130,746

(うち)報酬 174,072 171,079 174,768 227,278 223,723 194,984 206,798 235,237 263,055 281,926

(うち)賃金 36,832 38,104 35,030 36,451 39,410 36,669 24,537 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 46,967 56,714 86,565 77,305 77,122 94,755 93,858 87,921 113,003 67,787

（うち)法定福利費 240,240 245,834 273,702 300,067 290,447 289,536 292,092 295,652 306,340 318,276

材料費 949,625 913,736 1,177,423 933,644 790,631 750,067 669,931 689,289 733,331 672,444

(うち)薬品費 502,664 473,765 773,238 595,566 466,233 429,685 364,008 379,474 375,452 344,177

(うち)診療材料費 399,928 399,275 365,031 301,136 286,526 281,402 271,984 276,252 320,138 293,139

(うち)給食材料費 42,119 38,761 36,665 34,477 34,721 33,789 30,353 29,376 33,893 31,048

減価償却費 404,054 352,746 417,554 425,956 419,803 375,972 323,809 244,240 280,742 373,290

資産減耗費 289 182 715 0 309 0 0 0 0 0

経　費 591,262 617,161 593,445 574,360 605,035 601,727 589,145 588,162 621,246 619,023

(うち)光熱水費　 71,923 79,879 72,040 63,847 66,679 67,668 65,330 58,670 60,854 84,895

(うち)修繕費 28,858 35,141 28,390 24,470 38,192 36,255 23,945 30,164 41,097 20,446

(うち)賃借料 70,258 88,701 64,289 60,283 60,408 58,980 58,425 61,873 62,449 58,329

(うち)委託料 299,929 290,319 335,109 331,643 338,251 339,154 346,315 339,770 330,867 336,769

（うち)貸倒引当金 0 0 702 0 0 0 0 2,395 240 1,516

研究研修費 15,038 14,212 10,526 11,531 8,889 9,187 8,916 6,683 7,897 7,932

雑支出 0 792 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 4,038,395 4,039,131 4,414,624 4,271,205 4,069,786 3,986,164 3,827,919 3,785,051 4,026,066 4,042,479

医業事業損益　Ａ－Ｅ -474,590 -566,214 -746,748 -874,171 -925,776 -805,465 -852,619 -925,997 -816,160 -1,060,627

医業営業外費用 197,820 230,682 239,763 205,205 184,274 171,406 159,326 160,926 153,403 135,302

（うち)企業債支払利息 115,709 104,781 93,370 80,790 68,394 55,539 42,403 30,131 17,525 8,104

（うち)雑支出 74,798 120,872 138,910 117,501 108,027 108,597 110,673 124,728 131,877 123,459

経常費用合計　Ｆ 4,236,214 4,269,813 4,654,387 4,476,410 4,254,060 4,157,571 3,987,245 3,945,977 4,179,469 4,177,781

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 202,957 88,454 25,306 -38,590 -60,955 84,524 26,338 342,452 392,570 23,731

臨時損益　Ｈ -7,347 -3,330 -3,893 0 0 -3 -1,666 -3,578 -63,487 -14,093

純損益　Ｇ＋Ｈ 195,610 85,124 21,414 -38,590 -60,955 84,521 24,672 338,874 329,083 9,638



99

●こども病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 4,727,004 4,960,272 4,923,651 5,120,626 5,121,784 5,387,718 5,405,108 5,241,419 5,226,470 5,212,130

外来診療収益 798,658 835,279 698,055 749,973 787,522 827,063 846,806 840,572 872,288 821,965

室料差額収益 8,357 10,853 12,168 10,006 9,969 10,112 14,413 12,889 17,544 15,913

公衆衛生活動収益 21,606 21,032 21,041 22,051 30,317 29,865 45,167 50,247 54,918 79,946

その他医業収益 28,645 26,216 25,880 26,527 27,049 23,979 21,589 31,817 50,030 63,668

保険等査定減 -27,172 -23,296 -20,341 -20,658 -23,865 -9,548 -23,798 -20,190 -28,881 -26,104

医業収益合計　Ａ 5,557,097 5,830,356 5,660,454 5,908,524 5,952,776 6,269,189 6,309,286 6,156,754 6,192,369 6,167,517

医業その他営業収益 1,747,585 1,786,978 1,680,754 1,685,044 1,758,542 1,831,717 1,828,139 2,104,229 2,161,916 2,128,134

（うち)運営費負担金 1,583,632 1,609,670 1,547,834 1,528,968 1,602,818 1,620,470 1,655,092 1,688,558 1,711,184 1,697,350

営業収益合計　Ｂ 7,304,682 7,617,334 7,341,208 7,593,568 7,711,319 8,100,906 8,137,425 8,260,983 8,354,285 8,295,651

営業外収益　Ｃ 320,642 270,887 254,333 233,096 222,167 200,097 184,486 155,611 134,680 127,927

(うち)運営費負担金(利息分） 229,831 212,470 195,018 176,593 159,173 140,549 121,864 102,479 82,391 63,456

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 7,625,324 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,002 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578

費　用

給与費 3,788,039 3,971,262 4,079,157 4,274,784 4,299,961 4,337,605 4,595,350 4,702,014 4,764,386 4,925,457

(うち)給料 1,393,960 1,475,418 1,466,501 1,516,005 1,532,738 1,544,057 1,595,086 1,705,195 1,700,406 1,758,029

(うち)手当 878,003 859,115 872,768 926,135 903,358 943,011 1,013,736 928,482 873,903 895,234

(うち)賞与 343,101 392,593 392,432 418,006 432,829 444,089 527,115 606,841 617,435 670,408

(うち)賞与引当金繰入額 173,508 189,503 193,502 207,698 208,720 218,035 233,761 227,988 235,325 259,659

(うち)報酬 380,406 344,633 377,007 356,598 370,169 357,020 410,957 452,441 528,598 509,353

(うち)賃金 74,155 75,816 86,754 95,428 101,617 104,445 69,575 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 109,628 173,239 187,774 202,388 204,643 181,683 156,898 156,987 178,279 175,834

（うち)法定福利費 435,278 460,945 502,420 552,526 545,886 545,265 588,221 624,080 630,439 656,940

材料費 1,371,996 1,280,965 1,179,700 1,277,561 1,256,702 1,365,701 1,406,046 1,465,679 1,367,709 1,316,126

(うち)薬品費 610,816 595,477 447,542 484,845 493,862 579,789 581,631 614,669 538,554 470,273

(うち)診療材料費 728,199 657,043 701,443 763,761 734,222 758,556 799,787 827,730 806,181 823,337

(うち)給食材料費 24,081 24,561 27,205 25,875 25,348 23,123 20,848 19,001 20,189 19,989

減価償却費 914,567 868,347 789,293 810,633 764,779 735,288 701,075 728,887 763,017 702,926

資産減耗費 109 202 3,595 21,896 2 0 0 0 0 0

経　費 1,096,667 1,029,311 1,062,940 1,039,198 1,095,676 1,113,172 1,144,622 1,171,684 1,188,053 1,215,285

(うち)光熱水費　 109,588 112,199 102,394 88,857 92,966 98,054 97,337 84,589 94,601 140,663

(うち)修繕費 178,652 79,483 98,094 73,643 85,453 64,546 55,088 57,967 46,374 49,773

(うち)賃借料 160,981 173,656 173,209 175,600 179,926 191,145 223,833 237,851 225,103 231,764

(うち)委託料 463,486 501,364 548,443 573,065 584,656 602,373 618,905 623,969 636,793 623,893

（うち)貸倒引当金 0 455 1,485 496 0 0 0 0 311 0

研究研修費 30,831 36,120 34,161 31,299 27,895 28,431 27,992 25,820 26,378 42,130

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 7,202,209 7,186,208 7,148,845 7,455,371 7,445,016 7,580,198 7,875,085 8,094,084 8,109,542 8,201,924

医業事業損益　Ａ－Ｅ -1,645,112 -1,355,852 -1,488,391 -1,546,847 -1,492,240 -1,311,009 -1,565,799 -1,937,330 -1,917,174 -2,034,407

医業営業外費用 387,490 405,111 381,124 364,911 351,318 347,077 350,647 363,947 333,741 313,251

（うち)企業債支払利息 231,737 214,601 196,008 177,196 160,952 142,442 123,341 104,058 83,616 65,070

（うち)雑支出 147,171 182,712 178,356 183,494 187,489 200,860 226,164 259,509 250,125 247,072

経常費用合計　Ｆ 7,589,699 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,275 8,225,732 8,458,031 8,443,283 8,515,175

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 35,625 296,902 65,573 6,382 137,152 373,728 96,179 -41,437 45,681 -91,597

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 -437 -544 -1,403 -8,086 -153

純損益　Ｇ＋Ｈ 35,625 296,902 65,573 6,382 137,152 373,291 95,635 -42,840 37,595 -91,751



100　地域の明日を医療で支える

●病院合計� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 11,615,566 11,669,226 11,962,262 12,004,970 12,063,886 12,481,914 12,402,744 11,925,750 12,236,428 12,120,355

外来診療収益 4,417,641 4,366,124 4,444,917 4,275,780 4,311,713 4,352,810 4,523,529 4,558,102 4,821,023 4,919,342

室料差額収益 27,996 29,156 32,341 27,325 32,053 31,894 48,117 42,129 48,965 46,527

公衆衛生活動収益 316,249 322,057 331,999 330,741 337,894 362,252 373,135 382,643 452,920 482,592

その他医業収益 113,946 108,016 107,315 105,522 106,642 101,363 98,794 102,290 128,973 139,432

保険等査定減 -31,157 -36,697 -32,647 -34,198 -37,916 -26,483 -44,740 -31,226 -45,530 -51,178

医業収益合計　Ａ 16,460,242 16,457,882 16,846,188 16,710,140 16,814,272 17,303,748 17,401,578 16,979,687 17,642,779 17,657,070

医業その他営業収益 4,579,283 4,652,690 5,063,580 5,128,353 5,167,356 5,273,444 5,307,114 7,325,435 7,165,826 7,241,698

（うち)運営費負担金 4,265,963 4,319,519 4,771,555 4,813,738 4,849,862 4,904,175 4,941,553 4,976,752 5,012,049 5,042,619

営業収益合計　Ｂ 21,039,525 21,110,571 21,909,768 21,838,492 21,981,628 22,577,193 22,708,692 24,305,122 24,808,604 24,898,767

営業外収益　Ｃ 761,402 712,164 655,849 608,895 565,984 559,502 532,706 439,003 397,808 367,810

(うち)運営費負担金(利息分） 556,653 526,395 483,543 444,014 402,590 362,545 320,383 277,474 233,251 193,243

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 21,800,927 21,822,735 22,565,618 22,447,387 22,547,612 23,136,695 23,241,398 24,744,125 25,206,413 25,266,578

費　用

給与費 11,028,992 11,431,615 11,911,956 12,332,963 12,336,320 12,449,220 12,678,647 12,985,858 13,316,149 13,553,638

(うち)給料 4,315,404 4,503,358 4,556,962 4,668,287 4,703,321 4,710,760 4,686,448 4,914,284 4,999,084 5,059,633

(うち)手当 2,420,335 2,343,581 2,418,440 2,470,975 2,376,710 2,411,418 2,462,910 2,347,137 2,364,177 2,353,829

(うち)賞与 1,076,634 1,192,664 1,228,938 1,292,823 1,339,465 1,386,381 1,490,988 1,632,737 1,656,823 1,748,731

(うち)賞与引当金繰入額 537,237 577,146 600,218 640,494 648,189 664,460 684,378 669,060 688,690 755,148

(うち)報酬 885,271 869,115 912,979 901,367 924,874 873,297 1,020,579 1,243,400 1,316,063 1,344,867

(うち)賃金 207,362 195,167 210,370 245,834 264,300 261,534 181,123 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 288,963 395,352 497,352 499,592 484,069 546,018 499,672 457,425 523,914 462,642

（うち)法定福利費 1,297,785 1,355,233 1,486,697 1,613,591 1,595,392 1,595,352 1,652,549 1,721,815 1,767,398 1,828,788

材料費 4,125,432 3,781,632 3,897,960 3,748,535 3,688,267 3,817,198 4,036,619 4,172,878 4,156,603 4,186,624

(うち)薬品費 2,214,003 2,012,077 2,041,382 1,861,177 1,803,670 1,930,169 2,085,592 2,115,302 2,021,982 2,013,128

(うち)診療材料費 1,727,465 1,608,267 1,679,022 1,716,406 1,705,511 1,705,526 1,774,415 1,889,660 1,966,070 2,005,643

(うち)給食材料費 155,413 151,577 166,269 160,562 168,355 167,535 164,301 153,786 157,125 154,400

減価償却費 2,395,349 2,345,563 2,317,075 2,256,073 2,173,860 1,944,244 1,941,139 1,902,714 2,042,945 2,120,692

資産減耗費 429 406 4,740 22,179 490 0 0 0 0 0

経　費 3,061,519 3,023,446 2,994,209 2,926,182 3,112,123 3,182,899 3,314,198 3,345,666 3,556,507 3,627,215

(うち)光熱水費　 317,162 335,398 304,096 270,841 297,162 313,117 301,925 273,566 298,879 425,156

(うち)修繕費 278,260 188,546 180,942 155,438 193,587 193,495 199,224 184,291 199,759 193,987

(うち)賃借料 356,195 387,549 368,102 362,068 367,112 381,123 423,925 451,100 439,504 440,615

(うち)委託料 1,446,701 1,513,844 1,632,653 1,662,307 1,708,682 1,743,834 1,808,934 1,854,224 1,898,609 1,851,375

（うち)貸倒引当金 698 3,240 7,273 1,796 0 682 4,337 7,448 2,615 5,763

研究研修費 83,623 78,700 71,200 68,790 63,847 65,284 63,793 50,030 54,432 71,358

雑支出 48 793 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 20,695,392 20,662,154 21,197,140 21,354,722 21,374,907 21,458,844 22,034,396 22,457,146 23,126,637 23,559,527

医業事業損益　Ａ－Ｅ -4,235,151 -4,204,272 -4,350,952 -4,644,582 -4,560,635 -4,155,096 -4,632,818 -5,477,459 -5,483,858 -5,902,457

医業営業外費用 972,760 1,102,088 1,065,350 998,745 965,958 948,683 996,667 1,038,804 1,001,642 965,985

（うち)企業債支払利息 568,049 539,213 498,442 455,888 417,084 375,497 331,756 289,687 243,608 204,151

（うち)雑支出 372,414 535,036 537,710 519,793 528,760 552,482 650,390 738,063 752,686 755,350

経常費用合計　Ｆ 21,668,153 21,764,242 22,262,490 22,353,467 22,340,865 22,407,528 23,031,063 23,495,950 24,128,278 24,525,512

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 132,774 58,493 303,127 93,920 206,747 729,167 210,335 1,248,175 1,078,135 741,065

臨時損益　Ｈ -60,494 -3,330 -3,893 0 -6,958 -231 -4,841 -10,753 -71,776 -50,055

純損益　Ｇ＋Ｈ 72,280 55,164 299,235 93,920 199,789 728,937 205,494 1,237,422 1,006,359 691,010



101

●阿南介護老人保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入所収益 154,453 157,617 154,430 147,448 141,933 135,413 133,969 142,537 153,888 163,324

通所収益 8,323 9,601 6,741 7,087 4,963 6,204 5,084 3,795 6,772 7,516

利用料収入 27,013 26,094 26,840 26,888 26,346 26,117 25,890 25,328 27,508 30,232

老健収益合計　 Ａ 189,790 193,312 188,010 181,422 173,242 167,734 164,944 171,660 188,168 201,072

老健その他営業収益 32,075 34,399 39,430 40,284 42,090 43,920 45,727 47,976 49,463 54,020

（うち)運営費負担金 32,075 34,399 39,082 40,284 42,090 43,920 45,706 47,976 49,413 53,270

営業収益合計　Ｂ 221,865 227,711 227,441 221,706 215,332 211,654 210,671 219,636 237,631 255,092

営業外収益　Ｃ 22,639 20,873 19,321 17,420 15,462 14,060 11,629 9,823 7,053 4,753

(うち)運営費負担金(利息分） 22,610 20,870 19,187 17,286 15,326 13,282 11,162 8,966 6,698 4,330

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 244,503 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846

費　用

給与費 134,949 145,992 149,742 146,759 142,631 138,907 145,816 141,806 134,889 131,808

(うち)給料 53,656 60,802 61,919 60,200 58,200 52,447 58,172 55,874 54,527 51,143

(うち)手当 18,367 18,953 20,207 19,608 17,874 18,605 17,082 16,200 15,648 13,654

(うち)賞与 12,041 14,676 15,943 14,852 13,658 13,073 14,397 12,749 13,270 13,912

(うち)賞与引当金繰入額 6,390 8,637 9,338 9,787 8,811 9,780 9,910 8,832 7,807 7,942

(うち)報酬 15,198 10,904 9,448 8,655 9,160 11,996 15,198 20,838 24,345 26,633

(うち)賃金 1,131 1,977 4,288 3,138 2,459 3,630 3,117 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 11,481 11,705 7,977 9,742 13,483 10,293 8,190 7,240 -1,410 -1,869

（うち)法定福利費 16,685 18,338 20,621 20,775 18,984 19,083 19,749 20,073 20,703 20,394

材料費 16,768 15,932 15,618 14,378 14,244 13,439 14,034 12,748 12,934 14,048

(うち)薬品費 2,909 2,287 2,213 1,724 2,036 1,609 1,725 1,250 1,483 1,649

(うち)診療材料費 2,132 2,218 2,227 1,916 1,878 1,697 2,010 2,185 2,390 2,579

(うち)給食材料費 11,523 11,428 11,179 10,738 10,331 10,134 10,299 9,313 9,060 9,820

減価償却費 26,259 25,343 25,349 25,849 26,412 22,333 22,696 22,971 23,099 23,295

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 32,864 31,346 34,000 30,709 31,193 33,131 32,078 30,507 33,228 32,748

(うち)光熱水費　 2,483 2,647 2,489 2,185 2,261 2,559 2,700 2,482 2,706 3,550

(うち)修繕費 2,179 444 4,892 2,280 3,584 948 466 1,231 2,609 1,211

(うち)賃借料 2,455 2,460 2,591 2,541 2,488 2,423 2,387 2,496 2,522 2,443

(うち)委託料 18,435 18,369 17,732 17,973 16,427 20,152 18,665 16,263 16,549 16,681

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 0 414 23 0 0

研究研修費 247 320 90 218 87 206 80 91 147 380

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 211,088 218,934 224,799 217,912 214,567 208,016 214,704 208,122 204,297 202,279

老健事業損益　Ａ－Ｅ -21,298 -25,622 -36,788 -36,489 -41,326 -40,282 -49,760 -36,462 -16,129 -1,207

老健営業外費用 25,358 24,967 23,336 21,065 19,112 17,196 15,192 13,235 11,245 8,863

（うち)企業債支払利息 22,787 21,065 19,224 17,303 15,334 13,269 11,104 8,934 6,631 4,237

（うち)雑支出 2,571 3,902 4,113 3,763 3,778 3,927 4,088 4,301 4,614 4,627

経常費用合計　Ｆ 236,446 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 215,543 211,143

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 8,058 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 29,141 48,703

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

純損益　Ｇ＋Ｈ 8,058 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 29,141 48,703



102　地域の明日を医療で支える

●木曽介護老人保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入所収益 180,084 176,576 149,961 153,467 165,408 159,637 156,303 168,553 186,698 189,615

通所収益 10,503 10,758 10,977 10,130 7,737 6,983 7,273 4,547 78 962

利用料収入 24,782 24,065 24,447 25,809 28,983 27,374 26,558 26,211 31,838 30,138

老健収益合計　 Ａ 215,368 211,399 185,385 189,406 202,129 193,994 190,134 199,311 218,614 220,715

老健その他営業収益 22,383 23,423 28,987 31,838 33,087 34,415 36,696 39,338 41,007 48,556

（うち)運営費負担金 22,383 23,423 28,419 31,838 33,071 34,409 36,694 37,438 38,717 42,226

営業収益合計　Ｂ 237,751 234,822 214,371 221,244 235,215 228,410 226,830 238,649 259,621 269,271

営業外収益　Ｃ 23,683 22,171 20,704 19,256 19,929 16,323 15,136 13,174 11,364 9,006

(うち)運営費負担金(利息分） 23,625 22,090 20,598 18,885 17,084 15,200 13,228 11,163 9,004 6,752

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 261,434 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277

費　用

給与費 151,270 152,494 148,587 162,084 144,501 153,600 157,328 183,612 168,111 173,816

(うち)給料 62,221 63,353 60,915 67,462 65,123 64,258 68,291 80,466 72,315 74,561

(うち)手当 22,253 18,654 19,928 21,364 17,128 15,905 19,220 19,291 20,432 22,347

(うち)賞与 13,637 14,921 13,942 17,328 16,147 17,622 18,923 22,335 17,932 19,543

(うち)賞与引当金繰入額 9,339 10,161 9,857 10,331 8,811 10,931 12,242 13,249 11,711 13,441

(うち)報酬 7,977 10,676 10,725 9,569 8,551 17,154 8,864 9,211 7,447 4,796

(うち)賃金 3,243 3,312 3,418 3,424 3,982 3,252 111 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 13,771 12,141 9,519 10,005 3,220 3,560 6,492 12,996 14,869 15,129

（うち)法定福利費 18,829 19,276 20,284 22,601 21,539 20,919 23,186 26,064 23,405 23,999

材料費 17,163 17,149 15,274 16,027 17,491 17,500 17,506 16,544 16,728 16,554

(うち)薬品費 2,284 2,123 1,414 1,802 2,151 2,617 1,956 1,215 1,112 1,150

(うち)診療材料費 2,515 2,726 2,699 2,785 3,084 2,928 3,040 2,790 2,679 2,520

(うち)給食材料費 12,194 12,299 11,161 11,440 12,257 11,955 12,510 12,538 12,936 12,884

減価償却費 17,283 18,039 17,761 17,811 17,909 14,398 14,284 13,908 13,763 14,505

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 30,230 31,234 27,553 28,368 29,025 30,438 39,925 38,716 41,588 39,876

(うち)光熱水費　 3,956 3,974 3,484 3,119 3,349 3,508 3,477 3,271 3,915 5,723

(うち)修繕費 1,682 3,994 1,430 3,388 3,119 2,766 1,614 248 1,230 1,971

(うち)賃借料 3,446 3,136 3,332 3,232 3,221 3,357 3,386 3,458 3,468 3,475

(うち)委託料 14,370 14,342 14,614 15,000 14,767 15,227 26,503 27,549 26,654 21,795

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 599 0 50 0 0

研究研修費 32 263 197 109 82 89 206 42 107 303

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 215,978 219,179 209,372 224,399 209,009 216,024 229,249 252,821 240,297 245,053

老健事業損益　Ａ－Ｅ -610 -7,780 -23,988 -34,993 -6,880 -22,030 -39,115 -53,510 -21,683 -24,338

老健営業外費用 26,137 26,117 24,070 22,447 20,833 19,100 18,280 16,618 14,734 12,222

（うち)企業債支払利息 23,693 22,189 20,566 18,843 17,024 15,122 13,103 11,075 8,872 6,612

（うち)雑支出 2,444 3,928 3,505 3,604 3,809 3,978 5,176 5,543 5,862 5,609

経常費用合計　Ｆ 242,115 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,439 255,031 257,274

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 19,318 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,616 15,953 21,003

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 0 -1 0 -20,681

純損益　Ｇ＋Ｈ 19,318 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,617 15,953 322



103

●介護老人保健施設合計� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入所収益 334,537 334,193 304,390 300,914 307,341 295,050 290,272 311,090 340,586 352,939

通所収益 18,826 20,358 17,718 17,218 12,700 13,187 12,358 8,342 6,850 8,477

利用料収入 51,795 50,159 51,286 52,697 55,329 53,491 52,448 51,539 59,346 60,370

老健収益合計　 Ａ 405,158 404,711 373,395 370,829 375,370 361,728 355,078 370,971 406,782 421,787

老健その他営業収益 54,458 57,822 68,417 72,122 75,177 78,335 82,423 87,314 90,470 102,576

（うち)運営費負担金 54,458 57,822 67,501 72,122 75,161 78,329 82,400 85,414 88,130 95,496

営業収益合計　Ｂ 459,616 462,533 441,812 442,951 450,547 440,064 437,501 458,285 497,252 524,363

営業外収益　Ｃ 46,321 43,044 40,025 36,677 35,391 30,383 26,765 22,997 18,417 13,759

(うち)運営費負担金(利息分） 46,235 42,960 39,785 36,171 32,410 28,482 24,390 20,129 15,702 11,082

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 505,937 505,577 481,837 479,627 485,938 470,447 464,266 481,282 515,668 538,123

費　用

給与費 286,218 298,487 298,329 308,842 287,132 292,506 303,144 325,418 303,001 305,624

(うち)給料 115,877 124,155 122,834 127,662 123,323 116,705 126,463 136,340 126,842 125,703

(うち)手当 40,620 37,607 40,135 40,972 35,002 34,510 36,302 35,491 36,080 36,000

(うち)賞与 25,677 29,597 29,885 32,180 29,805 30,695 33,320 35,084 31,202 33,455

(うち)賞与引当金繰入額 15,729 18,798 19,195 20,117 17,623 20,710 22,152 22,081 19,518 21,384

(うち)報酬 23,175 21,580 20,174 18,224 17,711 29,149 24,062 30,049 31,792 31,428

(うち)賃金 4,374 5,290 7,706 6,563 6,441 6,882 3,228 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 25,252 23,846 17,495 19,747 16,703 13,853 14,682 20,236 13,459 13,260

（うち)法定福利費 35,514 37,614 40,905 43,376 40,523 40,002 42,934 46,137 44,108 44,394

材料費 33,931 33,081 30,892 30,405 31,735 30,939 31,540 29,291 29,661 30,602

(うち)薬品費 5,193 4,410 3,626 3,526 4,187 4,225 3,681 2,466 2,595 2,799

(うち)診療材料費 4,647 4,944 4,926 4,701 4,961 4,625 5,050 4,975 5,070 5,099

(うち)給食材料費 23,716 23,727 22,340 22,178 22,587 22,089 22,809 21,851 21,996 22,704

減価償却費 43,543 43,383 43,111 43,660 44,321 36,731 36,980 36,878 36,862 37,800

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 63,094 62,579 61,552 59,077 60,218 63,569 72,003 69,223 74,816 72,624

(うち)光熱水費　 6,439 6,621 5,973 5,303 5,609 6,067 6,177 5,753 6,621 9,273

(うち)修繕費 3,861 4,437 6,321 5,668 6,702 3,714 2,080 1,480 3,839 3,182

(うち)賃借料 5,901 5,597 5,923 5,772 5,709 5,780 5,774 5,954 5,991 5,918

(うち)委託料 32,806 32,711 32,346 32,973 31,194 35,379 45,167 43,811 43,203 38,476

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 599 414 73 0 0

研究研修費 280 583 287 326 170 295 286 132 254 682

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 427,066 438,113 434,171 442,311 423,576 424,040 443,952 460,943 444,594 447,332

老健事業損益　Ａ－Ｅ -21,908 -33,402 -60,776 -71,482 -48,206 -62,312 -88,875 -89,972 -37,813 -25,545

老健営業外費用 51,496 51,085 47,407 43,512 39,946 36,296 33,472 29,854 25,979 21,085

（うち)企業債支払利息 46,480 43,255 39,790 36,146 32,358 28,391 24,208 20,009 15,503 10,849

（うち)雑支出 5,015 7,830 7,617 7,367 7,587 7,905 9,264 9,844 10,476 10,236

経常費用合計　Ｆ 478,561 489,198 481,578 485,824 463,522 460,336 477,425 490,797 470,573 468,417

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 27,376 16,379 259 -6,196 22,416 10,111 -13,159 -9,515 45,095 69,706

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 0 -1 0 -20,681

純損益　Ｇ＋Ｈ 27,376 16,379 259 -6,196 22,416 10,111 -13,159 -9,516 45,095 49,025



104　地域の明日を医療で支える

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

授業料 — 6,500 11,000 15,700 14,833 14,650 14,800 14,411 14,578 13,328

入学料 — 1,850 1,450 1,300 1,400 1,350 1,600 1,433 1,200 1,050

受験料 — 980 600 640 680 850 720 620 540 400

施設整備費 — 813 1,375 1,963 1,854 1,834 1,850 1,896 1,992 1,856

その他看護師養成所収益 — 0 123 142 203 162 128 131 89 68

看護師養成所収益合計　Ａ — 10,143 14,548 19,744 18,970 18,846 19,098 18,491 18,398 16,702

看護師養成所その他営業収益 — 80,927 103,368 102,832 105,014 103,587 102,706 129,676 130,138 133,038

(うち)運営費負担金 — 72,201 93,441 92,557 94,996 93,712 94,862 122,732 122,634 125,402

営業収益合計　Ｂ — 91,069 117,916 122,576 123,984 122,433 121,804 148,167 148,536 149,740

営業外収益　Ｃ — 3,875 6,887 9,511 9,637 9,165 9,449 9,693 8,963 9,118

(うち)運営費負担金(利息分） — 0 0 0 0 0 0 0 1 9

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ — 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857

費　用

給与費 — 88,937 99,887 113,266 117,042 113,403 111,749 115,073 110,036 129,028

(うち)給料 — 43,794 45,039 49,863 49,977 46,883 45,946 51,335 49,307 48,487

(うち)手当 — 8,902 10,583 11,206 11,291 9,785 8,621 9,476 9,460 10,305

(うち)賞与 — 14,417 12,688 14,003 14,204 13,010 12,458 13,064 12,563 13,291

(うち)賞与引当金繰入額 — 4,064 4,669 4,893 5,507 5,753 6,995 6,624 6,134 7,942

(うち)報酬 — 2,432 3,199 3,604 3,297 3,331 6,720 10,527 10,566 12,150

(うち)賃金 — 993 3,774 4,226 4,152 7,079 6,230 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 — 1,402 6,395 10,140 13,181 12,710 10,033 8,425 6,518 20,594

(うち)法定福利費 — 12,933 13,539 15,331 15,434 14,852 14,744 15,621 15,488 16,259

材料費　 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)薬品費 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)診療材料費 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)給食材料費 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減価償却費 — 11,509 13,027 13,531 13,409 12,911 8,321 10,020 10,531 11,001

資産減耗費 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 — 18,154 26,146 29,657 28,404 28,440 30,300 29,280 28,711 30,892

(うち)光熱水費　 — 858 1,189 1,155 876 836 805 776 996 1,702

(うち)修繕費 — 264 1,526 297 481 499 391 1,060 387 624

(うち)賃借料 — 6,919 11,850 14,378 14,276 14,331 14,866 14,313 14,382 14,493

(うち)委託料 — 1,490 1,301 1,532 1,701 1,770 2,394 1,693 1,778 1,824

(うち)貸倒引当金 — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究研修費 — 993 926 312 330 153 1,607 968 1,447 363

雑支出 — 0 170 0 0 0 0 0 0 0

看護師養成所費用合計　Ｅ — 119,593 140,156 156,767 159,185 154,907 151,977 155,342 150,725 171,284

看護師養成所事業損益　Ａ－Ｅ — -109,451 -125,607 -137,022 -140,215 -136,061 -132,879 -136,851 -132,327 -154,582

看護師養成所営業外費用 — 1,118 1,327 1,352 1,274 1,281 1,747 1,764 1,745 1,869

(うち)企業債支払利息 — 0 0 0 0 0 0 0 2 18

(うち)雑支出 — 1,118 1,327 1,351 1,273 1,281 1,747 1,764 1,743 1,851

経常費用合計　Ｆ — 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153

経常損益　Ｇ＝Ｄ－Ｆ — -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296

臨時損益　Ｈ — 0 0 0 0 0 0 0 0 0

純損益　Ｇ＋Ｈ — -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296
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●本部・本部研修センター� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

一般管理収益合計　Ａ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般管理その他営業収益 205,627 156,639 27,558 24,737 27,361 17,708 22,149 34,879 42,968 42,309

(うち)運営費負担金 176,550 153,203 24,122 21,362 24,948 12,688 16,339 27,391 38,089 42,046

営業収益合計　B 205,627 156,639 27,558 24,737 27,361 17,708 22,149 34,879 42,968 42,309

営業外収益　Ｃ 20,634 25,661 22,156 10,673 6,260 6,595 3,900 2,394 617 1,139

(うち)運営費負担金(利息分） 141 101 53 36 33 69 73 108 144 103

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 226,260 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448

費　用

給与費 259,032 223,028 230,714 274,278 271,756 254,735 280,464 267,887 304,739 276,436

(うち)給料 114,616 99,471 98,619 120,242 119,779 103,526 116,719 119,502 117,060 125,079

(うち)手当 24,923 20,275 24,344 31,282 28,082 24,390 27,573 20,138 33,166 26,844

(うち)賞与 31,022 25,465 27,873 36,460 36,590 34,244 36,940 32,769 37,088 32,277

(うち)賞与引当金繰入額 12,780 11,177 10,375 11,418 11,014 13,232 16,322 14,353 17,845 16,496

(うち)報酬 30,376 24,310 24,426 24,860 24,079 26,618 26,560 1,474 2,960 27,204

(うち)賃金 2,084 2,128 0 0 1,436 1,388 0 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 8,370 9,586 14,158 11,471 13,462 15,521 17,332 16,143 27,283 7,841

(うち)法定福利費 34,862 30,617 30,919 38,545 37,314 35,815 39,017 37,031 42,345 40,696

材料費　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)薬品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)診療材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)給食材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減価償却費 21,043 26,641 18,226 16,694 21,124 24,043 21,272 30,875 37,173 30,975

資産減耗費 0 0 0 63 0 0 0 0 0 0

経　費 69,424 40,018 36,566 52,423 49,915 35,031 34,105 46,971 39,003 51,229

(うち)光熱水費　 190 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)修繕費 1,043 549 347 524 199 483 225 7,298 143 547

(うち)賃借料 1,694 1,948 1,647 1,652 1,486 1,708 2,009 3,139 1,737 1,890

(うち)委託料 17,476 16,259 16,638 26,877 27,153 14,175 15,169 18,454 19,369 31,742

(うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究研修費 19,043 7,692 10,545 12,510 12,533 5,978 4,356 1,732 2,509 2,855

雑支出 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0

一般管理費用合計　Ｅ 368,542 297,398 296,052 355,969 355,327 319,787 340,197 347,465 383,424 361,496

一般管理事業損益　Ａ－Ｅ -368,542 -297,398 -296,052 -355,969 -355,327 -319,787 -340,197 -347,465 -383,424 -361,496

一般管理営業外費用 4,276 3,563 3,794 4,932 4,119 1,838 3,656 9,504 4,770 5,918

(うち)企業債支払利息 178 158 105 72 68 138 147 219 207 149

(うち)雑支出 4,099 3,404 3,689 4,860 4,051 1,700 3,509 5,022 4,563 5,710

経常費用合計　Ｆ 372,818 300,961 299,846 360,902 359,446 321,624 343,853 356,969 388,194 367,414

経常損益　Ｇ＝Ｄ－Ｆ -146,558 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,321 -317,804 -319,697 -344,609 -323,966

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 -382 0 -13 -3 0

純損益　Ｇ＋Ｈ -146,558 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,703 -317,804 -319,710 -344,612 -323,966



106　地域の明日を医療で支える

●機構全体� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

収　益

入院収益 11,615,566 11,669,226 11,962,262 12,004,970 12,063,886 12,481,914 12,402,744 11,925,750 12,236,428 12,120,355

外来診療収益 4,417,641 4,366,124 4,444,917 4,275,780 4,311,713 4,352,810 4,523,529 4,558,102 4,821,023 4,919,342

室料差額収益 27,996 29,156 32,341 27,325 32,053 31,894 48,117 42,129 48,965 46,527

公衆衛生活動収益 316,249 322,057 331,999 330,741 337,894 362,252 373,135 382,643 452,920 482,592

その他医業収益 113,946 108,016 107,315 105,522 106,642 101,363 98,794 102,290 128,973 139,432

保険等査定減 -31,157 -36,697 -32,647 -34,198 -37,916 -26,483 -44,740 -31,226 -45,530 -51,178

医業収益合計　Ａ 16,460,242 16,457,882 16,846,188 16,710,140 16,814,272 17,303,748 17,401,578 16,979,687 17,642,779 17,657,070

老健収益合計 405,158 404,711 373,395 370,829 375,370 361,728 355,078 370,971 406,782 421,787

看護師養成所収益合計 0 10,143 14,548 19,744 18,970 18,846 19,098 18,491 18,398 16,702

医業/老健/看護/一般その他営業収益 4,839,368 4,948,078 5,262,923 5,328,044 5,374,908 5,473,075 5,514,393 7,577,304 7,429,402 7,519,621

(うち)運営費負担金 4,496,971 4,602,745 4,956,619 4,999,779 5,044,967 5,088,904 5,135,154 5,212,289 5,260,902 5,305,563

営業収益合計　B 21,704,768 21,820,813 22,497,055 22,428,756 22,583,520 23,157,397 23,290,147 24,946,453 25,497,360 25,615,180

営業外収益　Ｃ 828,356 784,744 724,917 665,756 617,271 605,646 572,819 474,087 425,804 391,826

(うち)運営費負担金(利息分） 603,029 569,456 523,381 480,221 435,033 391,096 344,846 297,711 249,098 204,437

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 22,533,124 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,791 23,763,042 23,862,966 25,420,539 25,923,164 26,007,006

費　用

給与費 11,574,242 12,042,067 12,540,886 13,029,350 13,012,250 13,109,864 13,374,003 13,694,236 14,033,925 14,264,727

(うち)給料 4,545,897 4,770,777 4,823,454 4,966,055 4,996,399 4,977,875 4,975,576 5,221,461 5,292,292 5,358,902

(うち)手当 2,485,877 2,410,364 2,493,502 2,554,436 2,451,085 2,480,103 2,535,406 2,412,242 2,442,882 2,426,978

(うち)賞与 1,133,333 1,262,143 1,299,384 1,375,465 1,420,064 1,464,330 1,573,707 1,713,654 1,737,676 1,827,753

(うち)賞与引当金繰入額 565,746 611,185 634,457 676,922 682,333 704,155 729,848 712,119 732,186 800,970

(うち)報酬 938,822 917,438 960,777 948,054 969,961 932,395 1,077,922 1,285,450 1,361,382 1,415,649

(うち)賃金 213,820 203,578 221,850 256,622 276,329 276,883 190,580 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 322,585 430,186 535,400 540,950 527,415 588,102 541,719 502,229 571,174 504,338

(うち)法定福利費 1,368,161 1,436,396 1,572,061 1,710,844 1,688,663 1,686,021 1,749,245 1,820,604 1,869,340 1,930,137

材料費 4,159,363 3,814,712 3,928,853 3,778,940 3,720,002 3,848,137 4,068,158 4,202,169 4,186,265 4,217,226

(うち)薬品費 2,219,196 2,016,487 2,045,008 1,864,703 1,807,857 1,934,394 2,089,273 2,117,768 2,024,578 2,015,927

(うち)診療材料費 1,732,112 1,613,211 1,683,948 1,721,107 1,710,472 1,710,151 1,779,465 1,894,635 1,971,139 2,010,742

(うち)給食材料費 179,130 175,304 188,609 182,740 190,942 189,624 187,110 175,637 179,121 177,104

減価償却費 2,459,934 2,427,096 2,391,439 2,329,958 2,252,714 2,017,928 2,007,712 1,980,488 2,127,510 2,200,468

資産減耗費 429 406 4,740 22,242 490 0 0 0 0 0

経　費 3,194,037 3,144,198 3,118,474 3,067,340 3,250,660 3,309,939 3,450,607 3,491,141 3,699,037 3,781,960

(うち)光熱水費　 323,790 342,877 311,258 277,299 303,648 320,019 308,908 280,095 306,497 436,131

(うち)修繕費 283,164 193,796 189,136 161,927 200,968 198,191 201,920 194,129 204,128 198,340

(うち)賃借料 363,791 402,013 387,521 383,870 388,582 402,941 446,574 474,506 461,613 462,916

(うち)委託料 1,496,983 1,564,304 1,682,938 1,723,689 1,768,730 1,795,159 1,871,665 1,918,182 1,962,959 1,923,418

(うち)貸倒引当金 698 3,240 7,273 1,796 0 1,281 4,751 7,521 2,615 5,763

研究研修費 102,947 87,968 82,958 81,938 76,879 71,710 70,042 52,863 58,643 75,258

雑支出 48 812 170 0 0 0 0 0 0 0

営業費用合計　E 21,491,000 21,517,259 22,067,519 22,309,769 22,312,996 22,357,578 22,970,522 23,420,896 24,105,380 24,539,639

(うち)医業費用合計　F 20,695,392 20,662,154 21,197,140 21,354,722 21,374,907 21,458,844 22,034,396 22,457,146 23,126,637 23,559,527

(うち)老健費用合計 427,066 438,113 434,171 442,311 423,576 424,040 443,952 460,943 444,594 447,332

(うち)看護師養成所費用合計 0 119,593 140,156 156,767 159,185 154,907 151,977 155,342 150,725 171,284

(うち)一般管理費用合計 368,542 297,398 296,052 355,969 355,327 319,787 340,197 347,465 383,424 361,496

医業事業損益　Ａ－F -4,235,151 -4,204,272 -4,350,952 -4,644,582 -4,560,635 -4,155,096 -4,632,818 -5,477,459 -5,483,858 -5,902,457

営業外費用　G 1,028,532 1,157,853 1,117,879 1,048,542 1,011,296 988,097 1,035,542 1,079,926 1,034,135 994,857

(うち)企業債支払利息 614,707 582,626 538,337 492,106 449,510 404,026 356,111 309,916 259,320 215,167

(うち)雑支出 381,528 547,389 550,343 533,372 541,671 563,367 664,910 754,694 769,467 773,146

経常費用合計　H＝E+G 22,519,532 22,675,112 23,185,397 23,358,311 23,324,292 23,345,675 24,006,064 24,500,822 25,139,515 25,534,496

経常損益　I＝D－H 13,592 -69,555 36,575 -263,799 -123,501 417,367 -143,098 919,718 783,649 472,510

臨時損益　J -60,494 -3,330 -3,893 0 -6,958 -612 -4,841 -10,767 -71,779 -70,736

純損益　I＋J -46,902 -72,885 32,682 -263,799 -130,458 416,755 -147,940 908,951 711,869 401,774
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貸借対照表2

地方独立行政法人長野県立病院機構

●貸借対照表 （令和5年3月31日現在） （単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

資産の部

　Ⅰ固定資産

　　有形固定資産

　　　土地 3,110,065,208

　　　建物 29,405,248,014

　　　　�建物減価償却累計額 ▲14,612,865,715 14,792,382,299

　　　構築物 632,492,683

　　　　�構築物減価償却累計額 ▲439,661,625 192,831,058

　　　器械備品 13,508,429,678

　　　　�器械備品減価償却累計額 ▲9,435,786,581 4,072,643,097

　　　車両 162,627,978

　　　　�車両減価償却累計額 ▲135,924,137 26,703,841

　　　�その他有形固定資産 34,954,936

　　　　�その他有形固定資産減価
償却累計額 ▲954,929 34,000,007

　　　建設仮勘定 8,273,100

　　　　�有形固定資産　合計 22,236,898,610

　　無形固定資産

　　　借地権 38,440,000

　　　ソフトウェア 2,991,015

　　　電話加入権 164,000

　　　�無形固定資産　合計 41,595,015

　　投資その他の資産

　　　長期貸付金 24,960,000

　　　　貸倒引当金 ▲10,757,917 14,202,083

　　　長期前払費用 13,476,824

　　　その他投資資産 118,000

　　　�投資その他の資産　合計 27,796,907

　　　　�固定資産　合計 22,306,290,532

　Ⅱ流動資産

　　現金及び預金 3,268,912,213

　　未収金 4,606,891,512

　　　貸倒引当金 ▲29,542,249 4,577,349,263

　　医薬品 88,222,331

　　診療材料 105,820,991

　　貯蔵品 11,020,068

　　前払費用 17,747,933

　　立替金 55,403

　　　流動資産　合計 8,069,128,202

　　　　資産合計 30,375,418,734

（単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

負債の部

　Ⅰ固定負債

　　資産見返負債

　　　資産見返補助金 1,319,618,296

　　　資産見返寄附金 58,276,705

　　　資産見返物品受贈額 2,769,780 1,380,664,781

　　長期借入金 7,475,049,726

　　移行前地方債償還債務 6,304,423,607

　　引当金

　　　退職給付引当金 7,053,315,421

　　　役員退職慰労引当金 850,000 7,054,165,421

　　長期リース債務 81,635,334

　　　固定負債　合計 22,295,938,869

　Ⅱ流動負債

　　�寄附金債務 97,379,263

　　�１年以内返済予定長期借入金 1,639,679,979

　　�１年以内返済予定移行前地方債
償還債務 984,098,082

　　�１年以内支払予定リース債務 36,727,764

　　�未払金 1,987,435,041

　　�未払費用 16,258,851

　　�未払消費税等 8,805,500

　　�預り金 153,596,220

　　�賞与引当金 800,970,305

　　�資産除去債務 83,868,305

　　�その他流動負債 3,155,988

　　　流動負債　合計 5,811,975,298

　　　　負債合計 28,107,914,167

純資産の部

　Ⅰ資本金

　　設立団体出資金 305,621,763

　　　資本金　合計 305,621,763

　Ⅱ　資本剰余金

　　資本剰余金 20,106,000

　　　資本剰余金　合計 20,106,000

　Ⅲ利益剰余金

　　積立金 1,540,003,236

　　当期未処分利益 401,773,568

　　（うち当期総利益） (401,773,568)

　　　利益剰余金　合計 1,941,776,804

　　　　純資産　合計 2,267,504,567

　　　負債純資産合計 30,375,418,734
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資本的収入及び支出3

●信州医療センター� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 110,000 99,900 117,352 453,843 567,477 657,066 287,299 310,612 429,673 355,606

国庫(県)補助金 0 420 394 38,930 37,871 0 0 165,707 134,010 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 588 90,000 630 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 600 1,200 3,600 4,800 1,800 0 0 0 0 0

資本的収入合計 110,600 101,520 121,346 497,573 607,735 747,066 287,929 476,319 563,683 355,606

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 4,956 0 0 278,441 417,679 58,239 108,833 138,023 251,493 99,137

医療器械購入費 83,913 87,286 115,753 214,630 181,880 691,512 178,013 331,001 309,196 243,214

備品購入費 18,906 2,026 346 257 4,776 1,609 1,344 15,876 21,044 13,183

車両購入費 2,447 1,261 1,183 0 1,498 2,544 1,690 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 10,789 479 524 2 0 1,023 0 264 0

償還金償還額 753,779 746,466 720,024 734,955 550,528 571,589 599,421 788,387 828,876 843,082

長期貸付金等 16,653 13,600 14,800 7,200 1,265 3,000 0 265 0 0

資本的支出合計 880,653 861,428 852,585 1,236,006 1,157,630 1,328,494 890,324 1,273,551 1,410,873 1,198,616

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 16,500 1,200 47,595 5,372 5,689 221,657 10,526 25,209 94,452 19,279

国庫(県)補助金 4,339 0 833 238 0 0 0 20,409 8,444 495

不要資産売払収入 0 0 0 0 3,000 0 0 0 545 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 1,200 0 1,800 128 0 0 0 0

資本的収入合計 20,839 1,200 49,628 5,610 10,489 221,785 10,526 45,618 103,441 19,774

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 7,402 38,795 0

建設改良工事費 0 0 0 0 0 6,310 0 15,556 28,545 0

医療器械購入費 19,176 968 40,464 5,903 4,403 215,357 6,077 18,245 34,183 0

備品購入費 832 325 1,966 0 2,029 0 1,600 1,228 1,899 19,775

車両購入費 884 0 6,167 0 5,108 0 3,413 707 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 116 0 3,850 0 0

償還金償還額 69,356 144,666 164,945 182,289 165,105 168,280 167,819 225,740 220,249 224,771

長期貸付金等 3,516 2,155 715 340 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 93,765 148,113 214,257 188,532 176,645 390,064 178,908 272,728 323,671 244,546
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●阿南病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 1,281,500 35,700 36,972 54,251 46,475 105,476 56,158 71,320 195,163 62,477

国庫(県)補助金 9,056 0 0 0 997 0 0 18,653 54,826 0

不要資産売払収入 0 0 32 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 960 2,400 0 2,400 1,500 0 0 0 0 300

資本的収入合計 1,291,516 38,100 37,004 56,651 48,972 105,476 56,158 89,973 249,989 62,777

資本的支出

建設工事費 827,878 0 0 0 0 0 0 0 37,710 0

建設改良工事費 56,006 14,776 4,347 4,093 16,524 4,968 25,300 6,479 0 23,903

医療器械購入費 348,171 21,160 23,079 47,603 30,953 100,465 33,197 81,958 212,980 38,157

備品購入費 21,310 0 8,492 2,970 421 489 167 801 164 0

車両購入費 0 0 1,306 0 0 0 0 965 1,050 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 128,535 80,886 158,394 182,811 225,131 241,319 168,019 198,875 206,700 234,833

長期貸付金等 4,320 4,440 5,040 3,240 1,860 600 960 1,920 1,560 2,460

資本的支出合計 1,386,218 121,263 200,657 240,718 274,889 347,841 227,644 290,997 460,164 299,352

●木曽病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 244,000 574,000 179,389 275,416 56,247 29,615 104,499 150,237 240,436 733,072

国庫(県)補助金 70,349 49,412 11,332 11,289 3,695 1,239 55,356 91,165 139,759 983

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 1,730 21,649 130

その他(長期貸付返還金） 4,320 6,960 0 2,280 480 0 2,880 846 2,880

資本的収入合計 318,669 630,372 190,721 288,985 60,422 30,854 162,735 243,978 404,724 734,185

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,130

建設改良工事費 35,680 132,192 48,362 163,942 0 4,212 87,752 52,104 113,862 77,621

医療器械購入費 258,818 489,008 137,249 119,280 59,660 24,758 57,424 153,900 265,242 651,164

備品購入費 8,968 907 1,382 2,431 1,200 258 13,024 38,092 8,280 495

車両購入費 7,102 0 0 1,060 0 1,469 2,063 5,744 19,511 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 405,582 414,451 445,648 517,710 526,204 555,028 500,117 415,316 394,423 176,033

長期貸付金等 15,960 8,820 5,940 7,680 6,720 7,320 4,680 4,080 2,520 5,040

資本的支出合計 732,110 1,045,378 638,581 812,102 593,784 593,044 665,060 669,236 803,838 915,483
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●こども病院� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 389,200 142,100 381,952 1,170,145 356,432 282,298 293,925 409,001 769,353 979,276

国庫(県)補助金 10,669 0 0 130,161 74,941 0 0 185,718 34,691 17,655

不要資産売払収入 0 0 470 20,488 57,429 1,377 32,248 3,314 386 180

その他(長期貸付返還金） 1,500 2,700 3,900 4,500 2,400 204 93 399 0 0

資本的収入合計 401,369 144,800 386,322 1,325,294 491,202 283,879 326,265 598,432 804,430 997,111

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 15,018 169,138

建設改良工事費 28,136 0 190,591 370,886 211,863 13,748 60,312 49,171 164,415 260,035

医療器械購入費 357,774 140,546 191,521 936,395 210,590 272,942 278,497 546,514 626,700 576,885

備品購入費 8,468 1,602 0 0 1,689 227 248 2,104 1,781 812

車両購入費 10,301 0 0 387 50,220 1,150 1,540 0 0 0

ソフトウェア購入費 8,652 0 0 0 0 0 799 0 0 0

償還金償還額 820,139 859,833 910,576 884,002 875,499 985,795 977,206 1,095,251 1,139,173 956,240

長期貸付金等 16,500 10,500 4,500 900 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 1,249,969 1,012,481 1,297,188 2,192,570 1,349,862 1,273,862 1,318,603 1,693,040 1,947,088 1,963,109

●阿南老人介護保険施設� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 7,900 3,900 1,436 12,598 1,900 2,100 6,100 10,300 0 4,950

国庫(県)補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 7,900 3,900 1,436 12,598 1,900 2,100 6,100 10,300 0 4,950

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 6,502 2,095 0 10,638 0 0 0 10,560 0 0

医療器械購入費 1,469 1,937 1,436 1,998 1,967 2,106 1,364 0 0 5,125

備品購入費 0 0 0 0 0 0 2,024 0 0 0

車両購入費 0 0 0 0 0 0 2,782 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 48,363 52,428 54,620 56,912 59,250 61,396 63,657 68,025 70,648 72,528

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 56,333 56,461 56,056 69,548 61,217 63,502 69,828 78,585 70,648 77,653
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●木曽老人介護保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 21,400 3,500 928 0 0 1,300 0 2,800 5,600 25,950

国庫(県)補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 4,103 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 21,400 3,500 928 0 0 1,300 0 2,800 9,703 25,950

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,143

建設改良工事費 20,288 3,590 0 0 0 1,350 0 0 5,280 17,380

医療器械購入費 1,241 0 929 907 0 0 0 2,992 482 5,868

備品購入費 0 0 0 0 0 0 289 0 0 0

車両購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 4,103 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 33,662 35,222 37,155 43,482 45,174 47,351 49,034 51,110 53,609 53,015

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 31 0

資本的支出合計 55,192 38,812 38,084 44,389 45,174 48,701 49,324 54,132 63,474 79,405

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 0 300 297 0 0 0 0 1,480 6,623 2,506

国庫(県)補助金 0 35,725 8,896 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 0 36,025 9,193 0 0 0 0 1,480 6,623 2,506

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 0 39,360 10,945 0 0 0 0 0 4,895 0

医療器械購入費 0 336 0 0 0 0 0 0 0 0

備品購入費 0 0 298 0 0 0 0 1,479 1,846 3,710

車両購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 0 0 0 75 149 149 149 74 296 981

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 71 0 0

資本的支出合計 0 39,696 11,243 75 149 149 149 1,625 7,037 4,691
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●本部� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 20,100 19,000 1,579 10,775 47,380 22,588 67,993 39,041 0 784

国庫(県)補助金 100,974 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 121,074 19,000 1,579 10,775 47,380 22,588 67,993 39,041 0 784

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 77,103 19,008 0 0 16,203 0 0 0 0 0

医療器械購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

備品購入費 41,083 0 1,705 9,828 31,212 22,825 68,005 48,675 0 899

車両購入費 11,294 0 0 1,698 0 1,887 0 2,024 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 1,188 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 13,118 14,443 10,443 13,800 11,495 12,864 15,634 30,129 38,893 36,199

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 142,598 33,451 12,148 26,514 58,910 37,576 83,638 80,828 38,893 37,098

●機構全体� （単位：千円）

年　度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

資本的収入

企業債 2,090,600 879,600 767,500 1,982,400 1,081,600 1,322,100 826,500 1,020,000 1,741,300 2,183,900

国庫(県)補助金 195,387 85,557 21,455 180,618 117,504 1,239 55,356 481,652 371,730 19,133

不要資産売払収入 0 0 502 20,488 61,017 91,377 32,878 5,044 26,684 310

その他(長期貸付返還金） 7,380 13,260 8,700 13,980 7,980 332 2,973 1,245 2,880 300

資本的収入合計 2,293,367 978,417 798,157 2,197,486 1,268,101 1,415,048 917,706 1,507,941 2,142,594 2,203,643

資本的支出

建設工事費 827,878 0 0 0 0 0 0 7,402 91,523 177,411

建設改良工事費 228,669 211,021 254,245 828,000 662,269 88,828 282,198 271,892 568,490 478,076

医療器械購入費 1,070,562 741,241 510,430 1,326,716 489,452 1,307,140 554,572 1,134,610 1,448,783 1,520,413

備品購入費 99,567 4,860 14,190 15,485 41,328 25,408 86,701 108,256 35,014 38,874

車両購入費 32,028 1,261 8,656 3,146 56,826 7,051 11,488 9,440 24,664 0

ソフトウェア購入費 8,652 10,789 479 1,712 2 116 1,822 3,850 264 0

償還金償還額 2,272,534 2,348,395 2,501,806 2,616,036 2,458,536 2,643,771 2,541,056 2,872,906 2,952,867 2,597,681

長期貸付金等 56,949 39,515 30,995 19,360 9,845 10,920 5,640 6,366 4,080 7,500

資本的支出合計 4,596,838 3,357,082 3,320,800 4,810,455 3,718,259 4,083,233 3,483,478 4,414,722 5,125,686 4,819,954
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損益の推移4

●信州医療センター� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 6,278,977 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,626 6,810,706 7,178,692 7,732,687 7,892,758 8,250,307

臨時利益 0 0 0 0 30 43,064 40 0 0 0

収入計 6,278,977 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,656 6,853,771 7,178,732 7,732,687 7,892,758 8,250,307

経常費用 6,192,402 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,670,987 6,678,365 7,167,894 7,351,703 7,634,559 7,913,146

臨時損失 0 0 0 0 6,988 41,271 2,128 1,499 312 23,081

支出計 6,192,402 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,677,975 6,719,636 7,170,022 7,353,201 7,634,872 7,936,228

経常損益 86,574 -131,559 91,371 7,148 -102,361 132,341 10,799 380,985 258,199 337,161

経常損益累積 57,837 -73,722 17,649 24,797 -77,564 54,777 65,576 446,560 704,759 1,041,920

純損益 86,574 -131,559 91,371 7,148 -109,319 134,134 8,710 379,486 257,886 314,079

純損益累積 57,274 -74,285 17,086 24,234 -85,085 49,049 57,759 437,245 695,132 1,009,211

現金収支 -29,284 -204,154 86,583 -51,072 -3,011 52,504 -129,710 48,879 -11,439 28,251

現金収支累積 -120,967 -325,120 -238,537 -289,609 -292,620 -240,115 -369,826 -320,946 -332,385 -304,134

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 1,894,266 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,113 2,320,710

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 545 0

収入計 1,894,266 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,658 2,320,710

経常費用 1,965,704 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,044 2,026,972 2,065,345 2,165,053 2,161,245

臨時損失 19,241 0 0 0 0 130 461 20 2 0

支出計 1,984,945 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,174 2,027,434 2,065,365 2,165,055 2,161,245

経常損益 -71,437 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,708 -10,192 178,955 -19,941 159,465

経常損益累積 -177,665 -196,417 -160,057 -201,162 -175,977 -209,685 -219,877 -40,922 -60,863 98,602

純損益 -90,679 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,837 -10,653 178,935 -19,397 159,465

純損益累積 -516,948 -535,700 -499,340 -540,445 -515,260 -549,097 -559,751 -380,816 -400,213 -240,748

現金収支 -179 -25,921 53,721 -76,650 -8,815 -51,787 -45,451 134,846 -21,060 85,291

現金収支累積 1,610 -24,311 29,410 -47,240 -56,054 -107,841 -153,292 -18,446 -39,506 45,784

●阿南病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 1,563,188 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471

臨時利益 7,450 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 1,570,638 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471

経常費用 1,684,133 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,623,273 1,623,220 1,674,893 1,705,913 1,758,165

臨時損失 41,356 0 0 0 0 1,455 82 4,254 434 12,728

支出計 1,725,489 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,624,728 1,623,301 1,679,147 1,706,347 1,770,893

経常損益 -120,945 -176,552 84,517 160,086 207,725 172,282 87,212 387,221 401,626 312,305

経常損益累積 -70,630 -247,182 -162,665 -2,579 205,147 377,428 464,641 851,862 1,253,487 1,565,793

純損益 -154,851 -176,552 84,517 160,086 207,725 170,827 87,130 382,968 401,191 299,578

純損益累積 -517,463 -694,015 -609,498 -449,412 -241,686 -70,859 16,271 399,239 800,430 1,100,008

現金収支 -74,642 43,025 173,570 178,403 145,769 113,757 39,588 358,869 336,159 223,184

現金収支累積 -61,665 -18,641 154,929 333,332 479,101 592,858 632,445 991,315 1,327,474 1,550,658
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●木曽病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 4,439,172 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,288,429 4,572,039 4,201,512

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 730 0 46

収入計 4,439,172 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,289,159 4,572,039 4,201,558

経常費用 4,236,214 4,269,813 4,654,387 4,476,410 4,254,060 4,157,571 3,987,245 3,945,977 4,179,469 4,177,781

臨時損失 7,347 3,330 3,893 0 0 3 1,666 4,308 63,487 14,139

支出計 4,243,561 4,273,143 4,658,280 4,476,410 4,254,060 4,157,573 3,988,911 3,950,285 4,242,956 4,191,919

経常損益 202,957 88,454 25,306 -38,590 -60,955 84,524 26,338 342,452 392,570 23,731

経常損益累積 676,022 764,476 789,782 751,192 690,237 774,761 801,100 1,143,551 1,536,121 1,559,852

純損益 195,610 85,124 21,414 -38,590 -60,955 84,521 24,672 338,874 329,083 9,638

純損益累積 658,633 743,757 765,170 726,581 665,625 750,147 774,819 1,113,693 1,442,776 1,452,414

現金収支 67,677 28,895 25,621 -141,966 -199,572 -184,520 -195,851 107,629 233,928 156,918

現金収支累積 282,082 310,977 336,598 194,632 -4,940 -189,460 -385,311 -277,682 -43,754 113,164

●こども病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 7,625,324 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,002 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578

臨時利益 0 0 0 0 0 159 0 0 0 0

収入計 7,625,324 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,162 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578

経常費用 7,589,699 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,275 8,225,732 8,458,031 8,443,283 8,515,175

臨時損失 0 0 0 0 0 596 544 1,403 8,086 153

支出計 7,589,699 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,871 8,226,276 8,459,434 8,451,370 8,515,329

経常損益 35,625 296,902 65,573 6,382 137,152 373,728 96,179 -41,437 45,681 -91,597

経常損益累積 732,566 1,029,468 1,095,040 1,101,423 1,238,575 1,612,303 1,708,482 1,667,044 1,712,726 1,621,128

純損益 35,625 296,902 65,573 6,382 137,152 373,291 95,635 -42,840 37,595 -91,751

純損益累積 732,566 1,029,468 1,095,040 1,101,423 1,238,575 1,611,866 1,707,501 1,664,661 1,702,256 1,610,505

現金収支 181,204 409,754 72,648 71,197 74,175 186,912 -116,940 -465,094 -247,431 -337,063

現金収支累積 1,108,556 1,518,309 1,590,957 1,662,154 1,736,329 1,923,241 1,806,301 1,341,207 1,093,776 756,713

●阿南老人介護保健施設� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 244,503 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 244,503 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846

経常費用 236,446 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 219,368 211,143

臨時損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出計 236,446 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 219,368 211,143

経常損益 8,058 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 25,316 48,703

経常損益累積 27,813 32,495 31,122 31,272 28,386 28,888 21,292 29,393 54,710 103,412

純損益 8,058 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 25,316 48,703

純損益累積 27,813 32,495 31,122 31,272 28,386 28,888 21,292 29,393 54,710 103,412

現金収支 -48,029 -18,566 -44,226 -24,315 -23,331 -27,709 -45,214 -31,027 -21,006 -5,222

現金収支累積 -94,369 -112,934 -157,160 -181,475 -204,805 -232,515 -277,729 -308,756 -329,762 -334,984
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●木曽老人介護保健施設� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 261,434 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 261,434 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277

経常費用 242,115 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,439 267,555 257,274

臨時損失 0 0 0 0 0 0 0 1 0 20,681

支出計 242,115 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,440 267,555 277,955

経常損益 19,318 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,616 3,430 21,003

経常損益累積 38,920 50,616 52,249 45,902 71,204 80,813 75,250 57,634 61,064 82,067

純損益 19,318 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,617 3,430 322

純損益累積 38,920 50,616 52,249 45,902 71,204 80,813 75,250 57,633 61,063 61,385

現金収支 16,483 13,722 -9,114 -42,594 -383 -17,116 -33,287 -57,768 -13,193 -2,228

現金収支累積 6,131 19,854 10,740 -31,854 -32,237 -49,353 -82,640 -140,408 -153,601 -155,828

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 0 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 0 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857

経常費用 0 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153

臨時損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出計 0 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153

経常損益 0 -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296

経常損益累積 0 -25,767 -42,447 -68,478 -95,317 -119,907 -142,377 -141,623 -136,595 -150,891

純損益 0 -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296

純損益累積 0 -25,767 -42,447 -68,478 -95,317 -119,907 -142,377 -141,623 -136,595 -150,891

現金収支 0 10,293 -11,060 -15,166 -20,382 -31,930 -10,586 -5,917 7,740 -14,604

現金収支累積 0 10,293 -767 -15,932 -36,315 -68,245 -78,831 -84,748 -77,007 -91,612

●本部事務局・本部研修センター� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 226,260 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 226,260 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448

経常費用 372,818 300,961 299,846 360,902 359,446 321,624 343,853 356,969 388,194 367,414

臨時損失 0 0 0 0 0 382 0 13 3 0

支出計 372,818 300,961 299,846 360,902 359,446 322,006 343,853 356,982 388,197 367,414

経常損益 -146,558 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,321 -317,804 -319,697 -344,609 -323,966

経常損益累積 -395,968 -514,628 -764,760 -1,090,251 -1,416,077 -1,713,398 -2,031,202 -2,350,899 -2,695,508 -3,019,474

純損益 -146,558 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,703 -317,804 -319,710 -344,612 -323,966

純損益累積 -395,968 -514,628 -764,760 -1,090,251 -1,416,077 -1,713,780 -2,031,584 -2,351,294 -2,695,906 -3,019,872

現金収支 -134,453 -103,514 -258,720 -320,336 -310,378 -277,733 -297,284 -316,753 -323,521 -346,967

現金収支累積 -392,864 -496,377 -755,097 -1,075,433 -1,385,811 -1,663,543 -1,960,827 -2,277,581 -2,601,102 -2,948,069
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●機構全体� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 22,533,124 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,791 23,763,042 23,862,966 25,420,542 25,923,164 26,007,006

臨時利益 7,450 0 0 0 30 43,224 40 730 545 46

収入計 22,540,574 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,821 23,806,266 23,863,006 25,421,272 25,923,709 26,007,052

経常費用 22,519,532 22,675,112 23,185,397 23,358,311 23,324,292 23,345,675 24,006,064 24,500,822 25,139,515 25,534,496

臨時損失 67,944 3,330 3,893 0 6,988 43,836 4,881 11,497 72,325 70,782

支出計 22,587,476 22,678,442 23,189,290 23,358,311 23,331,280 23,389,512 24,010,945 24,512,319 25,211,840 25,605,278

経常損益 13,592 -69,555 36,575 -263,799 -123,501 417,367 -143,098 919,720 783,649 472,510

経常損益累積 888,895 819,339 855,914 592,115 468,615 885,982 742,883 1,662,604 2,446,252 2,918,762

純損益 -46,902 -72,885 32,682 -263,799 -130,458 416,755 -147,940 908,953 711,869 401,774

純損益累積 84,826 11,941 44,623 -219,176 -349,634 67,120 -80,819 828,134 1,540,003 1,941,777

現金収支 -21,223 153,535 89,023 -422,499 -345,927 -237,622 -834,735 -226,335 -59,822 -212,440

現金収支累積 728,515 882,051 971,074 548,575 202,648 -34,974 -869,710 -1,096,045 -1,155,867 -1,368,307
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運営費負担金の推移5

●信州医療センター� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 610 610

講義等補充職員経費 15,068 15,068 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 449 449 449

院内
保育所 院内保育所経費 5,079 5,079 5,079

そ
の
他

防災対策経費 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 45,758 45,758 27,626 32,476 75,177 85,403 109,174 56,521 50,010 121,846

病院機構本部経費

　小　　計 147,752 147,752 167,536 172,386 215,087 225,313 249,084 198,152 191,641 263,477

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 24,289 24,289 28,567 28,567 28,567 28,567 28,567 29,960 29,960 29,960

小児部門運営経費 29,008 29,008 16,800 16,800 16,800 16,800 16,800 19,320 19,320 19,320

新生児特定集中治療室運営費 16,892 16,892 21,804 21,804 21,804 21,804 21,804 31,548 31,548 31,548

結核病院運営 109,896 109,896 140,256 140,256 140,256 140,256 140,256 66,528 66,528 66,528

ICU運営費 97,664 97,664 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 10,500 19,273 7,500 7,500 7,500 13,209 13,209 11,629 11,629 11,629

医師確保対策経費 54,610 54,610 50,132 50,132 50,132 50,132 50,132 55,079 55,079 55,079

連携大学員経費

総合医の養成に要する経費 5,600 5,600 5,600

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 49,500 49,500 49,500 49,500

企業債利息 156,365 147,873 139,976 131,751 124,270 116,870 109,016 100,607 92,027 83,473

資本的
収入 企業債元金 440,004 437,609 425,600 434,299 343,345 355,159 370,384 428,681 450,288 458,781

小　　計 988,728 986,614 985,335 985,809 837,874 847,997 855,368 854,152 867,179 867,118

合　　　　計 1,136,480 1,134,366 1,152,871 1,158,195 1,052,961 1,073,310 1,104,452 1,052,304 1,058,820 1,130,595
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●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 506 506

講義等補充職員経費 13,528 13,528 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,081 1,081 1,081

院内
保育所 院内保育所経費

そ
の
他

防災対策経費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 20,647 20,647 10,731 24,699 36,391 33,786 41,803 69,995 67,575 95,233

病院機構本部経費

　小　　計 36,931 36,931 25,149 39,117 50,809 48,204 56,221 84,244 81,824 109,482

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 13,314 13,314 21,587 21,587 21,587 21,587 21,587 12,061 12,061 12,061

小児部門運営経費

新生児特定集中治療室運営費

結核病院運営

ICU運営費

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費 252,642 252,642 295,815 295,815 295,815 295,815 295,815 283,176 283,176 283,176

児童思春期病棟運営経費 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 164,299 164,299 164,299

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 9,338 7,500 4,500 4,500 4,500 5,625 5,625 5,971 5,971 5,971

医師確保対策経費 12,700 12,700 39,445 39,445 39,445 39,445 39,445 42,009 42,009 42,009

連携大学員経費 7,000 7,000 7,000

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費 8,096 8,096 8,096

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 18,000 18,000 18,000

企業債利息 46,864 46,431 45,151 43,555 41,438 39,227 37,139 34,854 32,513 30,249

資本的
収入 企業債元金 34,677 72,331 82,472 91,145 82,552 84,140 83,909 112,870 110,124 112,386

小　　計 477,535 512,918 596,970 586,047 575,337 575,839 573,520 670,336 665,249 665,247

合　　　　計 514,466 549,849 622,119 625,164 626,146 624,043 629,741 754,580 747,073 774,729
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●阿南病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費

講義等補充職員経費

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 500 500 500 500 500 500 500

院内
保育所 院内保育所経費

そ
の
他

防災対策経費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 21,522 21,522 3,599 1,000 16,644 20,334 28,004 19,857 18,174 36,904

病院機構本部経費

　小　　計 104,338 104,338 113,270 110,671 126,315 130,005 137,675 127,221 125,538 144,268

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 9,158 9,158 13,373 13,373 13,373 13,373 13,373 11,672 11,672 11,672

小児部門運営経費 8,288 8,288 0 0 0

新生児特定集中治療室運営費

結核病院運営

ICU運営費

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費 319,048 319,048 165,155 165,155 165,155 165,155 165,155 209,825 209,825 209,825

阿南病院入院単価措置 352,838 352,838 352,838 352,838 352,838 240,760 240,760 240,760

へき地 へき地訪問看護運営経費 2,027 2,027 1,515 1,515 1,515 1,515 1,515 1,431 1,431 1,431

そ
の
他

医師等の研究研修費 6,000 6,000 3,000 3,000 3,000 4,056 4,056 4,987 4,987 4,987

医師確保対策経費 11,430 11,430 36,695 36,695 36,695 36,695 36,695 37,735 37,735 37,735

連携大学員経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 27,000 27,000 27,000 27,000 27,000

企業債利息 9,484 13,628 11,697 12,720 10,738 11,576 10,934 10,271 9,596 8,999

資本的
収入 企業債元金 64,452 40,637 80,058 91,621 112,792 123,339 87,382 102,860 106,824 120,941

小　　計 456,887 437,216 691,331 703,917 723,106 708,547 671,948 619,541 622,830 636,350

合　　　　計 561,225 541,554 804,601 814,588 849,421 838,552 809,623 746,762 748,368 780,618
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●木曽病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 279 279

講義等補充職員経費 18,244 18,244

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 193 193 193

院内
保育所 院内保育所経費 8,179 8,179 8,179

そ
の
他

防災対策経費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,000 4,000 4,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 36,264 36,264 37,630 32,981 48,435 54,120 67,777 60,921 56,957 101,315

病院機構本部経費

　小　　計 142,353 142,353 152,051 147,402 162,856 168,541 182,198 179,657 175,693 220,051

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 23,316 23,316 29,876 29,876 29,876 29,876 29,876 16,763 16,763 16,763

小児部門運営経費 26,936 26,936 21,840 21,840 21,840 21,840 21,840

新生児特定集中治療室運営費 8,446 8,446 10,902 10,902 10,902 10,902 10,902 7,887 7,887 7,887

結核病院運営

ICU運営費 48,832 48,832 52,600 52,600 52,600 52,600 52,600 26,300 26,300 26,300

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費 164,000 164,000 260,362 260,362 260,362 260,362 260,362 362,425 362,425 362,425

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費 2,027 2,027 1,515 1,515 1,515 1,515 1,515 1,431 1,431 1,431

そ
の
他

医師等の研究研修費 7,000 10,000 7,000 7,000 7,000 7,149 7,149 7,939 7,939 7,939

医師確保対策経費 22,860 22,860 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 44,475 44,475 44,475

連携大学員経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費

企業債利息 114,109 105,993 91,701 79,395 66,971 54,323 41,430 29,263 16,724 7,066

資本的
収入 企業債元金 237,103 243,242 261,801 300,345 305,004 319,681 290,285 233,403 237,827 94,777

小　　計 654,629 655,652 780,604 806,842 799,077 801,255 758,966 729,886 721,771 569,063

合　　　　計 796,982 798,005 932,655 954,244 961,933 969,796 941,164 909,543 897,464 789,114
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●こども病院� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費

講義等補充職員経費 5,416 5,416 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 14,816 14,816 17,368 17,368 17,368 17,368 17,368 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 500 500 500 500 500 500 500 851 851 851

院内
保育所 院内保育所経費 17,651 17,651 17,651

そ
の
他

防災対策経費 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

小児医療の後期臨床医受入経費 10,000 10,000

基礎年金拠出金公的負担経費 47,825 47,825 103,902 95,057 106,637 102,921 137,989 89,404 81,144 172,995

病院機構本部経費

　小　　計 80,557 80,557 132,117 123,272 134,852 131,136 166,204 224,617 216,357 308,208

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 20,107 20,107 15,317 15,317 15,317 15,317 15,317 5,383 5,383 5,383

小児部門運営経費 281,792 281,792 203,280 203,280 203,280 203,280 203,280 233,772 233,772 233,772

新生児特定集中治療室運営費 190,035 190,035 220,776 220,776 220,776 220,776 220,776 319,434 319,434 319,434

結核病院運営

ICU運営費 170,912 170,912 184,100 184,100 236,700 215,660 215,660 157,800 157,800 157,800

看護師配置増高経費 233,680 233,680 191,648 191,648 203,104 187,744 187,744

特殊医療機器維持経費 29,404 29,404

小児在宅医療支援病棟運営経費 36,276 36,276 36,276

リニアック更新経費 6,085 6,085 6,085

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 14,225 17,657 11,000 11,000 11,000 16,347 16,347 16,549 16,549 16,549

医師確保対策経費 67,310 67,310 42,632 42,632 42,632 42,632 42,632 46,201 46,201 46,201

連携大学員経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費

企業債利息 229,831 212,470 195,018 176,593 159,173 140,549 121,864 102,479 82,391 63,456

資本的
収入 企業債元金 495,610 518,216 546,964 536,943 535,157 587,578 587,132 642,441 673,327 567,642

小　　計 1,732,906 1,741,583 1,610,735 1,582,289 1,627,139 1,629,883 1,610,752 1,566,420 1,577,218 1,452,598

合　　　　計 1,813,463 1,822,140 1,742,852 1,705,561 1,761,991 1,761,019 1,776,956 1,791,037 1,793,575 1,760,806
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●阿南老人介護保健施設� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１

項
第
１
号
経
費

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 3,283 3,024 3,335 3,754 4,059 3,781 3,529 6,055

　小　　計 0 0 3,283 3,024 3,335 3,754 4,059 3,781 3,529 6,055

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 22,610 20,870 19,187 17,286 15,326 13,282 11,162 8,966 6,698 4,330

資本的
収入 企業債元金 32,075 34,399 35,799 37,260 38,755 40,166 41,647 44,195 45,884 47,215

小　　計 54,685 55,269 54,986 54,546 54,081 53,448 52,809 53,161 52,582 51,545

合　　　　計 54,685 55,269 58,269 57,570 57,416 57,202 56,868 56,942 56,111 57,600

●木曽老人介護保健施設� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１

項
第
１
号
経
費

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 3,757 3,728 3,817 3,754 4,870 4,234 3,905 7,337

　小　　計 0 0 3,757 3,728 3,817 3,754 4,870 4,234 3,905 7,337

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 23,625 22,090 20,598 18,885 17,084 15,200 13,228 11,163 9,004 6,752

資本的
収入 企業債元金 22,383 23,423 24,662 28,110 29,254 30,655 31,824 33,204 34,812 34,889

小　　計 46,008 45,513 45,260 46,995 46,338 45,855 45,052 44,367 43,816 41,641

合　　　　計 46,008 45,513 49,017 50,723 50,155 49,609 49,922 48,601 47,721 48,978

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項

第
１
号
経
費

看護学校 看護師養成所経費 72,201 91,134 91,134 91,134 91,134 91,134 119,575 119,575 119,575

保健衛生 医療相談等保健衛生経費 39 39 39

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 2,307 1,385 3,787 2,503 3,653 3,081 2,872 5,298

　小　　計 72,201 93,441 92,519 94,921 93,637 94,787 122,695 122,486 124,912

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 1 9

資本的
収入 企業債元金 38 75 75 75 37 148 490

小　　計 0 0 38 75 75 75 37 149 499

合　　　　計 72,201 93,441 92,557 94,996 93,712 94,862 122,732 122,635 125,411

●本部事務局・本部研修センター� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項

第
１
号
経
費

保健衛生 医療相談等保健衛生経費 90 90 90

そ
の
他

基礎年金拠出金公的負担経費 3,530 3,530 5,514 1,076 5,814 6,256 8,522 5,259 4,777 10,080

病院機構本部経費 146,439 135,796

　小　　計 149,969 139,326 5,514 1,076 5,814 6,256 8,522 5,349 4,867 10,170

法
第
85
条
第
１
項

第
２
号
経
費

そ
の
他

医師等の研究研修費 20,023 6,656 13,386 13,386 13,386

先端医療の推進に要する経費 6,977 6,977 6,977

企業債利息 141 101 53 36 33 69 73 108 144 103

資本的
収入 企業債元金 6,558 7,221 5,222 6,900 5,748 6,432 7,817 15,065 26,245 24,899

小　　計 26,722 13,978 18,661 20,322 19,167 6,501 7,890 22,150 33,366 31,979

合　　　　計 176,691 153,304 24,175 21,398 24,981 12,757 16,412 27,499 38,233 42,149
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●機構全体� （単位：千円）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 1,395 1,395 0 0 0 0 0 0 0 0

講義等補充職員経費 52,256 52,256 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費 0 72,201 91,134 91,134 91,134 91,134 91,134 119,575 119,575 119,575

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 258,764 258,764 341,881 341,881 341,881 341,881 341,881 425,456 425,456 425,456

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 2,703 2,703 2,703

院内
保育所 院内保育所経費 30,909 30,909 30,909

そ
の
他

防災対策経費 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 11,000 11,000 11,000

小児医療の後期臨床医受入経費 10,000 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0

基礎年金拠出金公的負担経費 175,546 175,546 198,349 195,426 300,037 312,831 405,851 313,053 288,943 557,063

病院機構本部経費 146,439 135,796 0 0 0 0 0 0 0 0

　小　　計 661,900 723,458 696,118 693,195 797,806 810,600 903,620 949,950 925,840 1,193,960

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 90,184 90,184 108,720 108,720 108,720 108,720 108,720 75,839 75,839 75,839

小児部門運営経費 346,024 346,024 241,920 241,920 241,920 241,920 241,920 253,092 253,092 253,092

新生児特定集中治療室運営費 215,373 215,373 253,482 253,482 253,482 253,482 253,482 358,869 358,869 358,869

結核病院運営 109,896 109,896 140,256 140,256 140,256 140,256 140,256 66,528 66,528 66,528

ICU運営費 317,408 317,408 341,900 341,900 394,500 373,460 373,460 289,300 289,300 289,300

看護師配置増高経費 233,680 233,680 191,648 191,648 203,104 187,744 187,744 0 0 0

特殊医療機器維持経費 29,404 29,404 0 0 0 0 0 0 0 0

小児在宅医療支援病棟運営経費 36,276 36,276 36,276

リニアック更新経費 6,085 6,085 6,085

精
神

精神病院運営経費 252,642 252,642 295,815 295,815 295,815 295,815 295,815 283,176 283,176 283,176

児童思春期病棟運営経費 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 164,299 164,299 164,299

不
採
算

不採算部門増こう経費 483,048 483,048 425,517 425,517 425,517 425,517 425,517 572,250 572,250 572,250

阿南病院入院単価措置 0 0 352,838 352,838 352,838 352,838 352,838 240,760 240,760 240,760

へき地 へき地訪問看護運営経費 4,054 4,054 3,030 3,030 3,030 3,030 3,030 2,862 2,862 2,862

そ
の
他

医師等の研究研修費 67,086 67,086 46,386 46,386 46,386 46,386 46,386 47,075 47,075 47,075

医師確保対策経費 168,910 168,910 211,911 211,911 211,911 211,911 211,911 225,499 225,499 225,499

連携大学員経費 7,000 7,000 7,000

総合医の養成に要する経費 5,600 5,600 5,600

精神科医の養成に要する経費 8,096 8,096 8,096

先端医療の推進に要する経費 6,977 6,977 6,977

電子カルテ導入増高経費 94,500 94,500 94,500 76,500 27,000 0 0 0 0 0

企業債利息 603,029 569,456 523,381 480,221 435,033 391,096 344,846 297,711 249,098 204,437

資本的
収入 企業債元金 1,332,862 1,377,078 1,462,578 1,526,661 1,452,682 1,547,225 1,500,455 1,612,756 1,685,479 1,462,020

小　　計 4,438,100 4,448,743 4,783,882 4,786,805 4,682,194 4,669,400 4,576,380 4,560,050 4,584,160 4,316,040

合　　　　計 5,100,000 5,172,201 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,510,000 5,510,000 5,510,000
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未収金の推移6

●信州医療センター� （単位：千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

前年度以前分 23,448 24,129 19,305 13,021 12,570 10,516 13,816 11,967 11,858 14,313

当年度末 個人分 29,013 13,115 25,703 21,101 27,151 20,797 20,929 21,021 23,863 24,637

当年度末 団体分 759,286 730,280 927,411 838,272 841,417 1,028,521 951,838 1,242,336 1,057,025 1,011,822

当年度末 未決算分 19,019 11,411 8,843 17,822 16,062 24,975 19,865 23,740 76,745 23,245

未収金額計 830,766 778,935 981,263 890,215 897,199 1,084,809 1,006,449 1,299,065 1,169,491 1,074,017

貸倒損失額 832 4,276 7,068 5,392 9 0 4,977 2,753 213 734

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

前年度以前分 5,605 7,583 7,180 6,177 5,454 5,413 3,202 2,884 4,743 5,915

当年度末 個人分 12,791 9,729 11,847 12,693 13,112 15,459 12,446 14,417 13,217 12,325

当年度末 団体分 233,858 247,165 214,638 228,516 225,999 230,987 238,995 337,212 230,938 227,338

当年度末 未決算分 427 694 1,609 721 1,385 1,433 4,361 1,501 1,837 1,033

未収金額計 252,680 265,170 235,274 248,107 245,951 253,293 259,003 356,015 250,736 246,612

貸倒損失額 953 436 696 1,284 972 535 0 228 200 90

●阿南病院� （単位：千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

前年度以前分 677 289 179 128 272 252 557 516 1,087 1,149

当年度末 個人分 3,584 3,009 3,159 4,595 4,683 4,181 6,170 3,967 4,014 3,819

当年度末 団体分 145,400 129,159 132,339 141,982 144,687 138,754 123,460 165,334 192,620 138,774

当年度末 未決算分 1,552 1,011 1,524 1,233 3,399 1,632 2,330 2,843 928 1,125

未収金額計 151,213 133,468 137,201 147,938 153,041 144,818 132,517 172,660 198,650 144,867

貸倒損失額 22 196 0 0 0 0 2,151 0 0 0

●木曽病院� （単位：千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

前年度以前分 23,756 19,876 19,387 19,053 17,272 15,508 13,995 16,658 10,757 10,976

当年度末 個人分 25,374 24,155 34,335 19,102 18,163 15,561 11,895 15,938 18,127 31,259

当年度末 団体分 608,778 542,339 685,472 536,926 509,987 502,330 485,404 577,681 572,006 530,744

当年度末 未決算分 5,573 6,310 4,881 4,895 6,043 3,341 2,890 3,316 10,304 37,651

未収金額計 663,482 592,681 744,075 579,976 551,464 536,739 514,184 613,593 611,193 610,630

貸倒損失額 1,810 3,157 982 40 16 0 6,250 0 5,052 34

●こども病院� （単位：千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

前年度以前分 5,033 4,461 6,701 7,200 6,374 5,019 2,826 1,872 1,482 518

当年度末 個人分 4,146 7,407 6,858 4,019 3,704 1,792 1,104 677 701 1,036

当年度末 団体分 1,126,478 1,155,973 1,060,184 1,382,961 1,179,663 1,295,103 1,260,345 1,364,796 1,158,159 1,357,129

当年度末 未決算分 223,906 385,708 331,256 221,971 266,513 203,447 185,232 149,756 274,384 152,162

未収金額計 1,359,564 1,553,550 1,404,999 1,616,151 1,456,253 1,505,360 1,449,507 1,517,101 1,434,727 1,510,844

貸倒損失額 1,355 781 84 133 71 201 1,142 60 133 506
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利用者の状況1

❶　入所・通所の状況

❷　性別・年齢階級別の状況（令和４年度）

（単位：人）

区分 年　度
入所利用実数 ３月31日

現在
在所者数

通所利用
実数

入所利用のべ数 通所利用のべ数

入所者 退所者 合計 1日平均 合計 1日平均

阿
南
介
護
老
人

保
健
施
設

平成30年度 232 196 36 12 14,026 38.5 710 2.9 

令和元年度 236 202 34 17 13,700 37.4 549 2.3 

令和2年度 223 186 37 14 13,645 37.4 378 1.6 

令和3年度 250 215 35 14 13,969 38.3 607 2.5

令和4年度 266 227 39 14 14,322 39.2 679 2.8

木
曽
介
護
老
人

保
健
施
設

平成30年度 431 392 39 22 15,378 42.1 791 3.2 

令和元年度 445 411 34 17 14,820 40.5 807 3.3

令和2年度 380 343 37 14 14,915 40.9 478 2.6

令和3年度 442 400 42 2  15,684 43.0 23 0.3

令和4年度 458 415 43 3  15,688 43.0 46 0.5

●阿南介護老人保健施設� （単位：人、％）

区　　分

利　　用　　者　　数　　(人) 構　　成　　割　　合　　(％ )

総数
入　　所　　者　　数

通所者数 総数
入　　所　　者　　数

通所者数
3/31在所者 退所者 在所者 退所者

合　　計 281 267 39 228 14 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

性
別

男 58 50 6 44 8 20.6 18.7 15.4 19.3 57.1

女 223 217 33 184 6 79.4 81.3 84.6 80.7 42.9

年
齢
階
級
別

～69歳 2 1 0 1 1 0.7 0.4 0.0 0.4 7.1

70～79歳 25 20 1 19 5 8.9 7.5 2.6 8.3 35.7

80～89歳 86 79 10 69 7 30.6 29.6 25.6 30.3 50.0

90歳以上 168 167 28 139 1 59.8 62.6 71.8 61.0 7.1

●木曽介護老人保健施設� （単位：人、％）

区　　分

利　　用　　者　　数　　(人) 構　　成　　割　　合　　(％ )

総数
入　　所　　者　　数

通所者数 総数
入　　所　　者　　数

通所者数
3/31在所者 退所者 在所者 退所者

合　　計 461 458 43 415 3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

性
別

男 162 161 12 149 1 35.1 35.2 27.9 35.9 33.3

女 299 297 31 266 2 64.9 64.9 72.1 64.1 66.7

年
齢
階
級
別

～69歳 22 22 0 22 0 4.8 4.7 0.0 5.3 0.0

70～79歳 47 47 4 43 0 10.2 10.3 9.2 10.4 0.0

80～89歳 168 167 20 147 1 36.4 36.5 46.5 35.4 33.4

90歳以上 224 222 19 203 2 48.6 48.5 44.2 48.9 66.7
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❸　退所者の入所期間状況

（単位：人、％）

病院名 年　度 区分 計 １～７日 8～14日 15～30日 31～90日 91～180日 181～１年 １年超

阿
南
介
護
老
人
保
健
施
設

平成30年度
人数 196 16 17 31 57 63 12 0

構成比 100.0 8.2 8.7 15.8 29.1 32.1 6.1 0.0

令和元年度
人数 202 23 16 32 61 51 19 0

構成比 100.0 11.4 7.9 15.8 30.2 25.3 9.4 0.0 

令和2年度
人数 186 14 26 42 33 55 16 0

構成比 100.0 7.5 14.0 22.6 17.7 29.6 8.6 0.0 

令和3年度
人数 215 21 32 49 48 52 13 0

構成比 100.0 9.8 14.9 22.8 22.3 24.2 6.0 0.0 

令和4年度
人数 227 16 30 70 43 54 13 1

構成比 100.0 7.0 13.2 30.8 18.9 23.8 5.7 0.4 

木
曽
介
護
老
人
保
健
施
設

平成30年度
人数 392 100 146 32 58 47 8 1 

構成比 100.0 25.5 37.2 8.2 14.8 12.0 2.0 0.3 

令和元年度
人数 411 151 109 37 41 56 16 1 

構成比 100.0 36.7 26.5 9.0 10.0 13.6 3.9 0.2 

令和2年度
人数 343 125 84 47 23 50 12 2 

構成比 100.0 36.4 24.5 13.7 6.7 14.6 3.5 0.6 

令和3年度
人数 400 7 232 67 53 34 3 4 

構成比 100.0 1.8 58.0 16.8 13.3 8.5 0.8 1.0 

令和4年度
人数 415 107 135 90 20 52 7 4 

構成比 100.0 25.8 32.5 21.7 4.8 12.5 1.7 1.0 
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❹　退所者の入退所の経路（令和４年度）

●阿南介護老人保健施設

入所前の場所（どこから） 退所後の行先（どこへ） 構成割合

退所者総数	

⇨

介
護
老
人
保
健
施
設　

ア
イ
ラ
イ
フ
あ
な
ん

⇨

総数 227人 100.0％

227人
(100.0％）

家庭 74 32.6
社会福祉施設 39 17.2
阿南病院 25 11.0
他の医療機関 2 0.9
他の老健施設 4 1.8
その他 83 36.5

家　庭

⇨ ⇨

総数 75人 100.0％

75人
(33.0％）

家庭 48 64.0
社会福祉施設 3 4.0
阿南病院 5 6.7
他の医療機関 1 1.3
他の老健施設 0 0.0
その他 18 24.0

社会福祉施設

⇨ ⇨

総数 23人 100.0％

23人
(10.1％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 15 65.2
阿南病院 1 4.4
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 7 30.4

阿南病院

⇨ ⇨

総数 44人 100.0％

44人
(19.4％）

家庭 4 9.1
社会福祉施設 8 18.2
阿南病院 12 27.3
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 1 2.2
その他 19 43.2

他の医療機関

⇨ ⇨

総数 83人 100.0％

83人
(36.6％）

家庭 22 26.5
社会福祉施設 13 15.7
阿南病院 7 8.4
他の医療機関 1 1.2
他の老健施設 1 1.2
その他 39 47.0

他の老健施設

⇨ ⇨

総数 2人 100.0％

2人
(0.9％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 2 100.0
その他 0 0.0

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。



129

　　退所者の入退所の経路（令和４年度）

●木曽介護老人保健施設
入所前の場所（どこから） 退所後の行先（どこへ） 構成割合

退所者総数	

⇨

介
護
老
人
保
健
施
設　

ア
イ
ラ
イ
フ
き
そ

⇨

総数 415人 100.0％

415人
(100.0％）

家庭 360 86.7
社会福祉施設 32 7.7
阿南病院 21 5.1
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 2 0.5

家　庭

⇨ ⇨

総数 360人 100.0％

360人
(86.7％）

家庭 339 94.2
社会福祉施設 8 2.2
阿南病院 13 3.6
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

社会福祉施設

⇨ ⇨

総数 16人 100.0％

16人
(3.9％）

家庭 1 6.3
社会福祉施設 12 75.0
阿南病院 3 18.8
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

木曽病院

⇨ ⇨

総数 37人 100.0％

37人
(8.9％）

家庭 20 54.1
社会福祉施設 10 27.0
阿南病院 5 13.5
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 2 5.4

木曽介護医療院

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
(0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

他の医療機関

⇨ ⇨

総数 2人 100.0％

2人
(0.5％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 2 100.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

他の老健施設

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
(0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。
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学生の状況1

❶　令和４年度在籍状況（令和４年４月１日現在）

❷　入学選考状況の推移

❹　看護師国家試験の状況

❸　令和４年度卒業生の進路状況

(単位：人）
1学年 2学年 3学年

学生数 22 27 29

内訳

既卒 1 — —
新卒 21 — —
原級留置 0 0 2
女子 21 23 27
男子 1 4 2

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
試験回数 3回 3回 3回 ３回 3回
出願者 68名 85名 72名 61名 54名
受験者 65名 81名 67名 59名 51名
合格者 33名 34名 35名 32名 26名
入学者 24名 26名 28名 27名 21名

受験者数（人） 合格者数（人） 信州木曽看護専門学校
合格率（％） 全国合格率（％）

第106回看護師国家試験
（平成29年2月19日実施）

第1期生
29名 29 100.0 88.5

第107回看護師国家試験
（平成30年2月18日実施）

第２期生
21名 21 100.0 91.0

第108回看護師国家試験
（平成31年2月17日実施）

第３期生
23名 23 100.0 89.3

第109回看護師国家試験
（平成31年2月17日実施）

第４期生
27名 26 96.2 89.2

第110回看護師国家試験
(令和３年２月14日実施）

第5期生
22名 21 95.5 90.4

第111回看護師国家試験
(令和４年２月13日実施）

第６期生
24名 24 100.0 91.3

第112回看護師国家試験
(令和５年２月12日実施）

第７期生
28名 28 100.0 90.8

(単位：人）

病院名 人数
（うち県立病院機構）

就　職

県内病院 23

地域別内訳

諏訪 2
上伊那 1
南信州 7
木曽 5
松本 7

北アルプス 1
長野 0
北信 0

県外病院 4
進　学 1

合　　　計 28



研修・研究の状況
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研究会開催の状況1

開　催　日：令和4年12月3日（土）

運営事務局：本部事務局及び各病院の開催担当者

開 催 方 法：会場とオンライン（Zoom 使用）参加のハイブリッドにて開催

　　　　　　�（会場：信州医療センター、こころの医療センター駒ヶ根、阿南病院、木曽病院、こども病院、信州木

曽看護専門学校、総合リハビリテーションセンター）

参 加 者 数：265名

●一般演題（14演題）

演　題　名 所属機関 演　者

当院におけるインターネット・ゲーム依存症プログラムの紹介と症
例検討 こころの医療センター駒ヶ根 小澤　優太

本 邦 新 生 児 領 域 に お け るNeurally Adjusted Ventilatory Assist
（NAVA）の使用状況と使用感に関わる調査研究 こども病院 小田　　新

当センターにおける脳損傷者に対する自動車運転再開支援
～病院部門での取り組み～ 総合リハビリテーションセンター 竹内　晴美

当院入院患者における食事摂取量に関連する実態調査 信州医療センター 矢澤　こと

多職種協働によるギャンブル依存症プログラムの取り組みと課題 こころの医療センター駒ヶ根 坪木めぐみ

患者の行動変容を促す看護
～高齢患者の透析シャントを守るための意識付け～ 信州木曽看護専門学校 田尻恵玲奈

再発を繰り返す頚髄損傷患者の褥瘡
～在宅訪問を通じて視えてきたもの～ 総合リハビリテーションセンター 植木　敬子

人間ドック検診施設機能評価における取り組み 信州医療センター 関野　　愛

注射用カリウム製剤の事故防止に向けた薬剤部の取り組み 木曽病院 目黒　梨沙

信州医療センター薬剤部の薬剤師人材育成戦略 信州医療センター 田中　健二

地域の中学生を対象としたBLS講習会の取り組み 阿南病院 大塩　誠司

オプショナル新生児スクリーニング検査（原発性免疫不全症及び脊
髄性筋萎縮症）の事業展開 こども病院 村山　俊樹

輸液ポンプの切り替えについて
～経費の面から迫る～ 木曽病院 色部　文謹

売木村診療所への“オンライン診療”導入 阿南病院 土岐　健太

※発表順

❶　県立病院等合同研究会
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開　催　日：令和4年12月10日（土）

研究会会長：本部研修センター長

運 営 体 制：各病院の幹事及び本部研修センター（事務局)

開 催 方 法：こども病院会議室＋Webによる聴講

参　加　者：42名（機構内32名、機構外10名）

特別講演

　演　　題：「シミュレーション研修の臨床効果と今後の展望」

　講　　師：大阪市立総合医療センター小児集中治療部　赤嶺陽子氏

●一般演題（７演題）

演　題　名 所属機関 演　者

Ａ病院のシミュレーション教育の活動報告 信州医療センター 鶴田　佳子

「興奮・攻撃性が増し、緊急ブザー時の対応」のシミュレーション
実践報告 こころの医療センター駒ヶ根 小池美佐子

阿南病院シミュレーション教育活動～今後の課題と展望～ 阿南病院 宮島　洋美

新人看護師におけるシミュレーション教育の有効性と課題 木曽病院 羽田　涼介

こども病院における救急シミュレーション実践報告 こども病院 横山みゆき

看護基礎教育におけるシミュレーション教育の取組み 信州木曽看護専門学校 古田　育子

シナリオ作成時における、概念化シート活用の有効性について 本部研修センター 竹内　千景

※発表順

❷　長野県医療従事者シミュレーション教育指導者研究会
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公開講座の開催状況2

●こころの医療センター駒ヶ根

テーマ（病院等） 開催日 場　所 病院等 講　師 参加者数
(人)

認知症疾患医療センタ
ー研修会
BPSDを最小限にするた
めに私たち（支援者）
ができること

2022.8.26 Web
高知大学医学部
神経精神科学講
座

教授� 數井　裕光 先生 85

ネット・ゲーム依存症
について～一般のみな
さんにわかりやすくお
話しします～

2022.10.29 Web
長野県立こころ
の医療センター
駒ヶ根

医監� 足立　順代 先生 191

長野県依存症研修会
コミュニティ強化によ
る家族のための回復支
援

2022.12.15 Web

医療法人芳州会
村井病院
第二診療部臨床
心理室

責任者� 斉藤　栄喜 先生 71

子どものこころ診療セ
ンター公開講座
複雑性PTSD～治療にお
けるトラウマ ― アタッ
チメント問題を考える
～

2023.3.11 Web 兵庫県こころの
ケアセンター

副センター長兼研究部長
亀岡　智美 先生 135

●こども病院

テーマ（病院等） 開催日 場　所 病院等 講　師 参加者数
(人)

オプショナル新生児ス
クリーニング検査 2022.9.25 長野県立こども

病院/Web
長野県立こども
病院

長野県立こども病院
竹内　浩一 先生

長野県立こども病院
丸山　悠太 先生

77

口唇裂・口蓋裂のはな
し～口唇裂口蓋裂治療
の長期経過～

2023.3.12 Web 長野県口唇口蓋
裂センター

信州大学医学部附属病院
永井　史緒 先生

長野県立こども病院
矢口貴一郎 先生

信州大学医学部附属病院
寺島さつき 先生

長野県立こども病院
平川美穂子 先生

長野県立こども病院
佐藤梨里子 先生

松本歯科大学病院
影山　　徹 先生

信州大学医学部形成再建外科
学� 杠　　俊介 先生

48
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出前講座の状況3

●信州医療センター

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育について（Zoom） 鈴木麻衣加 2022.7.5 小布施町立小布施中学校 103

性教育について（Zoom） 深井　未菜 2022.7.8 須坂市立墨坂中学校 182

性教育について（Zoom） 深井　未菜 2022.7.14 長野市立長野高等学校 156

性教育について（Zoom） 鈴木麻衣加 2022.7.19 小布施町立小布施中学校 100

正しいエピペンの使い方、アレルギーについて 田中　健二 2022.8.4 須坂東部保育園 18

朝起きられない子供達、メディアと健康 南　　勇樹 2022.9.8 須坂市立東中学校 143

性教育について（Zoom） 鈴木麻衣加 2022.10.18 小布施町立小布施中学校 109

性教育について（Zoom） 小田切香都恵 2022.10.31 高山村高山中学校 60

性教育について（Zoom） 小田切香都恵 2022.11.7 高山村高山中学校 54

認知症のお話 山岸　明広 2022.11.28 野辺町自治会 28

性教育について（Zoom） 松田麻衣加 2022.12.19 須坂市立東中学校 44

性教育について（Zoom） 松田麻衣加 2023.1.17 須坂市立東中学校 56

性教育について（Zoom） 東　　千枝 2023.2.1 須坂市立常盤中学校 115

性教育について（Zoom） 東　　千枝 2023.2.6 須坂市立常盤中学校 118

性教育について（Zoom） 猪瀬紗都子 2023.2.13 須坂市立常盤中学校 105

性教育について（Zoom） 松田麻衣加 2023.2.16 須坂市立東中学校 45

性教育について（Zoom） 宮澤さなえ 2023.2.28 須坂市立墨坂中学校 179

性教育について（Zoom） 宮澤さなえ 2023.2.28 須坂市立墨坂中学校 158

●こころの医療センター駒ヶ根

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

ネット・ゲーム依存症 椎名千佳子 2022.7.2 駒ヶ根市 250

薬の正しい用い方（精神科薬を中心として） 山本　和幸 2022.7.19 箕輪町 10

ネット・ゲーム依存症　現状、改善と防止に
ついて 佐藤みずき 2022.9.3 飯水教研研修会企画推進委員会 50

ネット・ゲーム依存症　当事者と家族への支
援方法

田中　晴子 
佐藤みずき 2022.9.5 飯田保健福祉事務所 50

PFA　心理的応急処置 北澤夕紀子 2022.11.12 消防団員等公務災害補償等共済基
金 93
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講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

ネット・ゲーム依存症 足立　順代 2022.11.13 伊那市 50

マインドフルネス 多々良恭子 2022.11.18 佐久大学 86

ネット・ゲーム依存症　理解と家族支援 山田　慎二
佐藤みずき 2022.11.27 下伊那教育会 40

うつ・ストレスケア（ゲートキーパー講座） 北澤夕紀子 2023.1.17 辰野町 25

うつ・ストレスケア（ゲートキーパー講座） 鵜澤　正寛 2023.1.20 伊那市 9

ネット・ゲーム依存症　理解と家族支援 佐藤みずき 2023.1.31 長野市保健所 20

うつ・ストレスケア（ゲートキーパー講座） 北澤夕紀子 2023.2.14 伊那市 12

●阿南病院

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

その人らしい看取りとは 関　　匡史 2022.6.19 特養遠山荘 27

感染対策の基本 鎌倉寿美子 2022.7.11 赤石寮 12

その人らしい看取りとは 関　　匡史 2022.7.20 特養遠山荘 21

口腔ケア 岡庭　菜月 2022.7.29 阿南学園 15

認知症サポーター研修 西森　則子 2022.9.7 天龍村包括支援センター 26

感染対策の基本（高齢者施設における感染対
策） 鎌倉寿美子 2022.11.10 中川村職労 8

感染性胃腸炎（ノロ）の対応 鎌倉寿美子 2022.12.19 特養遠山荘 10

口腔・嚥下機能低下予防！ 岡庭　菜月 2023.1.24 阿南町健康推進委員 17

●木曽病院

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2022.4.14 県立病院機構新人研修 87

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.6.22 木曽青峰高校定時制 3

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2022.6.22 木曽青峰高校定時制 3

性教育講話（３・４年生） 吉岡　郁郎 2022.6.23 木曽青峰高校定時制 5

性教育講話（全学年） 吉岡　郁郎 2022.6.23 木曽青峰高校定時制 11

第41回信州糖尿病ネットワークセミナー（フ
ァシリテーター） 赤堀美奈子 2022.6.25 信州糖尿病看護認定看護師会 35

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.7.21 蘇南高校 45
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講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2022.7.21 蘇南高校 32

性教育講話（３年生） 吉岡　郁郎 2022.7.21 蘇南高校 67

新型コロナクラスター対応 巾崎　秀樹 2022.7.25 看護協会　木曽寮 20

保健所職員向けEMIS研修会 古瀬　貴大 2022.8.5 木曽保健福祉事務所　 2

第41回信州糖尿病ネットワークセミナー（フ
ァシリテーター） 赤堀美奈子 2022.8.7 信州糖尿病看護認定看護師会 37

長野県がん看護研修会 降幡みさと
中村　砂織 2022.8.20 信州大学医学部附属病院信州がん

センター 35

性教育講話（３年生） 吉岡　郁郎 2022.8.25 木曽青峰高校 130

長野県がん看護研修会 降幡みさと 2022.8.27 信州大学医学部附属病院信州がん
センター 35

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2022.9.15 長野県看護協会 不明

管理者対象災害研修「管理者に知っていてほ
しい災害に対する心構え」 赤堀由可利 2022.9.29 長野県看護協会 50＋web

介護保険サービスに係る研修会「高齢者への
排泄援助（排便）」 仲澤　幸恵 2022.9.30 木曽広域連合 26

令和４年度中信地域糖尿病療養指導士育成講
習会「患者指導の基本（患者教育）」 赤堀美奈子 2022.10.1

（オンデマンド配信）
中信地域糖尿病療養指導士育成会 30

新型コロナウイルス感染症について 巾崎　秀樹 2022.10.4 看護協会　あすなろ荘 40

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2022.10.6 木曽母子連絡会議 不明

新型コロナウイルス感染症について 巾崎　秀樹 2022.10.7 看護協会　なんてんの里 25

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.10.20 南木曽中学校 46

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2022.10.20 南木曽中学校 31

性教育講話（３年生） 吉岡　郁郎 2022.10.20 南木曽中学校 43

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.10.27 開田中学校 8

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2022.10.27 開田中学校 8

性教育講話（３年生） 吉岡　郁郎 2022.10.27 開田中学校 6

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.10.27 木曽青峰高校 109

新型コロナウイルス感染症について 巾崎　秀樹 2022.11.4 上松荘 20

新型コロナウイルス感染症について 巾崎　秀樹 2022.12.6 看護協会　サニーヒルきそ 20

木曽広域連合介護職員初任者研修「老化の理
解」 新里　渉 2022.12.7 （公財）介護労働安定センター長

野県支部 8

新型コロナウイルス感染症について 巾崎　秀樹 2022.12.8 木曽寮 20
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講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2022.12.8 木祖中学校 18

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2022.12.8 木祖中学校 19

性教育講話（３年生） 吉岡　郁郎 2022.12.8 木祖中学校 20

木曽広域連合介護職員初任者研修「認知症の
理解」

松谷　由美
草刈由美子 2022.12.17 （公財）介護労働安定センター長

野県支部 8

木曽広域連合介護職員初任者研修「障害の理
解」 松田　直明 2022.12.17 （公財）介護労働安定センター長

野県支部 8

新型コロナクラスター対応 巾崎　秀樹 2023.1.11 看護協会　サニーヒルきそ 20

性教育講話（１年生） 吉岡　郁郎 2023.1.19 上松中学校 30

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2023.2.9 木曽町中学校 47

性教育講話（５・６年生） 吉岡　郁郎 2023.3.8 王滝小学校 6

性教育講話（２年生） 吉岡　郁郎 2023.3.10 木曽青峰高校 130
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学会等における研究発表状況4

●信州医療センター

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第122回　日本外科学会総会 2022.4.1 熊本県
熊本市

清水　忠朗　久保　直樹
古澤　徳彦　寺田　　克

当院における膿瘍形成性虫垂炎に対
する治療成績の検討

第65回　日本糖尿病学会年
次学術集会 2022.5.12 兵庫県

神戸市 柴田　　綾 当院における糖尿病患者の治療介入
によるグルカゴン測定値について

第71回　日本医学検査学会 2022.5.21

大阪府
大阪市

（ハイブ
リッド）

柴田　　綾 当院における糖尿病患者の神経障害
について

第71回　日本医学検査学会 2022.5.21

大阪府
大阪市

（ハイブ
リッド）

柴田　　綾 当院における健診受診者の内臓脂肪
面積測定結果の検討

須坂市介護支援専門員研修会 2022.5.23 須坂市 丸山　隆久 高血圧症との上手なつきあい方

第70回　日本化学療法学会
総会　スポンサードシンポジ
ウム

2022.6.4 岐阜県
岐阜市 北島加奈子

アミカシンリポソーム吸入用懸濁液
導入における多職種連携の実際と認
定看護師としての役割

北信州呼吸器連携懇話会 2022.6.10 須坂市 香川　貴亮 肺MAC症に対するアリケイス吸入
指導について

Diabetes Web Meeting in東
北信 2022.6.22 web 柴田　　綾

当院における妊婦糖尿病についての
現状～診断・出産・産後フォローま
で～

第59回　日本リハビリテー
ション医学会

2022.6.23
～25

神奈川県
横浜市 井川　靖彦 知と実践セミナー16:排尿ケアにお

ける専門知と実践知の融合

第77回　日本消化器外科学
会総会 2022.7.1 神奈川県

横浜市
久保　直樹　古澤　徳彦
竹内　大輔　寺田　　克

大腸癌手術における高齢者総合機能
評価の経時的検討

第58回　関甲信支部・首都
圏支部医学検査学会 2022.7.3

栃木県
宇都宮市
（ハイブ
リッド）

柴田　　綾 胆嚢嚢胞性病変フォロー中に短期で
胆嚢癌病変となった症例

第31回　日本小児泌尿器科
学会総会・学術集会

2022.7.20
～22

東京都
千代田区

渡邊　美穂　佐藤　敦志
星野　　愛　渡邉　大仁
井川　靖彦

要望演題『神経因性膀胱』患者アン
ケートから見る二分脊椎患者におけ
る排尿管理の現状と課題

第31回　日本小児泌尿器科
学会総会・学術集会

2022.7.20
～22

東京都
千代田区 市野みどり　井川　靖彦

要望演題『神経因性膀胱』神経因性
膀胱患児の成人移行支援における課
題

第63回　日本人間ドック学
会学術大会 2022.9.2 web 関野　　愛 人間ドック健診施設機能評価受審ま

での取り組み

第181回　日本結核・非結核
性抗酸菌症学会関東支部学
会、第248回日本呼吸器学会
関東地方会　合同学会

2022.9.10 web
菅沼　　輝　坂口　幸治
木本　昌伸　小坂　　充
山崎　善隆

免疫チェックポイント阻害薬が奏功
した高齢者進行肺腺癌の一例

令和4年度　第1回　須高地
区薬-薬連携のための学習会 2022.9.13

須坂市
（ハイブ
リッド）

三澤　貴美　池田　知生
丸山　伸之　河原　千容
堀　　勝幸

「効果的な情報共有を目指して」
１．薬薬連携について
２�．当院における疑義照会･トレー

シングレポートの流れについて
３．疑義照会調査内容等報告
４�．疑義照会・トレーシングレポー

トについて
５．薬薬連携に望むこと

長野県臨床検査技師会2022
年度細胞初心者講習会 2022.9.16 web 荻原　　悠 泌尿器・体腔液　解説

第93回　うつくしま泌尿器
科研究会 2022.9.30 福島県

福島市 井川　靖彦
特別講演
コンチネンス医学の魅力：新規
OAB治療薬の開発を目指して
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第41回　長野県看護研究学
会 2022.10.8 松本市 山田　美里 A病院B病棟におけるスタッフの実

習指導者を担うことへの思い

第87回　日本泌尿器科学会
東部総会

2022.10.27
～29 軽井沢町 井川　靖彦

教育講演１
過活動膀胱に対する薬物療法：新診
療ガイドライン改訂のキーポイント

第84回　日本臨床外科学会
総会 2022.11.1 福岡県

福岡市

梅村謙太郎　久保　直樹
勝山　翔太　依田　恭介
古澤　徳彦　寺田　　克

大腸癌患者における術前CTによる
Frailty評価の有用性

長野県看護協会主催　活かそ
う！スペシャリスト 2022.11.16 web 斎藤　依子 リソースナースとして地域で活躍す

るために

第46回　長野県臨床検査学
会 2022.12.4 web 小田部　円 新型コロナウイルス感染症患者のた

こつぼ型心筋症の1症例

令和4年度　長野県医療従事
者シミュレーション教育指導
者研究会

2022.12.10 安曇野市 鶴田　佳子 A病院のシミュレーション教育の活
動報告

令和４年度　県立病院等臨床
検査技師研修会 2022.12.17 web 岡田　　瞳 Clostridium tetani を分離し得た破

傷風の1症例

2022年度　外来腫瘍化学療
法診療料1の連携充実加算お
よび薬剤服用歴管理指導料の
特定薬剤管理指導加算２にか
かる研修会

2022.12.20
須坂市

（ハイブ
リッド）

有賀　　敦　河原　千容
宮原　健太

「がん化学療法における薬薬連携に
ついて」
１．連携方法について
２�．副作用グレード評価方法とトレ

ーシングレポートについて
３�．症例から評価してみよう！　～

SOX療法を例にとって～
４�．新しく追加された化学療法レジ

メンについて

第27回　日臨技関甲信･首都
圏支部合同血液検査研修会 2023.1.22 web 藤原　祝子 リンパ腫における遺伝子検査

第27回　 日 臨 技 関 甲 信 支
部・首都圏支部合同血液検査
研修会

「基礎からわかる悪性リンパ
腫～最新の検査・診断・治療
～」

2023.1.22
～2.19 web 浅野　直子 悪性リンパ腫の診断～形態から遺伝

子まで～

令和４年度　第2回　長野県
立病院薬剤部研修会（シンポ
ジウム）

2023.2.28 web 三澤　貴美 信州医療センター薬剤部におけるタ
スクシフト/シェアの効果

第59回　日本腹部救急医学
会総会 2023.3.1 沖縄県

宜野湾市

久保　直樹　古澤　徳彦
依田　恭介　勝山　翔太
寺田　　克

内視鏡的ドレナージ後手術を行った
胃全摘術後輸入脚症候群の１例

第87回　日本循環器学会学
術集会 2023.3.12 福岡県

福岡市 丸山　隆久　関　　年雅

Progno s t i c  Imp l i c a t i o n  o f 
Neutrophil-to-Lymphocyte Ratio 
in Acute Heart Failure Patients 
over 80 Years Old

第 26 回　Shinshu LUTS 
Meeting 2023.3.18 松本市 井川　靖彦 講演１　間質性膀胱炎/膀胱痛症候

群（IC/BPS）：病態研究の最前線

●こころの医療センター駒ヶ根

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

子どもの哲学国際学会 2022.8.11 東京都
豊島区 三浦　典子 悩みを抱える子供たちの心とピアサ

ポート

第62回　北陸信越薬剤師大
会
第55回　北陸信越薬剤師学
術大会

2022.9.18
～19

富山県
富山市 五味　和彦　他 上伊那地域における入院時の薬薬連

携に関する取り組みについて
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

信州精神神経学会 2022.10.16 松本市 吉﨑　洋介
摂食障害の入院治療の枠組みとして
のステップアップ表を導入した後の
変化について

信州精神神経学会 2022.10.16 松本市 小澤　優太
当院におけるインターネット・ゲー
ム依存症プログラムの紹介と症例検
討

BPCNPNPPP4　学会合同年
会

2022.11.4
～6

東京都
千代田区 五味　和彦　他

治療抵抗性統合失調症におけるクロ
ザピン導入遅延が長期予後に及ぼす
影響：多施設共同後ろ向きコホート
研究

第63回　日本児童青年精神
医学会 2022.11.11 松本市 原田　　謙 発達障害の２次障害としての反抗挑

発症・素行症

第63回　日本児童青年精神
医学会 2022.11.12 松本市 原田　　謙 「キレる」子どもに対する多職種に

よる入院治療

こころの安全とケア学会第５
回学術集会 2022.12.17 Web 三浦　典子

ピアサポートと地域おこしの共同実
践～精神障がい者が自分らしく生き
ていくための地域づくり「チームピ
アサポ」モデルの実現に向けて（パ
ネリスト）

日本精神科看護協会　長野県
支部研究発表会 2022.12.17 Web 平塚　理絵 精神科看護師が陰性感情を抱く原因

と対処に関する文献検討

長野県精神科病院協会研修会 2023.2.18 Web 平塚　理絵 精神科看護師が陰性感情を抱く原因
と対処に関する文献検討

●阿南病院

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

日本消化器関連学会機構 2022.10.28 福岡県
福岡市 深井　晴成 高齢化地域病院における食道胃接合

部癌の治療成績の検討（ポスター）

●木曽病院

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第70回　日本消化器病学会
甲信越支部例会

2022.6.18
～19

山梨県
昭和町

柳澤　　匠　黒沢　晃伸
池内　浩司　岩波　直弥
北川　奈美　小澤真希子
木村　岳史　小山　佳紀
小出　直彦　濱野　英明

横隔膜交通症に伴う肝性胸水の1例

第27回　日本緩和医療学会 2022.7.1
～2

兵庫県
神戸市

中村　砂織　小出　直彦
上原　和美　松原　重征
生駒　樹里　田中奈緒子
柴田　達彦

新型コロナウイルス感染症流行によ
る緩和ケア体制の再構築への取り組
み

第77回　日本消化器外科学
会総会

2022.7.20
～22

横浜県
横浜市

加賀谷丈紘　小出　直彦
小山　佳紀　堀江　久永
佐田　尚宏

大腸癌の診断や術後長期治療成績に
及ぼす抗血栓療法の影響

第41回　産婦人科漢方研究
会学術講演会 2022.9.4

京都府
京都市

（ハイブ
リッド）

吉岡　郁郎　藤岡磨里奈
浅香　亮一　三橋裕布子

ホルモン補充療法等に桂枝加朮附湯
の併用で冬季に増悪する手指関節痛
に軽快を認めた２例

第147回　信州産婦人科連合
会学術講演会 2022.10.8

松本市
（ハイブ
リッド）

藤岡磨里奈　浅香　亮一
三橋裕布子　吉岡　郁郎

子宮頸部腺癌術後再々発に対しフル
オロウラシル内服で症状安定してい
る症例

第20回　日本消化器外科学
会大会JDDW2022

2022.10.27
～30

福岡県
福岡市

深井　晴成　小出　直彦
柳沢　直恵　小山　佳紀

高齢化地域病院における食道胃接合
部癌の治療成績の検討

第84回　日本臨床外科学会 2022.11.24
～26

福岡県
福岡市

黒岩　正嗣　小出　直彦
小山　佳紀

著しい門脈ガス血症を呈したNOMI
の1例



144　地域の明日を医療で支える

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第71回　日本消化器病学会
甲信越支部例会 2022.12.4 web

南澤　昌郁　井田　真之
平林　正裕　岩波　直弥
北川　奈美　小澤真希子
黒岩　正嗣　小山　佳紀
小出　直彦　濱野　英明

肝生検によって診断し得た肝多発腫
瘍の2例

●こども病院

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市 樋口　　司 網膜片頭痛と考えられた2例

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

那須野　将　本林　光雄
横山由香里　小林　恵子
齊藤　真規　竹内史穂子
大森　教雄　村井　健美
今井　　憲　三澤　由佳
北村　真友　南　　希成
稲葉　雄二

小児における脳平温療法は人工呼吸
器関連肺炎のリスク因子である

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

今井　　憲　稲葉　雄二
那須野　将　齊藤　真規
竹内史穂子　本林　光雄
三澤　由佳　石山　昭彦
鈴木　重明　西野　一三
中村　昭則

幼児期に発症し20歳で診断に至っ
た抗SRP抗体陽性壊死性ミオパチ
ーの一例

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

河西　彩香　本林　光雄
小林　　純　西岡　　誠
那須野　将　齊藤　真規
竹内史穂子　今井　　憲
三澤　由佳　久保田紀子
稲葉　雄二

突発性発疹によるけいれん重積型急
性脳症患者における血清TIMP-1値
の検討

第64回　日本小児神経学会
学術誌集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

竹内史穂子
那須野　将　齊藤　真規
今井　　憲　本林　光雄
三澤　由佳　稲葉　雄二

非侵襲的陽圧換気量法により成長と
発達の改善を認めたCrouzon症候群
の1例

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

齊藤　真規
本林　光雄　那須野　将
竹内史穂子　今井　　憲
三澤　由佳　稲葉　雄二

ムンプスウイルスワクチン株による
急性脳炎後にけいれん重積型急性脳
症様の画像を示した一例の臨床経過

第64回　日本小児神経学会
学術集会

2022.6.2
～5

群馬県
高崎市

西山　将大　高梨　潤一
本林　光雄　服部　有香
丸山あずさ　親里　嘉展
高見　勇一　永瀬　裕朗

前向き多施設レジストリより算出し
た6時間以上の意識障害遷延例にお
ける急性脳症と転帰不良の発生頻度

第64回　日本小児神経学会
学術集会 2022.6.4 群馬県

高崎市

河西　彩香　本林　光雄
小林　　純　西岡　　誠
久保田紀子　稲葉　雄二

突発性発疹によるけいれん重積型急
性脳症における血清TIMP-1の診断
マーカーとしての有用性

第13回　 日 本 小 児 科 学 会　
長野地方会 2022.6.5 松本市 伊藤　靖典　金井　絢子

徳永　　舞　小池　由美
長野県における小児アレルギー疾患
診療調査

第13回　日本小児科学会長
野地方会 2022.6.5 松本市

本林　光雄　那須野　将
齊藤　真規　竹内史穂子
北村　真友　稲葉　雄二

長野県におけるけいれん重積型急性
脳症診療の現状と課題

長野県地方部会 2022.6.22 松本市 佐藤梨里子
杉山健二郎　工　　　穣

扁桃摘出術が有効であった脳性小児
麻痺のPFAPA症候群の一例

第38回　日本小児臨床アレ
ルギー学会

2022.7.2
～3

東京都
品川区

伊藤　靖典　徳永　　舞
金井　絢子　春名　洋子
大和　麻未　小池　由美

養護教諭の学校におけるアレルギー
疾患に関するアンメットニーズ調査
―テキストマイニングを用いたクラ
スタリング解析―

第29回　信州小児神経研究
会 2022.7.9 安曇野市

増田　智幸　本林　光雄
那須野　将　白井　真規
竹内史穂子　三澤　由佳
稲葉　雄二

ビガバトリンが有効であったピルビ
ン酸脱水素酵素複合体欠損症による
ウエスト症候群の1例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第58回　日本周産期新生児
医学会

2022.7.10
～12

神奈川県
横浜市 小川　　亮

シンポジウム9「CLDにまつわる諸
問題（長期予後と分類・ガイドライ
ン）」
慢性肺疾患児の青年期における呼吸
予後、喘息罹患率、QOLに関する
アンケート調査

第58回　日本周産期新生児
医学会

2022.7.10
～12

神奈川県
横浜市 糸島　　亮

シンポジウム７：500g未満のSGA
児の医療の現状　長野県立こども病
院における『出生体重500g以下の
SGA児の短期および長期予後』

第58回　日本周産期新生児
医学会

2022.7.10
～12

神奈川県
横浜市

星名　雄太　小川　　亮
柳沢　俊光　亀井　良哉
小田　　新　小久保雅代
廣間　武彦　中村　友彦

口演：巨大肺嚢胞に対して経皮的ド
レナージが有効であった超低出生体
重児の一例

第58回　日本周産期新生児
医学会

2022.7.10
～12

神奈川県
横浜市 小田　　新

ワークショップ3：胎児先天性心疾
患の診断と周産期管理　新生児科医
の視点から

第39回　日本二分脊椎研究
会 2022.7.16 和歌山県

和歌山市 市野みどり 二分脊椎の排泄（排尿）

第17回　小児耳鼻咽喉科学
会

2022.7.21
～22

富山県富
山市

佐藤梨里子　工　　　穣
野口　昌彦

当科で経験した乳幼児の深頸部膿瘍
の2症例

第17回　日本小児耳鼻咽喉
科学会総会・学術講演会

2022.7.21
～22

富山県
富山市

伊藤　靖典　加藤　泰輔
足立　雄一

小児の通年性アレルギー性鼻炎、花
粉症の有病率ー全国アレルギー疾患
疫学調査からー

第58回　日本小児循環器学
会総会・学術大会

2022.7.21
～23

北海道
札幌市

伊藤　　翼　沼田　隆佑
伊藤かおり　米原　恒介
大日方春香　赤澤　陽平
武井　黄太　瀧聞　浄宏

先天性心疾患における４D Phase-
Contrast MRIの 至 適velocity 
encoding設定の検討

American Association for 
Clinical Chemistry (AACC) 
2 0 2 2  A A C C  A n n u a l 
Scientific Meeting & Clinical 
Lab Expo

2022.7.26 Chicago

Ohkawa R.,
Mutsuda Y.,
Horiuchi Y.,
Kameda T.,

and Tozuka M.

Development and validation of 
novel automatable assay for 
cholesterol efflux capacity.

第23回　日本検査血液学会
学術集会

2022.7.30
～9.6

東京都
文京区
/Web

小林　　純　小森　一寿
小木曽嘉文　坂下　一夫
久保田紀子

ミエロペルオキシダーゼおよび骨髄
系抗原の結果解釈に苦慮した小児急
性白血病の一例

第16回　日本臨床検査学教
育学会学術大会 2022.8.18 埼玉県

日高市

小出　将太　林　　　航
吉田　諭史　泉　　克俊
瀧澤　志野　坂口かなえ
曽我　英司　木村　幸司
荒川　宜親　長野由紀子
長野　則之

高齢患者由来侵襲性ペニシリン低感
受性B群レンサ球菌の病原性・薬剤
耐性に関わるゲノム特性

日本病院薬剤師会関東ブロッ
ク第52回学術大会

2022.8.20
～21

神奈川県
横浜市

木口このみ　石川　友貴
鈴木　英二

イホスファミド誘発性脳症の予防に
メチレンブルーを投与した小児ユー
イング肉腫の一例

第49回　日本マススクリー
ニング学会学術集会 2022.8.26 Web 河西　彩香　久保田紀子

柴野登美子　戸塚　　実

先天性副腎過形成症スクリーニング
のタンデムマス法を用いた2次検査
方法の変更に関する検討

日本麻酔科学会　関東甲信
越・東京支部第62回合同学
術集会

2022.9.2
～10.3 Web

熊谷　　司　小渕　理人
清澤　研吉　大畑　　淳
市野　　隆

経食道心エコーの操作により左橈骨
動脈圧波形が平坦化したファロー四
徴症の2症例.

第32回　日本医療薬学会年
会

2022.9.23
～25

群馬県
高崎市

原　　歩未　杉井　孝綱
鈴木　英二

West症候群に対するACTH療法の
副作用発現状況についての検討

第62回　日本臨床化学会年
次学術集会 2022.9.30 Web

宮腰　恒広　亀田　貴寛
陸田　優芽　戸塚　　実
大川龍之介 

固相化リポソーム結合ゲルビーズ法
を用いたコレステロール引き抜き能
測定におけるビリルビンの影響回避
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第49回　日本小児栄養消化
器肝臓学会

2022.9.30
～10.2

東京都
新宿区

金子　海渡　鵜飼　聡士
佐渡　智光　倉沢　伸吾
加藤　沢子　中山　佳子
樋口　　司

好酸球性食道炎に対しステロイド嚥
下療法を行った小児3例

第71回　日本アレルギー学
会学術大会

2022.10.7
～9

東京都
千代田区

金井　絢子　徳永　　舞
小池　由美　伊藤　靖典

日常摂取量が摂取可能となった牛乳
アレルギー症例における運動後の症
状誘発リスクの検討

第71回　日本アレルギー学
会学術大会

2022.10.7
～9

東京都
千代田区

沖嶋　直子　関森　夏々
松尾優芽花　渡辺　花純
小林　克人　小池　由美
近藤　康人

Mal d 1の定量とリンゴPFAS患者
に対する経口食物負荷試験による、
低アレルゲン性リンゴ品種の選抜

第41回　長野県看護研究学
会 2022.10.8 松本市 小林　佑生 重症心身障がい児の気管切開手術に

対する主養育者の意思決定の過程

第25回　長野県母子衛生学
会総会・学術講演会 2022.10.22 松本市 白井　真規　竹内　浩一

稲葉　雄二　丸山　悠太

長野県における原発性免疫不全症
（PID）、脊髄性筋萎縮症（SMA）新
生児スクリーニング検査開始にむけ
て

第25回　長野県母子衛生学
会総会学術講演 2022.10.22 松本市 羽賀　優美　金澤　仁美

近藤　里栄　山崎さとみ

子宮内胎児死亡を経験した母と関わ
るスタッフの思いと、スタッフのニ
ーズに合わせた語りの会の開催方法
の検討

第87回　日本泌尿器科学会
東部総会 2022.10.28 軽井沢町 市野みどり Think d i f fe rent  in  ped ia t r ic 

LUTS、Dysfunctional voiding

第29回　小児集中治療ワー
クショップ 2022.10.29 東京都

千代田区 小林　恵子　鈴木　英二 小児集中治療チームの一員として～
薬剤師業務の現状と今後～

第26回　日本小児神経学会
甲信越地方会 2022.10.30 Web

那須野　将　本林　光雄
白井　真規　竹内史穂子
今井　　憲　三澤　由佳
稲葉　雄二

セレウス菌毒素が原因の急性脳症に
より広範囲の大脳皮質層状壊死を呈
した1例

第26回　日本小児神経学会
甲信越地方会 2022.10.30 Web

白井　真規　本林　光雄
増田　智幸　那須野　将
夏目　岳典　竹内史穂子
三澤　由佳　稲葉　雄二

PCDH19関連症候群で難治性てん
かん重積状態をきたし、ケトン食療
法が有効であった一例

日本泌尿器科学会第205回信
州地方会 2022.11.5 飯田市

栗田　知典　井川　靖彦
大池　　洋　北原　　梓
市野みどり

間欠性水腎症を契機に発見された下
大静脈後尿管の１例

第54回　日本小児感染症学
会学術集会

2022.11.5
～6

福岡県
福岡市

村井　健美　小林　　純
大森　教雄　竹内　浩一
久保田紀子　矢口　貴志
南　　希成

在宅中心静脈栄養療法中の患者にお
きたMoesziomyces aphidis血流感
染症

第54回　日本小児感染症学
会総会・学術集会（英語セッ
ション）

2022.11.5
～6

福岡県
福岡市

Minami Kisei,
Murai Takemi,
Omori Norio,

Maruyama Yuta

A boy suspected to have familial 
hyposplenism, who developed 
fatal invasive pneumococcal 
disease.

第54回　日本小児感染症学
会総会・学術集会

2022.11.5
～6

福岡県
福岡市

村井　健美　小林　　純
大森　教男　竹内　浩一
久保田紀子　矢口　貴志
南　　希成

在宅中心静脈栄養療法中の患者にお
きたMoesziomyces aphidis血流感
染症

第9回　日本小児理学療法学
会学術大会

2022.11.12
～13 Web

西川　良太　岩岡　晴美
佐藤紗弥香　川尻　美和
小松　昌久　酒井　典子
三澤　由佳

筋解離術を施行された脳性麻痺児の
集中的理学療法から退院後の歩行能
力の経過

第9回　日本小児理学療法学
会学術大会

2022.11.12
～13 Web

佐藤紗弥香　西川　良太
丸山　　求　小松　昌久
酒井　典子　大場　悠己
高橋　　淳　本林　光雄
三澤　由佳

神経筋原性側弯症に対する脊椎後方
矯正固定術後に積極的呼吸理学療法
を要した重症心身障がい児の１例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第128回　日本小児科学会甲
信地方会 2022.11.13 松本市

本林　光雄　増田　智幸
那須野　将　白井　真規
夏目　岳典　竹内史穂子
三澤　由佳　北村　真友
稲葉　雄二

長野県における有熱時けいれん重積 
患者の搬送のタイミングに関する検
討

第128回　日本小児科学会甲
信地方会 2022.11.13 松本市 武田　良淳　山口　智美

髙野　亨子　古庄　知己
LMX1B 変 異 を 同 定 し たNail-
Patella症候群の1例

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

伊藤　靖典　佐藤さくら
手塚純一郎　長尾みづほ
西本　　創　福家　辰樹
村井　宏生　足立　雄一

小児アレルギー教育セミナーによる
行動変容ー対面式とオンライン式の
比較検討ー

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

加藤　泰輔　伊藤　靖典
吉田　幸一　福家　辰樹
福冨　友馬　高橋　享平
今野　　哲　後藤　　穣
田中　暁生　手塚純一郎
松崎　寛司　長尾みづほ
中村　好一　足立　雄一

アレルギー疾患医療拠点病院の職員
と家族を対象とした小児アレルギー
疾患の有病率調査

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市 伊藤　靖典

シンポジウム　「令和」の医系技官
としてのアレルギー診療ーミクロか
らマクロの視点に切り替えてー

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市 伊藤　靖典

両親のアレルギー疾患既往が子のア
レルギー疾患へ与える影響ーアレル
ギー疾患医療拠点病院の職員・家族
を対象とした横断的調査からー

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会
Asia Pacific Academy of 
P e d i a t r i c  A l l e r g y , 
Respiralogy＆ Immunology 
2022 合同開催

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

德永　　舞　金井　絢子
小池　由美　伊藤　靖典

新型コロナウイルスの流行を受け開
始したアレルギー科電話診療に対す
るアンケート調査のまとめ

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会
Asia Pacific Academy of 
P e d i a t r i c  A l l e r g y , 
Respiralogy＆ Immunology 
2022 合同開催

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

Yuki Sakaguchi,
Ken-ichi Nagakura,
Kyohei Takahashi,
Noriyuki Yanagida,

Sakura Sato,
Katsushi Mirua,
Tatsuki Fukuie,

Komei Ito,
Mizuho Nagao,
Ikuo Okahuji,
Mika Ogata,
Yumi Koike,

Yasusuke Kawada,
Motohiro Ebisawa

Risk factors of positive results in 
cow's milk low-dose oral food 
c h a l l e n g e :  a  m u l t i c e t e r 
retrospective study in Japan

第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会
Asia Pacific Academy of 
P e d i a t r i c  A l l e r g y , 
Respiralogy＆ Immunology 
2022 合同開催

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

Kae Itabashi,  
Ken-ichi Nagakura, 
Kyohei Takahashi, 
Noriyuki Yanagida, 

Sakura Sato,
Katsushi Mirua,
Tatsuki Fukuie,

Komei Ito, 
Mizuho Nagao, 
Ikuo Okahuji, 
Mika  Ogata, 
Yumi Koike, 

Yasusuke Kawada, 
Motohiro Ebisawa

Risk factors of positive results in 
low-dose peanut  o ra l  food 
c h a l l e n g e :  a  m u l t i c e t e r 
retrospective study in Japan
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第59回　日本小児アレルギ
ー学会学術大会
Asia Pacific Academy of 
P e d i a t r i c  A l l e r g y , 
Respiralogy＆ Immunology 
2022 合同開催

2022.11.14
～15

沖縄県
宜野湾市

梶田　直樹　林　　大輔
明石　真幸　立元　千帆
石井　とも　小池　由美
堀向　健太　木下美沙子
濱畑　裕子　西本　　創
崎原　徹裕　新垣　洋平
吉田　幸一

本 邦 に お け る 鶏 卵FPIES、 小 麦
FPIES症例の臨床的交差反応/合併
反応の検討：多施設共同症例集積研
究

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市

羽生　直史　小田　　新
小川　　亮　小久保雅代
古屋　絢子　柳沢　俊光
廣間　武彦　中村　友彦

胎児期未診断の先天性横隔膜ヘルニ
ア症例からみる周産期管理の検討

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市

古屋　絢子　小田　　新
羽生　直史　小川　　亮
小久保雅代　廣間　武彦
中村　友彦

2q11.2欠失症候群を有するFallot
四徴症や両大血管右室起始症の特徴　

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市 小田　　新 NAVAのこれまでとこれから（教育

セミナー）

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市 小田　　新

慢性肺疾患の呼吸管理-いかに最重
症 化(Critical CLD)を 防 ぐ か-　
Critical CLDを救う挿管呼吸管理　
CLD-PHにフォーカスして（シンポ
ジウム）

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市 小久保雅代

教育委員会企画シンポジウム「打ち
破れ、中小NICU だからこそできる
研究プロダクト!」研究デザインの
選び方

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市 山田　洋輔　小田　　新

国 内 に お け るNeurally Adjusted 
Ventilatory Assist(NAVA)使 用 状 況
調査

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市

加藤　勇太　平田　克弥
小田　　新

NAVAやEdiを用いた超低出生体重
児の呼吸管理に対する看護師の実感
と医師の実感との比較

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市 友滝　清一　小田　　新 NAVAやEdiを用いた超低出生体重

児の呼吸管理に対する医師の実感

第66回　日本新生児成育学
会

2022.11.24
～26

神奈川県
横浜市

鈴木　博乃　小田　　新
廣間　武彦　中村　友彦

新生児期から巨大リンパ管奇形に対
してシロリムスを使用した一例

第18回　県立病院等合同研
究会 2022.12.3 長野市 小田　　新

本邦におけるNAVA、NIVーNAVA
の使用状況、使用感に関する全国調
査（奨励賞受賞）

第31回　長野県小児腎臓病
研究会 2022.12.3 松本市 市野みどり

下部尿路機能異常が疑われた治療抵
抗性急性巣状細菌性腎炎の１例　当
院受診後の経過と小児尿路感染症の
泌尿器科における診療

日本人類遺伝学会　第67回
大会

2022.12.14
～17 横浜市

武田　良淳　荒川　経子
久保田紀子　山口　智美
髙野　亨子　古庄　知己

長野県立こども病院における先天
性・遺伝性疾患を対象とした臨床的
遺伝子解析（クリニカルシークエン
ス）の実施状況

第46回　長野県臨床検査学
会

2022.12.17
～2023.1.15 Web 伊東　美結　二木亜希子

笹岡　真衣　戸塚　　実
高比重リポタンパク（HDL）の抗
酸化能測定法の簡易化に向けて

第46回　長野県臨床検査学
会

2022.12.17
～2023.1.15 Web 小林　　純　久保田紀子

武田　良淳　涌井　敬子

マイクロアレイ染色体検査での 
Dosage Sensitivity 遺伝子を指標と
した再解析方法の検討

第46回　長野県臨床検査学
会

2022.12.17
～2023.1.15 Web 河西　彩香　小林　　純

久保田紀子

検出法の工夫により検出し得た
Bacillus cereusによる急性脳症を
伴う嘔吐型食中毒の一例

第46回　長野県臨床検査学
会

2022.12.17
～2023.1.15 Web 山﨑　香織　伊東　美結

二木亜希子　戸塚　　実
平均赤血球容積（MCV）に影響を
及ぼす要因の解析
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第45回　日本小児遺伝学会
学術集会

2023.1.28
～29

東京都
港区

武田　良淳　山口　智美
髙野　亨子　古庄　知己

クリニカルシークエンスにてHRAS 
rare variantを 検 出 し たCostello症
候群の1例

令和４年　長野県立病院　放
射線技師研修会 2023.2.11 Web 高原　耕平 リニアアックの更新から立ち上げに

ついて

第5回　NAVAワークショッ
プ 2023.2.11 東京都

港区
田中　章太　羽生　直史
小田　　新

22-24週におけるNAVAの有用性の
検討

日本泌尿器科学会　第206回　
信州地方会 2023.2.11 松本市

北原　　梓　栗田　知典
大池　　洋　岸蔭　貴裕
井川　靖彦　市野みどり

膀胱皮膚瘻造設術実施症例の患者背
景と手術成績の検討

NN（Nagano＆NCCHD） ミ
ーティング 2023.3.7 Web 上條早奈美 NICUでの薬剤師の病棟業務と多職

種連携について

第9回　総合アレルギー講習
会

2023.3.18
～19

大阪府
大阪市 伊藤　靖典 小児気管支喘息　長期管理の実践

（ベーシック）
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研究論文について5

●信州医療センター

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

K.Miyazaki, R.Suzuki, M.Oguchi,…, 
N.Asano, Y.Ejima, N.Katayama, 
M.Yamaguchi

Long-term outcomes and central nervous 
system relapse in extranodal natural killer/
T-cell lymphoma

Hematol Oncol．2022.10，
40(4)， p.667-677．

Akaihata H, Matsuoka K, Hata J, 
Harigane Y, Yaginuma K, Endo Y, 
Imai H, Matsuoka Y, Onagi A, Tanji 
R, Honda-Takinami R, Hoshi S, 
Koguchi T, Sato Y, Kataoka M, 
Uemura M, Igawa Y, Kojima Y

Involvement of Mast-Cell-Tryptase- and 
Protease-Activated Receptor 2-Mediated 
Signaling and Urothelial Barrier Dysfunction 
with Reduced Uroplakin II Expression in 
Bladder Hyperactivity Induced by Chronic 
Bladder Ischemia in the Rat.

Int J Mol Sci．2023.2， 16; 
24(4):3982，doi:10.3390/
ijms24043982. 

Michel MC, Cardozo L, Chermansky 
CJ, Cruz F, Igawa Y, Lee KS, Sahai 
A, Wein AJ, Andersson KE

Current and emerging pharmacological 
t a r ge t s  and  t r ea tmen t s  o f  u r i n a r y 
incontinence and related disorders.

Pharmacol Rev．2023. 
3.14，PHARMREV-AR- 
2021-000523， doi: 10.1124/
pharmrev.121.000523．

Erbing F, Schneider T, Igawa Y, 
Michel MC

Correlations of mean voided volume with 
other parameters of overactive bladder 
syndrome. Continence 

Continence．2023.3.5，
100577， doi:10.1016/j. cont. 
2023.100577．

井川　靖彦 State of the Art 下部尿路の末梢知覚伝達機構 Urology Today．2022， 
22(3):9-15．

Naoki Kubo , Norihiko Furusawa, 
Daisuke Takeuchi, Shinichiro Imai, 
Hitoshi Masuo, Kentaro　Umemura, 
Masaru Terada

Clinical study of a new skin antiseptic 
olanexidine gluconate in gastrointestinal 
cancer surgery.

BMC surgery．2022，22: 
194．

福井　独歩　木本　昌伸　渡邊　憲弥
小坂　　充　吾妻　俊彦　出浦　　弦
山﨑　善隆

右仙腸関節痛を主訴とする右結核性仙腸関節
炎・流注膿瘍の1例 結核.2022,97,p.341-344．

佐藤　千鶴　戸谷　佳美 長野県立信州医療センター「サービス向上委
員会」活動報告

看護のチカラ．2023.3.15, 
Vol.28, No.597, p.29～36．

田中　健二　堀　　勝幸　太田　　伸 消毒薬 じほう.治療薬ハンドブッ
ク2023, p.1511-1541．

●こころの医療センター駒ヶ根

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

埴原　秋児 老いにそなえる 老年精神医学雑誌．2022，
Vol33，No.9，p.881-882．

原田　　謙 併存症①　行動障害群（反抗挑発症・素行症）
他

注意欠陥・多動症-ADHD-
の診療・治療ガイドライン
第５版，じほう，2022．

原田　　謙 学童期・思春期における２次障害への対応 小児科Vol.63 No.11，金原
出版，2022．

三浦　典子　中野　葉子　犬塚　　伸
埴原　秋児

実践報告
地域包括ケアシステムにおける認知症にやさ
しい共生社会に向けた,駒ヶ根の取り組みにつ
いて

老年期精神医学雑誌．2022，
Vol.33，No.12，p.1336-
1344．

熊谷　照美 神経発達症・心身医学的問題を持つ子どもと
家族への看護

ナーシング・グラフィカ　
小児看護学③，メディカ出
版，2023．

●木曽病院

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

Fukai H, Koide N, Yanagisawa N, 
Koyama Y, Kitagawa N, Ogihara Y, 
Ohya M.

A case of adenosquamous carcinoma of 
the esophagogastric junction

Surgical Case Reports．
2022.5，Vol.8，No.82,
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著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

Kentaro Yoshikawa, Masahi ro 
Kuroda

＜査読付き口頭発表論文＞
IoT Orchestration centered on Highly 
Managed Medical Devices for Patients of 
Chronic Respiratory Diseases

2022 IEEE 10th Global 
Conference on Consumer 
E l ec t r on i c s  (GCCE) . 
2022.10, No.22542158,

上條　恭佑　菊地　範彦　堀澤　　信
常見　浩司　内山　夏紀　池田　枝里
橘　　涼太　大平　哲史

Web 会議システムを用いたオンライン症例検
討会

関東連合産科婦人科学会. 
2022.3, Vol.59, No.1, 
p.105-110

●こども病院

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

Motobayashi M，Munakata S，
Kitazawa N，Fushimi T，Murayama K，
Inaba Y．

Partial Efficacy of Vigabatrin in an Infant 
With West Syndrome Due to Pyruvate 
Dehydrogenase Complex Deficiency:A Case 
Report．

Pediatr Neurol. 2022. Nov 
2, Vol.138, p.98-100．

Ayaka Kasai，Jun Kobayashi，
Makoto Nishioka，Noriko Kubota，
Yuji Inaba，Mitsuo Motobayashi．

Early Phase Increase in Serum TIMP-1 in 
Patients with Acute Encephalopathy with 
Biphasic Seizures and Late Reduced 
Diffusion．

Children (Basel). 2022. 
Dec 30, Vol.10, No.1, 
p.78． 

Maki Saito，Takemi Murai，Mitsuo 
Motobayashi，Satoko Ono，Kanako 
Nishizawa，Hironori Minoura，Norio 
Omori，Masatomo Kitamura，Kisei 
Minami，Yuji Inaba．

Refractory status epilepticus with fever due 
to mumps vaccine-induced encephalitis 
caused secondary  encepha lopa thy 
mimicking acute encephalopathy with 
b iphas ic se izures and la te reduced 
diffusion．

Brain & Development. 
2022. Nov, Vol.44, No.10, 
p.737-742．

Motoki N，Inaba Y，Shibazaki T，
Misawa Y，Ohira S，Kanai M，
Kurita H，Tsukahara T，Nomiyama 
T; Japan Environment，Children's 
Study (JECS) Group．

Impact of maternal dyslipidemia on infant 
neurodevelopment: The Japan Environment 
and Children's Study．

Brain Dev. 2022, Vol.44, 
No.8, p.520-530.

Motoki N，Inaba Y，Shibazaki T，
Misawa Y，Ohira S，Kanai M，
Kurita H，Tsukahara T，Nomiyama 
T ;  J a p a n  E n v i r o n m e n t  a n d 
Children’s Study (JECS) Group．

Insufficient maternal gestational weight gain 
and infant neurodevelopment at 12 months 
of  age: the Japan Envi ronment and 
Children's Study．

Eu r  J  Ped i a t r .  2 0 2 2 , 
Vol.181, No.3, p.921-931．

Sakamoto M，Iwama K，Sasaki M，
Ishiyama A，Komaki H，Saito T，
Takeshita E，Shimizu-Motohashi Y，
Haginoya K，Kobayashi T，Goto T，
Tsuyusaki Y，Iai M，Kurosawa K，
Osaka H，Tohyama J，Kobayashi Y，
Okamoto N，Suzuki Y，Kumada S，
Inoue K，Mashimo H，Arisaka A，
Kuki I，Saijo H，Yokochi K，Kato M，
Inaba Y，Gomi Y，Saitoh S，Shirai K，
Morimoto M，Izumi Y，Watanabe Y，
Nagamitsu SI，Sakai Y，Fukumura S，
Muramatsu K，Ogata T，Yamada K，
Ishigaki K，Hirasawa K，Shimoda K，
Akasaka M，Kohashi K，Sakakibara 
T，Ikuno M，Sugino N，Yonekawa T，
Gürsoy S，Cinleti T，Kim CA，Teik 
KW，Yan CM，Haniffa M，Ohba C，
Ito S，Saitsu H，Saida K，Tsuchida 
N，Uchiyama Y，Koshimizu E，
Fujita A，Hamanaka K，Misawa K，
Miyatake S，Mizuguchi T，Miyake N，
Matsumoto N．

Genetic and clinical landscape of childhood 
cerebellar hypoplasia and atrophy．

Genet Med. 2022, Vol.24，
No.12, p.2453-2463．
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著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

増田　智幸　本林　光雄　田中　章太
齊藤　真規　武田　良淳　小田　　新
山口　智美　髙野　亨子　廣間　武彦
古庄　知己　稲葉　雄二

SCN2Aバリアントによる良性家族性新生児乳
児発作の母子例および同バリアントを持つ既
報告4例における臨床表現型の検討

診断と治療社, 脳と発達. 
2022, 第54巻5号, p.338-342．

Takeda R，Yamaguchi T，Hayashi S，
Sano S，Kawame H，Kanki S，
Ta k e t a n i  T ， Yo s h i m u r a  H ，
Nakamura Y，Kosho T．

 Clinical and molecular features of patients 
with COL1-related disorders: Implications 
for the wider spectrum and the risk of 
vascular complications．

Ame r i can  Jou rna l  o f  
Medical Genetics part A．
2022, Vol.188, No.9, p.2560-
2575．

Ritter AL，Gold J，Hayashi H，
Ackermann AM，Hanke S，Skraban 
C，Cuddapah S，Bhoj E，Li D，
Kuroda Y，Wen J，Takeda R，Bibb A，
El Chehadeh S，Piton A，Ohl J，
Kukolich MK，Nagasaki K，Kato K，
Ogi T，Bhatti T，Russo P，Krock B，
Murrell JR，Sullivan JA，Shashi V，
Stong N，Hakonarson H，Sawano K，
Torti E，Willaert R，Si Y，Wilcox 
WR，Wirgenes KV，Thomassen K，
Carlott i K，Erwin A，Lazier J，
Marquardt T，He M，Edmondson 
AC，Izumi K．

Expanding the phenotypic spectrum of 
ARCN1-related syndrome．

Genetics in Medicine. 
2022, Vol.24, No.6, p.1227-
1237．

小川　　亮 周産期の栄養　慢性肺疾患児の栄養管理
東京医学社, 周産期医学. 
2022, Vol.52増刊号, p.678-
681．

赤川　大介　小川　　亮
周産期の栄養　新生児・乳児の栄養　Q90 慢
性肺疾患を合併しているNICU入院中の児に対
する栄養管理方法を教えてください。

東京医学社, 周産期医学. 
2022, Vol.52増刊号, p.534-
535．

赤川　大介　小川　　亮
周産期の栄養　新生児・乳児の栄養　Q89 慢
性肺疾患を予防するためにはどのような栄養
管理をすればよいでしょうか？

東京医学社, 周産期医学. 
2022, Vol.52増刊号, p.532-
533．

森川　友樹　糸島　　亮　小川　　亮
小田　　新　廣間　武彦　中村　友彦

妊娠初期の梅毒血清検査陰性だった先天梅毒
の一例

日本周産期・新生児医学会
雑誌. 2022, Vol.58, No.1, p. 
195-199.

市野みどり 学童期の尿失禁②
診断と治療社，小児科診
療．2022，Vol.85, No.3，
p.359-364．

市野みどり 蓄尿機能障害に対する薬物療法：抗コリン薬
医 学 書 院, 臨 床 泌 尿 器. 
2022，Vol.76, No.5, p.298-
302．

市野みどり 蓄尿障害-昼間尿失禁に対するファーストタッ
チ

医学書院, 臨床泌尿器科. 
2022, Vol.77, No.1, p.34-
42．

市野みどり 乳児VURにおけるウロダイナミクス所見
医学図書出版, 泌尿器外科. 
2022, Vol.35臨 時 増 刊 号, 
p.766-768．

福島　華子　三間真理子 18トリソミーの子ども・家族の「生きる」ス
テージに寄り添い，地域につなぐ支援

へ る す 出 版, 小 児 看 護. 
2022, Vol.45, No.9, p.1026-
1032．

Kobayashi J，Takezawa Y，Saito S，
Kubota N，Sakashita K，Nakazawa Y，
Higuchi Y，Tozuka M，Ishida F．

Immature Platelet Fraction and its Kinetics 
in Neonates．

 J Pediatr Hematol Oncol. 
2022 May 20, doi: 10.1097/
MPH. 0000000000002487. 

Yanagisawa R，Ishimine N，Komori K，
Kurata T，Saito S，Tanaka M，
Sakashita K，Tozuka M，Nakazawa Y．

Relationship between allergic transfusion 
reactions and allergic predisposition among 
pediatric patients with hematological/
oncological disease．

Transfusion. 2022. May, 
Vol.62, No.5, p.1035-1044. 
doi: 10.1111/trf.16855. 
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著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

Koide S，Nagano Y，Takizawa S，
Sakaguchi K，Soga E，Hayashi W，
Tanabe M，Denda T，Kimura K，
Arakawa Y，Nagano N．

Genomic Traits Associated with Virulence 
and Antimicrobial Resistance of Invasive 
Group B Streptococcus Isolates with 
Reduced Penicil l in Susceptibil ity from 
Elderly Adults．

Microbiol Spectr. 2022. 
J un  2 9 ,  Vol.1 0 ,  No.3 , 
e0056822, doi: 10.1128/
spectrum. 00568-22．

I s h i m i n e  N ， W u  S ， O t a  R ，
Takahashi K，Takiwaki M，Sugano M，
Tozuka M，Uehara T． 

Development of free 25-hydroxyvitamin D3 
assay method using liquid chromatography-
tandem mass spectrometry．

Biosci Rep. 2022. Oct 28, 
Vol.42, No.10, BSR20221326, 
doi: 10.1042/BSR20221326．

Kubota N，Kobayashi J，Kasai A，
Nasuno M，Murai T，Minami K，
Ohta M．

Detection of Bacillus cereus as a causative 
agent of emetic food poisoning by an 
unconventional culture procedure．

 J Infect Chemother. 2022. 
Nov, Vol.28, No.110, p.1575-
1577, doi: 10.1016/j.jiac. 
2022.07.011．

神田　莉沙　小林　　純　河西　彩香
久保田紀子

新型コロナウイルスreal-time RT-PCR法にお
けるThreshold Cycle (Ct)値の適切な活用に向
けた検査動作環境(プラットフォーム)情報共有
の必要性

長野県立こども病院医学雑
誌 . 2022,  Vol.5,  No.2, 
p.9-16．

Yasunori Ito，Taisuke Kato，Koichi 
Yoshida，Kyohei Takahashi，Yuma 
Fukutomi，Mizuho Nagao，Tatsuki 
Fukuie，Hiroshi Matsuzaki，Minoru 
Gotoh，Akio Tanaka，Satosh i 
Konno，Junichiro Tezuka，Yosikazu 
Nakamura，Yuichi Adachi．

Prevalence of Allergic Diseases across All 
Ages in Japan: A Nationwide Cross- 
Sectional Study Employing Designated 
Allergic Disease Medical Hospital Network

JMA journal．2023, Vol.6, 
No.4, p.165-174．

Yumi Koike，Naoko Okishima，Mai  
Tokunaga，Katsuhiko Kobayashi，
Yuji Inaba．

Clinical Study of Polle-fiid Allergy Syndrome 
Estimated by Double-blind, Placebo-
controlled Food Challenges of Te Apple 
Cultivars 

Shinshu Medical Journal. 
2023, Vol.71, No.2, p.99-
107．

S a k u m a  H ， T a k a n a s h i  J I ，
Muramatsu K，Kondo H，Shiihara T，
Suzuki M，Okanari K，Kasai M，
Mitani O，Nakazawa T，Omata T，
Shimoda K，Abe Y，Maegaki Y，
Murayama K，Murofushi Y，Nagase 
H，Okumura A，Sakai Y，Tada H，
Mizuguchi M; Japanese Pediatric 
Neuro-COVID-19 Study Group 
(Tsuyosh i  Matsuoka，Hi rosh i 
Oakada，Tatsuharu Sato，Kenjiro 
Kikuchi，Satoshi Akamine，Nanako 
Kawata，Shin ich i ro  Mor ich i，
Hideyuki Iwayama，Ryuta Tanaka，
Y o s h i y u k i  H a n a o k a ， Y u k i 
Minamisawa，Tatsuya Ema，Mitsuo 
Motobayashi，Tomoshiro I to，
Fumikazu Sano)．

Severe pediatric acute encephalopathy 
syndromes related to SARS-CoV-2．

Front Neurosci. 2023.Feb 
27, Vol.17, 1085082. doi: 
1 0 . 3 3 8 9 / f n i n s . 2 0 2 3 . 
1085082. eCollection 2023．

Sakai R，Kitazawa N，Nasuno M，
Shirai M，Omori N，Takeuchi S，
Imai K，Noda S，Kitamura M，
Inaba Y，Motobayashi M．

Effectiveness of Plasma Exchange in a Girl 
With Corticosteroid-Resistant Anti-myelin 
Oligodendrocyte Glycoprotein-Associated 
Disease．

J Pediat r  Ophtha lmol 
Strabismus. 2023. Mar-
Apr, Vol.60, No.2, p.e11- 
e15．

Ken Imai，Hiroko Hara，Tatsuo 
Sawada，Masaki Wada．

Comparison of the Clinical Characteristics of 
Infants with Punctate White Matter Lesions 
and/or Cystic Lesions

Neuropediatrics. 2023, 
Vol.54, No.1, p.6-13．

Fukao T，Sano F，Nemoto A，
Naito A，Yanagisawa T，Imai K，
Hiroma T，Inaba Y，Kanemura H，
Aihara M，Inukai T，Kaga Y．

Factors associated with the development of 
epilepsy in very low birth weight infants．

Pediatr Neonatol. 2023, 
S1875-9572(23)00072-4.
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著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

小川　　亮 慢性肺疾患児の青年期における呼吸予後，喘
息罹患率，QOL に関するアンケート調査

日本周産期・新生児医学会
雑 誌. 2023, Vol.58, No.4, 
p.792-795．

糸島　　亮　小田　　新　小川　　亮 長野県立こども病院における『出生体重500g 
以下のSGA 児の短期および長期予後』

日本周産期・新生児医学会
雑 誌. 2023, Vol.58, No.4, 
p.758-761．

Ryo Ogawa，Ayaka Kasai，Takehiko 
H i roma，Minoru Tozuka，Yuj i 
Inaba，Tomohiko Nakamura．

Prospective cohort study for postnatal 
cytomegalovirus infection in preterm infants.

J Obstet Gynaecol Res．
2023.Mar 8.doi: 10.1111/
jog.15628．

Nakanishi H, Isayama T, Kokubo M, 
Hirano S, Kusuda S

Inhaled Nitric Oxide Therapy in the Post-
Acute Phase in Extremely Preterm Infants: 
A Japanese Cohort Study.

J  Ped ia t r.  2023 .  Jan, 
Vol.252，p.61-67．

小田　　新 NAVA, NIV-NAVA メディカ出版，with NEO．
2023, Vol.36, p.114-121．

小田　　新 超低出生体重児児の呼吸管理 NAVAを積極的
に導入する

東京医学社, 周産期医学. 
2023, Vol.53, No.1, p.26-
28．

三澤　由佳 18トリソミー症候群の子どもの身体機能や発
達を考慮したリハビリテーション

ヘルス出版, 小児看護. 2022, 
Vol.45, No.9, p.1081-1088．

Usami Y，Yanagisawa R，Kanai R，
Ide  Y，Konno  S，Iwama  M，
Futatsugi A，Takeshita T，Furui Y，
Komori K，Kurata T，Saito S，
Tanaka M，Nakazawa Y，Sakashita 
K，Tozuka M．

Basophil activation test for allergic and 
febrile non-haemolytic transfusion reactions 
a m o n g  p a e d i a t r i c  p a t i e n t s  w i t h 
haematological or oncological disease．

Vox Sang. 2023. Jan, Vol. 
118, No.1, p.41-48, doi: 
10.1111/vox.13365．

Mutsuda Y，Miyakoshi T，Horiuchi Y，
Kameda T，Tozuka M，Ohkawa R．

Development and val idation of novel 
automatable assay for cholesterol efflux 
capacity．

Biosci Rep. 2023.Feb 27, 
Vol.43, No.2, BSR20221519, 
doi: 10. 1042/BSR20221519．

N i sh i kawa  R，N ish i zawa  H，
Fukushima K，Oguchi K，Takei YI，
Nakamura A，Kimura T．

The effects of visual cues from optical 
stimulation devices on gait disturbance in 
patients with Parkinson's disease．

J o u r n a l  o f  P h y s i c a l 
Therapy Science. 2023, 
Vol.35，No.3，p.230-236．

●本部事務局

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

Takayuki Honda INTERPRETING ROUTINE LABORATORY 
TESTS TRAINING

ONE PEACE BOOKS，
2022.12.11
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本部研修センターによる研修会開催状況6

研　修　名 研修対象者 研修目的 日　程 参加者数
(人)

課
程
別
研
修

新規採用職員研修Ⅰ 新規採用職員
機構職員として必要な基礎知識と態
度を身につけ、職場と仕事について
理解を深める。

2022.4.14 87

新規採用職員研修Ⅱ 新規採用職員（新卒等）

機構職員として必要な基本知識と態
度を身につけ、社会人としての心構
え、仕事の基本及びビジネスマナー
を習得する。

2022.4.15 57

新規採用職員研修Ⅲ 新規採用職員（新卒等）
機構職員として必要な基本知識と態
度を身につけ、仕事の進め方等のス
キルを習得する。

2022.7.22 48

勤務３年目研修 新卒勤務後３年目の職
員

機構の役割を認識し、地域に安心で
質の高い医療サービスを安定的に提
供するため、３年目職員として目指
すべき職員像を理解する。

2022.10.7
(オンライン)

又は
2022.10.14

45

キャリア形成研修① 資格取得又は最終卒年
から５年目の職員等

機構の役割を再認識し、地域に安心
で質の高い医療サービスを安定的に
提供するため、５年目職員として目
指すべき職員像を理解する。

2022.8.5 31

キャリア形成研修② 資格取得又は最終卒年
から10年目の職員等

機構の役割を再認識し、地域に安心
で質の高い医療サービスを安定的に
提供するため、10年目職員として目
指すべき職員像を理解する。

2022.9.2 39

キャリア形成研修③ 資格取得又は最終卒年
から15年目の職員等

機構の役割を再認識し、地域に安心
で質の高い医療サービスを安定的に
提供するため、15年目職員として目
指すべき職員像を理解する。

2022.10.28
(オンライン) 22

キャリア形成研修④ 資格取得又は最終卒年
から20年目の職員等

機構の役割を再認識し、地域に安心
で質の高い医療サービスを安定的に
提供するため、20年目職員として目
指すべき職員像を理解する。

2022.11.11
(オンライン) 24

新管理職研修

職場内で管理的役割を
担う役職に就いて２年
以内の職員等　
診療部：部長
看護部：看護師長
医療技術部：科長
薬剤部：部長
事務職：課長 以上　

機構の労務管理を学ぶ。
病院等の職場における管理職に必要
なマネジメントの知識や技術を学ぶ。

2022.6.10 13

選
択
研
修

労働条件と服務研修 全職員
機構職員として、知っておくべき労
働条件や服務等を学び、働く上で必
要な知識を身につける。

2022.9.16
(オンライン) 27

分かりやすい文書作
成研修 全職員

あいまいさをなくし、正確に相手に
伝える文章作成の基本及び論理的な
構成等により、的確で説得力のある
内容の文書を作成する方法を理解す
る。

2022.9.16
(オンライン) 36

リーダー研修Ⅰ
フォロワーシップ

全職員（原則ⅠとⅡを
セットで受講）

上司の補佐役としての中堅職員の役
割とフォロワーシップを学ぶ。
フォロワーとして、必要な能力を理
解する。

2022.6.17
(オンライン) 46

リーダー研修Ⅱ
リーダーシップ

同僚、後輩を巻き込み、目標達成に
向けリーダーシップを発揮できる力
を磨く。
上司部下を含め、周りとの信頼関係
の構築を学ぶ。

2022.7.15
(オンライン) 42

OJT研修 新規採用者等の指導・
育成に係わる職員等

OJTの意義を理解し、OJTによる計画
的かつ具体的な育成方法を学び、実
践力を高める。

2023.2.17
(オンライン) 32
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研　修　名 研修対象者 研修目的 日　程 参加者数
(人)

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ①

シミュレーション教育
指導に関心のある者

シミュレーション教育指導者の育成
（シミュレーション教育の基礎とシナ
リオ作成）

2022.8.25
 又は

2022.8.26
(両日ｵﾝﾗｲﾝ)

機構内14 
機構外11

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ②

シミュレーション教育指導者の育成
（ファシリテーションとデブリーフィ
ングの基礎）

2022.9.29
又は

2022.9.30
(両日ｵﾝﾗｲﾝ)

機構内13 
機構外12

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ③

シミュレーション教育指導者の育成
（シナリオ評価とシミュレーション研
修後の評価と活かし方）

2022.11.17
又は

2022.22.18

機構内14 
機構外11

シナリオブラッシュ
アップ講座

シナリオを用いたシミ
ュレーション教育を行
っている看護職・看護
教員　

シミュレーション指導者講習
（事前作成したシナリオの評価と改
善）

2023.3.10 機構内6 
機構外7

合　　計 637
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●本部研修センターによる研修会開催状況（平成30年度から令和４年度）

研　修　名 研修対象者
参加者数（人）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

課
程
別
研
修

新規採用職員研修Ⅰ 新規採用職員 64 92 94 72 87

新規採用職員研修Ⅱ 新規採用職員（新卒等） 34 55 41 59 57

新規採用職員研修Ⅲ 新規採用職員（新卒等） － － － 54 48

勤務３年目研修 新卒勤務後３年目の職員 53 34 29 46 45

キャリア形成研修①
（５年目）

資格取得又は最終卒年
から５年目の職員等 49 48 55 32 31

キャリア形成研修②
（10年目）

資格取得又は最終卒年
から10年目の職員等 28 30 32 36 39

キャリア形成研修③
（15年目）

資格取得又は最終卒年
から15年目の職員等 19 18 19 25 22

キャリア形成研修④
（20年目以上）

資格取得又は最終卒年
から20年目の職員等 26 39 32 32 24

リーダー研修Ⅰ
　フォロワーシップ

勤務４～7年目の職員
45 40 － － －

リーダー研修Ⅱ
　リーダーシップ 44 37 － － －

コーチング研修 勤務５～10年目の職員 15 － － － －

キャリアサポート研修 職場内で管理的役割を
担う者 17 － － － －

新管理職研修
職場内で管理的役割を
担う役職に就いて２年
以内の職員

22 21 12 19 13

選
択
研
修

プレゼンテーション研修 全職員 13 － － － －

公文書の書き方・扱い方、
労働条件・服務研修 全職員 37 12 31 35 －

労働条件と服務研修 全職員 － － － － 27

分かりやすい文書作成研修 全職員 － － － － 36

リーダー研修Ⅰ
　フォロワーシップ

全職員
－ － 40 47 46

リーダー研修Ⅱ
　リーダーシップ － － 40 46 42

診療報酬研修 全職員 － － － 56 －

OJT研修 新規採用者等の指導・
育成に係わる職員等 17 26 37 38 32

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ①

長野県内の医療従事者
でシミュレーション教
育指導に関心のある者

29 45 16 19 25

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ② 29 47 16 19 25

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ③ 28 46 (中止) 18 25

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ④

シミュレーション教育
を行っている看護職等 25 (中止) － － －

シナリオブラッシュアップ
講座

シミュレーション教育
を行っている看護職等 － － 30 19 13

長野小児救急セミナーNPEC 初期・後期研修医 12 13 (中止) (中止) (中止)

合　　計 606 603 524 672 637
（注）　１　「研修対象者」は、年度により範囲が異なる場合がある。
　　　２　「参加者数」は、機構外の参加者を含む。
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●主なシミュレータリスト

シミュレータ名 説　明 数量 製造元

1 Sim Man 3G 成人患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

2 Sim Junior シムジュニア 小児患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

3 Sim NewＢ　シムニューボーン 新生児患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

4 フィジカルアセスメントトレーニン
グモデル“Physiko“

フィジカルアセスメント手技トレー
ニング等 1 ㈱京都科学

5 心臓超音波トレーニングシミュレー
タ　ハートワークス

経胸壁・経食道心臓超音波バーチャ
ルトレーニング 1 日本ライトサービス㈱

6 産婦人科用超音波シミュレータ バイ
メディックス 妊婦超音波検査トレーニング 1 ガデリウスメディカル㈱

7 ALSシミュレータ　（アドバンス） 高度救命トレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

8 レサシアン With QCPR CPRトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

9 レサシベビー　With QCPR 乳児のCPRトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

10 AEDリトルアン トレーニングシステ
ム CPR-AEDトレーニング 10 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

11 気道管理トレーナー 気道確保、気管挿管、胃管挿入のト
レーニング 3 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

12 AIRSIM　ブロンコ 気管挿管、気管支鏡のトレーニング 1 日本ライトサービス㈱

13 DAMシミュレータトレーニングモデ
ル　

DAM（気道困難確保症例）の気道確
保、気管挿管トレーニング 1 ㈱京都科学

14 乳児気道管理トレーナー 乳児の気道確保、気管挿管、胃管挿
入のトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

15 気管切開トレーナー 気管切開手技トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

16 マーゲンシミュレータ 上部消化管内視鏡トレーニング 2 ㈱京都科学

17 大腸内視鏡モデルⅠ－B型 大腸内視鏡トレーニング 1 ㈱高研

18 気管支内視鏡トレーニングモデル 気管支内視鏡トレーニング 1 ㈱高研

19 外傷・救急用超音波診断トレーニン
グファントム“FAST/ER FAN” 超音波画像診断トレーニング 1 ㈱京都科学

20 内視鏡手術トレーナー 腹腔鏡手術のトレーニング 1 ㈱平和医療器械

21 縫合練習キット 創傷縫合トレーニング 5 日本ライトサービス㈱

22 縫合手技評価シミュレータ 創傷縫合トレーニング（評価） 1 ㈱京都科学

23 気胸トレーニングマネキン 胸腔穿刺（脱気）トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

24 胸部ドレーンシミュレータ 胸腔穿刺・ドレーン挿入等トレーニ
ング 1 日本ライトサービス㈱

25 腰椎・硬膜外穿刺シミュレータ ルン
バールくんⅡ 腰椎穿刺・硬膜外穿刺トレーニング 1 ㈱京都科学

26 腰椎・硬膜外穿刺シミュレータ 小児
ルンバールⅡ

小児の腰椎穿刺・硬膜外穿刺トレー
ニング 1 ㈱京都科学

27 M75B万能型成人実習モデル　さく
らⅡ 看護技術のトレーニング 2 ㈱京都科学

28 まあちゃん（小児医療ケアモデル） 小児医療看護ケアのトレーニング 1 ㈱京都科学

29 万能トレーニングベビー 生後４週の乳児の看護技術トレーニ
ング 1 ㈱京都科学

30 採血静脈注射シミュレータ“シンジョ
ーⅡ” 採血・静脈注射のトレーニング 3 ㈱京都科学
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シミュレータ名 説　明 数量 製造元

31 手背の静脈注射シミュレータ　Aセ
ット 採血・静脈注射のトレーニング 1 ㈱京都科学

32 点滴静注シミュレータ　Vライン 末梢静脈ラインの確保、薬剤投与の
練習 4 ㈱京都科学

33 小児の手背静脈注射シミュレータ 小児の採血・静脈注射のトレーニン
グ 1 ㈱京都科学

34 かんたんくん 採血・静脈注射のトレーニング 5 ㈱京都科学

35 センシティブ 採血・静脈注射のトレーニング 2 ビー・ブラウンエースクラッ
プ㈱

36 殿筋注射２Wayモデル 殿筋への筋肉注射トレーニング 2 ㈱京都科学

37 吸引シミュレータ“Qちゃん” 口腔・鼻腔・気切からの吸引トレー
ニング 5 ㈱京都科学

38 導尿・浣腸シミュレータ（男性） 男性の導尿、留置カテーテル挿入、
浣腸のトレーニング 2 ㈱京都科学

39 導尿・浣腸シミュレータ（女性） 女性の導尿、留置カテーテル挿入、
浣腸のトレーニング 2 ㈱京都科学

40 経管栄養シミュレータ 経鼻、胃ろうからの栄養剤注入、カ
テーテル挿入のトレーニング 3 ㈱京都科学

41 嚥下のメカニズムモデル 嚥下の仕組みや誤嚥などの学習 1 ㈱坂本モデル

42 産科シミュレータ　ソフィー 分娩トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

43 会陰縫合シミュレータ(3個セット) 会陰縫合のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ
ィフィック㈱

44 婦人科診察トレーナー 婦人科診察のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ
ィフィック㈱

45 婦人科診察シミュレータ　腹腔鏡対
応 婦人科診察のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ

ィフィック㈱
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